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はじめに 
このたびはGRT1シリーズ スライス I/Oターミナル用スライス I/Oユニットをお買い上げ
いただきましてありがとうございます。 
スライス I/Oユニットは、当社の高度な制御技術と豊富な経験を元に開発された、小数点
のビルディング型 I/Oユニットです。 
機能・性能などを十分ご理解いただき、通信ユニットと併せて、システム構成にご活用
ください。 
 

対象となる読者の方々 
本マニュアルは、次の方を対象に記述しています。 
電気の知識（電気工事士あるいは同等の知識）を有する方で 
・FA機器の導入を担当される方 
・FAシステムを設計される方 
・FA機器を設置、接続される方 
・FA現場を管理される方 
 

お願い 
・本マニュアルは、スライスI/Oユニットを使用する上で、必要な情報を記載しています。
お使いになる前に本マニュアルをよく読んで、十分に理解してください。また、お読
みになった後も本マニュアルは大切に保管して、いつも手元においてお使いくださ
い。 

 

ご承諾事項 
｢当社商品｣について特別の合意がない場合には、お客様のご購入先にかかわらず、本ご
承諾事項記載の条件を適用いたします。 

● 定義 

本ご承諾事項中の用語の定義は次のとおりです。 
・｢当社商品｣：｢当社｣の FAシステム機器、汎用制御機器、センシング機器、電子・
機構部品 
・｢カタログ等｣：｢当社商品｣に関する、ベスト制御機器オムロン、電子・機構部品総
合カタログ、その他のカタログ、仕様書、取扱説明書、マニュアル等であって電磁
的方法で提供されるものも含みます。 
・｢利用条件等｣：｢カタログ等｣に記載の、｢当社商品｣の利用条件、定格、性能、動作
環境、取り扱い方法、利用上の注意、禁止事項その他 
・｢お客様用途｣：｢当社商品｣のお客様におけるご利用方法であって、お客様が製造す
る部品、電子基板、機器、設備またはシステム等への｢当社商品｣の組み込み又は利
用を含みます。 
・｢適合性等｣：｢お客様用途｣での｢当社商品｣の(a)適合性、(b)動作、(c)第三者の知的
財産の非侵害、(d)法令の遵守および(e)各種規格の遵守 
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● 記載事項のご注意 
「カタログ等｣の記載内容については次の点をご理解ください。 

・定格値および性能値は、単独試験における各条件のもとで得られた値であり、各定

格値および性能値の複合条件のもとで得られる値を保証するものではありません。 

・参考データはご参考として提供するもので、その範囲で常に正常に動作することを

保証するものではありません。 

・利用事例はご参考ですので、｢当社｣は｢適合性等｣について保証いたしかねます。 

・｢当社｣は、改善や当社都合等により、｢当社商品｣の生産を中止し、または｢当社商品｣

の仕様を変更することがあります。 

● ご利用にあたってのご注意 
ご採用およびご利用に際しては次の点をご理解ください。 

・定格・性能ほか｢利用条件等｣を遵守しご利用ください。 

・お客様ご自身にて｢適合性等｣をご確認いただき、｢当社商品｣のご利用の可否をご判

断ください。 

｢当社｣は｢適合性等｣を一切保証いたしかねます。 

・｢当社商品｣がお客様のシステム全体の中で意図した用途に対して、適切に配電・設

置されていることをお客様ご自身で、必ず事前に確認してください。 

・｢当社商品｣をご使用の際には、(ⅰ)定格および性能に対し余裕のある｢当社商品｣のご

利用、冗長設計などの安全設計、(ⅱ)｢当社商品｣が故障しても、｢お客様用途｣の危険

を最小にする安全設計、(ⅲ)利用者に危険を知らせるための、安全対策のシステム全

体としての構築、(ⅳ)｢当社商品｣および｢お客様用途｣の定期的な保守、の各事項を実

施してください。 

・｢当社」は DDoS 攻撃（分散型 DoS 攻撃）、コンピュータウイルスその他の技術的

な有害プログラム、不正アクセスにより、「当社商品」、インストールされたソフ

トウェア、またはすべてのコンピュータ機器、コンピュータプログラム、ネットワ

ーク、データベースが感染したとしても、そのことにより直接または間接的に生じ

た損失、損害その他の費用について一切責任を負わないものとします。 

お客様ご自身にて、①アンチウイルス保護、②データ入出力、③紛失データの復元、

④「当社商品」またはインストールされたソフトウェアに対するコンピュータウイ

ルス感染防止、⑤「当社商品」に対する不正アクセス防止についての十分な措置を

講じてください。 

・｢当社商品｣は、一般工業製品向けの汎用品として設計製造されています。従いまし

て、次に掲げる用途での使用は意図しておらず、お客様が｢当社商品｣をこれらの用

途に使用される際には、｢当社｣は｢当社商品｣に対して一切保証をいたしません。た

だし、次に掲げる用途であっても「当社」の意図した特別な商品用途の場合や特別

の合意がある場合は除きます。 

(a) 高い安全性が必要とされる用途（例：原子力制御設備、燃焼設備、航空・宇宙設

備、鉄道設備、昇降設備、娯楽設備、医用機器、安全装置、その他生命・身体に

危険が及びうる用途） 

(b) 高い信頼性が必要な用途（例：ガス・水道・電気等の供給システム、24 時間連

続運転システム、決済システムほか権利・財産を取扱う用途など） 

(c) 厳しい条件または環境での用途（例：屋外に設置する設備、化学的汚染を被る設

備、電磁的妨害を被る設備、振動・衝撃を受ける設備など） 

(d) ｢カタログ等｣に記載のない条件や環境での用途 

・上記の(a)から(d)に記載されている他、｢本カタログ等記載の商品｣は自動車（二輪車

含む。以下同じ）向けではありません。自動車に搭載する用途には利用しないで下

さい。自動車搭載用商品については当社営業担当者にご相談ください。 
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● 保証条件 
｢当社商品｣の保証条件は次のとおりです。 

・保証期間 ご購入後１年間といたします。 

（ただし｢カタログ等｣に別途記載がある場合を除きます。） 

・保証内容 故障した｢当社商品｣について、以下のいずれかを｢当社｣の任意の判断で

実施します。 

(a) 当社保守サービス拠点における故障した｢当社商品｣の無償修理 

（ただし、電子・機構部品については、修理対応は行いません。） 

(b) 故障した｢当社商品｣と同数の代替品の無償提供 

・保証対象外 故障の原因が次のいずれかに該当する場合は、保証いたしません。 

(a) ｢当社商品｣本来の使い方以外のご利用 

(b) ｢利用条件等｣から外れたご利用 

(c) 本ご承諾事項｢ご利用にあたってのご注意｣に反するご利用 

(d) ｢当社｣以外による改造、修理による場合 

(e) ｢当社｣以外の者によるソフトウェアプログラムによる場合 

(f) ｢当社｣からの出荷時の科学・技術の水準では予見できなかった原因 

(g) 上記のほか｢当社｣または｢当社商品｣以外の原因（天災等の不可抗力を含む） 

● 責任の制限 
本ご承諾事項に記載の保証が、｢当社商品｣に関する保証のすべてです。 

｢当社商品｣に関連して生じた損害について、｢当社｣および｢当社商品｣の販売店は責任

を負いません。 

● 輸出管理 
｢当社商品｣または技術資料を、輸出または非居住者に提供する場合は、安全保障貿易

管理に関する日本および関係各国の法令・規制を遵守ください。お客様が法令・規則

に違反する場合には、｢当社商品｣または技術資料をご提供できない場合があります。 
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安全上のご注意 
安全に使用していただくための表示と意味について 

本マニュアルでは、GRT1シリーズ スライス I/Oユニットを安全に使用していただく
ために、注意事項を次のような表示と図記号で示しています。ここで示した注意事項
は、安全に関する重大な内容を記載しています。必ず守ってください。 
表示と意味は次のとおりです。 

 

警告�

注意�

正しい取扱いをしなければ、この危険のため
に、軽傷・中程度の傷害を負ったり万一の場
合には重傷や死亡に至る恐れがあります。ま
た、同様に重大な物的損害をもたらす恐れが
あります。�

正しい取扱いをしなければ、この危険のため
に、時に軽傷・中程度の傷害を負ったり、あ
るいは物的損害を受ける恐れがあります。�

 
 
 
安全上の要点 

製品を安全に使用するために実施または回避すべきことを示します。 

 
使用上の注意 

製品が動作不能、誤動作、または性能・機能への悪影響を予防するために実施または
回避すべきことを示します。 

 

お願い  

 本文中の「お願い」は安全上の要点、使用上の注意と同等の内容を示します。 
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図記号の説明 
 

 

記号は、禁止を意味しています。 
具体的な内容は、 の中と文章で示します。 
左図の場合は、「分解禁止」を表します。 

 

 

△記号は、注意（警告を含む）を意味しています。 
具体的な内容は、△の中の文章で示します。 
左図の場合は、「一般的な注意」を表します。 

 

 

●記号は、強制を意味しています。 
具体的な内容は、●の中の文章で示します。 
左図の場合は、「一般的な強制事項」を表します。 
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通電中は、ユニットを分解したり、内部または端子部に触れたりし

ないでください。 

感電の恐れがあります。 

 
ユニットに入力する電圧/電流は定められた電圧範囲で入力してくだ

さい。範囲外の電圧/電流を使用すると故障や火災の原因となりま

す。 

 
オンライン交換時またはケーブル配線作業時は対象の I/Oユニットの

I/O電源は OFFの状態で行ってください。また、リレー出力ユニット、

AC入力ユニットなど端子部に外部から電源が供給されている場合も

同様に電源が OFFの状態で交換を行ってください。誤出力、誤入力、

感電の恐れがあります。 

 
プログラマブルコントローラ（PLC）の故障や外部要因による異常が

発生した場合も、システム全体が安全側に働くように、PLCの外部

で安全対策を施してください。 

異常動作により、重大な事故につながる恐れがあります。 
①非常停止回路、インターロック回路、リミット回路など、安全保   
護に関する回路は、必ず PLC外部の制御回路で構成してください。 

②PLCは、自己診断機能で異常を検出したときや、運転停止故障診断
（FALS）命令を実行したとき、運転を停止します。ただし、PLCの自
己診断機能では検出できない入出力制御部や I/Oメモリなどの異常時
は意図しない出力をすることがあります。これらのいずれのときで
も、システムが安全側に動作するよう、PLC外部で対策を施してくだ
さい。 

③出力リレーの溶着や焼損、出力トランジスタの破壊などによって、
PLCの出力がONまたはOFFになったままになることがあります。こ
のとき、システムが安全側に動作するよう、PLC外部で対策を施して
ください。 

④PLCの DC24V出力(サービス電源)が過負荷の状態または短絡される
と、電圧が降下し、出力はOFFとなることがあります。このとき、シ
ステムが安全側に動作するよう、PLC外部で対策を施してください。 

⑤スライス I/Oターミナルは I/Oユニットが抜け落ちてもスライス I/Oタ
ーミナル全体は動作停止しない仕様となっており、抜け落ちた以外の
ユニットは出力等の制御を続行します。このとき、システムが安全側
に動作するよう PLC外部で対策を施してください。 

 

 



安全上のご注意 

8 

 
運転を停止している状態（「プログラム」モード）においても、CPU 
ユニットは、I/Oリフレッシュを行っています。したがって、以下のい
ずれかの操作によって、出力ユニットに割り付けられた出力リレーエリ
アのデータ、または高機能 I/Oユニット／CPU高機能ユニットに割り付
けられた各リレーエリアのデータを変更する場合、十分に安全を確認し
てから行ってください。出力ユニットまたは高機能 I/Oユニット／CPU
高機能ユニットに接続された負荷が思いがけない動作をする恐れがあり
ます。 
・周辺ツール（パソコンツール）による、I/Oメモリの CPUユニットへ
の転送操作 

・周辺ツールによる、現在値変更操作 
・周辺ツールによる、強制セット／リセット操作 
・メモリカードまたはEMファイルメモリからの、I/Oメモリファイルの

CPUユニットへの転送操作 
・ネットワーク上の他の PLCまたは上位コンピュータからの、I/Oメモ
リの転送操作 
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安全上の要点 
・信号線の断線、瞬時停電による異常信号などに備えて、ご使用者側でフェールセー
フ対策を施してください。 
・安全のために、インターロック回路、リミット回路などを、必ず PLCの外部回路に
組み込んでください。 
・本マニュアルで指定した電源電圧で使用してください。 
・電源事情が悪い場所では、定格の電圧（や周波数）の電源を供給できるようにして
ご使用ください。 
・外部配線の短絡に備えて、ブレーカなどの安全対策を施してください。 
・据え付け工事の際には、必ず D種接地（第 3種接地）をしてください。 
・DINレール取り付け、またはねじ取り付けは確実に行ってください。 
・本体を組み立てる際は電源を OFFにしてください。 
・次のことを行うときは、PLC本体やスレーブの電源、通信用の電源をOFFにしてく
ださい。 
・I/Oユニットや CPUユニット、メモリカセット、マスタユニットの着脱 
・リモート I/Oターミナルの回路部の着脱 
・装置の組み立て 
・ロータリスイッチの設定 
・ケーブルの接続、配線 
・本製品を、分解して修理、改造しないでください。 
・端子台のねじは、マニュアルで指定した規定トルクで締めてください。ねじが緩む
と、発火、誤動作、故障の原因となります。 
・PLC のベース取り付けねじ、スレーブの取り付けねじ、ケーブルの取り付けねじは、
マニュアルで指定した規定トルクで締めてください。 
・通信コネクタ固定用のねじの締め付けは確実に行ってください。（通信コネクタの
締め付けトルク：0.5～0.6N･m） 
・配線をする際は正しい配線部品をご使用ください。 
・配線は、圧着端子を付けてください。撚り合わせただけの電線を直接、端子台に接
続しないでください。 
・配線を十分に確認してから通電してください。 
・配線、および施工の際はユニット内部に金属屑が入らないようにご注意ください 
・端子の極性、通信路と電源の配線、および I/O渡し時の電圧仕様は正しく行ってく
ださい。間違われた場合、故障の原因となります。 
・正しく配線してください。 
・端子は根元までしっかり挿し込んでください。 
・配線された端子台ブロック部を本体ブロック部に装着する際は、組み合わせが正し
いかを十分確認してから装着してください。 
・端子台を十分に確認してから装着してください。 
・端子台、通信ケーブルなどロック機構のあるものは、必ずロックしていることを確
認してから使用してください。 
・製品を落下させたり、異常な振動・衝撃を加えないでください。故障や誤動作の原
因になります。 
・ユニットを輸送するときは、専用の梱包箱を使用してください。また、輸送中に過
度な振動や衝撃が加わらないように注意してください。 
・作成したユーザプログラムは、十分な動作確認を行った後、本運転に移行してくだ
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さい。 
・ケーブルを無理に曲げたり、引っ張ったりしないでください。 
・通信ケーブルの接続は必ずPLC本体、全スレーブの電源と通信電源が全てOFFの状
態で行ってください。 
・通信ケーブルの配線時には、以下の注意をお守りください。 
・通信ケーブルは、動力線、高圧線からは離してください。 
・通信ケーブルを折り曲げないでください。 
・通信ケーブルを過度に引っ張らないでください。 
・通信ケーブルに重いものを乗せないでください。 
・通信ケーブルは、必ずダクト内に配線してください。 
・運転時には、必ずスキャンリスト有効モードで使用してください 
・リモート I/Oの自由割付を設定したユニットのスキャンリストをクリアする場合は

I/Oエリアが固定割付エリアに変更されても問題ないことを確認してから行ってく
ださい。 
・動作中のネットワークに新たなノードを追加する場合は、通信速度が一致している
ことを確認してから行ってください。 
・通信距離は仕様の範囲内でご使用ください。 
・スライスは必ず正しく並べて取り付けてください。 
・スライス I/Oユニット同士は正しく接続してください。ベースブロック間が正しく
接続されていないと、I/O電源が断線します。マスタユニットから出力を送信中した
際、出力ユニットの出力表示 LEDは ONとなっていますが、実際の出力は OFFと
なってしまいます。 
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EC指令への適合について 
対応指令 

・EMC指令 
・低電圧指令 

対応の考え方 

■ EMC指令 

オムロンの EC指令適合商品は各種機械、製造装置に組み込まれ使用される電気機器
であるため、組み込んだ機械・装置がより容易に EMC規格に適合できるように、関
連する EMC規格の適合を図っています。よって、商品自身についての EMC規格への
適合性については確認できますが、お客様の使用状態での適合性確認はできません。 
EMCの性能は EC指令適合商品を組み込んだ機器・制御盤の構成、配線状態、配置状
態などにより変化しますので、機械・装置全体での最終的な EMC適合性の確認は、
お客様自身で実施していただくようにお願いいたします。 

■ 低電圧指令 

電源電圧 50VAC～1000VACおよび 75VDC～1500VDCで動作する機器に対し、必要な
安全性が確保されていることを求めています。 
適用規格は EN61131-2となります。 
 

EC指令への適応について 
本製品の EC指令適合品は、設置するにあたり、以下の注意が必要です。 
1. 本製品は盤内蔵型として定義されるため、必ず制御盤内に設置してください。 
2. 通信電源、内部電源、I/O電源として使用する DC電源は、入力に 10msの瞬停が発
生しても安定して出力を供給できるもの、かつ強化絶縁、または二重絶縁されたも
のを使用してください。 

3. 本製品は EN61131-2（Immunity Zone A）、EN61000-6-2、EN61000-6-4に適合してい
ますが、特に Radiated emission（10m法）に関しては、ご使用になる制御盤の構成、
接続される他の機器との関係、配線等により変化することがあります。したがって、
お客様にて機械・装置全体で EC指令適合性を確認・対応していただく必要があり
ます。 
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以下に、ノイズを減衰するための対策例の一例を示します。 
（1） DeviceNetマスタユニット、および DeviceNet通信ユニットから 10cm以内の通

信ケーブルにフェライトコアを装着すると、通信ケーブルからの放射ノイズを
減衰させることができます。 
フェライトコア（データラインフィルタ）：0443-164151（日辰電機製作所） 

 
連絡先 
   株式会社 日辰電機製作所 東京事業所 
   詳細については各メーカへお問い合わせください。 
 

インピーダンス仕様 

25MHz 100MHz 
156Ω 250Ω 

  
 

30mm

29mm

33mm

13mm

 
（2） 制御盤は、できるだけ太く短い電線で、確実に D種接地（第 3種接地）してく

ださい。 
（3） DeviceNet通信ケーブルは、できるだけ短い電線で、確実に D種接地（第 3種接

地）してください。 
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使用上の注意 
 
本マニュアルに示すとおり、正しく設置してください。 
 
次のような環境には設置しないでください。 
・日光が直接当たる場所 
・周囲温度や相対湿度が仕様値の範囲を超える場所 
・温度の変化が急激で結露するような場所 
・腐食性ガス、可燃性ガスのある場所 
・ちり、ほこり、塩分、鉄粉が多い場所 
・水、油、薬品などの飛沫がかかる場所 
・本体に直接振動や衝撃が伝わる場所 
 
次のような場所で使用する際は、遮蔽対策を十分に行ってください。 
・静電気などによるノイズが発生する場所 
・強い電界や磁界が生じる場所 
・放射能を被曝する恐れのある場所 
・電源線が近くを通る場所 
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マニュアル改訂履歴 
 

マニュアル改訂記号は、裏表紙の左下に記載されている Man.No.の後尾に付記されて

います。 

 

 Man. No.  
改訂記号 

SBCD-337J 

 
 
改訂記号 改訂日 改訂ページ・内容 
－ 2005 年 11 月 初版印刷 

B 2006 年 2 月 アナログユニット追加に伴う改訂 

C 2007 年 6 月 カウンタユニット、デジタル I/O ユニット（8 点タイプ）、シス

テムユニットの追加に伴う改訂 

D 2007 年 7 月 温度入力ユニットの追加に伴う改訂 

E 2007 年 12 月 形 GRT1-TS2PK の追加、誤記修正、説明追加に伴う改訂 

F 2008 年 2 月 温度入力ユニット（熱電対タイプ）、システムユニット、デジタ

ル I/O ユニット（AC 入力タイプ）の追加に伴う改訂 

G 2011 年 1 月 誤記修正、説明追加に伴う改訂 

H 2017 年 12 月 誤記修正、ユニット通電時間に関する説明追加に伴う改訂 

J 2018 年 12 月 誤記修正 
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マニュアル構成 
GRT1シリーズ スライス I/Oユニットに関わるマニュアルには、次のものがありま
す。 
本製品の使用に際しては、下記のマニュアルも併せて参照してください。 
 

SmartSlice 
スライス I/Oユニット 形 GRT1シリーズ  ユーザーズマニュアル 

（本書） 

スライス I/Oユニットの種類や機能、仕様、使用方法などの詳細について説明してい
ます。 
 

SmartSlice 
DeviceNetTM通信ユニット ユーザーズマニュアル 

（SBCD-336） 

DeviceNetを介してスライス I/Oユニットを設定・制御・モニタするための DeviceNet
通信ユニットの仕様や機能、使用方法などの詳細について説明しています 
 

DeviceNetTMユーザーズマニュアル （SCCC-308□） 

DeviceNetネットワークの構成や接続形態などについて説明しています。ネットワー
クで使用するケーブルやコネクタなどの接続関連機器の取り付け方法や仕様、また、
通信電源の供給方法についての詳細も記載しています。 
DeviceNetを使用する場合は、あらかじめこのマニュアルを用意し、十分に理解した
うえでご使用ください。 
 

CS/CJシリーズ用 DeviceNetTMユニット ユーザーズマニュアル （SBCD-314□） 

CS/CJシリーズ用DeviceNetユニットの仕様や機能、使用方法などの詳細について説明
しています（CS/CJシリーズ用 DeviceNetユニットは、マスタとしての動作と、スレー
ブとしての動作を同時に行えます）。 
 

DeviceNetTMコンフィグレータ Ver.2.□ オペレーションマニュアル （SBCD-316□） 

DeviceNetコンフィグレータの使用法について説明しています。DeviceNetコンフィグ
レータは、グラフィカルな画面操作によって、DeviceNetの構築、設定、管理を行う
ソフトウェアです。必要に応じて参照してください。 
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第 8章 システムユニット 

デジタル I/Oユニット、アナログ I/Oユニット、高機能ユニット以外のユニットの各部の名称、外形寸法など

について説明しています。 

本書の構成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

第 1章 特長とユニット一覧 
GRT1シリーズ（スライス I/Oユニット）の機能概要、およびユニットの種類について説明しています。 

第 2章 共通の仕様と機能 
全 GRT1シリーズ（スライス I/Oユニット）共通の仕様、LEDの説明、I/O割付の考え方、全ユニットで使用

できる共通の機能、設定方法などを説明しています 

第 3章 取り付け・配線 
GRT1シリーズ（スライス I/Oユニット）の通信ユニットへの接続、DINレールへの取り付けなどを説明して

います。また、電源配線の考え方などもこの章で説明しています。 

第 4章 デジタル I/Oユニット 
各デジタル I/Oユニットの各部の名称や、端子の配置などユニットの詳細について説明しています。また、

デジタル I/Oユニット全体で使用できる機能の説明、設定方法、ステータスエリアなどについても説明して

います。

1

2

3

4

7

8

9 

第 5章 アナログ I/Oユニット 
アナログ I/Oユニットの各部の名称や、端子の配置などユニットの詳細について説明しています。また、ア

ナログ I/Oユニット特有の機能の説明、設定方法、ステータスエリアなどについても説明しています。 

5

付録 
DeviceNet通信における DeviceNetマスタユニットからの Explicitメッセージの発行方法、関連製品の一覧を

記載しています。 

 

付 

第 9章 トラブルシューティング 

通信ユニット、およびスライス I/Oユニットでおこる異常時のモニタリングとその処置について、ユニット

の LED、およびモニタリングルールでの異常履歴の見方について説明してます。 
 

第 7章 カウンタユニット 
カウンタユニットの各部の名称や、端子の配置などユニットの詳細について説明しています。また、カウン

タユニット特有の機能の説明、設定方法などについても説明しています。 

第 6章 温度入力ユニット 
温度入力ユニットの各部の名称や、端子の配置などユニットの詳細について説明しています。また、温度入

力ユニット特有の機能の説明、設定方法などについても説明しています。 

6
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1－1 スライス I/Oターミナルとは 
 

スライス I/Oターミナルとは通信ユニットに、小数点単位の I/Oユニット（スライス I/O

ユニット）を連結型で接続したビルディングブロック型のリモート I/Oユニットです。
スライス I/Oユニットは通信ユニットを介し、上位とリモート I/O通信（サイクリック
通信）を行います。その際、通信ユニットのノードアドレスを設定し、電源を入れる
だけでリモート I/O通信（サイクリック通信）を開始できます。 

これにより、通信ユニットとスライス I/Oユニットをフレキシブルに組み合わせるこ
とで、アプリケーションに最適なリモート I/O通信（サイクリック通信）を省工数、
省スペースで実現できます。 

 

（例）DeviceNet

PLC
シリアル接続�
（設定／モニタ／操作）�

スレーブ�

　形GRT1-DRT

  DeviceNet�
　通信ユニット�

スライスI/Oユニット�
�

1台の通信ユニットにつき、最大64台のI/Oユニットが装着可能。（最大INまたはOUTで1024点）�

スライスI/Oターミナル�

DeviceNetマスタユニット�
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1－1－1 GRT1シリーズ スライス I/Oユニットの特長 
GRT1シリーズには次のような特長があります。 

■ 全ユニット共通の特長 

● 小点数単位の I/O構成 

GRT1シリーズ スライス I/Oユニットは 1ユニットの I/O点数が小点数（2点～4点）
で構成されていますので、スペースや用途に合わせたアプリケーションをフレキシブ
ルに組むことができます。 

 

● ビルディングブロックタイプの増設 

GRT1シリーズ スライス I/Oユニットは横付けスライドコネクタによるビルディング
ブロック型増設です。1台の通信ユニットに最大 64台増設可能です。 

 

● 省工数にこだわったクランプ端子台 

I/Oの配線には棒端子を差し込むだけの省配線型スクリューレスクランプ端子台を搭
載。取り外しはリリースボタンを押すだけで簡単に取り外せます。 

 

● バックアップ/リストア機能 

ユニットをメンテナンスなどで交換する際、設定したパラメータデータを接続されて
いる通信ユニット内にバックアップすることができます。また、交換したユニットを
バックアップ時と照合比較し、バックアップしていたデータをリストアします。 

 

● オンライン交換機能 

GRT1シリーズ スライス I/Oユニットは「ベースブロック部」、「本体ブロック部」、
「端子台ブロック部」から構成され、それぞれ分離した構造になっているため、ベー
スブロック部を残すことにより通電状態でのユニット交換が可能です。 
注： 交換する I/Oユニットの I/O電源は OFFの状態で行います。また、端子部に外部から電源

が供給されている場合も同様に電源 OFFの状態で行います。 

 

● 通信速度自動認識 

GRT1シリーズ スライス I/Oユニットでは通信速度の設定は不要です。 

 

● ユニット No.自動割付 

通信ユニットに接続されたスライス I/Oユニットは左からの接続順でユニットNo.を自
動的に割り付けられ、通信ユニット内に記憶されます。特に設定は必要ありません。 

 

● リモート I/O通信機能 

GRT1シリーズ スライス I/Oユニットは通信ユニットを介し、上位マスタとのリモー
ト I/O通信を行います。スライス I/Oユニットのデータは、いったん、通信ユニット内
に蓄積され、一括でマスタとデータ交換します。 
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● ユニット通電時間モニタ機能 

スライス I/Oユニット自体の内部回路電源の通電時間を積算し記録できます。ユニッ
ト内部に設定値をもっておき、閾値超えでユニット内のワーニングステータスエリア
のビットが ONします。（専用ツールで読み出し可能） 

 

● ユニットコメント機能 

ユニット毎にユーザが任意の名称を設定し、その名称をユニット内部に記憶できます。 
 

● 接続機器コメント機能 

ユニットに接続されているセンサやバルブなどの入出力接点毎に任意のネーミングを
設定し、その名称をユニット内部に記憶できます。 

 

● 通信異常履歴モニタ機能  

過去 4回分の通信異常発生時のエラー状態（通信異常要因コード、そのときの通信電
源電圧値）をユニット内部に蓄積することができます。（専用ツールで読み出し可能） 
 

● ラストメンテナンスデイト（メンテナンス機能） 

メンテナンスした日付をユニット内に書き込むことができます。設定ツールにより書
き込み可能です。 

 

■ デジタル I/Oユニットの特長 

● I/O電源モニタ機能 

I/O電源が入っているかどうかを検知し、I/O電源が OFFするとユニット内のアラーム
ステータスエリアのビットが ONします。（専用ツールで読み出し可能） 

 

● 入力フィルタ機能 

設定時間間隔の間に複数回、入力値を読み出し、ノイズなどによるデータとび、また
はスイッチのチャタリングの除去をすることができます。 

なお、この機能を使用して、 ONディレー動作、 OFFディレー動作をさせることも
できます。 

 

● センサ起動待機機能 

 I/O電源が OFFの時と、I/O電源が OFF→ONになってからの 100msの間は入力を取
り込まないようにし、センサが電源投入から安定するまでのあいだ待機する機能です。
これにより、I/O電源での、立ち上がり時の突入電流による誤入力をなくすことができ
ます。 

 

● 接点動作回数モニタ機能 

各入力接点または出力接点ごとの OFF→ONした回数をカウントし（分解能最大 50Hz）、
記憶します。さらに、ユニット内部に設定値を設定でき、閾値超えでユニット内のワ
ーニングステータスエリアのビットが ONします。（専用ツールで読み出し可能） 
 
注：１つの接点における接点動作回数モニタ機能と、ON積算時間モニタ機能との同時使用は

できません。 
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● ON積算時間モニタ機能 

ユニット内部にセンサ、リレーなどの接続機器の ONしている時間を積算し、記憶し
ます。さらに、ユニット内部に設定値をもっておき、閾値超えでユニット内のワーニ
ングステータスエリアのビットが ONします。（専用ツールで読み出し可能） 
注：１つの接点における接点動作回数モニタ機能と、ON積算時間モニタ機能との同時使用は

できません。 

 

● 動作時間モニタ機能 

入力ユニットの動作時間が計測できます。接点のトリガエッジ ON（または OFF）に
なるまでの時間をラダープログラム側に依存せずユニット側で高速に計測することが
できます。トリガエッジ（ON→OFFまたは OFF→ON）の選択や、入力 No.、出力 No.

の組み合わせも自由に行え、フレキシブルな設定が可能です。さらに、ユニット内部
に設定値をもっておき、閾値超えでユニット内のワーニングステータスエリアのビッ
トが ONします。（専用ツールで読み出し可能） 

 

■ アナログ I/Oユニットの特徴 

● AD変換点数の設定 

アナログ入力 2点を全て使用するときの変換サイクルは 2.42ms以下です。使用点数
（AD変換点数）を少なくすることにより、AD変換サイクルを速めることができます。 

 

● 移動平均処理機能 

過去 8回分の入力の平均値（移動平均）を演算し、変換データとします。入力が細か
く変動しているような場合には平均化処理をおこなうことにより、滑らかな入力値を
得ることができます。 

 

● スケーリング機能 

変換されたデータをユーザー任意の値にスケーリングすることができます。ユニット
側でのスケーリング機能を使用することにより、マスタ側でのラダープログラム上の
演算処理を省くことができます。また、オフセット補正機能により、スケーリング後
の値をオフセット調整することができます。 

 

● ピークボトムホールド機能 

アナログ入力ユニットに取り込まれた入力値の最大（ピーク）値、または最小（ボト
ム）値を保持します。なお、最大（ピーク）値、最小（ボトム）値を警報設定値と比
較演算し、ステータス情報としてフラグを立てることもできます。（コンパレート機
能） 
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● トップバレーホールド機能 

アナログ入力ユニットに取り込まれた入力値の「山の頂上」、または「谷の底」の値
を保持します。トップ値（山の頂上）、バレー値（谷の底）は「トップバレー検出タ
イミングフラグ」により山または谷が検出されたタイミングを確認することができま
す。なお、警報設定値と比較演算し、ステータス情報としてフラグを立てることもで
きます。（コンパレート機能） 

 

● 変化率演算機能 

アナログ入力ユニットに取り込まれた入力値のデータの設定サンプリング周期ごとの
変化率を求めることができます。 

 

● コンパレート機能 

アナログ入力ユニットに取り込まれた入力値のデータ、または演算処理されたデータ
を警報設定値（上上限、上限、下下限、下限）と比較し、結果を「アナログステータ
スフラグ」に反映させることができます。なお、設定範囲以外の場合は正常フラグ（Pass 

信号）が ONとなります。 

 

● 断線検知機能 

アナログ入力ユニットの場合は AD変換点数の設定で有効となっているチャネルのア
ナログ入力配線（電圧入力、または電流入力）が断線しているかをチャネルごとの断
線検知フラグにより、マスタ側で確認することができます。本機能は入力レンジが「１
～5V」または、「4～20mA」のみ、有効となります。 

 

● ユーザー校正機能 

入力または出力機器の特性や接続方法などにより、入力値（または出力値）にずれが
生じるような場合に「ずれ」を補正し、入力（または出力）を調整することができる
機能です。0％および 100％の 2点で変換直線を補正します。 

 

● 積分機能 

入力（または出力）したアナログ値の時間積分を演算し、累積値を読み出せる機能で
す。 

 

● 異常時の出力値設定機能（出力ユニットのみ） 

通信異常が発生した際の出力ユニットの出力値をチャネル単位で設定することができ
ます。 

 

■ 温度入力ユニットの特徴 

● 移動平均処理機能 

過去 8回分の入力の平均値（移動平均）を演算し、変換データとします。入力が細か
く変動しているような場合には平均化処理をおこなうことにより、滑らかな入力値を
得ることができます。 

 



1－1 スライス I/Oターミナルとは 
1－1－1 GRT1シリーズ スライス I/Oユニットの特長 

1-7 

1 

特
長
と
ユ
ニ
ッ
ト
一
覧 

● スケーリング機能 

変換されたデータをユーザー任意の値にスケーリングすることができます。ユニット
側でのスケーリング機能を使用することにより、マスタ側でのラダープログラム上の
演算処理を省くことができます。また、オフセット補正機能により、スケーリング後
の値をオフセット調整することができます。 

 

● ピークボトムホールド機能 

温度入力ユニットに取り込まれた入力値の最大（ピーク）値、または最小（ボトム）
値を保持します。なお、最大（ピーク）値、最小（ボトム）値を警報設定値と比較演
算し、ステータス情報としてフラグを立てることもできます。（コンパレート機能） 

 

● トップバレーホールド機能 

温度入力ユニットに取り込まれた入力値の「山の頂上」、または「谷の底」の値を保
持します。トップ値（山の頂上）、バレー値（谷の底）は「トップバレー検出タイミ
ングフラグ」により山または谷が検出されたタイミングを確認することができます。
なお、警報設定値と比較演算し、ステータス情報としてフラグを立てることもできま
す。（コンパレート機能） 

 

● 変化率演算機能 

温度入力ユニットに取り込まれた入力値のデータの設定サンプリング周期ごとの変化
率を求めることができます。 

 

● コンパレート機能 

温度入力ユニットに取り込まれた入力値のデータ、または演算処理されたデータを警
報設定値（上上限、上限、下下限、下限）と比較し、結果を「温度ステータスフラグ」
に反映させることができます。なお、設定範囲以外の場合は正常フラグ（Pass 信号）
が ONとなります。 

 

● 断線検知機能 

接続されているセンサ入力をチャネル毎に断線しているかの検知が行えます。断線し
た箇所は断線検知フラグにてマスタ側で確認することができます。 

 

● 入力異常検知無効機能 

使用しないチャネルがある場合、入力異常（断線含む）を検知しないようにします。 

 

● ユーザー校正機能 

入力または出力機器の特性や接続方法などにより、入力値（または出力値）にずれが
生じるような場合に「ずれ」を補正し、入力（または出力）を調整することができる
機能です。0％および 100％の 2点で変換直線を補正します。 

 

● 積分機能 

入力（または出力）したアナログ値の時間積分を演算し、累積値を読み出せる機能で
す。 
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● トップバレーカウント機能 

温度入力値が一定の温度変化を繰り返すサイクルをもつようなアプリケーションで、
極大（極小）の数をカウントします。そのサイクル数が監視設定値を超えた場合、上
位へフラグで通知します。 

 

● 設定範囲内時間カウント機能 

温度入力値がユーザー任意に設定した温度範囲内で取りこまれている時間のみを 1秒
単位で計測することができます。計測値が監視設定値を超えた場合、上位へフラグで
通知します。 

 

● 入力 CH間温度差検出機能 

ユニットの入力間（0～1）のそれぞれの温度差を検出し、内部でその温度差と監視設
定値との比較演算を行います。温度差が監視設定値を超えた場合、上位へフラグで通
知します。 

 

■ カウンタユニットの特徴 

● 1個のカウンタを実装 

カウンタユニットは 1個の高速カウンタを持っています。32ビットの範囲でパルスの
カウントが行えます。カウントはリニアカウント方式で、エンコーダ信号を最大 60kHz

までカウントできます。 

 

● 入力モードの選択 

以下のいずれかの入力モードを設定することができます。  
• 位相差パルス入力（1逓倍、2逓倍あるいは 4逓倍） 

• パルス＋方向入力 

• 加減算パルス入力 

 

● 速度の測定 

出力パルスの周波数を計測します。常時 I/Oエリアより読み出し可能です。 

 

● デジタル入力 

デジタル入力、またはエンコーダの Z相信号入力のいずれかの入力をサポートしてい
ます。デジタル入力は、カウンタのリセットまたはプリセット、あるいはカウンタ現
在値のキャプチャを設定することができます。いずれの動作も、デジタル信号の立ち
上がりエッジまたは立ち下りエッジの設定が可能です。  
 

● デジタル出力 

デジタル出力を 1点備えています。デジタル出力は汎用出力として使用するか、また
は、設定可能なカウンタ値比較範囲を使って制御することができます。 

 

● 比較範囲 

カウンタ値に対して比較範囲を有効にすると、デジタル出力を制御することができま
す。出力は、カウンタ値と設定された範囲の関係によって ON/OFFします。カウンタ
ユニットは比較範囲を 1つ備えています。 
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1－2 ユニット形式一覧 
GRT1シリーズのユニットは、以下のように分類することができます。 

 

1－2－1 通信ユニット 
種類 I/O点数 形式 特長 

DeviceNet通信ユニット － 形 GRT1-DRT 
DeviceNetマスタユニットとスラ
イス I/Oユニットを接続するイ
ンターフェースユニット 

 

1－2－2 デジタル I/Oユニット 
種類 I/O点数 形式 特長 

入力 4点（NPN対応）形 GRT1-ID4 

入力 4点（PNP対応） 形 GRT1-ID4-1 
DC4点入力 

出力 4点（NPN対応）形 GRT1-OD4 

出力 4点（PNP対応） 形 GRT1-OD4-1
トランジスタ 4点出力 

入力 8点（NPN対応）形 GRT1-ID8 

入力 8点（PNP対応） 形 GRT1-ID8-1 
DC8点入力 

出力 8点（NPN対応）形 GRT1-OD8 

DC入力ユニット 
トランジスタ出力ユニット 

出力 8点（PNP対応） 形 GRT1-OD8-1
トランジスタ 8点出力 

入力 4点 形 GRT1-IA4-1 AC100～120V 
AC入力ユニット 

入力 4点   形 GRT1-IA4-2 AC200～240V 

リレー出力ユニット 出力 2点 形 GRT1-ROS2 リレー出力タイプ 

 

1－2－3 アナログ I/Oユニット 
種類 I/O点数 形式 特長 

入力 2点 形 GRT1-AD2 アナログ 2点入力 

出力 2点 形 GRT1-DA2V アナログ 2点出力（電圧出力タイプ）アナログユニット 

出力 2点 形 GRT1-DA2C アナログ 2点出力（電流出力タイプ）

入力 2点 形 GRT1-TS2P 

測温抵抗体タイプによる入力 
種別： 
PT100（-200～850℃） 
PT100（-200～200℃） 

入力 2点 形 GRT1-TS2PK 

測温抵抗体タイプによる入力 
種別： 
PT1000（-200～850℃） 
PT1000（-200～200℃） 

温度入力ユニット 

入力 2点 形 GRT1-TS2T 
熱電対による入力（R、S、K、J、T、E、
B、N、L、U、W、PL2切り換え可） 

 

1－2－4 高機能ユニット 
種類 I/O点数 形式 特長 

・カウンタ入力 A、B 
・Z相信号入力かデジタル
入力のどちらか 1点 

・デジタル出力 1点（NPN）

形 GRT1-CT1 

カウンタユニッ

ト ・カウンタ入力 A、B 
・Z相信号入力かデジタル
入力のどちらか 1点 

・デジタル出力 1点（PNP）

形 GRT1-CT1-1 

カウンタ 1点 

最大周波数：60kHz 
（カウンタの入力モードによ
る） 
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1－2－5 システムユニット 
種類 I/O点数 形式 特長 

ターンバックユニット 
（右側折り返し専用） 

－ 形 GRT1-TBR 
新しいブロックにするためにユニ
ットの右端に装着 

ターンバックユニット 
（左側折り返し専用） 

－ 形 GRT1-TBL 
新しいブロックの左端に装着 
本ユニットからも電源供給が可 

－ 形 GRT1-PD2 
スライス I/Oターミナル内の I/O
電源を供給する。（V2点、G2点
タイプ） 

－ 形 GRT1-PD2G 
スライス I/Oターミナル内の I/O
電源を供給する。（V2点、G2点
タイプ 過電流保護機能付き。）

－ 
形 GRT1-PD8 スライス I/Oターミナル内で I/O

電源を供給する。（V8点、G4点
タイプ） 

I/O電源供給ユニット 

－ 
形 GRT1-PD8-1 スライス I/Oターミナル内で I/O

電源を供給する。（V4点、G8点
タイプ） 

－ 
形 GRT1-PC8 電圧端子とアース端子を追加す

る。（V8点、G4点タイプ） 
I/O電源接続ユニット 

－ 
形 GRT1-PC8-1 電圧端子とアース端子を追加す

る。（V4点、G8点タイプ） 

エンドユニット － 形 GRT1-END 
スライス I/Oターミナルの終端に
必ず装着が必要 

 

1－2－6 接続関連機器 
種類 I/O点数 形式 特長 

スライス I/Oユニット用ター
ンバックケーブル（1m） 

－ 形 GCN2-100 
折り返し専用ケーブル。 
通信ユニット 1台につき最大 2
本まで（2m）接続可能。 
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1－2－7 スライス I/Oユニットで使用できる各機能の有無一覧 
○：機能あり、－：機能なし 

GRT1シリーズ 

デジタル I/Oユニット アナログ I/Oユニット
 

DC
入力 

AC
入力

出力 リレー
出力 

入力 出力 

温度入力 
ユニット 

カウンタ 
ユニット 

バックアップ/リストア機能 ○ 
オンライン交換機能 ○ 
通信速度自動認識機能 ○ 
ユニット通電時間モニタ機能 ○ 
ユニットコメント機能 ○ 
接続機器コメント機能 ○ 
ラストメンテナンスデイト ○ 
通信異常履歴モニタ機能 ○ 
端子台脱着構造  ○ 
ON積算時間モニタ機能 ○ － ○ 
接点動作回数モニタ機能 ○ － ○ 
動作時間モニタ機能 ○ － 
I/O電源状態モニタ機能  ○ － ○ － ○ 
入力フィルタ機能 ○ － 
センサ起動待機機能 ○ － 
スケーリング機能 － ○ － 
ユーザー校正機能 － ○ － 
積分機能 － ○ － 
移動平均処理機能 － ○ － ○ － 
アナログチャネル数（変換サイ
クル）の設定 

－ ○ － － － 

入力異常検知無効機能 － － － ○ － 
ピークボトムホールド機能 － ○ － ○ － 
トップバレーホールド機能 － ○ － ○ － 
変化率演算機能 － ○ － ○ － 
コンパレート機能 － ○ － ○ － 
異常時の出力値設定機能 － ○ － ○ － ○ 
設定範囲内時間カウント機能 － － － ○ － 
入力 CH間温度差検出機能 － － － ○ － 

 

1－2－8 スライス I/Oユニットの取り付け方法と電源供給 

ユニット種類 I/Oユニット接続形態 
ユニット 
取り付け方法

I/O接続形態
内部回路電源/ 

ベースブロック部へ
の電源供給 

I/O電源 

全ユニット共通 
横付けスライドコネクタに
よるビルディングブロック
タイプ接続 

DINレール取り
付け 

スクリューレ
スクランプ端
子台 

接続されている通信
ユニット、ターンバッ
クユニット（左側専
用）より供給 
 

接続されている通
信ユニット、または
I/O電源供給ユニッ
ト、ターンバックユ
ニット（左側専用）
より供給 
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2－1 ユニット共通の仕様 
 

2－1－1 一般仕様 
項 目 仕 様 

使用周囲温度 －10～55℃（ただし、結露・氷結なきこと） 

使用周囲湿度 相対湿度 25～85％ 

使用保存周囲温度 －25～65℃（ただし、結露・氷結なきこと） 

耐ノイズ性 IEC61000-4-4に準拠, 2.0 kV（電源ライン） 

耐振動 10～60 Hz、振幅幅 0.7 mm 
60～150 Hz、50 m/s2 

耐衝撃 150 m/s2 

耐電圧 AC500 V（絶縁されている回路間） 

保護構造 IP20 

 

2－1－2 スライス I/Oユニットの仕様 
項 目 仕 様 

通信プロトコル スライスバス 

通信距離 64台連結（約 2m以内） 
ターンバックケーブル：2m以内（1m×2本） 

ユニット本体電源 DC24V 

接続形態 横付けスライドコネクタによるビルディングブロックタイプ 

ユニット No. No.1～64（自動付番） 

I/O電源 電圧 DC24V  電流 最大 4A 

表示 TS:2色 LED：ユニットの状態表示 
IO: 1色 LED：I/Oの状態表示 
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2－1－3 LED表示 
ここでは、ユニットで共通の TS、I/O LED表示の意味について説明します。 

TS LEDは、ユニット自体の状態を表示します。 

I/O LEDは、接続されている I/O機器の状態を表示します。 

ERR LEDはユニット固有で検知する異常（例えば入出力系の異常）を表示します。数
字が付く場合、数字はチャネル番号を表します。 

例：ERR0はチャネル 0に各ユニットで定めている異常が発生している状態 

 

TS LEDは 2色発光（緑と赤）の LEDです。この 2つの LEDの色と点灯/点滅/消灯の
意味は、次のとおりです。 
LED名称 色 状態 状態定義 意味（主な異常） 

 TS 

 点灯 正常状態 
ユニット正常状態 
ネットワーク正常状態 緑 

MS

 点滅 動作中 自動リストア/バックアップ機能動作中 

 MS 

 点灯 致命的な故障 
ユニットハード異常（EEPROM異常、ウ
ォッチドッグタイマ異常） 

赤 
MS

 点滅 軽微な故障 
通信タイムアウト 
スイッチ設定ミスなど 
冷接点補償器異常（形 GRT1-TS2Tのみ）

TS 

－ MS

 消灯 電源供給なし 
ユニット電源供給なし 
初期処理開始待ち 
リセット中 

 

I/O LEDは黄色発光の LEDです。LEDの点灯/消灯の意味は、次のとおりです。 
LED名称 色 状態 状態定義 意味（主な異常） 

黄  TS 

 点灯 正常状態 I/O入出力 ON I/O 

－ MS

 消灯  I/O入出力 OFF 

 

ERR LEDは赤色発光の LEDです。LEDの点灯/消灯の意味は、次のとおりです。 
LED名称 色 状態 状態定義 意味（主な異常） 

赤  TS 

 点灯 異常状態 
各ユニットで内容が異なります。各ユニッ
トの詳細を参照してください。 

ERR 

－ MS

 消灯 正常状態 異常なし 
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2－2 ユニット No.と I/O割付 
 

2－2－1 スライス I/Oユニットのユニット No.（自動割付） 
スライス I/Oターミナル上でスライス I/Oユニットを識別するための番号を「スライス
I/Oユニットのユニット No.」と呼びます。スライス I/Oユニットのユニット No.は通
信ユニットの左から右へ、接続順に#1から電源投入毎に自動的に割り付けられます。
ユーザーが設定する必要はありません。 

 
 

 

通信ユニット I/O

#1

I/O

#2

I/O

#3

I/O

#4

 

・・・ 

I/O

#64

左から右へ接続順にスライス I/O ユニット
のユニット No.が自動で割り付けられます。

 
注：スライス I/Oユニットに自動付番されたユニット No.とロータリスイッチにて設定したノー
ドアドレスとは関係ありません。 

 

2－2－2 スライス I/Oターミナルのマスタへの I/O割付 
スライス I/Oターミナルの I/Oデータは通信ユニット、および CPUユニットに接続さ
れているユニット（DeviceNetマスタユニットなど）を介して、CPUユニットの I/Oメ
モリ（INエリア、OUTエリア）に割り付けられます。 

割り付けるデータの種類は通信ユニット専用の設定ツールにて設定可能です。詳細は
ご使用の通信ユニットの「ユーザーズマニュアル」を参照してください。 

 

E

接続順�

CPUユニット�マスタユニット�

I/Oメモリ�

①通信ユニットのステータス�

ABCD

E

�

③スライスI/Oユニット�
　加入/離脱ステータス�

②各スライスI/Oユニット�
　のI/Oデータ�

通信ユニット�
A B C D

 

ビット単位のスライス�
I/Oユニット�

 

I/Oメモリへのデータの割付は接続順に�
応じて、下位→上位へと割り付けられて�
いきます。�
ビット単位のI/Oユニットは、�
下位ビットから上位ビットへ詰めて割り付け。�
ワード単位のI/Oユニットは、小さいCH�
アドレスから大きいCHアドレスへ割り付け。�
�
�

0816

割付の順番�

 

ワード単位のスライス�
I/Oユニット�  
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■ I/O割付例 

I/Oユニットの種類に関係なく、通信ユニットに接続されている順番（電源投入時に I/O

ユニットに付番されたユニット No.順）で割り付けを行います。設定ツールによる設定
で割付データの種類を特に選択しなければ、先頭 CHから通信ユニットのステータス
フラグ→一番左側の I/Oユニットデータの順に割り付きます。 

スライス I/OユニットのユニットNo.の順番でマスタの INエリアとOUTエリアへそれ
ぞれ割りつきます。 

 

#1
ID4

#2
ID4

#3
ID4

#4
AD2

#6
OD4

#7
ROS2

#8
OD8

#9
OD4

#5
ID8

　先頭
+1
+2
+3

通信ユニットステータス

0 #3 #2 #1

#4

+4 #5

+1
+2

#7 #6

#9

空きエリアには0が入力されます。

INエリア

0815
015 8

OUTエリア

#8

通信ユニ
ット

空き

　先頭

空き

空き
空き

 

 

参 考 

 

ビット単位のユニット（GRT1-ID4/OD4 など）は 2 ビット単位で割り付き、ワード単
位のユニット（GRT1-AD2など）は 1ワード（CH）単位で割り付きます。以下に例を
示します。I/O の占有点数による各スライス I/O ユニットのユニット分類は、「付-6 
I/Oの占有点数によるユニット分類一覧』を参照してください。 
 

#1
OD4

#2
OD4

#3
OD4

#4
ROS2

#6
DA2

#5
OD4

#8
OD8

#7
OD4

+0

+1

+2

+3

#
5 #3 #2 #1

#6

+4

CH 815 0

#
5

#
4

#7

+5 #8

スライスI/Oターミナル構成例�

割り付き方は以下のように4ビット占有の�
ユニットも2ビット単位で詰めて割りつき�
ますので、空きエリアが生じます。�
�

空き�

空き�

空き�

通信�
ユニット�

（例）出力エリア　合計12バイト�

このエリアに書かれたデータは出力されません�  
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参 考 例 1 のように隙間の空きエリアには 0 が入力として入り、他の用途では使用できませ
ん。ただ、例 2の 4CH目のように余った空きエリアで、かつ 1バイト以上ある場合は
他の用途で使用することも可能です。 
 

 

#2 

AD2

#3 

ID4 

#4 

ID4 

#1 

ID4 

通信ユ
ニット 

 
例：入力エリア 2（合計 9バイト） 

+2 

+3 

     空き 

+1 

CH 15        8        0

#1

+4 

0 

 
#2 

    通信ユニットステータス +0 

#3#4

ここの空きには 0 が入力されます。他の
用途でこのエリアは使用できません。 

ここの空きにはなにも入力されません。
隙間の空きでなく、かつ 1 バイト以上の
空きエリアである場合は他の用途でも
このエリアを使用できます。 

 
例：入力エリア 1（合計 10バイト） 

#2 

AD2

#3 

ID4 

#4 

ID4 

#5 

ID4 

#1 

ID4 

通信ユ
ニット 

+2 

+3 

  0 

+1 

CH 15        8        0

#1

+4 

0 

 
#2 

    通信ユニットステータス +0 

#3#4#5

空きには 0 が入力されます。他の用途で
このエリアは使用できません。 
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■ 割付可能なデータの種類 

マスタに割り付けられるデータには以下のデータがあります。割り付けるデータの種
類/組み合わせは設定ツールにて任意に選択できます。設定ツールによるデータの選択
をせず、デフォルト設定の場合は「I/Oデータ」＋「通信ユニットのステータスフラグ」
（下表①）がマスタに割り付けられます。 

 

● INデータの種類とサイズ 
割付データパターン 説明 

①通信ユニットのステータスフラグ＋IN
データ 

使用している INデータサイズ＋1CH 
最大 INエリア：65CH（形 GRT1-DRTの場合） 

②INデータのみ ビット単位の I/Oユニットとワード単位の I/Oユニ
ットと空きエリアの合計です。前述の I/O割付例を
参照して計算してください。 
最大 INエリア：64CH（形 GRT1-DRTの場合） 

③通信ユニットのステータスフラグのみ 1CH占有（形 GRT1-DRTの場合） 
④スライス I/Oユニットの加入/離脱ステー
タスフラグのみ 

加入ステータスフラグ：4CH 
離脱ステータスフラグ：4CH 
合計８CH占有 

 

● OUTデータの種類とサイズ 
割付データパターン 説明 

OUTデータのみ ビット単位の I/Oユニットとワード単位の I/Oユニ
ットと空きエリアの合計です。前述の I/O割付例を
参照して計算してください。 
最大 OUTエリア：64CH（通信ユニットの場合） 

 
 

参 考 

 

OUTデータは 1種類のみ割り付けられます。 

 

お願い 

 

最大割付可能エリアを超えないように割り付けを行ってください。 
 

 
 



2－3 全ユニット共通の機能 
2－3－1 バックアップ機能 

2-8 

2 

共
通
の
仕
様
と
機
能 

 

2－3 全ユニット共通の機能 
 

2－3－1 バックアップ機能 

■ 機能説明 

通信ユニットに接続されている全スライス I/Oユニットのパラメータデータを通信ユ
ニット内に一括でバックアップする機能です。 

本機能によりパラメータデータをバックアップしておき、後述の「自動リストア機能」
を使い、I/Oユニット交換の際にデータをリストアして使用します。 

 

 通信ユニット 

通電中に SW1=ON 状
態で SW4 を ON→OFF
→ON と 2 度立ち上
げ 

全 I/O ユニットのユニット情報、およびパラメ
ータデータを一括ダウンロード 

#1 #2 #3 #4 通電中 

 
 

● DeviceNet通信ユニットを使用した場合のバックアップ方法 

1. 通電中にディップスイッチ SW1（REGS）=ONで、かつ全スライス I/Oユニットが
加入状態かを確認する。 

2. ディップスイッチ SW4（BACK）を 3秒間の間に ON→OFF→ONと 2回立ち上げる
ことでバックアップを開始します。 

3. バックアップ処理中は通信ユニットの前面 TS LEDが 0.5秒毎の緑点滅を繰り返し
ます。消灯したらバックアップ完了です。 

 バックアップに失敗すると、前面 TS LEDが赤点灯（2秒間）します。 

 

お願い 

 

バックアップ中は電源を切ったり、コンフィグレータによるリセットを行わないでく
ださい。正しくバックアップされません。 

 

参 考 

 

・バックアップデータは SW1（REGS）＝OFFで電源再投入かスレーブリセットし、
登録テーブルを破棄すれば同時に破棄されます。 

・万が一のユニットの故障に備え、バックアップをとることをお勧めします。 
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2－3－2 自動リストア機能 

■ 機能説明 

通信ユニット内にバックアップしてあるスライス I/Oユニットのパラメータデータを、
新しい I/Oユニットが差し換えられたときにパラメータデータを該当ユニットに自動
的にダウンロード（リストア）する機能です。自動リストアが行われる条件は以下の
とおりです。 

・通電中にディップスイッチ SW1（REGS）=ON（登録テーブル有効） 

・通電中にディップスイッチ SW3（ADR）=ON（自動リストア有効） 

・バックアップデータが存在する 

 

 通信ユニット 

通電中に SW1=ON 状
態で SW3 を OFF→ON 

交換して新しく加入したユニット（ユニット
No.一致、形式一致、シリアル No.不一致）に対
してのみ、バックアップデータを自動リストア 

#1 #2 #3 #4 通電中 

パラメータデータ 

 
● DeviceNet通信ユニットを使用した場合のリストア手順 

1. 前述のバックアップ機能により、バックアップデータを作成しておきます。 

2. ディップスイッチ SW3（ADR）を ONにしておきます。 

  

● ユニットの交換手順 

1. スライス I/Oターミナルの電源、I/O電源を OFFします。 

2. 交換したい I/Oユニットの前面のフックをはずし端子台ブロック部をはずします。
配線は接続されたままでかまいません。 

3. 本体ブロック部を取りはずし、新しい I/Oユニットと交換します。 

4. 手順 2で取り外した端子台ブロック部を取り付け、前面のフックをかけます。 

5. 電源を立ち上げると通信ユニットは自動的に交換されたユニットを検知し、バック
アップされているデータをダウンロードします。結果は I/Oユニットの TS LEDに
表示されます。 

・ダウンロードが成功した場合自動的にリセットがかかり、正常加入します。 

I/Oユニットの TS LEDは緑点灯します。 

・ダウンロードに失敗した場合は I/Oユニットの TS LEDが赤点滅します。 

・接続するユニットの種類を間違えた場合は I/Oユニットの TS LEDが赤点灯 

します。 

 

お願い 

 

リストア中は電源を切ったり、コンフィグレータによるリセットを行わないでくださ
い。正しくリストアされません。 
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参 考 通電中に I/Oユニットを交換した場合、新しい I/Oユニットが加入してくると、交換前
の I/Oユニットと照合し、自動でパラメータデータのリストアを開始します。 
リストア処理中は通信ユニットの前面 TS LEDが 0.5秒毎の緑点滅を繰り返します。消
灯したらリストア完了です。 
リストアに失敗すると、通信ユニットのステータスフラグの「自動リストア監視フラ
グ」（ビット 13）が ONし、同時に前面 TS LEDが赤点灯（2秒間）します。 

 

2－3－3 オンライン交換機能 

■ 機能説明 

通信ユニットに接続されているスライス I/Oユニットは、ユニットの故障などにより
交換する際、通電したままでのユニット交換が行えます。これは、I/Oユニットの構造
がベースブロック部と本体ブロック部と端子台ブロック部に分かれているためです。
交換の際はベースブロック部のみを残し、ユニットを交換してください。 

交換するユニットが離脱している間も他の I/Oユニットとは I/O通信を継続します。 

 

 

通信ユニット 

SW1=ON、SW3=ON で新
しく交換したユニッ
トへ自動リストアを
開始 

オンラインを継続させるため、ユニット
の通信ブロック部は残す 

#1 #2 #4 

通電中 

交換対象ユニット 

#3 

 

 

● 交換手順 

1. 交換したい I/Oユニットの I/O電源を OFFします。 

2. 交換したい I/Oユニットの前面のフックをはずし、端子台ブロック部をはずします。
配線は接続されたままでかまいません。 

3. 本体ブロック部をはずして、新しい I/Oユニットと交換します。 

4. 手順 2で取り外した端子台ブロック部を取り付け前面のフックをかけます。 

5. I/O電源を ONします。 

 
注 1：交換のため通信から離脱した場合、「スライス I/Oユニットの離脱フラグ」の該当ビット

が ONし、かつ通信ユニットの TS LEDが赤点滅します。 
注 2：自動リストア機能を使用する場合は、「2-3-2自動リストア機能」の手順に従って設定を

行ってください。 
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オンライン交換時は交換する I/Oユニットの I/O電源は OFFの状態で行って

ください。また、リレー出力ユニット、AC入力ユニットなど端子部に外部か

ら電源が供給されている場合も同様に電源が OFFの状態で交換を行ってくだ

さい。誤出力、誤入力、感電の恐れがあります。 
 

お願い 

 

・ユニットの交換は必ず 1台ずつ行ってください。 
・I/Oユニットの交換は同形式のユニットと交換してください。そうでない場合は予期
せぬ出力があったり、正しくリストアが行われません。 

 

参 考 ベースブロック部の故障、破損の場合は、電源を OFFしユニット全体を交換してくだ
さい。その場合でも、自動リストア機能を有効にしておけば、交換後の電源ON時に自
動リストアは実行されます。 
 

2－3－4 ユニット通電時間モニタ 

■ 機能説明 

ユニット内部にユニット自体の内部回路電源の通電時間（単位：0.1時間）を積算し記
憶します。閾値を設定しておくことにより、積算時間が閾値を超えた場合、または、
通電時間が 87672時間（10年）に達した場合、ユニット内部のワーニングステータス
エリアの該当ビットが ONとなり、接続されている通信ユニットに通知します。（通
信ユニットのステータスフラグのビット 2が ON）通電積算時間は、ネットワーク専用
設定ツールにて読み出すことができます。 
 
・計測時間：0～429496729時間（格納データ：00000000～FFFFFFFF Hex) 
・計測単位：0.1時間 

 
 スライス I/Oユニット

ユニット内に記憶 

通電積算時間 

 内部回路電源 ON 

OFF 

通信ユニット

上位マスタ 

閾値越えで該当
ビットが ON 

通信ユニットのステータス
フラグの該当ビットが ON 

 
 
注 1： ユニット通電時間モニタ機能はネットワーク電源を ONしている時間を積算します。電

源 OFFのときは積算しません。 
注 2： 通電時間が 87672時間（10年）に達すると、閾値の値にかかわらず、ステータスフラグ

の該当ビット（ユニットメンテナンスフラグ）が ONします。 
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注 3： 通電時間が 87672時間（10年）に達すると、通電中は、通電時間の積算を継続しますが、
電源を再投入すると、再び 87671時間から積算を行います。 

   

ON

OFF

87671時間

通電積算時間

内部回路電源

 
 

■ 設定ツールによる設定方法 

例として DeviceNetコンフィグレータ（Ver2.43以降）での設定方法を以下に示します。 
① スライス I/Oターミナルの「ネットワーク構成ウィンドウ」内の設定対象スライス

I/Oターミナルのアイコンをダブルクリック、または右クリック「パラメータ」－
「編集」で「デバイスパラメ－タの編集」ウィンドウを表示させます。 

② 「I/Oユニット」タブを選択します。 

 
③「I/Oユニット」タブの「編集」ボタンを押すと「ユニットパラメータの編集」画面
が表示されます。 

 
④ 「ユニット通電時間監視値」に任意の値を入力します。 
⑤ 「ダウンロード」をクリックした後、「リセット」ボタンをクリックして、ユニッ
トをリセットします。 

⑥ 最後に「OK」ボタンをクリックします。 
注 1： 87672時間以上の値を設定しても、87672時間（10年）に達するとユニットメンテナ

ンスフラグが ONします。 
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2－3－5 ユニットコメント機能 

■ 機能説明 

ユーザ任意の名称（最大 32文字）をユニットにつけることがきます。ユニットコメン
トはユニット内部に記憶され、容易にスライス I/Oユニットが識別できます。ネット
ワーク専用設定ツールにて、名称（ユニットコメント）の書き込み、およびモニタが
行えます。 

 

 設定ツールにてユニ
ット名称を作成 

スライス I/Oユニット

ユニット内に記憶 

ユニットコメント

 
 

■ 設定ツールによる設定方法 

例として DeviceNetコンフィグレータ（Ver2.43以降）での設定方法を以下に示します。 

 

① スライス I/Oターミナルの「ネットワーク構成ウィンドウ」内の設定対象スライス
I/Oターミナルのアイコンをダブルクリック、または右クリック「パラメータ」－
「編集」で「デバイスパラメ－タの編集」ウィンドウを表示させます。 

② 「I/Oユニット」タブを選択します。 
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③「I/Oユニット」タブの「編集」ボタンを押すと「ユニットパラメータの編集」画面
が表示されます。 

 

④ 「説明」に任意の名称を入力します。 

⑤ 「ダウンロード」をクリックした後、「リセット」ボタンをクリックして、ユニッ
トをリセットします。 

⑥ 最後に「OK」ボタンをクリックします。 

 

 

2－3－6 接続機器コメント機能 

■ 機能説明 

スライス I/Oユニットに接続されている接続機器（入出力接点毎）に任意の名称（最
大 32文字）を、ユニット内部に記憶することができます。入出力接点毎に接続機器を
確認することができるため、リモートメンテナンスなどでの異常機器の特定などに利
用できます。ネットワーク専用設定ツールにて、名称（接続機器コメント）の書き込
み、およびモニタが行えます。 

 

 設定ツールにて接続
機器の名称を作成 

スライス I/Oユニット
ユニット内に記憶 

接続機器コメント

接続機器 この接続機器、何
用だったかな？ 
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■ 設定ツールによる設定方法 

例として DeviceNetコンフィグレータ（Ver2.43以降）での設定方法を以下に示します。 

 

①スライス I/Oターミナルの「ネットワーク構成ウィンドウ」内の設定対象スライス
I/Oターミナルのアイコンをダブルクリック、または右クリック「パラメータ」－
「編集」で「デバイスパラメ－タの編集」ウィンドウを表示させます。 

② 「I/Oユニット」タブの中の対象の I/Oユニットを選択して、「編集」ボタンを押
します。 

③「IN」または「OUT」タブを選択します。（下の画面では「IN」タブを選択したも
のとします。） 

 

④ コメントをつけたい接続機器の「I/Oコメント」部をダブルクリックします。次の
ような画面が表示されますので、任意の名称を入力し、「OK」ボタンをクリック
します。 

 

⑤ 全般タブを選択し、「ダウンロード」をクリックした後、「リセット」ボタンをク
リックして、ユニットをリセットします。 

⑥ 最後に「OK」ボタンをクリックします。 
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 2－3－7 通信異常履歴モニタ 

■ 機能説明 

通信異常時のエラー（通信異常コード、そのときの通信電源電圧値）を過去 4回分ま
で、ユニット内部に蓄積することができます。 

その通信異常履歴をネットワーク専用設定ツールにて、読み出し可能です。 

 

通信異常発生時の状態 

 

4回目までスレーブ
内に記憶 

通信異常時に何が発
生したのかな？ 

4 回目

3 回目

2 回目

１回目

スライス I/Oユニット

 
 

■ 設定ツールによる確認方法 

例として DeviceNetコンフィグレータ（Ver2.43以降）での確認方法を以下に示します。 

 

①  「ネットワーク構成ウィンドウ」内の設定対象のスライス I/Oターミナルのアイ
コンを右クリックし、「メンテナンス情報」を選択します。 
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② 「I/Oユニット」タブ内の対象の I/Oユニットを選択し、表示ボタンを押します。 

 

③ 「メンテナンス情報」画面の中から「異常履歴」タブを選択します。下記ウィンド
ウのように過去の通信異常履歴が表示されます。 
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2－3－8 ラストメンテナンスデイト機能 

■ 機能説明 

本機能は最後にメンテナンスした日時をユニット内に書き込むことができます。これ
により次回メンテナンス時の判断が容易におこなえます。ネットワーク専用設定ツー
ルにより書き込み可能です。 

 

■ 設定ツールによる設定方法 

例として DeviceNetコンフィグレータ（Ver2.43以降）での確認方法を以下に示します。 

 

① 「ネットワーク構成ウィンドウ」内の設定対象スライス I/Oターミナルのアイコン
をダブルクリック、または右クリック「パラメータ」－「編集」で「デバイスパラ
メ－タの編集」ウィンドウを表示させます。 

② 「I/Oユニット」タブ内の対象の I/Oユニットを選択して「編集」ボタンを押しま
す。 

③ 「全般タブ」を選択し、「最終メンテナンス日」のプルダウンリストから、任意の
日付を選択します。（今日の日付を入れたい場合は一番下の「今日」をクリックす
ると今日の日付が選択されます。） 

 

④「ダウンロード」を実行した後、「リセット」ボタンをクリックして、ユニットを
リセットします。 

⑤ 最後に「OK」ボタンをクリックします。 
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取り付け・配線 
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 3－1 取り付け 
 

スライス I/Oターミナルは、上位ネットワークの子局としての位置付けで敷設を行い
ます。上位ユニットに接続された通信ケーブルと通信ユニットの通信コネクタを接続
します。 

1台の通信ユニットには最大 64台のスライス I/Oユニットを接続できます。 

 

前面よりスライドさせるよう�
にスライスI/Oユニットを差込みます。�

 
 

お願い 
 

ネットワーク稼働中は、通信ケーブルの通信ユニットへの取り付け・取り外しは行わ
ないでください。ケーブルの短絡・接触不良などにより、通信を正常に行えなくなる
ことがあります。 

 

お願い 

 

通信ユニット、および接続されているスライス I/Oユニット、または外部 I/Oへの電源
供給は通信ユニットの端子台から正しく行ってください。 
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3－1－1 通信ユニットとスライス I/Oユニットの接続 
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3－1－1 通信ユニットとスライス I/Oユニットの接続 
通信ユニットとスライス I/Oユニットの接続は下図のように前面からスライドさせる
ようにかみ合せて取り付けます。 

任意の台数のスライス I/Oユニットを続けて横付けで接続していきます。 

下記の例は、DeviceNet通信ユニットとの接続です。 

 
 

スライドさせて、DINレールに押し当てます。�
カチッという音がしてロックされるまで差込みます。�
通常、取り付け時にはDINレール取り付けフックを解除�
する必要はありません。��  

 

3－1－2 スライス I/Oユニットの接続 
スライス I/Oユニットを下図のように前面からスライドさせるようにガイド部がかみ
合うように接続します。 

1台の通信ユニットには最大 64台のスライス I/Oユニットを接続できます。 

 

スライドさせて、DINレールに押し当てます。�
カチッという音がしてロックされるまで差込みます。�
通常、取り付け時にはDINレール取り付けフックを解除�
する必要はありません。�  
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■ ターンバックユニット（形 GRT1-TBR/形 GRT1-TBL）の接続  

スライス I/Oターミナルのブロックを分ける際にブロックの右端に右側折り返し専用
ターンバックユニットを接続します。 

増設した新しいブロックの左端には左側折り返し専用ターンバックユニットを下図
のように取り付け、I/Oユニットを接続していきます。ターンバックユニット同士の
接続にはターンバックケーブル（形 GCN2-100）を使用します。 

 

 

 
右側折り返し専用 
ターンバックユニット 
（形 GRT1-TBR） 
 

 
左側折り返し専用 
ターンバックユニット 
（形 GRT1-TBL） 
 

ターンバックケーブル接
続用コネクタ 

 

お願い 

 

ターンバックユニットを使用してのスライス I/O ターミナルの増設は最大 3 ブロック
まで可能です。 

 

■ エンドユニット（形 GRT1-END）の接続 

スライス I/Oターミナルの終端には必ずエンドユニットを接続する必要があります。 

 

 

エンドユニット 
（形 GRT1-END） 
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お願い 

 

ユニットの接続は必ずユニット同士のガイド部がかみあうようにスライドさせて接続
してください。 

 
 
3－1－3 DINレールへの取り付け 

■ 固定器具 

通信ユニットとスライス I/Oユニットは、DINレールに取り付けてください。 

DINレールは、長穴 3つにつき 1箇所の間隔でネジ取り付けを行ってください。 

 

● DINレール 形 PFP-50N（50cm）/形 PFP-100N（100cm） 

105mmピッチ以下でねじ固定を行ってください。�  

 

● エンドプレート 形 PFP-M（2個） 

 

 
 



3－1 取り付け 
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● 取り付け方向 

特に取り付け方向には制約はありません。以下の 6方向すべての方向に取り付けるこ
とができます。 

 

 
 

 

■ 取り付け方法 

下図のように前面からユニットを DINレールに強く押し当てます。 

DINレール取付フック部が DINレールにロックされ、カチッという音がするまでで強
く押し込み固定します。 

 

DINレールに強く押し当てます。�
カチッという音がして取付フックが�
ロックされるまで差し込みます。�

取付フック�

 

本体を押し込んだ際にDINレール取付フック�
がロックしていることを確認してください。�

 

 

お願い 

 

通常、取り付け時には DINレール取り付けフックを解除する必要はありませんが、推
奨 DINレール以外へユニット取り付ける場合、DINレール取付フックがうまくロック
しない場合があります。その際は、最初に DINレール取付フックのロックを解除し、
DINレールに本体を取り付け、取付フックをロックしてください。 
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■ スライス I/Oユニットの構造 

スライス I/Oユニットは以下の 3ブロックで構成されています。交換の際などは、
それぞれ取り外して使用できます。 
 

本体ブロック部�

ベースブロック部�
スライスI/OユニットのBUS部分です。�
本体部の破損などにより交換する際、�
この部分を残すことでオンライン交換が可能です。�
�

�
�

 端子台ブロック部�
スライスI/Oユニットの端子台部分です。�
本体部の破損などにより交換する際、�
配線はそのままで本体部のみの交換が可能です。�
�

 

 

■ 取り外し方法 

マイナスドライバなどで、DINレール取り付けフックを上下へ引き出してから、本体
ユニットを真っ直ぐ前に引き出します。 
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● ベースブロックごと取り外す場合 

1. 交換したい I/Oユニットの右隣の本体ブロック部を先ず取り外します。 

2. 交換したい I/Oユニットの DINレ－ル固定フックを上下へ解除します。 

3. 交換したい I/Oユニットを真っ直ぐに引き抜きます。 

② 

② 

① ③ 

交換したいユニット 

 
● 本体ブロック部のみ取り外す場合 

本体ブロック部の上下にあるでっぱり部（ツメ）を押し込んで手前に引き抜きます。 

本体ブロック部の上下のツメ部�
を押し込んで手前に引き抜きます�

 
● 端子台ブロック部のみ取り外す場合 

端子台ブロック部の上下にあるフックを外し、端子台ブロックを引き抜きます。 

端子台ブロック部の上下の�
フックを外します。�
�
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エンドプレートの取り付け 

必ず両側からエンドプレートで固定してください。 

エンドプレートは、下側を引っ掛けてから（①）、上側を掛けて、下に引き降ろしま
す（②）。 

エンドプレートのネジを締めて固定します。 

1

2

エンドユニット�

エンドプレート�エンドプレート�

 
 

お願い 
 

必ず 2個のエンドプレートで両側から挟み込んで固定してください。 
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3-10 

3 
取
り
付
け
・
配
線 

 3－2 電源の配線について 
 

スライス I/Oターミナルへの電源供給は外部 I/Oへの電源供給も含め、通信ユニット
のスクリューレスクランプ電源端子台より行ないます。 

電源ユニットは以下のような種類があります。用途によって使い分けてください。 

形 GRT1-PD8（-1）、形 GRT1-PC8（-1）の配線の詳細は「4章 形 GRT1-ID8（-1）、
形 GRT1-OD8（-1）の配線例」を参照してください。 

 
ユニット 説明 

形 GRT1-PD2 
形 GRT1-PD2G 

I/O電源を外部から供給する場合に使用します。 
（形 GRT1-PD2Gは過電流保護機能付き） 

形 GRT1-PD8（-1） I/O電源を外部から供給する場合に使用します。 
例えば、形 GRT1-ID8（-1）/形 GRT1-OD8（-1）を使用し、コモン端
子が足りない場合に本ユニットを使用します。 

形 GRT1-PC8（-1） 形 GRT1-ID8（-1）/形 GRT1-OD8（-1）を使用し、コモン端子が足り
ない場合に本ユニットを使用します。外部から電源を供給することは
できません。 

 

3－2－1 スライス I/Oターミナルへの電源供給 
通信ユニットは以下の 2つの電源供給用端子を持っています。 

電源端子 説明 

ユニット用電源端子 通信ユニット自体の内部回路電源への供給 
接続されているスライス I/O ユニットの内部回路電源への供給（ス
ライスバス部を通じて電源供給されます） 

I/O用電源端子 接続されているスライス I/Oユニットの外部 I/O用電源供給 

 

■ 電源供給の考え方と手順 

● ユニット用電源供給 

1ブロックあたりのスライス I/Oターミナルの総消費電力は最大 80Wまでとしてくだ
さい。 

1. 通信ユニットに接続している全スライス I/Oユニットの総消費電力を算出する。 

2. 接続台数により総消費電力が 80Wを超える場合は、80Wを超えていない箇所の I/O

ユニットから右側専用ターンバックユニット（形 GRT1-TBR）で折り返し、新しい
ブロックとする。 

3. 左側折り返し専用ターンバックユニット（形 GRT1-TBL）からユニット用電源
（DC24V）を供給する。 

 

・ スライス I/Oユニットの消費電力 

各スライス I/Oユニットの消費電力は「付-3消費電力一覧」を参照してください。 

 

参 考 

 

スライス I/O ユニットでは、わずかですがユニット同士の接触抵抗をもっています。
最大で 2Vの電圧降下が発生する場合があります（64台接続 4A時）ので考慮のうえ、
システムを組んでください。 
 

お願い 

 

電源を分ける際は、必ず同一の電源から配線するようにしてください。（次ページの
配線例を参照） 



3－2 電源の配線について 
3－2－1 スライス I/Oターミナルへの電源供給 
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● I/O用電源供給 

外部 I/O用総消費電流は最大 4Aとしてください。 

1. 接続しているスライス I/Oユニット（I/Oユニット以外のターンバックユニットな
ども含む）の外部 I/Oに使用する総消費電流を算出する。 

2. 総消費電流が 4Aを超える場合、もしくは外部 I/Oの入力と出力を別系統にしたい
場合などは接続されているスライス I/Oユニットの任意の位置に I/O電源供給用ユ
ニット（形 GRT1-PD2、形 GRT1-PD2G、形 GRT1-PD8、形 GRT1-PD8-1）を接続す
ることで、外部 I/O電源を別途供給します。 

3. または左側折り返し専用ターンバックユニット（形 GRT1-TBL）からも外部 I/O電
源を供給することが可能です。 

 

・ スライス I/Oユニットの I/O用消費電流 

各スライス I/Oユニットの I/O用消費電流は「付-4 I/O用消費電流一覧」を参照して
ください。 

 

お願い 

 

電源には必ず、絶縁電源をご使用ください。 

 

お願い 

 

ターンバックケーブル（形 GCN2-100）を経由しての電源供給は行えません。（配線
例を参照） 

 

■ 配線例 

 

 I/O 
(AD) 
 

I/O 
(AD) 
 

I/O 
(AD) 
 

I/O 
(IN) 

I/O 
(IN)  

I/O 
(OUT)  

I/O 
(OUT)  
 

CPU  

I/O 
(OUT)  
 

I/O 
(OUT)  
 

 

I/O 
(AD) 

I/O 
(AD) 
 

 

形GRT1-PD2/PD2G/PD8(-1)�
I/O電源供給ユニット�

　電源�
(24 VDC)

I/O用�
電源�

コネクタ�

ターンバックユニット（左側専用）�
形GRT1-TBL 

形GRT1-PC8(-1)�
�

通信ユニットと同一の電源�
を使用してください�

エンドユニット�

I/O用電源� I/O用電源�

通信ユニット�

I/O電源接続ユニット�
ターンバックユニット（右側専用）�
形GRT1-TBR 

コネクタ�

�1ブロック内の消費電力�
は80Wまでとしてください。�
（I/O用電源は除く）�

1ブロック内の消費電力�
は80Wまでとしてください。�
（I/O用電源は除く）�

ターンバックケーブルを介して�
の電源供給はおこなえません。�

 



3－2 電源の配線について 
3－2－2 配線方法 
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3－2－2 配線方法 

■ 各ユニットへの電源供給 

電源線（DC24V）を、通信ユニットのスクリューレスクランプ電源端子台に配線しま
す。棒端子をご使用の場合は挿し込むだけで配線できます。 

 

 
通信ユニットの内部回路電源、接続さ�
れているスライスI/Oユニットの内部�
回路電源供給をこの端子より一括で�
行います。�

電源線（棒端子）�
挿しこみ口� リリースボタン�

マイナスドライバなどでボタンを押し込んだ�
状態で電源線（棒端子）を引き抜きます。�

DC24V

 
 

参 考 
 

形 GRT1-TBLも、同じスクリューレスクランプ電源端子台を持っています。配線方法
は通信ユニット同様、電源線を差し込むだけです。 

 

■ 外部 I/Oへの電源供給 

外部 I/Oへの電源供給を通信ユニットのスクリューレスクランプ電源端子台より行い
ます。棒端子をご使用の場合は挿し込むだけで配線できます。 

 

 

各スライスI/Oユニットに接続されている�
外部I/Oの電源供給をこの端子より一括で�
行います。�

電源線（棒端子）�
挿しこみ口�

リリースボタン�
マイナスドライバなどでボタンを押し込んだ�
状態で電源線（棒端子）を引き抜きます。�

DC24V

 
 

参 考 

 

・形GRT1-TBLも同じスクリューレスクランプ電源端子台を持っています。配線方法
は通信ユニット同様、棒端子をご使用の場合は電源線を差し込むだけです。 

・形 GRT1-PD2、形 GRT1-PD8 等の I/O 電源供給用ユニットは通信ユニットや形
GRT1-TBLと異なる端子台となっております。 
 配線方法は「4-3 I/Oの配線」を参照ください。推奨電源は「3-2-2 配線方法の●
推奨電源について」を参照ください。 

 

● 取り外しかた 

端子穴の上にあるリリースボタンを小型のマイナスドライバで押し込んだ状態で
電線を引き抜いてください。 

05
04

03
02

+V
+V

+V
+V

+VNC

4
3

2
1

小型マイナスドライバ

リリースボタン  
 



3－2 電源の配線について 
3－2－2 配線方法 
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お願い 

 

リリースボタンを押し込む場合は、適切な力（30N 以下）で押し込んでください。過
剰な力で押し込むと、電源クランプ端子台を破損する場合があります。 

 
取り外し時に使用するドライバとして、以下の製品があります。 
 

・ 推奨ドライバ型式 
型式 メーカ 

SZF1 フェニックスコンタクト 

 

3.5mm0.6mm

側面� 正面�

 

 

● 推奨電源について 

電源には、過電流保護機能を持つ SELV電源を使用ください。 

SELV電源とは、入出力間が二重または強化絶縁されていて、出力電圧が 30Vr.m.sお
よび 42.4Vピーク、または DC60V以下の電源をいいます。 

次の電源を推奨します。 

推奨電源： 形 S82K-10024（オムロン製） 

または、形 S82J-10024D（オムロン製） 

 

● 適合電線範囲 
種類 適合電線範囲 

拠り線 
単線 
棒端子 

AWG20～16 
（0.5mm2～1.25mm2） 

 

● 電線のストリップの長さ 

電線のストリップ長は拠り線、単線共に 7～10mmを目安としてください。 

 

 

ストリップ長 7～10mm  

 

● 棒端子の適合導体の長さ 

棒端子の導体は 8～10mmを目安としてください。 

 

 

導体長 8～10mm  



3－3 ターンバックケーブルの配線 
3－3－1 ターンバックユニットとの配線 
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3－3 ターンバックケーブルの配線 
 

スライス I/Oターミナルのブロックを増設する際に、右側折り返し専用ターンバック
ユニット（形 GRT1-TBR）と、左側折り返し専用ユニット（形 GRT1-TBL）をターン
バックケーブル（形 GCN2-100）にて配線します。 

 

お願い 

 

ターンバックケーブル（形 GCN2-100）を経由しての電源供給は行えません。必ず、
左側折り返し専用ユニット（形 GRT1-TBL）より通信ユニット本体と同一電源で電源
供給を行ってください。 
 

 

3－3－1 ターンバックユニットとの配線 
以下の要領でターンバックユニットとターンバックケーブルを配線します。 

1台の通信ユニットにつき、2段のターンバックユニットによる増設が可能です。 

 
ターンバックユニット
　　形GRT1-TBR

 

 

ターンバックユニット
　　形GRT1-TBL ケーブル側コネクタの上下のフックがユニット

側のコネクタにはまり、カチッという音がするまで
奥に差し込んでください。

ターンバックケーブル（形GCN2-100）

 

 



      

 

第 4章 

デジタル I/Oユニット  
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4－1 概要 
 

ここでは、デジタル I/Oユニットでの共通の仕様を示します。ユニットごとに異なる
点については、各ユニットの解説ページで示します。 

 

4－1－1 共通仕様 

■ 仕様 
項目 デジタル I/Oユニットの仕様 

ユニット用電源電圧 DC24V（DC24V －15～＋10%） 
I/O電源電圧 DC24V（DC24V －15～＋10%） 
耐ノイズ性 IEC61000-4-4に準拠 2kV（電源ライン） 
耐振動 10～60Hz 複振幅 0.7mm、60～150Hz 50m/s2  
耐衝撃 150m/s2  
耐電圧 AC500V（絶縁されている回路間） 
絶縁抵抗 20MΩ以上（絶縁されている回路間） 
使用周囲温度 －10～＋55℃（ただし、結露・氷結なきこと） 
使用周囲湿度 25～85% 
使用周囲雰囲気 腐食性ガスのないこと 
保存周囲温度 -25～＋65℃（ただし、結露・氷結なきこと） 
取り付け方法 DIN35mmレール取り付け 
* 形 GRT1-ROS2（リレー出力ユニット）は仕様が異なる項目があります。各ユニットの説明を
参照してください。 

 

4－1－2 I/Oデータ 
各ユニットに割り付けられる I/Oデータを以下の表に示します。「2-2-2 スライス I/O

ターミナルのマスタへの I/O割付」も参照してください。 

 
 ユニット名 I/O割付サイズ 備考 

形 GRT1-ID4 入力 4ビット － 

形 GRT1-ID4-1 入力 4ビット － 

形 GRT1-IA4-1 入力 4ビット － 

形 GRT1-IA4-2 入力 4ビット － 

形 GRT1-OD4 出力 4ビット － 

形 GRT1-OD4-1 出力 4ビット － 

形 GRT1-ROS2 出力 2ビット － 

形 GRT1-ID8 入力 1チャネル ビット 8～15は未使用 

形 GRT1-ID8-1 入力 1チャネル ビット 8～15は未使用 

形 GRT1-OD8 出力 1チャネル ビット 8～15は未使用 

形 GRT1-OD8-1 出力 1チャネル ビット 8～15は未使用 



4－2 ステータスエリア 
4－2－1 デジタル I/Oユニットのステータスエリア 
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4－2 ステータスエリア 
 

4－2－1 デジタル I/Oユニットのステータスエリア 
デジタル I/Oユニットは 2種類のステータスエリアを持っています。ユニット毎に設
定した各機能のユーザー任意の閾値に対してビットを立てます。 
これらのステータスエリアのいずれかのビットが ONした場合のみ、通信ユニットの
ステータスフラグの該当ビットが ONします。 
通信ユニットのステータスフラグの情報はマスタへと通知されます。I/Oユニットのス
テータスエリアの情報は設定ツールにて読み出すことができます。 
 

 
 

スライス I/Oユニット 通信ユニット 

閾値越えで該当ビットが
ON。どのビットが ONした
かは設定ツールにて読み出
し可能 

I/O ユニットのステータスフラグのいずれかが ON

で通信ユニットのステータスフラグの該当ビット
がONします。 

マスタへ通知 

上位マスタ 

 

■ ワーニングステータスエリア 

スライス I/Oユニットのワーニングステータスエリアは以下の 16ビットで構成されま
す。ユニット内の軽微なエラーを検知します。いずれかのビットが ONした場合、通
信ユニットのステータスフラグのビット 2が ONし、マスタへ通知します。 
ビット 内容 説明 

0 予約 － 
1 予約 － 
2 予約 － 
3 ユニットメンテナンスフラグ 

0：正常 1：異常（閾値または 87672時間超え）
ユニット通電時間モニタ機能で閾値と
して設定した通電時間を監視します。
また、87672 時間（10 年）の経過を監
視します。 

4 予約 － 
5 予約 － 
6 予約 － 
7 予約 － 
8 動作時間モニタ監視異常フラグ 

0：範囲内（監視値設定未満） 
1：範囲外（監視値設定以上） 

動作時間モニタ機能で監視対象に設定
している接点の動作時間が設定値の範
囲内であるかを監視します。 

9 接続機器メンテナンスフラグ 
0：範囲内（全点が監視設定値未満） 
1：範囲外（1点でも監視設定値以上のとき） 

接点動作回数モニタ機能、または ON
積算時間モニタ機能で設定している閾
値の範囲内であるかを監視します。 

10 予約 － 
11 予約 － 
12 予約 － 
13 予約 － 
14 予約 － 
15 予約 － 



4－2 ステータスエリア 
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■ アラームステータスエリア 

スライス I/Oユニットのアラームステータスエリアは以下の 16ビットで構成されます。
ユニット内の重大なエラーを検知します。 

いずれかのビットが ONした場合、通信ユニットのステータスフラグのビット 4が ON

し、マスタへ通知します。（形 GRT1-DRTの場合） 

 
ビット 内容 説明 

0 予約 － 
1 EEPROMデータエラー 0：正常  1：異常あり 
2 予約 － 
3 予約 － 
4 予約 － 
5 予約 － 
6 予約 － 
7 予約 － 
8 I/O電源電圧状態フラグ 0：I/O電源 ON 1：I/O電源 OFF 
9 予約 － 
10 予約 － 
11 予約 － 
12 予約 － 
13 予約 － 
14 予約 － 
15 予約 － 

 



4－3 I/Oの配線 
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4－3 I/Oの配線 
 

4－3－1 スクリューレスクランプ端子台への配線 
GRT1シリーズ スライス I/Oユニットは全ユニットにネジどめなしで配線できるクラ
ンプ式の端子台を搭載しています。センサ、または外部機器と接続する際は、センサ、
または外部機器のケーブルに専用の棒端子を取り付ける必要があります。 

棒端子には 1本差し専用と 2本差し専用があり、2本差し専用棒端子を使用することに
より、形 GRT1-ID8（-1）への 2線式センサ接続時、I/O電源接続ユニット（形 GRT1-PC8

（-1））を使用せずに配線することが可能です。また、形 GRT1-OD8（-1）使用時も、
I/O電源接続ユニット（形 GRT1-PC8（-1））を使用せずに配線が行えます。 

適合棒端子は以下のとおりです。 

 

● 1本差しタイプ 
メーカ 形式 適合電線 

AI-0.5-10WH 0.5mm2 （20AWG） 
AI-0.75-10GY 0.75mm2 （18AWG） フエニックスコンタクト（株） 

AI-1.5-10BK 1.25mm2 （16AWG） 
H 0.5/16 D 0.5mm2 （20AWG） 
H 0.75/16 D 0.75mm2 （18AWG） 日本ワイドミュラー（株） 

H 1.5/16 D 1.25mm2 （16AWG） 

● 2本差しタイプ 
メーカ 形式 適合電線 

フエニックスコンタクト（株） AI-TWIN 2 x 0.75-10 GY 0.75mm2 （18AWG） 
H 0.5/16.5D 0.5mm2 （20AWG） 

日本ワイドミュラー（株） 
H 0.75/17D 0.75mm2 （18AWG） 

 

● 棒端子の適合導体の長さ 

棒端子の導体は 9～11mmを目安としてください。 

 

 

導体長 9～11mm  
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■ クランプ端子台への配線方法 

● 差し込みかた 

棒端子を任意の端子穴に最後まで差し込んでください。 

● 取り外しかた 

端子穴の上にあるリリースボタンを小型のマイナスドライバーで押し込んだ状態で電
線を引き抜いてください。 

 

3
2

1

05
04

03
02

+V
+V

+V
+V

+VNC

4

小型マイナスドライバ

リリースボタン

05
04

03
02

+V
+V

+V
+V

+VNC

4
3

2
1

棒端子を奥まで挿しこみます。

 
 

お願い 

 

・リリースボタンを押し込む場合は、適切な力（30N 以下）で押し込んでください。
過剰な力で押し込むと、電源クランプ端子台を破損する場合があります。 

・2本差しの棒端子を使用する際に隣合う端子間で使用する場合は、棒端子の絶縁カバ
ー部が干渉し合わないよう以下のように縦向きに取り付けてください。 

 

 
 絶縁カバーが干渉しないように、下図のように絶縁カバーの長手方向に対して平らに
なるように棒端子の圧着を行ってください。 

 

 
 

取り外し時に使用するドライバとして、以下の製品があります。 

 
推奨ドライバ型式 

型式 メーカ 

SZF1 フェニックスコンタクト 

 

3.5mm0.6mm

側面� 正面�
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4－4 デジタル I/Oユニットの機能 
 

4－4－1 I/O電源モニタ 

■ 機能説明 

I/O電源が入っているかどうかを検知することができます。 

I/O電源が OFFすると、ユニット内部のアラームステータスエリアの該当ビットが ON

となり、接続されている通信ユニットに通知します。（通信ユニットのステータスフ
ラグのビット 4が ON）ネットワーク専用設定ツールにて、読み出し可能です。 

 

スライス I/Oユニット

接続機器 

I/O電源が入って
るかな？ 

通信ユニットよ
り一括でＩ/Ｏ電
源供給 

 
注：I/O電源の検出電圧値の設定はできません。 

 

■ 設定ツールによる確認方法 

例として DeviceNetコンフィグレータ（Ver2.43以降）での確認方法を以下に示します。 

 

① 「ネットワーク構成ウィンドウ」内のスライス I/Oターミナルのアイコンを右クリ
ックし、メンテナンス情報画面を表示させます。対象の I/Oユニットを選択し、「表
示」ボタンを押します。I/Oユニットの「メンテナンス情報」画面が表示されます。
「I/O電源異常」にチェックがついていると、I/O電源未供給を意味します。 
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4－4－2 入力フィルタ（入力ユニットのみ） 

■ 機能説明 

設定時間間隔の間に複数回、入力値を読み出し、それらがすべて一致している場合の
み、入力値を有効とすることが可能です。この機能は、1ユニットの入力全点に対して、
一括で働きます。 

● ON応答時間 

入力データが OFF→ONとなったとき、設定時間（ON応答時間設定の 1/4）間隔をあ
けて、入力データを複数回（4回）読み出して、値がすべて ONのときに ONとします。
ONするタイミングは ON応答時間分遅れます。 

なお、この機能を使用して、 ONディレー動作をさせることもできます（有効のとき
に、ON応答時間分遅れが発生することを利用）。 

 

 

OFF 

ON 

入力とするデータ

ON 

OFF 

４回のうちすべては ONでないので、
OFFとみなす 

ON ON OFF OFF 

4 3 21 

 

 

４回のうちすべて ONなので、 
ONとみなす 

ON ON ON ON 

4 3 2 1 

OFF 

ON 

ONディレー時間 
（＝入力フィルタ時間） 

入力とするデータ

ON 

OFF 

 
● OFF応答時間 

入力データが ON→OFFとなったとき、設定時間（OFF応答時間設定の 1/5）間隔をあ
けて、入力データを複数回（5回）読み出して、値がすべて OFFのときに OFFとしま
す。OFFするタイミングは OFF応答時間分遅れます。 

なお、この機能を使用して、 OFFディレー動作をさせることもできます。 

通信サイクルタイムより短いパルスを取り込む場合、OFF応答時間を通信サイクルタ
イムより長く設定することでパルスを取り込むことが可能です。（入力パルスの間隔
が短い場合は ONし続ける場合があるため注意してください。） 

 

 

5回のうちすべて OFFでないので、
ONのままとみなす 

OFF 

1 

ON 

5 

OFF OFF ON 

4 3 2 

OFF 

ON 

入力とするデータ

ON 

OFF 

 

 

5回のうちすべてOFFな
OFFとみなす 

OFF OFF OFF OFF 

4 3 2 1 

OFF 

5 

OFF 

ON 

入力とするデータ

ON 

OFF 
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■ 設定ツールによる設定方法 

例として DeviceNetコンフィグレータ（Ver2.43以降）での設定方法を以下に示します。 

 

① 「ネットワーク構成ウィンドウ」内の設定対象のスライス I/Oターミナルのアイコ
ンをダブルクリック、または右クリック「パラメータ」－「編集」で「デバイス
パラメ－タの編集」ウィンドウを表示させます。「I/Oユニット」タブ内の対象 I/O

ユニットを選択し、「編集」ボタンを押し、「ユニットパラメータの編集」画面
を表示させます。 

②「IN」タブを選択します。「ON応答時間」、「OFF応答時間」に任意の値を入力
し、「OK」ボタンをクリックします。 

 

③ 「全般」タブを選択し、「ダウンロード」をクリックした後に「リセット」をクリ
ックします。 

④ 最後に「OK」ボタンをクリックします。 
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 4－4－3 センサ起動待機機能（入力ユニットのみ） 

■ 機能説明 

I/O電源が OFFの時と、I/O電源が OFF→ONになってから 100msの間は入力を取り込
まないようにし、センサが電源投入から安定するまでのあいだ待機する機能です。こ
れにより、I/O電源の立ち上がり時の接続機器の突入電流による誤入力を取り込まない
ようにすることができます。ネットワーク専用設定ツールにて、本機能を有効にする
か無効にするかを設定できます。 

 

■ 設定ツールによる設定方法 

例として、DeviceNetコンフィグレータ（Ver2.43以降）での設定方法を以下に示しま
す。 

 

① 「ネットワーク構成ウィンドウ」内の設定対象のスライス I/Oターミナルのアイコ
ンをダブルクリック、または右クリック「パラメータ」－「編集」で「デバイスパ
ラメ－タの編集」ウィンドウを表示させます。「I/Oユニット」タブ内の対象 I/O

ユニットを選択し、「編集」ボタンを押し、「ユニットパラメータの編集」画面を
表示させます。 

② 「IN」タブを選択します。 

「センサ電源待機対応」のチェックを「あり」にして、「OK」ボタンをクリック
します。 

 

③ 「全般」タブを選択し、「ダウンロード」をクリックした後に「リセット」をクリ
ックします。 

④ 最後に「OK」ボタンをクリックします。 
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4－4－4 接点動作回数モニタ 

■ 機能説明 

各入力接点／出力接点ごとに OFF→ONした回数を積算カウントし（分解能最大 50Hz）、
ユニット内部に記憶することができます。ユニット内部に監視設定値を設定でき、接
点回数が閾値を超えた場合、ユニット内部のワーニングステータスエリアの該当ビッ
トが ONとなり、接続されている通信ユニットに通知します。（通信ユニットのステ
ータスフラグのビット 2が ON）ネットワーク専用設定ツールにて、読み出し可能です。 
 

・計測回数：0～4294967295回（格納データ：00000000～FFFFFFFF Hex） 

・計測単位：回 

 

 

スライス I/Oユニット

リレーなど

OFF→ON 

3 2 1 

出力接点 OFF→ONカウント回数： 

ユニット内に記憶 

 
注 1： １つの接点における接点動作回数モニタ機能と、ON積算時間モニタ機能との同時使用

はできません。「動作監視モード」でいずれかを選択します。 
注 2： 本機能は、I/O電源が入っていない状態では、動作しません。 
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■ 設定ツールによる設定方法 

例として DeviceNetコンフィグレータ（Ver2.43以降）での設定方法を以下に示します。 

 

① 「ネットワーク構成ウィンドウ」内の設定対象のスライス I/Oターミナルのアイコ
ンをダブルクリック、または右クリック「パラメータ」－「編集」で「デバイスパ
ラメ－タの編集」ウィンドウを表示させます。「I/Oユニット」タブ内の対象 I/O

ユニットを選択し、「編集」ボタンを押し、「ユニットパラメータの編集」画面を
表示させます。 

② 「IN」タブを選択します 

 

③ 設定対象の「I/Oコメント」をダブルクリックすると次のような画面が表示されま
す。「監視モード」の「動作回数」を選択し、「監視設定値」を入力した後、「OK」
ボタンをクリックします。 

 

④ 「ユニットパラメータの編集」ウィンドウで「監視設定値」に設定値が反映されて
いるのを確認した後、「全般タブ」を選択して「ダウンロード」をクリックします。 

⑤ 最後に「OK」ボタンをクリックしてください。 
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4－4－5 ON積算時間モニタ 

■ 機能説明 

各入力/出力接点毎に ONしている時間を積算（単位：秒）し、ユニット内部に記憶す
ることができます。 

ユニット内部に監視設定値を設定でき、積算時間が閾値を超えた場合、ユニット内部
のワーニングステータスエリアの該当ビットが ONとなり、接続されている通信ユニ
ットに通知します。（通信ユニットのステータスフラグのビット 2が ON）ネットワー
ク専用設定ツールにて、読み出し可能です。 

 

・計測時間：0～4294967295秒（格納データ：00000000～FFFFFFFF Hex） 

・計測単位：秒 

 

 
 

接続機器 

スレーブ内に記憶 

ON積算時間 

 接続機器 ON 

OFF 

スライス I/Oユニット

ON積算時間

 

 
注 1： １つの接点における ON積算時間モニタ機能と、接点動作回数モニタ機能との同時使用

はできません。「動作監視モード」でいずれかを選択します。 
注 2： 本機能は、I/O電源が ONしてない状態では動作しません。 
注 3： ON積算時間モニタ機能は約 1秒ごとに接続機器がONしているかどうか確認しています。 

1秒単位以下の ON積算時間の計測時にはご注意ください。 
 
・0.5秒の ON時間計測の場合 
図 Aの場合、実際に ONしている時間は 0.5秒×3＝1.5秒となりますが、計測タイミング
時に ONしているのは 1回なので、ON積算時間は 1秒と計測されます。 

 
0.5秒 

約 1秒ごとに計測

ON 
OFF 

 
       図 A 
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図 Bの場合、実際に ONしている時間は 0.5秒×3＝1.5秒となりますが、計測タイミング時
に ONしているのは 2回なので、ON積算時間は 2秒と計測されます。 

 

 約 1秒ごとに計測 

ON 
OFF

0.5秒 
 

       図 B 
 
・1.5秒の ON時間計測の場合 
図 Cの場合、実際に ONしている時間は 1.5秒×2＝3秒となりますが、計測タイミング時
に ONしているのは 4回なので、ON積算時間は 4秒と計測されます。 

 

 約 1秒ごとに計測

ON 
OFF

1.5秒 
 

        図 C 
 

■ 設定ツールによる設定方法 

例として、DeviceNetコンフィグレータ（Ver2.43以降）での設定方法を以下に示しま
す。 

 

① 「ネットワーク構成ウィンドウ」内の設定対象のスライス I/Oターミナルのアイコ
ンをダブルクリック、または右クリック「パラメータ」－「編集」で「デバイスパ
ラメ－タの編集」ウィンドウを表示させます。「I/Oユニット」タブ内の対象 I/O

ユニットを選択し、「編集」ボタンを押し、「ユニットパラメータの編集」画面を
表示させます。 

② 「IN」タブを選択します。 
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③ 設定対象の「I/Oコメント」をダブルクリックすると次のような画面が表示されま
す。「監視モード」の「ON積算時間」を選択し、「監視設定値」を入力した後、
「OK」ボタンをクリックします。 

 

④ 「ユニットパラメータの編集」ウィンドウで「監視設定値」に設定値が反映されて
いるのを確認した後、「全般タブ」を選択して「ダウンロード」をクリックします。 

⑤  最後に「OK」ボタンをクリックしてください。 
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4－4－6 動作時間モニタ 

■ 機能説明 

接点の ON/OFFのタイミングで動作時間を計測します。ユニット内のどの接点との組
み合わせでも動作時間を監視できます。 

また、トリガエッジを ON→OFF、または OFF→ONのどちらにも設定することができ、
さらに入力No.、出力No.の組み合わせも自由に行え、フレキシブルな設定が可能です。
この機能により、通信サイクルの影響を受けずに、動作時間を高精度に計測すること
ができます。ユニット内部に監視設定値を設定でき、動作時間が閾値を超えた場合、
ユニット内部のワーニングステータスエリアの該当ビットが ONとなり、接続されて
いる通信ユニットに通知します。（通信ユニットのステータスフラグのビット 2が ON） 
ネットワーク専用設定ツールにて、読み出し可能です。 

   
計測時間 0～65535（0000～FFFFHex） 
計測単位 ms 

 

■ 設定ツールによる設定方法 

例として、DeviceNetコンフィグレータ（Ver2.43以降）での設定方法を以下に示しま
す。 

 

① 「ネットワーク構成ウィンドウ」内の設定対象のスライス I/Oターミナルのアイコ
ンをダブルクリック、または右クリック「パラメータ」－「編集」で「デバイスパ
ラメ－タの編集」ウィンドウを表示させます。「I/Oユニット」タブ内の対象 I/O

ユニットを選択し、「編集」ボタンを押し、「ユニットパラメータの編集」画面を
表示させます。 

②「動作時間」タブを選択します。 

 

③ 設定対象の「監視対象装置名」をダブルクリックすると、次のような画面が表示さ
れます。 

「動作監視時間」に任意の設定値を入力し、「開始ポイント」、「終了ポイント」
で監視接点番号をプルダウンメニューより選択します。また、「エッジパターン」
により、ONエッジ、OFFエッジのどちらで監視を行うかを設定します。 最後に
「OK」ボタンをクリックします。 
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④ 「ユニットパラメータの編集」ウィンドウで「動作監視時間」に設定値が反映され
ているのを確認します。 

「全般」タブを選択し、「ダウンロード」をクリックした後に「リセット」をクリ
ックします。 

⑤ 最後に「OK」ボタンをクリックします。 

 

4－4－7 出力の保持/クリアの設定 
出力の保持/クリアを設定し、出力ユニットの異常時の動作設定をします。 

例として、DeviceNetコンフィグレータ（Ver2.43以降）での設定方法を以下に示しま
す。 

① 「ネットワーク構成ウィンドウ」内の設定対象のスライス I/Oターミナルのアイコ
ンをダブルクリック、または右クリック「パラメータ」－「編集」で「デバイスパ
ラメ－タの編集」ウィンドウを表示させます。「I/Oユニット」タブ内の対象 I/O

ユニットを選択し、「編集」ボタンを押し、「ユニットパラメータの編集」画面を
表示させます。 

②「OUT」タブを選択します。 

 

③ 設定対象の端子をダブルクリックすると、次のような画面が表示されます。それぞ
れの異常時の出力ユニットの動作を設定します。 

 
バス異常時出力 スライス I/Oターミナルのスライスバス部の異常時の動作を設定します。
通信異常時出力 上位通信（DeviceNetなど）が異常時の動作を設定します。 
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④「ユニットパラメータの編集」ウィンドウで設定が反映されているのを確認します。 
「全般」タブを選択し、「ダウンロード」をクリックした後に「リセット」をクリ
ックします。 

⑥ 最後に「OK」ボタンをクリックします。 
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4－5 メンテナンス情報画面 
 

ここでは、各種デジタル I/Oユニットの状態を確認することができるメンテナンス情
報画面について説明します。同じくユニットの状態を確認することができるデバイス
モニタ画面もありますが、ここではメンテナンス情報画面を例として説明します。 

 

4－5－1 メンテナンス情報の確認方法 
専用設定ツールの［通常画面］から「右クリック」－「メンテナンス情報」を選択し
ます。または、［メンテナンスモード画面］からユニットを選択してダブルクリック
すると、通信ユニットの「メンテナンス情報」画面が表示されます。 

「I/Oユニット」タブを選択し、「表示」ボタンを押すことで I/Oユニットの「メンテ
ナンス情報」画面が表示されます。 
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■ 全般画面 

    

 

ステータスチェックボックス 

 
 

項目 説明 

説明 ユニットコメントで設定した 32文字（全角は 16文字）の内容が表示され
ます。 

最終メンテナンス日 最終メンテナンス設定した日付を表示します。 
ユニット通電時間 ユニットが過去に稼動した通電時間のトータル時間を表示します。 
更新ボタン メンテナンス情報を更新するボタンです。 
メンテナンスカウンタセー
ブ 

メンテナンスカウンタをユニット内にセーブする機能です。この機能を使
用すると電源再投入時に前回の値を保持します。 

 
● ステータスチェックボックスの説明 

異常が発生するとチェックボックスが ONします。 
項目 説明 

ユニットメンテナンス時期 ユニット通電時間が設定値をオーバーすると ONします。 
または、ユニット通電時間が 87672時間（10年）以上になると ON
します。 

接続機器メンテナンス時期 各 I/OのいずれかでON積算積算時間または接点動作回数の値が監
視設定値をオーバーすると ONします。 

動作時間オーバー 測定された動作時間が監視設定値を越えると ONします。 

I/O電源異常 入力電源が OFFしていると ONします。 
EEPROMデータエラー EEPROM に格納されているデータがこわれている場合に ON しま

す。 
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■ 各入力別画面 

● OUT画面 

No.の順番が端子の並びに対応しています。 

 
 

項目 説明 

I/Oコメント 各入力別に 32文字（全角 16文字）までのコメントを表示します。 
メンテナンスカウ
ンタ 

各入力別のメンテナンスカウンタを表示します。メンテナンスカウンタが閾値
をオーバーすると、No．の左横に警告用アイコンが表示されます。 
ON積算時間モニタの場合：単位「秒」 
動作回数モニタの場合：単位「回」 

 

● IN画面 

No.の順番が端子の並びに対応しています。 

 
 

項目 説明 

I/Oコメント 各入力別に 32文字（全角 16文字）までのコメントを表示します。 
メンテナンスカ
ウンタ 

各入力別のメンテナンスカウンタを表示します。メンテナンスカウンタが閾値
をオーバーすると、No．の左横に警告用アイコンが表示されます。 
ON積算時間モニタの場合：単位「秒」 
動作回数モニタの場合：単位「回」 

 



4－5 メンテナンス情報画面 
4－5－1 メンテナンス情報の確認方法 
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● 動作時間画面 

No.の順番が端子の並びに対応しています。 

 
 

項目 説明 

監視対象装置名 監視対象別に 16文字（全角 8文字）までのコメントを表示します。 
動作時間 各監視対象の動作時間を表示します。（単位 ms）動作時間が閾値をオーバ

ーすると No．左横に警告用アイコンが表示されます。 
動作時間ピーク値 過去に発生した動作時間の最大値を表示します。 
異常履歴 I/Oユニットの通信異常履歴を読み出します。 

 

● 異常履歴画面 

 
 

項目 説明 

内容 発生した通信異常の内容を表示します。 
ユニット通電時間 異常発生時のネットワーク通電時間を表示します。 



4－6 デジタル I/Oユニットの種類 
4－6－1 形 GRT1-ID4（NPN）／形 GRT1-ID4-1（PNP） 

（4点 DC入力タイプ） 
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4－6 デジタル I/Oユニットの種類 
 

4－6－1 形 GRT1-ID4（NPN）／形 GRT1-ID4-1（PNP） 

（4点 DC入力タイプ） 

■ 入力部仕様 
項目 仕様 

形式 形 GRT1-ID4 形 GRT1-ID4-1 
内部の I/Oコモン線
処理 

NPN対応 PNP対応 

入出力点数 入力 4点 
ON電圧 DC15V以上 

（各入力端子と V間） 
DC15V以上 
（各入力端子と G間） 

OFF電圧 DC5V以下 
（各入力端子と V間） 

DC5V以下 
（各入力端子と G間） 

OFF電流 1mA以下 
入力電流 6.0mA以下/点（DC24V時）3.0mA以上/点（DC17V時） 
ON遅延時間 1.5ms以下 
OFF遅延時間 1.5ms以下 
コモン当たりの 
回路数 

4点/コモン 

 

■ 各部の名称と機能（形 GRT1-ID4/ID4-1共通） 

 

LED表示部�
�

ID4
TS

0 1
2 3

A1
A2

A3
A5

A4
A6

B1
B2

B3
B6

B4
B5

ユニットの状態�
を表示します。�

端子台部�

リリースボタン�
テストピン�

端子挿入穴�

 



4－6 デジタル I/Oユニットの種類 
4－6－1 形 GRT1-ID4（NPN）／形 GRT1-ID4-1（PNP） 
（4点 DC入力タイプ） 
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■ 内部回路 

● 形 GRT1-ID4（NPN対応） 

 

I/O LED

 
0 

V 

G 

3 

V 

G
内部回路

内部回路

ベースブロック部 端子台ブロック部本体ブロック部

 
 

● 形 GRT1-ID4-1（PNP対応） 

 

I/O LED 

0 

V 

G 

 
 

3 

V 

G 
内部回路

内部回路

ベースブロック部 端子台ブロック部本体ブロック部

 



4－6 デジタル I/Oユニットの種類 
4－6－1 形 GRT1-ID4（NPN）／形 GRT1-ID4-1（PNP） 

（4点 DC入力タイプ） 
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■ 配線 

● 形 GRT1-ID4（NPN対応） 

 

 

2 線式センサ 
（リミットスイッチなど） G

2 

V 

G

0 

V 

3 

1 

G

V 

V 

G

茶（白） 

青（黒） 

黒（白） 

茶（赤） 

青（黒） 

NPN 出力 3 線式センサ 
（光電スイッチ、近接スイッ
チなど） 

 

 

● 形 GRT1-ID4-1（PNP対応） 

 

 

G

2 

V 

G

0 

V 

3 

1 

G

V 

V 

G

茶（白） 

青（黒） 

2 線式センサ 
（リミットスイッチなど） 

黒（白） 

茶（赤） 

青（黒） 

PNP 出力 3 線式センサ 
（光電スイッチ、近接スイッ
チなど） 

 
 

参 考 

 

光電スイッチと近接スイッチの JIS規格の改訂に伴い、芯線の色が変更されています。
（ ）内は旧芯線色です。 

 

■ 寸法（形 GRT1-ID4/ID4-1共通） 

 

１2
１2

８４
�

3
3

１５�

１１
．７

�

（７４．４）�

（８
４）

�

７４．４�１４．１�

（８８．５）�

１４
．３

�

ＯＭＲＯＮ�

 



4－6 デジタル I/Oユニットの種類 
4－6－2 形 GRT1-OD4（NPN）／形 GRT1-OD4-1（PNP） 
（4点トランジスタ出力タイプ） 
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4－6－2 形 GRT1-OD4（NPN）／形 GRT1-OD4-1（PNP） 

（4点トランジスタ出力タイプ） 

■ 出力部仕様 
項目 仕様 

形式 形 GRT1-OD4 形 GRT1-OD4-1 
内部の I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応 
入出力点数 出力 4点  
定格出力電流 0.5A/点以下 
出力過電流・短絡保護 － － 
残留電圧 1.2V以下 

（DC0.5A、各出力端子と G
間） 

1.2V以下 
（DC0.5A、各出力端子と V
間） 

漏れ電流 0.1mA以下 0.1mA以下 
ON遅延時間 0.5ms以下 
OFF遅延時間 1.5ms以下 
コモン当たりの回路数 4点/コモン 

 

■ 各部の名称と機能（形 GRT1-OD4/OD4-1共通） 

 

LED表示部�
�

OD4
TS

0 1
2 3

A1
A2

A3
A5

A4
A6

B1
B2

B3
B6

B4
B5

ユニットの状態�
を表示します。�

端子台部�

リリースボタン�
テストピン�

端子挿入穴�

 



4－6 デジタル I/Oユニットの種類 
4－6－2 形 GRT1-OD4（NPN）／形 GRT1-OD4-1（PNP） 

（4点トランジスタ出力タイプ） 
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■ 内部回路 

● 形 GRT1-OD4（NPN対応） 

 

0 

V 

NC

 
 

3 

V 

NC
内部回路

内部回路

ベースブロック部 端子台ブロック部本体ブロック部

 

I/O LED

降圧

 

 

 

● 形 GRT1-OD4-1（PNP対応） 

 

0 

NC 

G 

 
 

3 

NC 

G 
内部回路

内部回路

ベースブロック部 端子台ブロック部本体ブロック部

 

I/O LED

降圧

 

 



4－6 デジタル I/Oユニットの種類 
4－6－2 形 GRT1-OD4（NPN）／形 GRT1-OD4-1（PNP） 
（4点トランジスタ出力タイプ） 
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■ 配線 

● 形 GRT1-OD4（NPN対応） 

 

NC 

2 

V 

NC 

0 

V 

3 

1 

NC 

V 

V 

NC 

 
ソレノイド 
バルブなど 

 
 

● 形 GRT1-OD4-1（PNP対応） 

 

 

G 

2 

NC 

G 

0 

NC 

3 

1 

G

NC 

NC 

G

 
ソレノイド 
バルブなど 

 



4－6 デジタル I/Oユニットの種類 
4－6－2 形 GRT1-OD4（NPN）／形 GRT1-OD4-1（PNP） 

（4点トランジスタ出力タイプ） 
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■ 寸法（形 GRT1-OD4/OD4-1共通） 

 

１2
１2

８４
�

3
3

１５�
１１

．７
�

（７４．４）�

（８
４）

�

７４．４�１４．１�

（８８．５）�

１４
．３

�

ＯＭＲＯＮ�

 



4－6 デジタル I/Oユニットの種類 
4－6－3 形 GRT1-ID8（NPN）／形 GRT1-ID8-1（PNP） 
（8点 DC入力タイプ） 
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4－6－3 形 GRT1-ID8（NPN）／形 GRT1-ID8-1（PNP） 

（8点 DC入力タイプ） 

■ 入力部仕様 
項目 仕様 

形式 形 GRT1-ID8 形 GRT1-ID8-1 
内部の I/Oコモン線
処理 

NPN対応 PNP対応 

入出力点数 入力 8点 
ON電圧 DC15V以上 

（各入力端子と V間） 
DC15V以上 
（各入力端子と G間） 

OFF電圧 DC5V以下 
（各入力端子と V間） 

DC5V以下 
（各入力端子と G間） 

OFF電流 1mA以下 
入力電流 3.0mA以上/点（DC24V時） 

4.0mA以下/点（DC24V時） 
ON遅延時間 1.5ms以下 
OFF遅延時間 1.5ms以下 
コモン当たりの 
回路数 

8点/コモン 

 

■ 各部の名称と機能（形 GRT1-ID08/ID08-1共通） 

 

ID8 TS
0 1
2 3

A
1

A
2

A
3

A
5

A
4

A
6

B
1

B
2

B
3

B
6

B
4

B
5

4 5
6 7

LED表示部�

�ユニットの状態�
を表示します。�

端子台部�

リリースボタン�

テストピン�

端子挿入穴�

 



4－6 デジタル I/Oユニットの種類 
4－6－3 形 GRT1-ID8（NPN）／形 GRT1-ID8-1（PNP） 

（8点 DC入力タイプ） 
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■ 内部回路 

● 形 GRT1-ID8（NPN対応） 

 

I/O LED

 
0 

7 

4 × G

V 

G 

ベースブロック部�

内部回路�

内部回路�

本体ブロック部� 端子台ブロック部�

 

 

● 形 GRT1-ID8-1（PNP対応） 

I/O LED 

0 

7 

 
 

4 × V 
 

V 

G 

ベースブロック部�

内部回路�

内部回路�

本体ブロック部� 端子台ブロック部�

 



4－6 デジタル I/Oユニットの種類 
4－6－3 形 GRT1-ID8（NPN）／形 GRT1-ID8-1（PNP） 
（8点 DC入力タイプ） 
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■ 配線 

● 形 GRT1-ID8（NPN対応） 

3線式センサを使用する場合は、下図のように I/O電源接続ユニット（形 GRT1-PC8）
を使用して配線を行ってください。 

 

GRT1-ID8GRT1-PC8

6

G

2

G

0

4

G

7

G

3

1

5

G

V

G

V

V

V

V

G

V

G

V

V

3線式センサ� 3線式センサ�

黒（白）�
茶（赤）�
青（黒）�

黒（白）�
茶（赤）�
青（黒）�

黒（白）�
茶（赤）�
青（黒）�

黒（白）�
茶（赤）�
青（黒）�

黒（白）�
茶（赤）�
青（黒）�

黒（白）�
茶（赤）�
青（黒）�

黒（白）�
茶（赤）�
青（黒）�

黒（白）�
茶（赤）�
青（黒）�

 

 
左側に接続するユニットと絶縁をとりたい場合は、I/O電源供給ユニット（形
GRT1-PD8）を使用して配線を行ってください。ただし、I/O電源供給ユニット（形
GRT1-PD8）を使用した場合は下図のようにセンサは 7台までしか接続できません。 

 
GRT1-ID8GRT1-PD8

6

G

2

G

0

4

G

7

G

3

1

5

G

V

G

V

V

V

V

G

V

G

V

V

3線式センサ� 3線式センサ�

黒（白）�
茶（赤）�
青（黒）�

黒（白）�
茶（赤）�
青（黒）�

黒（白）�
茶（赤）�
青（黒）�

黒（白）�
茶（赤）�
青（黒）�

黒（白）�
茶（赤）�
青（黒）�

黒（白）�
茶（赤）�
青（黒）�

＋�
I/O電源�

－�

黒（白）�
茶（赤）�
青（黒）�

 



4－6 デジタル I/Oユニットの種類 
4－6－3 形 GRT1-ID8（NPN）／形 GRT1-ID8-1（PNP） 

（8点 DC入力タイプ） 
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2線式センサを接続する場合は下図のように形GRT1-PC8-1を使用して配線を行ってく
ださい。I/O電源接続ユニット（形 GRT1-PC8-1 ）1台で形 GRT1-ID8を 2台接続でき
ます。 

 
GRT1-PC8-1GRT1-ID8 GRT1-ID8

6

G

2

G

0

4

G

7

G

3

1

5

6

G

2

G

0

4

G

7

G

3

1

5

G

V

G

V

G

G

V

G

V

G

G

G

2線式センサ� 2線式センサ�

茶（白）�
青（黒）�

茶（白）�
青（黒）�

茶（白）�
青（黒）�

茶（白）�
青（黒）�

茶（白）�
青（黒）�

茶（白）�
青（黒）�

茶（白）�
青（黒）�

茶（白）�
青（黒）�

茶（白）�
青（黒）�

茶（白）�
青（黒）�

茶（白）�
青（黒）�

茶（白）�
青（黒）�

茶（白）�
青（黒）�

茶（白）�
青（黒）�

茶（白）�
青（黒）�

茶（白）�
青（黒）�

 
 

また、2線式センサを接続する場合で２本ざし棒端子を使用すると、電源供給ユニ

ットが不要になります。 

GRT1-ID8 

茶(白) 
青(黒) 

茶(白) 
青(黒) 

茶(白) 
青(黒) 

茶(白) 
青(黒) 

茶(白) 
青(黒) 

茶(白) 
青(黒) 

茶(白) 
青(黒) 

茶(白) 
青(黒) 

6

G

2

G

0

4

G

7

G

3

1

5

 
 

参 考 光電スイッチと近接スイッチの JIS規格の改訂に伴い、芯線の色が変更されています。
（ ）内は旧芯線色です。 

 



4－6 デジタル I/Oユニットの種類 
4－6－3 形 GRT1-ID8（NPN）／形 GRT1-ID8-1（PNP） 
（8点 DC入力タイプ） 
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● 形 GRT1-ID8-1（PNP対応） 

3線式センサを使用する場合は、下図のように I/O電源接続ユニット（形 GRT1-PC8-1）
を使用して配線を行ってください。 

 
GRT1-ID8-1GRT1-PC8-1
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V

6
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7

V
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V

1

5

G

V

G

V
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G
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3線式センサ� 3線式センサ�

黒（白）�
茶（赤）�
青（黒）�

黒（白）�
茶（赤）�
青（黒）�

黒（白）�
茶（赤）�
青（黒）�

黒（白）�
茶（赤）�
青（黒）�

黒（白）�
茶（赤）�
青（黒）�

黒（白）�
茶（赤）�
青（黒）�

黒（白）�
茶（赤）�
青（黒）�

黒（白）�
茶（赤）�
青（黒）�

 

 
左側に接続するユニットと絶縁をとりたい場合は、I/O電源供給ユニット（形
GRT1-PD8-1）を使用して配線を行ってください。ただし、I/O電源供給ユニット（形
GRT1-PD8-1）を使用した場合は下図のようにセンサは 7台までしか接続できません。 
 

GRT1-ID8-1GRT1-PD8-1
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青（黒）�
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茶（赤）�
青（黒）�

黒（白）�
茶（赤）�
青（黒）�

黒（白）�
茶（赤）�
青（黒）�

黒（白）�
茶（赤）�
青（黒）�

黒（白）�
茶（赤）�
青（黒）�

＋�
I/O電源�

－�

 

 

 
2線式センサを接続する場合は下図のように形 GRT1-PC8を使用して配線を行ってく
ださい。I/O電源接続ユニット（形 GRT1-PC8 ）1台で形 GRT1-ID8-1を 2台配線でき
ます。 

 



4－6 デジタル I/Oユニットの種類 
4－6－3 形 GRT1-ID8（NPN）／形 GRT1-ID8-1（PNP） 

（8点 DC入力タイプ） 
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GRT1-PC8GRT1-ID8-1 GRT1-ID8-1
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V
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また、2線式センサを接続する場合で２本ざし棒端子を使用すると、電源供給ユニット
が不要になります。 
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参 考 

 

光電スイッチと近接スイッチの JIS規格の改訂に伴い、芯線の色が変更されています。
（ ）内は旧芯線色です。 



4－6 デジタル I/Oユニットの種類 
4－6－3 形 GRT1-ID8（NPN）／形 GRT1-ID8-1（PNP） 
（8点 DC入力タイプ） 
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■ 寸法（形 GRT1-ID8/ID8-1共通） 
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4－6－4 形 GRT1-OD8（NPN）／形 GRT1-OD8-1（PNP） 

（8点トランジスタ出力タイプ） 

■ 出力部仕様 
項目 仕様 

形式 形 GRT1-OD8 形 GRT1-OD8-1 
内部の I/Oコモン線処理 NPN対応 PNP対応 
入出力点数 出力 8点  
定格出力電流 0.5A/点以下 
出力過電流・短絡保護 － － 
残留電圧 1.2V以下 

（DC0.5A、各出力端子と G
間） 

1.2V以下 
（DC0.5A、各出力端子と V
間） 

漏れ電流 0.1mA以下 0.1mA以下 
ON遅延時間 0.5ms以下 
OFF遅延時間 1.5ms以下 
コモン当たりの回路数 8点/コモン 

 

■ 各部の名称と機能（形 GRT1-OD8/OD8-1共通） 
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■ 内部回路 

● 形 GRT1-OD8（NPN対応） 
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● 形 GRT1-OD8-1（PNP対応） 
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■ 配線 

● 形 GRT1-OD8（NPN対応） 

I/O電源接続ユニット（形GRT1-PC8）を使用して下図のように配線を行ってください。
I/O電源接続ユニット（形 GRT1-PC8）1台で形 GRT1-OD8を 2台配線できます。 
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また、2本ざし棒端子を使用すると、電源供給ユニットが不要になります。 
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● 形 GRT1-OD8-1（PNP対応） 

I/O電源接続ユニット（形 GRT1-PC8-1）を使用して下図のように配線を行ってくださ
い。I/O電源接続ユニット（形 GRT1-PC8-1）1台で形 GRT1-OD8-1を 2台配線できま
す。 
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また 2本ざし棒端子を使用すると、電源供給ユニットが不要になります。 
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■ 寸法（形 GRT1-OD8/OD8-1共通） 
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4－6－5 形 GRT1-ROS2（2点リレー出力タイプ） 
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4－6－5 形 GRT1-ROS2（2点リレー出力タイプ） 

■ 一般仕様 
項目 仕様 

通信電源電圧 DC24V （－15～＋10%） 
I/O電源電圧 DC24V （－15～＋10%） リレー駆動用 
耐ノイズ性 IEC61000-4-4に準拠 2kv（電源ライン） 
耐振動 10～60Hz 複振幅 0.7mm  60～150Hz 50m/s2  
耐衝撃 150 m/s2 
耐電圧 AC500V（絶縁されている回路間） 
絶縁抵抗 20MΩ以上 
使用周囲温度 -10～+55℃ 
使用周囲湿度 25～85%（ただし、結露・氷結なきこと） 
使用周囲雰囲気 腐食性ガスのないこと 
保存周囲温度 -25～+65℃（ただし、結露・氷結なきこと） 
取り付け方法 DIN35mmレール取り付け 

 

■ 出力部仕様（リレー1点あたり） 
項目 仕様 

搭載リレー FTR-MYPA018D（富士通コンポーネント） 
最大開閉能力 AC250V/2A、DC24V/2A（抵抗負荷） 
最小開閉能力 DC5V/1mA 
ON応答時間 15ms以下 
OFF応答時間 15ms以下 

 

● 搭載リレーの寿命 
項目 寿命 

機械的寿命 2000万回以上 
電気的寿命 10万回以上 

 
出力接点の寿命は、接続される負荷により異なります。負荷に対する寿命の目安は下
図のとおりです。 
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お願い 

 

上図はリレー単体に対する寿命特性です。必ずリレー出力ユニットの使用の範囲内で誤
使用ください。ユニットの定格を超えて使用するとユニットの故障の原因となります。
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■ 各部の名称と機能 
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■ 内部回路 
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■ 配線 
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■ 外形寸法図 
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4－6－6 形 GRT1-IA4-1/形 GRT1-IA4-2（AC4点入力タイプ） 

■ 入力部仕様 
項目 仕様 

形式 形 GRT1-IA4-1 形 GRT1-IA4-2 
入出力点数 入力 4点 
I/O電源 未使用 
定格入力電圧 AC100～120V  

-15％～+10％ 50/60Hz 
AC200～240V  
-15％～+10％ 50/60Hz 

ON電圧/ON電流 AC70V以上/4mA以上 AC120V以上/4mA以上 
OFF電圧/OFF電流 AC20V以下/2mA以下 AC20V以下/2mA以下 
ON応答時間 10ms以下 
OFF応答時間 55ms以下 40ms以下 
回路数 4点（コモンなし） 
絶縁抵抗 20MΩ以上 
耐電圧 AC2300V 

（AC入力回路と DC24V回路間、または AC入力回路間） 

 

■ 各部の名称と機能（形 GRT1-IA4-1/IA4-2共通） 
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■ 内部回路（形 GRT1-IA4-1/IA4-2共通） 
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■ 配線 

以下に示すような配線を行ってください。 
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参 考 

 

上記右端の配線図のように、1つの AC電源より 4点の入力を配線する場合は上図のよ
うに端子台上で各入力の B端子を短絡させることにより省配線できます。 
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■ 外形寸法図 
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第5章 

アナログ I/Oユニット 
 



5－1 アナログ I/Oユニットの概要 
5－1－1 アナログユニットとは 
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 5－1 アナログ I/Oユニットの概要 
ここでは、アナログ I/Oユニットの概要について説明します。機能の詳細、設定方法
については各ユニットの解説ページで示します。 

 

5－1－1 アナログユニットとは 
アナログユニットは、GRT1シリーズ共通の機能（バックアップ機能、リストア機能、
オンライン交換機能など）に加え、アナログユニット特有の様々な機能（スケーリン
グ機能、ピークボトムホールド機能など）が使用できます。アナログ入力ユニットで
は、従来上位 PLCのラダープログラム上で処理しなければならなかったアナログ入力
値に対する各種演算をユニット内で処理することができます。 

また、これらの機能により演算処理された最大 6種類のデータを「アナログデータ」
として選択し、「汎用ステータスフラグ」などのステータス情報と組み合わせて I/O

に割り付けることが可能です。これらのステータス情報の割付け、モニタ／アナログ
ユニット特有の機能の設定、およびモニタは設定ツールにより容易におこなえます。 

 



5－1 アナログ I/Oユニットの概要 
5－1－2 従来機種との比較 
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5－1－2 従来機種との比較 

■ アナログ入力ユニット 
ユニット GRT1シリーズ DRT2シリーズ 

形式 形 GRT1-AD2 形 DRT2-AD04 

アナログ入力点数 2点 4点 

入力レンジ（信号） 0～5V、1～5V、0～10V、－10～+10V、0～20mA、4～20mA 

AD変換サイクル 2ms／2点 変換点数（1～4点）の設定を行うことにより、変換サ
イクルを短くすることができます。（4点使用時：4ms
以下）注：演算処理機能を使用している場合では変換サ
イクルは微妙に異なってきます。 

AD変換データ 0～5V、1～5V、0～10V、0～20mA、4～20mA： 0000～1770Hex、－10～+10V：F448～0BB8Hex 
注：2の補数 

分解能（フルスケール） １/6000 

ユニット電源 スライスバスより供給 通信電源より供給 

通信電源消費電流 なし 90mA以下 

25℃の場合  電圧入力時±0.3%FS 
電流入力時±0.4%FS 

総合精度 

-10～55℃の場合 電圧入力時±0.6%FS 
電流入力時±0.8%FS 

I/O割付データ デフォルト：2点分の入力アナログ値 
設定ツールの設定により、以下のデータが割付可能 
ピーク値、ボトム値、トップ値、バレ－値、変化率値、
コンパレート結果 

デフォルト：4点分の入力アナログ値 
DeviceNetコンフィグレータからの設定により、以下の
データが割付可能 
ピーク値、ボトム値、トップ値、バレ－値、変化率値、
コンパレート結果、汎用ステータスなど 

入力点数切替 
（AD変換点数設定） 

あり（設定ツールの設定による：使用点数 1点/2点切替）あり（DeviceNetコンフィグレータからの設定による：
使用点数 1～4点） 
 

入力レンジ切替 ・ディップスイッチ設定による場合 
 ：入力 0,1共通 
・設定ツールからの設定による場合 
 ：個別設定可 

・ディップスイッチ設定による場合 
 ：入力 0,1共通、入力 2,3共通 
・DeviceNetコンフィグレータからの設定による場合 
 ：入力 0～3個別設定可 

ノードアドレス設定 設定不要 ロータリスイッチ、または DeviceNetコンフィグレータ
による設定 

通信速度設定 設定不要 マスタの設定に自動追従 

平均化処理機能 あり（設定ツールからの設定による） あり（DeviceNetコンフィグレータからの設定による）

断線検知機能 あり 

スケーリング機能 

オフセット補正機能 

ピーク／ボトムホールド機能
トップバレーホールド機能 

変化率演算機能 

コンパレート機能 

ユーザ校正機能 
（メンテナンス機能） 

積分機能 
（メンテナンス機能） 

ラストメンテナンスデイト機
能（メンテナンス機能） 

あり（設定ツールからの設定による） あり（DeviceNetコンフィグレータからの設定による）
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5－1－2 従来機種との比較 
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■ アナログ出力ユニット 
ユニット GRT1シリーズ DRT2シリーズ 

形式 形 GRT1-DA2V
（電圧出力） 

形 GRT1-DA2C
（電流出力） 

形 DRT2-DA02 

アナログ出力点数 2点 

出力レンジ（信号） 0～5V、1～5V、0～
10V、－10～+10V 

0～20mA、4～20mA 0～5V、1～5V、0～10V、 
－10～+10V、0～20mA、4～20mA 

変換時間 2ms／2点 

DA変換データ 0～5V、1～5V、0～
10V： 0000～1770Hex
－10～+10V：F448～
0BB8Hex 
注：2の補数 

0～20mA、4～20mA：
0000～1770Hex 
注：2の補数 
 

0～5V、1～5V、0～10V、0～20mA、4～20mA： 0000
～1770Hex 
－10～+10V：F448～0BB8Hex 
注：2の補数  

分解能（フルスケール） １/6000 

ユニット電源 スライスバスより供給 通信電源より供給 

通信電源消費電流 なし 120mA以下 

25℃の場合  ±0.4%FS ±0.4%FS* 電圧出力：±0.3%FS 
電流出力：±0.4%FS* 

総合精度 

-10~55℃の
場合 

 ±0.8%FS ±0.8%FS* 電圧出力：±0.6%FS 
電流出力：±0.8%FS* 

I/O割付データ 2点分の出力アナログ値のみ デフォルト：2点分の出力アナログ値 
DeviceNetコンフィグレータからの設定により、以下
のデータを入力に割付可能 
「汎用ステータス」 

出力レンジ切替 ディップスイッチ設定、または設定ツールか
らの設定による 

ディップスイッチ設定、または DeviceNetコンフィグ
レータからの設定による 

ノードアドレス設定 設定不要 ロータリスイッチ、または DeviceNetコンフィグレー
タによる設定 

通信速度設定 設定不要 マスタの設定に自動追従 

通信異常時の出力 設定ツールからの設定による DeviceNetコンフィグレータからの設定による 

スケーリング機能 

ユーザ校正機能 
（メンテナンス機能） 

積分機能 
（メンテナンス機能） 

ラストメンテナンスデ
イト機能（メンテナンス
機能） 

あり（設定ツールからの設定による） あり（DeviceNetコンフィグレータからの設定による）

＊:0～20mAモードでは 0.2mA以下は精度保障外となります。 
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 5－1－3 データ処理機能一覧 
以下にアナログユニットで使用できるデータ処理機能の一覧を示します。機能の詳細、
設定方法については、「5－4－3 各機能の説明と設定方法」を参照してください。 

■ アナログ入力ユニット（形 GRT1-AD2）の機能 
機能名 内容 デフォルト 

移動平均処理機能 入力アナログ値の過去8回分を平均化処理を行います。
入力がゆれる場合、滑らかな入力値にします。 

移動平均なし 

アナログチャネルの設定 
 

入力変換する点数を少なくすることにより、 変換サイ
クルを速くすることができます。 詳細に関しては、
「5-4-4 変換サイクルの計算」を参照してください。 
 

2点変換 

スケーリング機能 スケーリング演算します。 
0～6000の値をユーザで取り扱う工業単位の値に変換
することができ、マスタ PLCのラダープログラムによ
る演算を軽減します。またセンサ等の取り付け誤差を
補正するオフセット機能もついています。 

0～6000 
 

ピークボトムホールド機能 入力アナログ値の最大値、最小値を保持します。 なし 
トップバレーホールド機能 入力アナログ値の“山の頂上”“谷の底”の値を保持

します。 
なし 

変化率演算機能 入力アナログ値の変化率を演算します。 なし 
コンパレート機能 入力アナログ値または演算後のアナログ値（ピーク値、

ボトム値、トップ値、バレー値、変化率）を HH、H、
L、LLの 4種類の設定値と比較し、結果をアナログス
テータスフラグに立てます。 

なし 

断線検知機能 アナログ入力の断線を検知します。（入力レンジ：4～
20mA、1～5Vの場合のみ有効） 

あり 

ユーザー校正機能 入力電圧、電流に「ずれ」が生じた場合、入力を調整
することができます。 

なし 

積分機能 入力アナログ値の時間積分を行います。 なし 
ラストメンテナンスデイト 最後にメンテナンスした日付けをユニット内に記憶で

きます。 
2005/1/1 
 

 

■ アナログ出力ユニット（形 GRT1-DA2V/GRT1-DA2C）の機能 
機能名 内容 デフォルト

スケーリング機能 スケーリング演算します。0～6000の値をユーザで取り扱
う工業単位の値に変換することができマスタ側のラダー
プログラムによる演算を軽減します。 

なし 
（0～6000）

ユーザー校正機能 出力電圧、電流に「ずれ」が生じた場合、出力を調整する
ことができます。 

なし 

積分機能（メンテナンス機
能） 

出力アナログ値の時間積分を行います。 なし 

異常時の出力値設定機能 通信異常時の出力値をチャネルごとに設定できます。 Low Limit 
ラストメンテナンスデイト 最後にメンテナンスした日付けをユニット内に記憶でき

ます。 
2005/1/1 
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5－1－4 データの演算処理の流れ（アナログ入力ユニット） 

● 入力アナログ値 

外部からのアナログ値に対して、以下の演算処理を行うことができます。その処理後
の値（アナログデータ）をマスタへ I/O割付することができます。 

・ユーザ任意の工業単位へのスケーリング 

・移動平均処理 

 

● 他演算結果 

さらに移動平均処理とスケーリング後の「入力アナログ値」に対して、以下の演算処
理を行うことができます。その演算後の値を「ピーク値」、「ボトム値」、「トップ
値」、「バレー値」、「変化率値」、「積算値」と呼びます。 

・ピークボトム演算 

・トップバレー演算 

・変化率演算 

・積算演算（メンテナンス機能） 

 

データの処理の流れは次のフロー図のとおりです。 

 

 

A 入力 

A 

積分値 変化率値 ⑥ピーク値 ② トップ値 ④

移動平均 スケーリング

ボトム値 ③ バレー値 ⑤

変化率演算 積分演算 ピークボトム トップバレー 

入力アナログ値

演算結果 
データ 

演算処理 

データの流れ 

選択 I/O 割付

データ

トップバレー検出タイミン
グ(I/O 割付データ) 

HOLD 
フラグ 
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5－1－5 データの選択（アナログ入力ユニット） 
各演算処理をおこなった後、I/Oに割り付けるデータを「入力アナログ値」、「ピーク
値」、「ボトム値」、「トップ値」、「バレー値」、「変化率」の 6種類のデータか
ら選択します。選択されたデータは、「アナログデータ」と呼ばれ、単独またはステ
ータスフラグと組み合わせてマスタに割り付けることができます。選択処理は設定ツ
ールによりおこないます。 

さらに、「アナログデータ」に対して、4種類の警報設定値との比較演算をすることが
できます。（コンパレート機能） 
 

● アナログ入力ユニットのデータの流れ 

 

 

アナログステータ
スフラグ 
(I/O 割付データ)

コンパレータ 

入力アナログ値 
① 

変化率値 ⑥ 

ピーク値 ② 

トップ値 ④ 

ボトム値 ③ 

バレー値 ⑤ 

アナログデータに、6 種類のデータから 1 種

類を選択して割り付けます。 

アナログデータ  

(I/O 割付データ)

6 種類のデータ 

アナログデータに割り付けた

値に対してコンパレータ機能

を使用可能 

移動平均、スケーリング機能

あり/なし 

I/O に割り付く 

 
注: デフォルトでは入力アナログ値がそのまま I/Oに割り付きます。 
 

 
以下のように入力 0、1に対して、アナログデータは別々に選択することができます。 
 
 

入力 0 

入力 1 

演算処理 
アナログデータ 

演算処理 
アナログデータ 

他演算結果 

入力値 

入力値 

他演算結果 

他演算結果 

選
択
処
理 

選
択
処
理 
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5－1－6 I/Oデータの種類 

■アナログ入力ユニット（形 GRT1-AD2） 

アナログ入力ユニットは以下の 4種類の入力データと 1種類の出力データを持ってい
ます。必要なデータを I/Oに割り付けて使用することができます。 

● I/Oデータ（入力） 
I/Oデータの種類 説明 

アナログデータ 
（入力 4バイト） 
 

・アナログデータをモニタしたいときに割り付けて使用します。
・アナログ入力値、ピーク値、ボトム値、トップ値、バレー値、変
化率値 のなかからデータをひとつ選択して割り付けます。（デ
フォルトではアナログ入力値が割りついています。） 

注:アナログデータに割り付けた値に対してはコンパレート機能を使うことがで

きます。 

トップバレー検出タイミ
ングフラグ 
（入力 2バイト） 

トップおよびバレー の検出タイミングが 1CHに割りつきます。ト
ップ値、またはバレー値と同時に割り付けて、マスタ側でホールド
値の取り込みタイミングの検出に使用します。 

アナログステータスフラ
グ（入力 2バイト） 

コンパレート結果、トップバレー検出タイミング、断線検知フラグ
の各ビットが割りついています。それぞれ次のように使用します。
・コンパレート結果 
アナログ値を割り付けなくても判定結果のみで制御することが
できます。 

・トップバレーの検出タイミング： 
トップ値またはバレー値と同時に割り付けてデータの取り込み
タイミングに使います。 

・断線検知ビット 
アナログ値を割り付けていない場合でも断線を検知することが
できます。 

アナログデータ+ 
トップバレー検出タイミ
ングフラグ（入力 6バイ
ト） 

最初からアナログデータ（4バイト）の後ろにトップバレーの検出
タイミングフラグ（2バイト）が割り付けられています。 

 

● I/Oデータ（出力） 
I/Oデータの種類 説明 

HOLDフラグ 
（出力 1バイト） 

各種ホールド機能（ピーク 、ボトム 、トップ 、バレー ）とあわ
せて使用し、マスタ側で Hold機能の実行タイミングを制御するの
に使用します。 

  

■アナログ出力ユニット（形 GRT1-DA2□） 

アナログ出力ユニットは出力データを 1種類持っています。必要なデータを割り付け
て使用します。 

● I/Oデータ（出力） 
データの種類 説明 

出力データ 
（出力 4バイト） 

アナログ出力データが割りつきます。 
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5－2 ステータスエリアの説明 
 
アナログユニットは 2種類のステータスエリアをユニット内部に持っています。ユニ
ット毎に設定した各機能のユーザ任意の閾値に対してビットを立てます。 
これらのステータスエリアのいずれかのビットが ONした場合のみ、通信ユニットの
ステータスフラグの該当ビットが ONします。 
通信ユニットのステータスフラグの情報はマスタへと通知されます。I/Oユニットのス
テータスエリアの情報は設定ツールにて読み出すことができます。 

 

 
 

アナログユニット 通信ユニット 

閾値越えで該当ビットが
ON。どのビットが ONした
かは設定ツールにて読み出
し可能 

アナログユニットのステータスフラグのいずれか
がONで通信ユニットのステータスフラグの該当ビ
ットが ONします。 

マスタへ通知 

上位マスタ 

 

 

■ 形 GRT1-AD2 

● ワーニングステータスエリア 

アナログ入力ユニットのワーニングステータスエリアは以下の16ビットで構成されま
す。ユニット内の軽微なエラーを検知します。 
ビット 内容 説明 

0 予約 － 
1 予約 － 
2 予約 － 
3 ユニットメンテナンスフラグ 

0：正常 1：異常（閾値または 87672時間超え）
ユニット通電時間モニタ機能で閾値と
して設定した通電時間を監視します。 
また、87672時間（10年）の経過を監視
します。 

4 予約 － 
5 予約 － 
6 予約 － 
7 予約 － 
8 アナログ入力ワーニングフラグ 

0：範囲内（監視値設定未満） 
1：範囲外（監視値設定以上） 

アナログデータが表示可能な範囲を超
えている場合、もしくはコンパレータ機
能で設定した監視設定値を超えた場合
ONします。 

9 積分カウントオーバーフラグ 
0：範囲内（監視設定値未満） 
1：範囲外（監視設定値以上） 

積分値が監視設定値を超えているとき
ONします。 

10 予約 － 
11 予約 － 
12 予約 － 
13 予約 － 
14 予約 － 
15 予約 － 
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● アラームステータスエリア 

アナログ入力ユニットのアラームステータスエリアは以下の16ビットで構成されます。
ユニット内の重大なエラーを検知します。 
ビット 内容 説明 

0 予約 － 
1 EEPROMデータエラー 0：正常  1：異常あり 
2 予約 － 
3 予約 － 
4 予約 － 
5 予約 － 
6 予約 － 
7 予約 － 
8 断線検知フラグ 0：正常 1：断線検知 
9 アナログハードエラー 0：正常 1：アナログ部のハードに異常あり 
10 予約 － 
11 予約 － 
12 予約 － 
13 予約 － 
14 予約 － 
15 予約 － 

 

■ 形 GRT1-DA2□ 

● ワーニングステータスエリア 

アナログ出力ユニットのワーニングステータスエリアは以下の16ビットで構成されま
す。ユニット内の軽微なエラーを検知します。 
ビット 内容 説明 

0 予約 － 
1 予約 － 
2 予約 － 
3 ユニットメンテナンスフラグ 

0：正常 1：異常（閾値超え） 
ユニット通電時間モニタ機能で閾値として設
定した通電時間を監視します。 

4 予約 － 
5 予約 － 
6 予約 － 
7 予約 － 
8 エラーアウトプットフラグ 

0：正常 1：異常出力中 
異常時出力中に ONします。 

9 積分カウントオーバーフラグ 
0：範囲内（監視設定値未満） 
1：範囲外（監視設定値以上） 

積分値が監視設定値を超えているとき ONし
ます。 

10 予約 － 
11 予約 － 
12 予約 － 
13 予約 － 
14 予約 － 
15 予約 － 
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● アラームステータスエリア 

アナログ出力ユニットのアラームステータスエリアは以下の16ビットで構成されます。
ユニット内の重大なエラーを検知します。 
ビット 内容 説明 

0 予約 － 
1 EEPROMデータエラー 0：正常  1：異常あり 
2 予約 － 
3 予約 － 
4 予約 － 
5 予約 － 
6 予約 － 
7 予約 － 
8 予約 － 
9 アナログハードエラー 0：正常 1：アナログ部のハードに異常あり 
10 予約 － 
11 予約 － 
12 予約 － 
13 予約 － 
14 予約 － 
15 予約 － 
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5－3 メンテナンス情報画面 
 

ここでは、アナログユニットの状態を確認することができるメンテナンス情報画面に
ついて説明します。同じくユニットの状態を確認することができるデバイスモニタ画
面もありますが、ここではメンテナンス情報画面を例として説明します。 

 

5－3－1 メンテナンス情報の確認方法 
専用設定ツールの［通常画面］から「右クリック」－「メンテナンス情報」を選択し
ます。または、［メンテナンスモード画面］からユニットを選択してダブルクリック
すると、通信ユニットの「メンテナンス情報」画面が表示されます。 

「I/Oユニット」タブを選択し、「表示」ボタンを押すことで I/Oユニットの「メンテ
ナンス情報」画面が表示されます。 
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■ 各入力別画面 
 

ステータスチェッ 
クボックス 

 
 

● 表示エリアの説明 
項目 説明 

I/Oコメント 各入力別に 32文字（全角 16文字）までのコメントを表示します。 
最終メンテ
ナンス日 

最後にメンテナンスした日時を表示します。（全機種共通） 

現在値 現在のアナログ値を表示します。（全機種共通） 
「ピーク/ボトム/トップ値/バレー値/変化率」 
「設定温度範囲トータル時間/トップバレーカウント数」 
「積分カウンタ」アナログ値から得られる各種データを表示します。詳細は各機
能の説明と設定方法を参照してください。 

● ステータスチェックボックスの説明 

・ アナログユニット全機種 
項目 説明 

積分値設定値オーバー 積分値が設定値を越えると ONします。 
積分値オーバーフロー 積分値がオーバーフローすると ONします。 
積分値アンダーフロー 積分値がアンダーフローすると ONします。 

・ 形 GRT1-AD2のみ 
項目 説明 

オーバー/アンダーレン
ジ 

アナログデータが表示可能範囲を越えた場合に ONします。 

アラーム/ワーニングオ
ーバ 

コンパレータ機能で設定した監視設定値を越えると ONします。 

断線 断線時に ONします。 
（ただしアナログ入力ユニットは 1-5Vレンジ、4-20mAレンジのみ）

 

■ 異常履歴画面 

「4-5-1メンテナンス情報の確認方法」の異常履歴画面の項を参照してください。 
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 5－4 アナログ入力ユニット 
5－4－1 アナログ入力ユニット（形 GRT1-AD2） 

■ 一般仕様 
項目 仕様 

ユニット用電源電圧 DC24V（DC24V -15%～+10%） 
I/O電源電圧 I/O電源供給不要 
耐ノイズ性 IEC61000-4-4に準拠 2.0kV (電源ライン) 
耐振動 10～60Hz 複振幅 0.7mm、60～150Hz 50m/s2  
耐衝撃 150 m/s2 
耐電圧 絶縁されている回路間 AC500V １分間  検出電流１mA 
使用周囲温度 -10～55℃（ただし、氷結、結露のないこと） 
使用周囲湿度 相対湿度 25～85％ 
使用周囲雰囲気 腐食性ガスのないこと 
保存周囲温度 -25～+65℃（ただし、結露・氷結なきこと） 
取り付け方法 DIN35mmレール取り付け 

 

■ 性能仕様 
仕様 項目 

電圧入力 電流入力 
入力点数 2点（入力 0～1） 
入力レンジ（信号） 0～5V 

1～5V  
0～10V 
-10～+10V  

0～20mA 
4～20mA 

入力レンジ設定方法 ・ディップスイッチによる設定：入力 0、1共通 
・設定ツールによる設定：入力 0、1を個別に設定可 

最大信号入力 ±15V ±30mA 
入力インピーダンス １MΩ以上 約 250Ω 
分解能 1/6000（フルスケール） 

25℃ ±0.3％FS ±0.4％FS 総 合
精度 ―10～55℃ ±0.6％FS ±0.8％FS 
アナログ変換サイク
ル 

2点使用時：2ms以下 （演算機能なしの場合） 

ＡＤ変換データ ±10V以外 フルスケール：0000Hex～1770Hex （0～6000） 
±10V      フルスケール：F448Hex～0BB8Hex （-3000～+3000） 
AD変換の範囲はレンジの±5％FS  

絶縁方式 フォトカプラ絶縁（入力と通信ライン間） 
ただし、各入力信号間は非絶縁 

I/O接続方法 スクリューレスクランプ端子台 
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■  各部の名称と機能 
 

テストピン 

リリースボタン 

端子挿入穴 

端子台部 

LED表示部 
ユニットの状態 
を表示します。 
 

ディップスイッチ 
入力レンジの設定を
行います。 

 

 
 

■ 入力レンジ設定 

● ディップスイッチでの設定 

入力レンジの設定はディップスイッチ、または設定ツールによりおこないます。 
 １ ２ ３ ４ 

 
各スイッチは以下のようになっています。 

SW名 設定 仕様 

SW１
SW２
SW３

入力レンジ 0、1の共通設定 出荷時設定は全て OFF 

SW４
 

入力レンジの設定方法 OFF：ツールによる設定 
ON：ディップスイッチによる設定（「ツ
ールによる設定」時はディップスイッチ
の設定は無効） 
＊：出荷時設定は OFF 

 

お願い 

 

・ディップスイッチにより設定する場合は必ず SW4はONにしてください。OFFにす
るとディップスイッチの設定は反映されません。 

・ディップスイッチの設定は電源投入時に読み込みます。 
・SW4を ONにすると、レンジ設定だけでなく他の全ての機能設定がツールから実行
できなくなります。ツールを使用する場合は SW4を必ず OFFにしてください。 

 

入力 0、1のレンジ（共通） 
入力レンジ SW1 SW2 SW3 

0～5V OFF OFF OFF 
1～5V ON OFF OFF 
0～10V OFF ON OFF 

-10～+10V ON ON OFF 
4～20mA OFF OFF ON 
0～20mA ON OFF ON 

上記以外は設定不可 － － － 
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● 設定ツールによる設定（例：DeviceNetコンフィグレータ） 

① スライス I/Oターミナルの［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象のスライ
ス I/Oターミナルをダブルクリック、または右クリック－「パラメータ」－「編集」
で［デバイスパラメータの編集］ウィンドウを表示させます。 

② 「I/Oユニット」タブを選択します。 

③ 「I/Oユニット」タブの「編集」ボタンを押すと［ユニットパラメータの編集］画
面が表示されます。 

④ レンジを変更したいチャネルのタブを選択します 

⑤ 「Input Range」をクリックし、任意の設定範囲を選択します。 

 
⑥ 全般タブに戻り、「ダウンロード」を実行した後 、「リセット」をクリックして
ユニットをリセットします。 

⑦ 最後に「OK」ボタンをクリックして終了します。 
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■ 内部回路 

0＋�

SHT0A
250Ω�

510kΩ�

510kΩ�

AG

0－�

SHT0B

RSV×2

1＋�

SHT1A
250Ω�

510kΩ�

510kΩ�

AG

1－�

SHT1B

AG

内部�
回路�

フォト�
カプラ�

絶縁電�
源回路�

内部�
回路�

ベースブロック部� 本体ブロック部� 端子台ブロック部�

AG

 

■ 配線 

アナログ入力ユニットの接続端子には、電圧入力か、電流入力かによって入力ユニッ
トごとに次図のように接続します。 

 

短絡�

0V

電流入力�

電流入力時は「SHT0A」と「SHT0B」端子同士を短絡してください。�

RSV RSV

0+ 1+

0- 1-

AG AG

0V

電圧入力�

RSV RSV

0+ 1+

0- 1-

AG AG

SHT0A SHT1A

SHT0B SHT1B

SHT0A SHT1A

SHT0B SHT1B

�

 
 

お願い 

 

RSV端子には放熱のための内部信号が接続されています。配線しないでください。
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■ 入力レンジと変換データ 

入力されたアナログデータは、入力レンジによって次のようにデジタル値に変換され
ます。入力範囲を超えた場合、AD変換データは上限値、または下限値で固定されます。 

 

● 0～5V時 

0～5Vの電圧が、0000～1770 Hex（0～6000）に対応します。 

変換可能なデータ範囲は、FED4～189C Hex（-300～+6300）です。 

負電圧のときは、2の補数（16ビット）で表現されます。 

断線時には、0Vの入力と同じデータ（0000 Hex）になります。 
変換データ�
16進数（10進数）�

189C(6300)�
1770(6000)

0000(0)

0V
FED4(-300)

-0.25V

5V
電圧�

5.25V
 

 

● 1～5V時 

1～5Vの電圧が、0000～1770 Hex（0～6000）に対応します。 

変換可能なデータ範囲は、FED4～189C Hex（-300～+6300）です。 

更に入力範囲を下回ると（入力電圧が 0.76V未満になると）、断線検知機能が働き、
データは 7FFF Hexになります。 

189C(6300)�
1770(6000)

FED4(-300)

変換データ�
16進数（10進数）�

0000(0)
1V

0.8V 5V  5.2V
電圧�

7FFF

0.76V
（0.76Vより以下は断線）�

5.2V以上でクランプ�

 
 

● 0～10V時 

0～10Vの電圧が、0000～1770 Hex（0～6000）に対応します。 

変換可能なデータ範囲は、FED4～189C Hex（-300～+6300）です。 

負電圧のときは、2の補数（16ビット）で表現されます。 

断線時には、0Vの入力と同じデータ（0000 Hex）になります。 
変換データ�
16進数（10進数）�

189C(6300)�
1770(6000)

0000(0)

0V
FED4(-300)

-0.5V

10V
電圧�

10.5V
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● -10～+10V時 

-10～+10Vの電圧が、F448～0BB8 Hex（-3000～+3000）に対応します。 

変換可能なデータ範囲は、F31C～0CE4 Hex（-3300～+3300）です。 

負電圧のときは、2の補数（16ビット）で表現されます。 

断線時には、0Vの入力と同じデータ（0000 Hex）になります。 
変換データ�
16進数（10進数）�

0CE4(3300)�
0BB8(3000)

F448(-3000)�
F31C(-3300)

0000(0)

0V

-11V -10V

10V  11V
電圧�

 
 

● 0～20mA時 

0～20mAの電流が、0000～1770 Hex（0～6000）に対応します。 

変換可能なデータ範囲は、FED4～189C Hex（-300～+6300）です。 

負電流のときは、2の補数（16ビット）で表現されます。 

断線時には、0mAの入力と同じデータ（0000 Hex）になります。 
変換データ�
16進数（10進数）�

189C(6300)�
1770(6000)

0000(0)

0mA
FED4(-300)

-1mA

20mA
電流�

21mA
 

 

● 4～20mA時 

4～20mAの電流が、0000～1770 Hex（0～6000）に対応します。 

変換可能なデータ範囲は、FED4～189C Hex（-300～+6300）です。 

更に入力範囲を下回ると（入力電流が 3.04mA未満になると）、断線検知機能が働き、
データは 7FFF Hexになります。 

189C(6300)�
1770(6000)

FED4(-300)

変換データ�
16進数（10進数）�

0000(0)
4mA

3.2mA 20mA   20.8mA
電流�

7FFF

3.04mA
（3.04mAより以下は断線）�

20.8mA以上でクランプ�
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■  AD変換データ 

AD変換データが負数になると、AD変換データは 2の補数で表現されます。なお、こ
の 2の補数から絶対値を得るには、NEG（2の補数変換）命令を使用すると便利です。 

 

先頭　CH

先頭+1 CH

入力0　AD変換データ�

入力1　AD変換データ�

接点�3 02 146 57810 9111214 1315

 
 

■ 変換時間 

AD変換データは、2点あたり最大 2.42msで更新されます。ただし、各種機能を使用
したり、変換する点数により、変換時間は変わってきます。詳細は「5-4-4 変換サイク
ルの計算」を参照してください。 

 

■ 外形寸法 

 

１2
１2

８４
�

3
3

１５�

１１
．７
�

（７４．４）�

（８
４）
�

７４．４�１４．１�

（８８．５）�

１４
．３
�

ＯＭＲＯＮ�
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5－4－2 各 I/Oデータと割付方法 

■ 割り付ける I/Oデータの選択方法  

以下のいずれかの方法で通信ユニットに割り付けるデータを選択してリモート I/O通
信を行います。 

 

① デフォルトで使用する。入力アナログ値のみが I/Oに割り付きます。 

② 設定ツールを使用してデータを割り付ける。入力アナログ値以外にステータスフ
ラグなどを組み合わせて割り付けることができます。 

 

①デフォルトで使用する場合 

アナログ入力ユニットをデフォルトの設定で使用すると、入力アナログ値のみが I/O

データとして選択され、以下のようにマスタ局の INエリアに 2CH（4バイト）分のデ
ータが割り付けられます。 

 
15 0

入力 0の入力アナログ値 
入力 1の入力アナログ値 

 

②設定ツールを使用して割付データを選択する場合 

「アナログデータ」をステータスフラグなどのデータと以下のように決まった組み合
わせで I/Oとして割り付けられます。設定ツールでの設定により、プルダウンリスト
から選択することができます。 

 

（例）「アナログデータ」＋「トップバレー検出タイミングフラグ」 
15 8 7 0

入力 0のアナログデータ 
入力 1のアナログデータ 

トップ検出タイミングフラグ バレー検出タイミングフラグ 

以下に設定ツールによる割付方法を示します。 

 

● 設定ツールによるアナログデータの選択方法（例：DeviceNetコンフィグレータ） 
① スライス I/Oターミナルの［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象のスライ
ス I/Oターミナルをダブルクリック、または右クリック－「パラメータ」－「編集」
で［デバイスパラメータの編集］ウィンドウを表示させます。 

② 「I/Oユニット」タブを選択します。 
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③ 「I/Oユニット」タブの「編集」ボタンを押すと［ユニットパラメータの編集］画
面が表示されます。 

④ 「全般」タブを選択して、「デフォルトコネクションパス（入力）」のプルダウン
リストの中から I/Oデータ（パターン）を選択します。下記の例では、「アナログ
データ」を選択しています。 

 
 

⑤ 全般タブに戻り「ダウンロード」を実行した後、「リセット」をクリックして、ユ
ニットをリセットします。 

⑥ 最後に「OK」ボタンをクリックして終了します。 
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■ アナログデータ種別の選択方法 

各種演算処理により、「入力アナログ値」、「ピーク値」、「ボトム値」、「トップ
値」、「バレー値」、「変化率」の最大 6種類のデータからアナログデータ種別を選
択することができます。選択されたデータは単独または、ステータスフラグと組み合
わせてマスタへ割り付けます。以下にアナログデータの選択方法を示します。 

 

● 設定ツールによるアナログデータの選択方法（例：DeviceNetコンフィグレータ） 
① スライス I/Oターミナルの［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象のスライ
ス I/Oターミナルをダブルクリック、または右クリック－「パラメータ」－「編集」
で［デバイスパラメータの編集］ウィンドウを表示させます。 

② 「I/Oユニット」タブの「編集」ボタンを押すと［ユニットパラメータの編集］画
面が表示されます。 

③ アナログデータを選択するチャネルのタブを開き、「アナログデータ」に割り付け
るデータをプルダウンリストの中から選択します。 

 
 

④ 全般タブに戻り「ダウンロード」を実行した後、「リセット」をクリックして、ユ
ニットをリセットします。 

⑤ 最後に「OK」ボタンをクリックして終了します。 
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■ 各 I/Oデータの説明 

● アナログデータ（Analog Data） 

アナログ値をモニタしたいときに割り付けて使用します。デフォルトでは「入力アナ
ログ値」が割りついていますが、「入力アナログ値」、「ピーク値」、「ボトム値」、
「トップ値」、「バレー値」、「変化率値」 のなかからデータをひとつ選択して割り
付けられます。 
注：アナログデータに割り付けた値に対してはコンパレート機能を使うことができます。 

 

マスタ局に割り付けたときのデータフォーマットは次のとおりです。データは 2の補
数形式で割りつきます。（4バイト＝2CH) 

 
15 0

入力 0のアナログデータ 

入力 1のアナログデータ 

 

● トップバレー検出タイミングフラグ（Shot Status） 

トップバレーホールド機能で、トップ（山の頂上）またはバレー（谷の底）を検出す
ると、ワンショット時間の間「ON」となるフラグです。 

マスタ側でトップまたはバレーホールド値を取り込むタイミングを検出したい場合に
割り付けます。マスタに割り付けられたときのデータフォーマットは次のとおりです。
（2バイト=1CH） 
 7ビット 6ビット 5ビット 4ビット 3ビット 2ビット 1ビット 0ビット
+0 0 0 0 0 0 0 V_ST1 V_ST0 
+1 0 0 0 0 0 0 T_ST1 T_ST0 

 

各ビットは以下のようになっています。 

バイト 略称 名称 説明 

+0 V_STx バレー検出タイミングフラグ 
バレーホールド機能で、谷（バレー）を検出し
たタイミングで１（ON）となり、ワンショッ
ト時間経過後 0（OFF）となります。 

+1 T_STx トップ検出タイミングフラグ 
トップホールド機能で、山（トップ）を検出し
たタイミングで１（ON）となり、ワンショッ
ト時間経過後 0（OFF）となります。 

注：ワンショット時間は変更することができます。詳しくは「トップバレーホールド機能」のワ
ンショット時間の設定をご覧下さい。 
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● アナログステータスフラグ（Analog Status） 

「コンパレート結果フラグ」、「トップバレー検出タイミングフラグ」、「断線検知
フラグ」それぞれのビットが割り付けられています。これらの検知および監視をした
い場合に割り付けます。 

マスタ局に割り付られけたときのバイト単位のデータフォーマットは次のとおりです。
（2バイト=1CH） 

 
 7ビット 6ビット 5ビット 4ビット 3ビット 2ビット 1ビット 0ビット  

+0 BW0 T_ST0 V_ST0 HH0 H0 PS0 L0 LL0 入力 0 
+1 BW1 T_ST1 V_ST1 HH1 H1 PS1 L1 LL1 入力 1 

 

各ビットは以下のようになっています。 
ビット 略称 名称 説明 

0 LLx 下下限警報フラグ
「アナログデータ」に割り付けた値が下下限警報設
定値を下回っている間、１（ON）となります。 

1 Lx 下限警報フラグ 
「アナログデータ」に割り付けた値が下限警報設定
値を下回っている間、1（ON）となります。 

2 PSx 
正常フラグ 
(Pass 信号) 

上上限、上限、下下限、下限のいずれの警報も出て
いない場合のみ１（ON）となります。 

3 Hx 上限警報フラグ 
「アナログデータ」に割り付けた値が上限警報設定
値を上回っている間、1（ON）となります。 

4 HHx 

コ
ン
パ
レ
ー
ト
結
果 

上上限警報フラグ
「アナログデータ」に割り付けた値が上上限警報設
定値を上回っている間、１（ON）となります。 

5 V_STx 
バレー検出タイミン

グフラグ 

バレーホールド機能で、谷（バレー）を検出したタ
イミングでONし、ワンショット時間経過後、0（OFF）
となります。 

6 T_STx 

ト
ッ
プ
バ
レ
ー
検
出

タ
イ
ミ
ン
グ トップ検出タイミン

グフラグ 

トップホールド機能で、山（トップ）を検出したタ
イミングで ONしワンショット時間経過後、0（OFF）
となります。 

7 BWx 断線検知フラグ 
断線を検出している間 ONします。 
 

 

● アナログデータ＋トップバレー検出タイミングフラグ（Analog Data+Shot Status） 
アナログデータの後にトップバレー検出タイミングフラグが割りついたものです。 

マスタに割り付けられたときのデータフォーマットは次のとおりです 

（6バイト=3CH）。 

 
バイト 7ビット 6ビット 5ビット 4ビット 3ビット 2ビット 1ビット 0ビット

+0 
+1 

入力 0 アナログデータ 

+2 
+3 

入力 1 アナログデータ 

+4 0 0 0 0 0 0 V_ST1 V_ST0 
+5 0 0 0 0 0 0 T_ST1 T_ST0 
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● HOLDフラグ（出力） 

ピークボトムホールド機能、トップバレーホールド機能と合わせて使用し、ホールド
機能の実行タイミングをマスタ側から制御するために割り付けます。 

データフォーマットは次のとおりです。（2バイト） 
注：HOLDビットはマスタ局で ONしてから、ユニット内に通知されるまで伝送遅延時間が発生
しますのでご注意ください。 

 
バイト 7ビット 6ビット 5ビット 4ビット 3ビット 2ビット 1ビット 0ビット 

+0       HD1 HD0 
+1         

 

 

各ビットは以下のようになっています。 
ビット 略称 名称 説明 

0 HD0 入力 0用 HOLDフラグ 

ONの間、アナログ入力 0のホールド機能を実
行します。1（ON）→0（OFF）になると、ホ
ールド機能は停止しますが、最後の値は保持さ
れます。 

1 HD1 入力 1用 HOLDフラグ 

ONの間、アナログ入力 1のホールド機能を実
行します。1（ON）→0（OFF）になると、ホ
ールド機能は停止しますが、最後の値は保持さ
れます。 
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5－4－3 各機能の説明と設定方法 

■ アナログチャネル（変換サイクル）の設定 

通常、本ユニットは 2点入力ユニットとして、2点分の入力値を順次変換していますが、
使用しないチャネルを変換しないように設定することができます。これにより、変換
する点数が減るため、変換サイクルを速めることができます。変換サイクル時間の詳
細に関しては「5-4-4 変換サイクルの計算」を参照してください。 

 
変換点数 説明 

2点 
（デフォルト） 

入力 0、1が変換されます。 

0 1

すべて使用 

GRT1-AD2 

 

1点 

入力 0が変換されます。 

 

0 1

入力 0 のみ使用

GRT1-AD2 
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● 設定ツールによる設定方法（例：DeviceNetコンフィグレータ） 

① スライス I/Oターミナルの［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象のアナロ
グ入力ユニットをダブルクリック、または右クリック－「パラメータ」－「編集」
で［デバイスパラメータの編集］ウィンドウを表示させます。 

② 「I/Oユニット」タブを選択します。 

 
③ 「I/Oユニット」タブの「編集」ボタンを押すと［ユニットパラメータの編集］画
面が表示されます。 

④ 「全般」タブを選択し、「アナログチャネル数」のプルダウンリストの中から変換
点数を選択します。 
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⑤ 「ダウンロード」を実行した後、「リセット」ボタンをクリックして、ユニットを
リセットします。 

⑥ 最後に「OK」ボタンをクリックして終了します。 

 

■ 移動平均処理機能 

この機能は過去 8回分の入力の平均値（移動平均）を演算し、変換データとして生成
します。下図のように、入力が細かく変動しているような場合には平均化処理を行う
ことにより、滑らかな入力値を得られることができます。 

 

実際の入力�
平均化処理後の入力�

時間�

アナログ入力値�

 
● 設定ツールによる設定方法（例：DeviceNetコンフィグレータ） 

① スライス I/Oターミナルの［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象のアナロ
グ入力ユニットをダブルクリック、または右クリック－「パラメータ」－「編集」
で［デバイスパラメータの編集］ウィンドウを表示させます。 

② 「I/Oユニット」タブを選択します。 

③ 「I/Oユニット」タブの「編集」ボタンを押すと［ユニットパラメータの編集］画
面が表示されます。 

④ 移動平均処理をおこないたいチャネルのタブを選択し、「機能選択」の「移動平均」
をチェックします。 

 
⑤ 全般タブに戻り、「ダウンロード」を実行した後、「リセット」ボタンをクリック
して、ユニットをリセットします。 

⑥ 最後に「OK」ボタンをクリックして終了します。 
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■ スケーリング機能 

デフォルトでは、入力アナログ値は AD変換され、0～6000カウントにスケーリングさ
れます。この機能を使用することにより、入力レンジ（信号）に対するスケーリング
の値をユーザーで取り扱う任意の値（工業単位の値）に変更することができます。こ
のスケーリング機能を使用することにより、マスタでのラダープログラム上の演算処
理を省くことができます。入力スケーリング機能には次の 2つがあります。 

 

● デフォルトスケーリング 

入力アナログ値（カウント値）を元の電圧、電流値に変換します。単位は（ｍV）また
は（μA）となります。デフォルトスケーリングを選択すると、各レンジによって次の
ようにスケーリングされます。 
入力レンジ 0-5V 0-10V 1-5V ±10V（AD04

のみ） 
0-20mA 4-20mA 

100 ％ 5000mV 10000mV 5000mV ＋10000mV 20000μA  20000μA 
0 ％ 0000mV 0000mV 1000mV ー10000mV 0000μA 4000μA 

断線時の値 － － 7FFF(Hex） － － 7FFF(Hex) 

 

● ユーザースケーリング 

入力アナログ値（カウント値）をユーザー任意の値にスケーリングします。100％、0％
のときの変換値を設定ツールにより設定します。 
入力レンジ 0-5V 0-10V 1-5V ±10V（AD04

のみ） 
0-20mA 4-20mA 

100 ％ 設定ツールで設定（－28000～＋28000） 
0 ％ 設定ツールで設定（－28000～＋28000） 

断線時の値 － － 7FFF(Hex） － － 7FFF(Hex） 

 

0% 100% 

0％時の値をユーザーで設定 
（スケーリングポイント１） 
 

100％時の値をユーザーで設定 
（スケーリングポイント２） 

変換 

スケーリング値 

入力レンジ（信号）

 
注：0%スケーリング値＞100％スケーリング値とすること（逆スケーリング）も可能です。 
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● オフセット補正 

リニアセンサなどの入力アナログ値を「距離」にスケーリングした場合、センサの取
り付け誤差が発生します。本機能はスケーリング時の誤差を補正することができます。
下図のようにスケーリングした直線を誤差の分だけ加算して演算します。オフセット
（誤差）の値は±28000の範囲で入力可能ですが、アンダーフロー、オーバーフローに
ご注意ください。 上限は 7FFE Hex下限は 8000 Hexです。 
注：デフォルトスケーリング使用時でも、オフセット値を設定することは可能です。 

0％スケーリング 

100％スケーリング値 

0％ 100％ 入力レンジ（信号） 

上限値 7FFE 

オフセット値  
－28000～ 
＋28000 

スケーリング直線 

 
● 設定ツールによる設定方法（例：DeviceNetコンフィグレータ） 

① スライス I/Oターミナルの［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象のアナロ
グ入力ユニットをダブルクリック、または右クリック－「パラメータ」－「編集」
で［デバイスパラメータの編集］ウィンドウを表示させます。 

② 「I/Oユニット」タブを選択します。 

③ 「I/Oユニット」タブの「編集」ボタンを押すと［ユニットパラメータの編集］画
面が表示されます。 

④ スケーリングをおこないたいチャネルのタブを選択し、「機能選択」の「スケーリ
ング」をチェックします。 
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⑤ スケーリングタイプを選択します。「スケーリング」タブを選択し、「デフォルト
スケーリング」、「ユーザースケーリング」のどちらかを選択します。 

下記の画面では、「ユーザースケーリング」を選択しています。 

 
⑥ 「ユーザースケーリング」を選択した場合は、0%時の値を「Scaling point1」に、100%

時の値を「Scaling point2」にそれぞれ設定します。 

 



5－4 アナログ入力ユニット 
5－4－3 各機能の説明と設定方法 

5-33 

5 

ア
ナ
ロ
グ
Ｉ
／
Ｏ
ユ
ニ
ッ
ト 

⑦ 「オフセット補正」を行う場合は、オフセット値を「Scaling Offset」に入力します。
「デフォルトスケーリング」、「ユーザースケーリング」どちらのタイプでも設定
可能です。 

 
⑧ 全般タブに戻り「ダウンロード」を実行した後、「リセット」ボタンをクリックし
て、ユニットをリセットします。 

⑨ 最後に「OK」ボタンをクリックして終了します。 
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■ピークボトムホールド機能 

アナログ入力値の最大（ピーク）値、最小（ボトム）値を保持する機能です。 

OUTエリアに割り付けられた HOLDフラグ（出力）のビットが ONになった時点で
HOLD機能がスタートし、OFFになるまでの間「ピーク値」、または「ボトム値」を
サーチします。（HOLDフラグが OFFした時に値が更新されます）また、「アナログ
データ」に割り付けた「ピーク値」、「ボトム値」はコンパレート機能で比較判定す
ることもできます。（コンパレート機能参照） 

・ ボトムホールドの動作例 

HOLDフラグ 

ホールド値 

HOLD機能スタート HOLD機能ストップ 

ON OFF ボトムホールド値

アナログ入力値

今回のボトム値
で更新されます

前回値 

 
 
注：HOLDフラグをマスタ側のラダープログラム上で ON（または OFF）にしてから ユニット
側に実際に送られるまでネットワーク上の伝送遅延時間が発生します。このため、PLC本
体の電源立ち上げ時の１回目のアナログデータは、マスタ側のラダープログラムで HOLD
フラグ=ONとしていても HOLDフラグ＝OFFの状態のデータがマスタ側へ伝送されること
があります。したがって、マスタ側で HOLDフラグを使用したピークボトムホールドデー
タを収集する場合、この伝送遅延時間を考慮して HOLDフラグを ONにした後、一定時間
後のピークボトムホールド値を有効とするようなラダープログラムを組むようにしてくだ
さい。 

 
 

● 設定ツールによる設定方法（例：DeviceNetコンフィグレータ） 

① スライス I/Oターミナルの［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象のスライ
ス I/Oターミナルをダブルクリック、または右クリック－「パラメータ」－「編集」
で［デバイスパラメータの編集］ウィンドウを表示させます。 

② 「I/Oユニット」タブを選択します。 

③ 「I/Oユニット」タブの「編集」ボタンを押すと［ユニットパラメータの編集］画
面が表示されます。 

④ ピークボトムホールド機能を設定したいチャネルのタブを選択し、「機能選択」の
「ピークボトムホールド」をチェックします。 
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⑤ HOLDフラグ（出力）の割り付けはデフォルトコネクションパスの設定にておこな
います。全般タブの「デフォルトコネクションパス（出力）」のプルダウンリスト
より「Holding Value」を選択します。 

 
⑥ 「ダウンロード」を実行した後、「リセット」ボタンをクリックして、ユニットを
リセットします。 

⑦ 最後に「OK」ボタンをクリックして終了します。 
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■ トップバレーホールド機能 

アナログ入力値の山の頂上（トップ）、谷の底（バレー）の値を保持する機能です。 

ヒステリシス値の 2倍以上のアナログ値のアップダウンをモニタし、トップ（山）、
またはバレー（谷）の値を保持します。「トップ値」、あるいは「バレー値」と同時
に「トップバレー検出タイミングフラグ」を割り付け、ホールドしたタイミングを確
認することができます。 

本機能は OUTエリアに割り付けられた HOLDフラグ（出力）のビットが ONになっ
た時点で HOLD機能がスタートし、OFFになるまでの間「Top値」、または「Valley

値」が次々に更新されます。（HOLDフラグが OFFすると、最後の値が保持されます
が、次に HOLDフラグが ONとなり、Topまたは Valleyが現れた時点で HOLD値は初
期化されます。） 

また、「アナログデータ」に割り付けた「トップ値」、「バレー値」はコンパレート
機能で比較判定することもできます。（コンパレート機能参照） 

 

・ バレーホールドの動作例 

HOLDフラグ 

アナログ入力値 

HOLD機能 
スタート 

Hold機能 
ストップ 

トップバレー検出 
タイミングフラグ 

バレイホールド値 

ワンショット時間 

ホールド値 

最後の値が保持さ
れます 

 
注 1：HOLDフラグをマスタ側のラダープログラム上で ON（または OFF）にしてから ユニッ

ト側に実際に送られるまでネットワーク上の伝送遅延時間が発生します。このため、PLC
本体の電源立ち上げ時の１回目のアナログデータは、マスタ側のラダープログラムで
HOLDフラグ=ONとしていても HOLDフラグ＝OFFの状態のデータがマスタ側へ伝送さ
れることがあります。したがって、マスタ側で HOLDフラグを使用したトップバレーホ
ールドデータを収集する場合、この伝送遅延時間を考慮して HOLDフラグを ONにした
後、一定時間後のトップバレーホールド値を有効とするようなラダープログラムを組むよ
うにしてください。  

注 2：「トップバレー検出タイミングフラグ」の ON幅は「ワンショット時間」の設定により調
節できます。ワンショット時間の設定は設定ツールでおこなえます。（設定可能範囲は 1
～65535ms） 

注 3：「トップバレー検出タイミングフラグ」は ON中に HOLDフラグが OFFになると、同時
に OFFとなります。 
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● 設定ツールによる設定方法（例：DeviceNetコンフィグレータ） 

① スライス I/Oターミナルの［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象のスライ
ス I/Oターミナルをダブルクリック、または右クリック－「パラメータ」－「編集」
で［デバイスパラメータの編集］ウィンドウを表示させます。 

② 「I/Oユニット」タブを選択します。 

③ 「I/Oユニット」タブの「編集」ボタンを押すと［ユニットパラメータの編集］画
面が表示されます。 

④ トップバレーホールド機能を設定したいチャネルのタブを選択し、「機能選択」の
「トップバレーホールド」をチェックします。 

 
⑤ HOLDフラグ（出力）の割り付けはデフォルトコネクションパスの設定にておこな
います。「全般」タブの「デフォルトコネクションパス（出力）」のプルダウンリ
ストより「Holding Value」を選択します。 

 
⑥ 「ダウンロード」を実行した後、「リセット」ボタンをクリックして、ユニットを
リセットします。 
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● ヒステリシスの設定 

アナログ入力値の小さな変動によってトップ（山）またはバレー（谷）を検知しない
ようにヒステリシス値を設定ツールにより設定することができます。したがって、デ
ータのホールドタイミングは図のように実際の山の頂上から遅れます。 

 

・ データ設定の詳細タイミング 

 

バレイホールド値 

トップバレー検出 
タイミングフラグ 

設定ヒステリシス値×２ 

アナログ入力値 

遅れ

 

・ 設定ツールによるヒステリシスの設定（例：DeviceNetコンフィグレータ） 

① 「機能選択」内にある「トップバレーホールド」タブの「Hysteresis」に任意のヒス
テリシス値を入力します。 

 
② 全般タブに戻り「ダウンロード」を実行した後、「リセット」ボタンをクリックし
て、ユニットをリセットします。 

③ 最後に「OK」ボタンをクリックして終了します。 

 

参考 

 

トップバレーホールド機能の「Hysteresis」の値はコンパレータ機能の「Hysteresis」
の値と連動しています。 
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● ワンショット時間の設定 

① 「機能選択」内の「トップバレーホールド」タブの「SHOT Off Delay」に任意の値
を入力します。 

 
② 全般タブに戻り「ダウンロード」を実行した後、「リセット」ボタンをクリックし
て、ユニットをリセットします。 

③ 最後に「OK」ボタンをクリックして終了します。 
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■ 変化率演算機能 

アナログ入力値のデータを設定サンプリング周期ごとに変化率を求めることができ、
設定サンプリング周期ごとに前回値との差を演算します。サンプリング周期はデフォ
ルトでは 100msに設定されていますが、形式により、サンプリング周期の設定範囲は
異なります。 

 
形式 サンプリング周期の設定範囲 

形 GRT1-AD2 10～65530ms（10ms単位） 

 

アナログデータ 

微分データ 

アナログ入力値 

時間 

変換率 0 

 
 

参 考 

 

サンプリング周期を小さく設定すると、小さな変化に対しても変化率は敏感に反応し
ます。アナログ値に細かい揺れがある場合、サンプリング周期が揺れの周期よりも短
いと“揺れ自体“を変化率として拾ってしまいます。このような場合はサンプリング
周期を長めに設定する「移動平均処理機能」を使用して下さい。 
 

アナログ値の揺れ 

とりたい傾き 

サンプリング周期が短い サンプリング周期が長い 
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● 設定ツールによる設定方法（例：DeviceNetコンフィグレータ） 

① スライス I/Oターミナルの［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象のスライ
ス I/Oターミナルをダブルクリック、または右クリック－「パラメータ」－「編集」
で［デバイスパラメータの編集］ウィンドウを表示させます。 

② 「I/Oユニット」タブを選択します。 

③ 「I/Oユニット」タブの「編集」ボタンを押すと［ユニットパラメータの編集］画
面が表示されます。 

④ 変化率演算機能を設定したいチャネルのタブを選択し、「機能選択」の「変化率」
をチェックします。 

 
⑤ サンプリング周期の設定は「変化率」タブの「Sampling Rate」に任意の値を入力し
ます。 
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⑥ 全般タブに戻り「ダウンロード」を実行した後、「リセット」ボタンをクリックし
て、ユニットをリセットします。 

⑦ 最後に「OK」ボタンをクリックして終了します。 

 

■ コンパレート機能 

ユニット内に上上限値、上限値、下下限値、下限値を設定しておき設定範囲を超えた
場合に、判定フラグが ONする機能です。 

設定値には「上上限値（HH）」、「上限値（H）」、「下下限値（LL）」、「下限値
（L）」の 4種類があり、「アナログデータ」に対して比較演算することができます。
各設定値を超えた場合には「アナログステータスフラグ」内のコンパレート結果のビ
ットが ONします。警報が出てない場合は正常フラグ（Pass信号）が ONします。 

 
上上限（HH） 

上限（H） 

下限（L） 

下下限（LL） 

上上限警報 

上限警報 

下限警報 

下下限警報 

正常フラグ   
（Pass 信号） 

設定値 

コンパレータ結果（アナロ
グステータスフラグ内） 
のビット ON/OFF 

 

 

お願い 

 

変換サイクルよりも早く入力アナログ値が変化した場合 下限警報から正常フラグ
（Pass信号）が ONせずに上限警報が ONする場合があります。ラダープログラムを
組む場合にはご注意ください。 

 

● ヒステリシスの設定 

コンパレート結果フラグは図のように ヒステリシス幅を下回った（上限/上上限警報
時）または上回った（下限/下下限警報時）とき OFFします。閾値近辺でアナログ値が
揺れて ON/OFFを繰り返すような場合、ヒステリシスを設定するとフラグの動作が安
定します。 

 

上上限設定警報フラ
グまたは上限警報フ
ラグ 

上上限設定値または
上限設定値 ヒステリシス幅 

下下限設定値または
下限設定値 

ヒステリシス幅 

下下限設定警報フラ
グまたは下限警報フ
ラグ 
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● OFFディレー機能 

コンパレート結果フラグがOFFとなるまでの時間を延ばして調節することができます。
たとえ、ONが一瞬の場合でも OFFディレーを設定しておくと、マスタ局でフラグを
確実にとらえることができます。 

上上限設定値 

上上限警報フラグ 

ヒステリシス幅 

OFFディレー 

 
 

● 設定ツールによる設定方法（例：DeviceNetコンフィグレータ） 

① スライス I/Oターミナルの［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象のスライ
ス I/Oターミナルをダブルクリック、または右クリック－「パラメータ」－「編集」
で［デバイスパラメータの編集］ウィンドウを表示させます。 

② 「I/Oユニット」タブを選択します。 

③ 「I/Oユニット」タブの「編集」ボタンを押すと［ユニットパラメータの編集］画
面が表示されます。 

④ コンパレート機能を設定したいチャネルのタブを選択し、「機能選択」の「コンパ
レート機能」をチェックします。 
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⑤ 「コンパレート機能」タブを選択し、それぞれのアラーム値を設定します。下記の
設定例では、「Alarm Trip Point High」（上上限値）の設定を示しています。 

 
 

⑥ 「ヒステリシス値」を設定する場合は「Hysteresis」に任意の値を入力します。 

 
 

参 考 

 

コンパレータ機能の「Hysteresis」の値はトップバレーホールド機能の「Hysteresis」
の値と連動しています。 
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⑦ 「OFFディレー機能」を設定する場合は「Comparetor Off Delay」に任意の値を入力
します。 

 
 

⑧ 全般タブに戻り「ダウンロード」を実行した後、「リセット」ボタンをクリックし
て、ユニットをリセットします。 

⑨ 最後に「OK」ボタンをクリックして終了します。 

 

■ 断線検知機能 

AD変換点数の設定で有効となっているチャネルのアナログ入力配線(電圧入力、電流
入力)が断線している場合、チャネルごとの断線検知フラグが ONとなります。断線検
知フラグは「アナログステータスフラグ」の中に含まれます。 

断線検知機能が働くと、AD変換データは 7FFF Hexとなります。入力が再び変換でき
る範囲に戻ると、断線検知機能は自動的に解除され、通常の変換データに戻ります。 

本機能は入力レンジが「１～5V」または、「4～20mA」のみ、有効となります。断線
を検知する条件は「1～5V」に設定されている場合は 0.76V以下（6％以下）、「4～20mA」
に設定されている場合は 3.04mA以下で断線検知と判断します。 
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■ ユーザー校正機能 

本機能は入力機器の特性や接続方法などにより、入力電圧や電流にずれが生じるよう
な場合に「ずれ」を補正し、入力を調整することができる機能です。下図のように 0％
および 100％の 2点で変換直線を補正します。 

変換データ 

電圧/電流100%

0% 

調整後 

調整前 

 
 
調整可能範囲は次のとおりです 

 下限 上限 

0-5V -0.25～+0.25V 4.75～5.25V 
1-5V 0.8～1.2V 4.8～5.2V 

0-10V -0.5～+0.5V 9.5～10.5V 
±10V -11～-9.0V 9.0～11V 

4-20mA 3.2～4.8mA 19.2～20.8ｍA 
0-20mA -1.0～1.0mA 19～21mA 

 

● 設定ツールによる設定方法（例：DeviceNetコンフィグレータ） 

① スライス I/Oターミナルの［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象のスライ
ス I/Oターミナルをダブルクリック、または右クリック－「パラメータ」－「編集」
で［デバイスパラメータの編集］ウィンドウを表示させます。 

② 「I/Oユニット」タブを選択します。 

③ 「I/Oユニット」タブの「編集」ボタンを押すと［ユニットパラメータの編集］画
面が表示されます。 

④ 校正したいチャネルのタブを選択し、「校正」ボタンをクリックします。（このと
き、入力レンジはあらかじめ設定しておきます。） 
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⑤ ユニットの入力端子に接続機器から 100%に相当する電圧（または電流）を入力し
ます。 

⑥ 「上限校正値書込」ボタンをクリックし、校正値の書き込みをおこないます。 

 
⑦ ユニットの入力端子に接続機器から 0%に相当する電圧（または電流）を入力しま
す。 

⑧ 上限値同様、「下限校正値書込」ボタンをクリックし、校正値の書き込みをおこな
います。 
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⑨ 一度、設定した補正値をデフォルトに戻したい場合は「出荷時設定に戻す」ボタン
をクリックします。 

⑩ 「ユーザー校正」画面を閉じ、 全般タブに戻り「ダウンロード」を実行した後、
「リセット」ボタンをクリックして、ユニットをリセットします。 

⑪ 最後に「OK」ボタンをクリックして終了します。 
 
 

■ 積分機能 
本機能はアナログ入力値の時間積分を演算する機能です。単位は「時間」（カウント
×時間）または「分」（カウント×分）のどちらかを選択することができます。カウ
ントはスケーリング後の工業単位です。 
例えば、100.0（カウント×時間）は「100カウント相当のアナログ値が 1時間続いた
量」を意味します。4バイト（2CH）のエリアで、カウント×時間、またはカウント×
分の数値範囲は-214,748,364.8～+214,748,364.7です。データは 0.1単位で設定ツールに
表示されます。 
またユニット内に監視値を設定することができ、積分値が監視設定値を超えた場合、
汎用ステータスフラグの「積分値監視ビット」が ONします。 
 

時間ｔ 

アナログ入力値 

分割幅*1 

積分値（カウント×時間、 
カウント×分） 

 
*1積分の分割幅は次のとおりです。 

単位 分割幅 
時間 3.6秒（1/1000時間） 
分 60ms（1/1000分） 

 

● 設定ツールによる設定方法（例：DeviceNetコンフィグレータ） 
① スライス I/Oターミナルの［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象のスライ
ス I/Oターミナルをダブルクリック、または右クリック－「パラメータ」－「編集」
で［デバイスパラメータの編集］ウィンドウを表示させます。 

② 「I/Oユニット」タブを選択します。 
③ 「I/Oユニット」タブの「編集」ボタンを押すと［ユニットパラメータの編集］画
面が表示されます。 
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④ 積分機能を設定したいチャネルのタブを選択し、「機能選択」の「積分カウント」
をチェックします。 

 
⑤ 単位の設定を行う場合は「積分カウント」タブの「Cumulated Timer」で、プルダウ
ンリストから「時間」か「分」を選択します。 

 



5－4 アナログ入力ユニット 
5－4－3 各機能の説明と設定方法 

5-50 

5 

ア
ナ
ロ
グ
Ｉ
／
Ｏ
ユ
ニ
ッ
ト 

⑥ 監視値の設定を行う場合は「積分カウント」タブの「Threshold Cumulated Counter」
に任意の設定値を入力します。 

 
⑦ 全般タブに戻り「ダウンロード」を実行した後、「リセット」ボタンをクリックし
て、ユニットをリセットします。 

⑧ 最後に「OK」ボタンをクリックして終了します。 
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■ラストメンテナンスデイト機能 

本機能はメンテナンスした日時をユニット、接続機器個別にユニット内に書き込むこ
とができます。これにより次回メンテナンス時の判断が容易におこなえます。設定ツ
ールにより書き込み可能です。 

 

● 設定ツールによる設定方法（例：DeviceNetコンフィグレータ） 

・ ユニット自体のラストメンテナンスデイトを設定する場合 

① スライス I/Oターミナルの［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象のスライ
ス I/Oターミナルをダブルクリック、または右クリック－「パラメータ」－「編集」
で［デバイスパラメータの編集］ウィンドウを表示させます。 

② 「I/Oユニット」タブを選択します。 

③ 「I/Oユニット」タブの「編集」ボタンを押すと［ユニットパラメータの編集］画
面が表示されます。 

④ 全般タブを選択し、「最終メンテナンス日」のプルダウンリストから、任意の日付
を選択します。（今日の日付を入れたい場合は一番下の「今日」をクリックすると
今日の日付が選択されます。） 

 
⑤「ダウンロード」を実行した後、「リセット」ボタンをクリックして、ユニットを
リセットします。 

⑥ 最後に「OK」ボタンをクリックして終了します。 
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・ 接続機器のラストメンテナンスデイトを設定する場合 

① スライス I/Oターミナルの［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象のスライ
ス I/Oターミナルをダブルクリック、または右クリック－「パラメータ」－「編集」
で［デバイスパラメータの編集］ウィンドウを表示させます。 

② ラストメンテナンスデイトを設定したい接続機器が接続されているチャネルのタ
ブを選択し、「最終メンテナンス日」のプルダウンリストから、任意の日付を選択
します。（今日の日付を入れたい場合は一番下の「今日」をクリックすると今日の
日付が選択されます。） 

 
③ 全般タブに戻り、「ダウンロード」を実行した後、「リセット」ボタンをクリック
して、ユニットをリセットします。 

④ 最後に「OK」ボタンをクリックして終了します。 
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 5－4－4 変換サイクルの計算 
AD変換点数を設定することにより、変換サイクルを速めることが可能ですが、各種演
算機能を使用することにより、変換サイクルタイムは異なってきます。 

正確な変換サイクルタイムを求めたい場合は以下の表と計算式を参考に算出してくだ
さい。 

 

● 計算式 

AD変換サイクルタイム＝ADベース変換時間＋Σ（機能別加算時間） 

 

ADベース変換時間 ＝
 

演算機能を全く使用しない場合のサイクルタイム。アナロ
グチャネル 1～2によりそれぞれ違う値になる。 

機能別加算時間  ＝ 演算機能を使用している場合に発生する加算時間。 

 

ADベース変換時間（単位：ms） 
 1点 2点 

Max 1.66 2.42 
Min 0.68 0.81 

Average 0.88 1.60 
注：通信サイクルは 4msとする。 

 

機能別加算時間（単位：ms） 
機能名称 1点あたりの加算時間 

移動平均処理機能 0.045 
スケーリング機能 0.055 
ピークボトムホールド機能 0.025 
トップバレーホールド機能 0.070 
コンパレート機能 0.065 
変化率演算機能 0.030 
積分機能 0.035 

 

● 計算例 

2点使用時、1CHは「スケーリング機能」を使用、2CHは「積分機能」を使用した場
合の AD変換サイクルタイムのMax値は以下の計算式で求められます。 

 

計算式 2.42＋0.055＋0.035＝2.51ms 
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 5－5 アナログ出力ユニット 
5－5－1 アナログ出力ユニット（形 GRT1-DA2C/形 GRT1-DA2V） 

■ 一般仕様 
項目 仕様 

ユニット用電源電圧 DC24V（DC24V -15%～+10%） 
I/O電源電圧 I/O電源供給不要 
耐ノイズ性 IEC61000-4-4に準拠 2.0kV (電源ライン) 
耐振動 10～60Hz 複振幅 0.7mm、60～150Hz 50m/s2  
耐衝撃 150 m/s2 
耐電圧 絶縁されている回路間 AC500V １分間  検出電流１mA 
使用周囲温度 -10～55℃（ただし、氷結、結露のないこと） 
使用周囲湿度 相対湿度 25～85％ 
使用周囲雰囲気 腐食性ガスのないこと 
保存周囲温度 -25～+65℃（ただし、氷結、結露のないこと） 
取り付け方法 DIN35mmレール取り付け 

 

■ 性能仕様 
仕様 項目 

GRT1-DA2V（電圧出力） GRT1-DA2C（電流出力） 
出力点数 2点（出力 0,1） 
出力種別 0～5V 

1～5V 
0～10V 
-10～10V 

0～20mA 
4～20mA 

出力レンジ設定方法 ・ディップスイッチによる設定：出力 0、1共用 
・設定ツールによる設定   ：出力 0、1個別 

外部出力許容負荷抵抗 5kΩ以上 350Ω以下 
分解能 1/6000（フルスケール） 

25℃ ±0.4％FS ±0.4％FS *1 総合精度 
-10～＋55℃ ±0.8％FS ±0.8％FS *1 

変換時間 2ms／2点  
DA変換データ ±10V以外 フルスケール：0000Hex～1770Hex （0～6000） 

±10V      フルスケール：F448Hex～0BB8Hex （-3000～+3000） 
     DA変換の範囲はレンジの±5％FS  

絶縁方式 フォトカプラ絶縁（出力と通信ライン間） 
ただし、各出力信号間は非絶縁 

I/O接続方法 スクリューレスクランプ端子台接続 
*1：0～20mAモードでは 0.2mA以下は精度保障外となります。 
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■ 各部の名称と機能 

 

テストピン 

リリースボタン 

端子挿入穴 

端子台部 

LED表示部 
ユニットの状態 
を表示します。 
 

ディップスイッチ 
出力レンジの設定を
行います。 

 

 

■ 出力レンジの設定 

● ディップスイッチでの設定 

出力レンジの設定はディップスイッチ、または設定ツールによりおこないます。 
 １ ２ ３ ４ 

 

 

お願い 

 

・ディップスイッチにより設定する場合は必ず SW4はONにしてください。OFFにす
るとディップスイッチの設定は反映されません。 

・ディップスイッチの設定は電源投入時に読み込みます。 
・SW4を ONにすると、レンジ設定だけでなく他の全ての機能設定がツールから実行
できなくなります。ツールを使用する場合は SW4を必ず OFFにしてください。 

 

・ 形 GRT1-DA2V 

各スイッチは以下のようになっています。 
SW名 設定 仕様 

SW１ 
SW２ 

チャネル 0、1の出力レンジの設定 出荷時設定は全て OFF 

SW３ 予約 OFF固定 

 
SW４ 

 
レンジの設定方法 

OFF：設定ツールによる設定 
ON：ディップスイッチによる設定   
＊出荷時設定は OFF 

 
出力レンジ SW1 SW2 SW3 

0～5V 
（出荷時設定） 

OFF OFF 

1～5V ON OFF 
0～10V OFF ON 

-10～+10V ON ON 

OFF固定 
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・ 形 GRT1-DA2C 

各スイッチは以下のようになっています。 
SW名 設定 仕様 

SW１ チャネル 0、1の出力レンジの設定 出荷時設定は OFF 
SW２ 
SW３ 

予約 OFF固定 

 
SW４ 

 
レンジの設定方法 

OFF：設定ツールによる設定 
ON：ディップスイッチによる設定   
＊出荷時設定は OFF 

 
出力レンジ SW1 SW2 SW3 

4～20mA OFF 
0～20mA ON 

OFF固定 

 

● 設定ツールによる設定（例：DeviceNetコンフィグレータ） 

設定ツールにより、チャネルごとに出力レンジの設定をおこないます。 

以下に設定方法を示します。 

 

① スライス I/Oターミナルの［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象のスライ
ス I/Oターミナルをダブルクリック、または右クリック－「パラメータ」－「編集」
で［デバイスパラメータの編集］ウィンドウを表示させます。 

② 「I/Oユニット」タブを選択します。 

③ 「I/Oユニット」タブの「編集」ボタンを押すと［ユニットパラメータの編集］画
面が表示されます。 

④ レンジを変更したいチャネルのタブを選択します 

⑤ 出力レンジをクリックし、設定します。 

 
⑥ 全般タブに戻り「ダウンロード」を実行した後 、「リセット」をクリックしてユ
ニットをリセットします。 

⑦ 最後に「OK」ボタンをクリックして終了します。 
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■ 内部回路 

● 形 GRT1-DA2V 

AG

V0＋�

V0－�

RSV×6

内部�
回路�

フォト�
カプラ�

絶縁電�
源回路�

内部�
回路�

ベースブロック部� 本体ブロック部� 端子台ブロック部�

AG

V1＋�

V1－�

RSV×2

 
 

● 形 GRT1-DA2C 

AG

I0＋�

I0－�

RSV×6

内部�
回路�

フォト�
カプラ�

絶縁電�
源回路�

内部�
回路�

ベースブロック部� 本体ブロック部� 端子台ブロック部�

RSV×2

AG

I1＋�

I1－�

 

■ 配線 

電圧出力か電流出力かによって、配線する端子が以下のように異なります。 

 

�

RSV RSV

RSV RSV

RSV RSV

V0+ V1+

V0- V1-

RSV RSV

＋�
－�

電圧出力（形GRT1-DA2V）�

�

RSV RSV

RSV RSV

RSV RSV

I0+ I1+

I0- I1-

RSV RSV

＋�
－�

電流出力（形GRT1-DA2C）�
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お願い 

 

RSV端子には放熱のための内部信号が接続されています。配線しないでください。 

 

■ 出力レンジと変換データ 

出力されたデジタル値は、出力レンジによって次のようにアナログデータに変換され
ます。出力範囲を超えた場合、DA変換データは上限値、または下限値で固定されます。 

 

● 0～5V時 

0000～1770 Hex（0～6000）が、0～5Vの電圧に対応します。 

出力範囲は、－0.25～＋5.25Vです。 

変換データ�
16進数（10進数）�

FED4(-300)

189C�
(6300)

1770�
(6000)0000(0)

0V

-0.25V

5.25V�
5V

8000

7FFF

電圧�

 
 

● 1～5V時 

0000～1770 Hex（0～6000）が、1～5Vの電圧に対応します。 

出力範囲は、0.8～5.2Vです。 

変換データ�
16進数（10進数）�FED4�

(-300)
189C�
(6300)

1770�
(6000)

0000(0)

1V

0V
0.8V

5.2V�
5V

8000 7FFF

電圧�

 
 

● 0～10V時 

0000～1770 Hex（0～6000）が、0～10Vの電圧に対応します。 

出力範囲は、－0.5～＋10.5Vです。 

変換データ�
16進数（10進数）�

FED4(-300)

189C�
(6300)

1770�
(6000)0000(0)

0V

-0.5V

10.5V�
10V

8000

7FFF

電圧�

 
 

● -10～+10V時 

F448～0BB8 Hex（-3000～+3000）が、-10～+10Vの電圧に対応します。 

出力範囲は、-11～+11Vです。 

負電圧は、2の補数（16ビット）で指定します。 
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変換データ�
16進数（10進数）�

F31C�
(-3300)

F448�
(-3000)

0CE4�
(3300)

0BB8�
(3000)

0000(0)

0V

11V�
10V

-10V�
-11V

8000

7FFF

電圧�

 
 

● 4～20mA時 

0000～1770 Hex（0～6000）が、4～20mAの電流に対応します。 

出力範囲は、3.2～20.8mAです。 

変換データ�
16進数（10進数）�FED4�

(-300)
189C�
(6300)

1770�
(6000)

0000(0)

4mA

0mA
3.2mA

20.8mA�
20mA

8000 7FFF

電流�

 
 

● 0～20mA時 

0000～1770Hex（0～6000）が、0～20mAの電圧に対応します。 

出力範囲は、0～21mAです。 

変換データ�
16進数（10進数）�189C�

(6300)
1770�
(6000)

0000(0)
0mA

21mA�
20mA

FFFF 7FFF

電流�

 
 

■ DA変換データ 

通信ユニットに以下のようにデータが割り付きます。 

 

先頭　CH

先頭+1 CH

出力0　DA変換データ�

出力1　DA変換データ�

接点�3 02 146 57810 9111214 1315

 
 
負電圧を出力するときは、DA変換データを 2の補数で指定してください。なお、絶対
値から 2の補数を得るには、NEG命令を使用すると便利です。 
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■ 外形寸法 

１2
１2

８４
�

3
3

１５�

１１
．７

�

（７４．４）�

（８
４）

�

７４．４�１４．１�

（８８．５）�

１４
．３

�

ＯＭＲＯＮ�
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5－5－2 各 I/Oデータと割付方法 
アナログ出力ユニットは出力データと入力データ（汎用ステータスフラグ）を 1種類
ずつ持っています。データをマスタに割り付ける方法は以下の2つの方法があります。 

①出力アナログ値のみ（デフォルトの I/Oデータ）をマスタに割り付ける。 

②I/Oデータを選択して割り付ける。 

 

■ マスタへの I/Oデータの割付方 

アナログ出力ユニットはデフォルトで出力データが割りついています。特別な設定は
必要ありません。 

2CH（4バイト）分の出力データが割り付きます。データは 2の補数形式で割り付きま
す。 

15 8 7 0
出力 0のアナログ出力値 
出力 1のアナログ出力値 

 

5－5－3 各機能の説明と設定方法 

■ スケーリング機能 

デフォルトでは、0～6000カウントにスケーリングされた出力アナログ値が出力レンジ
（信号）に DA変換されます。この機能を使うことにより、出力レンジ（信号）に対
応するスケーリングの値をユーザーで取り扱う任意の値（工業単位の値）に変更する
ことができます。このスケーリング機能を使用することにより、マスタ局でのラダー
プログラム上の演算処理を省くことができます。スケーリング機能には次の 2つがあ
ります。 

 

● デフォルトスケーリング 

出力アナログ値を電圧、電流値に変換します。単位は（ｍV）または（μA）となりま
す。デフォルトスケーリングを選択すると、各レンジによって次のようにスケーリン
グされます。 
出力レンジ 0-5V 0-10V 1-5V ±10V 0-20mA 4-20mA 

100％ 5000mV 10000mV 5000mV ＋10000mV 20000μA 20000μA 
0％ 0000mV 0000mV 1000mV -10000mV 0000μA 4000μA 

断線時の値 － － 7FFF(Hex） － － 7FFF(Hex) 

 

 

● ユーザースケーリング 

出力アナログ値をユーザー任意の値にスケーリングします。100％、0％のときの変換
値を設定ツールにより設定します。 
出力レンジ 0-5V 0-10V 1-5V ±10V 0-20mA 4-20mA 

100％ 設定ツールで設定（-28000～＋28000） 
0％ 設定ツールで設定（-28000～＋28000） 

断線時の値 － － 7FFF(Hex） － － 7FFF(Hex） 
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0% 100% 

0％の時の値をユー
ザーで設定（スケー
リングポイント１） 

 
100％の時の値をユー
ザーで設定（スケーリ
ングポイント２） 

出力変換 

スケーリング値 

出力レンジ 
（信号） 

 
 
注：0%スケーリング値＞100%スケーリング値とすること（逆スケーリング）も可能です。 
 

● オフセット補正 

本機能はスケーリング時の誤差を補正することができます。下図のようにスケーリン
グした直線を誤差の分だけ加算して演算します。オフセット（誤差）の値は±28000

の範囲で入力可能ですが、スケーリング直線がアンダーフロー、オーバーフローする
ような設定をした場合 100％（または 0%）の出力をおこなえない場合がありますので
ご注意ください。 上限は 7FFE Hex下限は 8000 Hexです。 

 
注：デフォルトスケーリング使用時でも、オフセット値を設定することは可能です。 
 

0%スケーリング値 

100%スケーリング値 

0％ 100％ 出力レンジ（信号） 

上限値 7FFE 

オフセット値  
－28000～ 
＋28000 

スケーリング直線 

7FFF にしても 100%ま
で出せない 

 
 

● 設定ツールによる設定方法（例：DeviceNetコンフィグレータ） 

① スライス I/Oターミナルの［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象のスライ
ス I/Oターミナルをダブルクリック、または右クリック－「パラメータ」－「編集」
で［デバイスパラメータの編集］ウィンドウを表示させます。 

② 「I/Oユニット」タブを選択します。 

③ 「I/Oユニット」タブの「編集」ボタンを押すと［ユニットパラメータの編集］画
面が表示されます。 

④ スケーリングをおこないたいチャネルのタブを選択し、「機能選択」の「スケーリ
ング」をチェックします。 
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⑤ スケーリングタイプを選択します。「スケーリング」タブを選択し、「デフォルト
スケーリング」、「ユーザースケーリング」のどちらかを選択します。 

下記の画面では、「ユーザースケーリング」を選択しています。 
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⑥ 「ユーザースケーリング」を選択した場合は、0%時の値を「Scaling point1」に、100%

時の値を「Scaling point2」にそれぞれ設定します。 

 
⑦ オフセット補正機能を使用する場合は、オフセット値を「Scaling Offset」に入力し
ます。 

「デフォルトスケーリング」、「ユーザースケーリング」どちらのタイプでも設定
可能です。 

 
⑧ 全般タブに戻り「ダウンロード」を実行した後、「リセット」ボタンをクリックし
て、ユニットをリセットします。 

⑨ 最後に「OK」ボタンをクリックして終了します。 
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■ ユーザー校正機能 

本機能は出力機器の特性や接続方法などにより、最終的な出力量にずれが生じるよう
な場合に「ずれ」を補正し、出力を調整することができる機能です。下図のように 0％
および 100％の 2点で変換直線を補正します。 

変換データ 

電圧/電流100%

0% 

調整後 

調整前 

 
調整可能範囲（-5％～5%）は次のとおりです。下記の範囲で調整できない場合は出力
機器との接続方法を見直してください。 

 下限 上限 

0-5V -0.25～+0.25V 4.75～5.25V 
1-5V 0.8～1.2V 4.8～5.2V 

0-10V -0.5～+0.5V 9.5～10.5V 
±10V -11～-9.0V 9.0～11V 

4-20mA 3.2～4.8mA 19.2～20.8ｍA 
0-20mA 0.2～1.0mA 19～21mA 

 

● 設定ツールによる設定方法（例：DeviceNetコンフィグレータ） 

① スライス I/Oターミナルの［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象のスライ
ス I/Oターミナルをダブルクリック、または右クリック－「パラメータ」－「編集」
で［デバイスパラメータの編集］ウィンドウを表示させます。 

② 「I/Oユニット」タブを選択します。 

③ 「I/Oユニット」タブの「編集」ボタンを押すと［ユニットパラメータの編集］画
面が表示されます。 

④ 校正したいチャネルのタブを選択し、「校正」ボタンをクリックします。（このと
き、出力レンジはあらかじめ設定しておきます。） 
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● 下限の校正 

⑤ マスタユニットから 0％に相当する値を出力します。必ず 0%値で校正して下さい。 
⑥ 下図のように下限校正スライドバーにて、端子から出力しているアナログ値を調節
します。出力機器から 0%が正しく出力されるように、調節を繰り返して下さい。 

補正後、「下限校正値書込ボタン」をクリックします。 

 
⑦ 一度、設定した補正値をデフォルトに戻したい場合は「出荷時設定に戻す」ボタン
をクリックします。 

⑧ 「ユーザー校正」画面を「閉じる」ボタンで閉じ、 全般タブに戻り「ダウンロー
ド」を実行した後、「リセット」ボタンをクリックして、ユニットをリセットしま
す。 

⑨ 最後に「OK」ボタンをクリックして終了します。 

 

● 上限の校正 

⑩ マスタユニットから出力ユニットの最大値に相当する値を出力します。 

100%で校正するのが望ましいですが、必ずしも 100%でなくても校正はおこなえま
す。 

⑪ 下図のように上限校正スライドバーにて、端子から出力しているアナログ値を調節
します。出力機器から 100%が正しく出力されるように、調節を繰り返して下さい。 

補正後、「上限校正値書込ボタン」をクリックします。 

 
 

お願い 

 

上限の校正を 100%でおこなっていないと、下限の校正を行う際、ずれが生じますの
で、ユニットでは必ず下限の校正を先におこなってください。 
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■ 積分機能 
本機能は出力しているアナログ出力値の時間積分を演算する機能です。単位は「時間」
（カウント×時間）または「分」（カウント×分）のどちらかを選択することができ
ます。カウントはスケーリング後の工業単位です。 
例えば、100.0（カウント×時間）は「100カウント相当のアナログ値が 1時間続いた
量」を意味します。積分値は 2CH（4バイト）のエリアで、カウント×時間、または
カウント×分の数値範囲は-214,748,364.8～214,748,364.7カウントです。データは 0.1
単位でコンフィグレータに表示されます。 
また、ユニット内に監視値を設定することができ、積分値が監視設定値を超えた場合、
汎用ステータスフラグの「積分値監視ビット」が ONします。 
 

時間ｔ 

出力アナログ値 

分割幅*1 

積分値（カウント×時間、ま
たはカウント×分） 

 
*1：積分の分割幅は次のとおりです。 

単位 分割幅 
時間 3.6秒（1/1000時間） 
分 60ms（1/1000分） 

 

● 設定ツールによる設定方法（例：DeviceNetコンフィグレータ） 
① スライス I/Oターミナルの［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象のスライ
ス I/Oターミナルをダブルクリック、または右クリック－「パラメータ」－「編集」
で［デバイスパラメータの編集］ウィンドウを表示させます。 

② 「I/Oユニット」タブを選択します。 
③ 「I/Oユニット」タブの「編集」ボタンを押すと［ユニットパラメータの編集］画
面が表示されます。 
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④ 積分機能を設定したいチャネルのタブを選択し、「機能選択」の「積分カウント機
能」をチェックします。 

 
⑤ 単位の設定を行う場合は「積分カウント」タブの「Cumulated Timer」で、プルダウ
ンリストから「時間」か「分」を選択します。 
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⑥ 監視値の設定を行う場合は「積分カウント」タブの「Threshold Cumulated Counter」
に任意の設定値を入力します。 

 
⑦ 全般タブに戻り「ダウンロード」を実行した後、「リセット」ボタンをクリックし
て、ユニットをリセットします。 

⑧ 最後に「OK」ボタンをクリックして終了します。 
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■ 異常時の出力値設定機能 

通信異常（タイムアウトおよび Busoff）やスライスバス異常が発生した場合に出力ユ
ニットの出力値をチャネル単位で設定することができます。出力値の設定は 4とおり
の設定を設定ツールによりおこなえます。 

● 設定パターン 
Low Limit 出力レンジによって、下表の値を出力します。 
High Limit 出力レンジによって、下表の値を出力します。 

Hold last state 異常が発生した寸前の値を保持し、出力します。 
Zero Count 上位から 0 を書き込んだときの値を出力します。よって、スケーリング機

能をご使用の場合はご注意ください。 

● 出力レンジと出力値 
出力レンジ Low limit High limit Hold last state 

0-5V  -0.25V 5.25V 保持する 
1-5V 0.8V 5.2V 保持する 
0-10V -0.5V 10.5V 保持する 
±10V -11V 11V 保持する 

4-20mA 3.2ｍA 20.8ｍA 保持する 
0-20ｍA 0ｍA 21mA 保持する 

注：ノードアドレスの重複、本体の異常の場合は、この設定に関わらず電流出力は 0mA、電圧
出力は 0Vが出力されます。 

 

● 設定ツールによる設定方法（例：DeviceNetコンフィグレータ） 

① スライス I/Oターミナルの［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象のスライ
ス I/Oターミナルをダブルクリック、または右クリック－「パラメータ」－「編集」
で［デバイスパラメータの編集］ウィンドウを表示させます。 

② 「I/Oユニット」タブを選択します。 

③ 「I/Oユニット」タブの「編集」ボタンを押すと［ユニットパラメータの編集］画
面が表示されます。 

④ 異常時の出力値の設定をおこないたいチャネルのタブを選択し、「Fault State（スラ
イスバス異常時出力）」あるいは「Idle State（通信異常時出力）」のプルダウンリ
ストから任意の項目を選択します。 

 
⑤ 全般タブに戻り「ダウンロード」を実行した後、「リセット」ボタンをクリックし
て、ユニットをリセットします。 

⑥ 最後に「OK」ボタンをクリックして終了します。 
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温度入力ユニット 
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6－1 温度入力ユニットの概要 
ここでは、温度入力ユニットの概要について説明します。機能の詳細、設定方法につ
いては各ユニットの解説ページで示します。 

 

6－1－1 温度入力ユニットとは 
温度入力ユニットは、GRT1シリーズ共通の機能（バックアップ機能、リストア機能、
オンライン交換機能など）に加え、温度入力ユニット特有の様々な機能（スケーリン
グ機能、ピークボトムホールド機能など）が使用できます。温度入力ユニットでは、
従来上位 PLCのラダープログラム上で処理しなければならなかった温度入力値に対す
る各種演算をユニット内で処理することができます。 

また、これらの機能により演算処理された最大 6種類のデータを「温度データ」とし
て選択し、「ステータスフラグ」のステータス情報と組み合わせて I/Oに割り付ける
ことが可能です。これらのステータス情報の割付け、モニタ/温度入力ユニット特有の
機能の設定、およびモニタは設定ツールにより容易におこなえます。 
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6－1－2 従来機種との比較（白金測温抵抗体入力タイプ） 
スレーブ GRT1シリーズ DRT2シリーズ 

形式 形 GRT1-TS2P 形 GRT1-TS2PK 形 DRT2-TS04P 

入力種類 白金測温抵抗体入力 

メンテナンス方法  端子台、本体ブロック部取り外し可能  端子台のみの取り外し可能 

入力種別設定方法 ディップスイッチ（ハード）設定、または設定ツール（ソフト）により設定。ツールの場合は入力接点別に設定可
能 

入力種別（センサ種別） PT100（-200～850℃） 
PT100（-200～200℃） 

PT1000（-200～850℃） 
PT1000（-200～200℃） 

PT、JPT、PT2、JPT2 

指示精度 入力レンジ-200～850℃で使用の場合：（指示値の±0.3%と±0.8℃の大きいほう）±1 ディジット以下 
入力レンジ-200～200℃で使用の場合：（指示値の±0.3%と±0.5℃の大きいほう）±1 ディジット以下 

変換サイクル 250ms/2点 250ms/4点 

1/100表示モード 温度データを 100倍して、バイナリ 8桁のデータをデータとしてマスタに通知。 
（それぞれのデータは 2CHで構成） 

DRT1互換用 1/100表示モー
ド 

なし あり 

ユニット電源 スライスバスより供給 通信電源より供給 

通信電源消費電流 なし 70mA以下 

コネクション なし Poll、Bitstrobe、COS/cyclic 

I/O割付データ デフォルト：2点分の温度データ 
専用設定ツールの設定により、以下のデータが割付可能
（ピーク値、ボトム値、トップ値、バレ－値、変化率値、
コンパレート結果、ステータスフラグなど） 

デフォルト：4点分の温度データ 
DeviceNetコンフィグレータの設定により、以下のデー
タが割付可能（ピーク値、ボトム値、トップ値、バレ－
値、変化率値、コンパレート結果、ステータスフラグな
ど） 

ノードアドレス設定 なし ロータリースイッチ、またはコンフィグレータによる設
定 

通信速度設定 設定不要 マスタの設定に自動追従 

平均化処理機能 あり（設定ツールからの設定による） あり（DeviceNetコンフィグレータからの設定による）

断線検知機能 あり 

入力異常検知無効機能 あり なし 

スケーリング機能 

オフセット補正機能 

ピークボトムホールド機能 

トップバレーホールド機能 

変化率演算機能 

コンパレート機能 

ユーザ校正機能 

ラストメンテナンスデ
イト機能 

入力CH間温度差検出機
能 

温度積分機能 

トップバレーカウント
機能 

 
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
機
能 設定温度範囲内時間カ
ウント機能 

あり（設定ツールからの設定による） あり（DeviceNetコンフィグレータからの設定による）
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6－1－3 従来機種との比較（熱電対入力タイプ） 
スレーブ GRT1シリーズ DRT2シリーズ 

形式 形 GRT1-TS2T 形 DRT2-TS04T 

入力種類 熱電対入力 

メンテナンス方法  端子台、本体ブロック部取り外し可能  端子台のみの取り外し可能 

入力種別設定方法 ディップスイッチ（ハード）設定、または設定ツール（ソフト）により設定。ツールの場合は入力接点別に設定可
能 

入力種別（センサ種別） R、S、K、J、T、B、L、E、U、N、W、PL2 

指示精度  ±2℃ ±1 ディジット以下＊1 （指示値の±0.3%と±1℃の大きいほう）±1 ディジット以
下＊1 

変換サイクル 250ms/2点 250ms/4点 

1/100表示モード 温度データを 100倍して、バイナリ 8桁のデータをデータとしてマスタに通知。 
（それぞれのデータは 2CHで構成） 

DRT1互換用 1/100表示モー
ド 

なし あり 

ユニット電源 スライスバスより供給 通信電源より供給 

通信電源消費電流 なし 70mA以下 

コネクション なし Poll、Bitstrobe、COS/cyclic 

I/O割付データ デフォルト：2点分の温度データ 
専用設定ツールの設定により、以下のデータが割付可能
（ピーク値、ボトム値、トップ値、バレ－値、変化率値、
コンパレート結果、ステータスフラグなど） 

デフォルト：4点分の温度データ 
DeviceNetコンフィグレータの設定により、以下のデー
タが割付可能（ピーク値、ボトム値、トップ値、バレ－
値、変化率値、コンパレート結果、ステータスフラグな
ど） 

ノードアドレス設定 なし ロータリースイッチ、またはコンフィグレータによる設
定 

通信速度設定 設定不要 マスタの設定に自動追従 

平均化処理機能 あり（設定ツールからの設定による） あり（DeviceNetコンフィグレータからの設定による）

断線検知機能 あり 

入力異常検知無効機能 あり なし 

スケーリング機能 

オフセット補正機能 

ピークボトムホールド機能 

トップバレーホールド機能 

変化率演算機能 

コンパレート機能 

ユーザ校正機能 

ラストメンテナンスデ
イト機能 

入力CH間温度差検出機
能 

温度積分機能 

トップバレーカウント
機能 

 
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
機
能 設定温度範囲内時間カ
ウント機能 

あり（設定ツールからの設定による） あり（DeviceNetコンフィグレータからの設定による）

*1： 取り付け方向と両隣の装着ユニットにより入力精度に例外規定があります。詳細は「6-4-1 温度入力ユニットの性能仕様」を
参照してください。 
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6－1－4 データ処理機能一覧 

■ 温度入力ユニット（形 GRT1-TS2□）の機能 
機能名 内容 デフォルト 

移動平均処理機能 温度入力値の過去 8回分を平均化処理を行います。入力が
ゆれる場合、滑らかな入力値にします。 

移動平均なし

スケーリング機能 スケーリング演算します。 
ユニットそれぞれのデフォルトの上下限値に変換すること
ができ、マスタ PLCのラダープログラムによる演算を軽減
します。またセンサ等の取り付け誤差を補正するオフセッ
ト機能もついています。 

なし 
0～28000 

ピークボトムホールド機能 温度入力値の最大値、最小値を保持します。 機能なし 
トップバレーホールド機能 温度入力値の“山の頂上”“谷の底”の値を保持します。 機能なし 
変化率演算機能 温度入力値の変化率を演算します。 機能なし 
コンパレート機能 温度入力値、または演算後のデータ（ピーク値、ボトム値、

トップ値、バレー値、変化率）を HH、H、L、LLの 4種類
の設定値と比較し、結果を温度ステータスフラグに立てま
す。 

機能なし 

断線検知機能 センサの断線を検知します。 検知機能あり
入力異常検知無効機能 入力異常（断線含む）の検知をしないようにすることがで

きます。使用しないチャネルがある場合に使用します。 
機能なし 

ユーザー校正機能 ハードウェアによる誤差などから生じる「ずれ」をユーザ
ー任意の入力値に調整することができます。 

校正なし 

ラストメンテナンスデイト 最後にメンテナンスした日付けをユニット内に記憶できま
す。 

2007/1/1 

入力 CH間温度差検出機能 各入力間の温度差を検出し、相対比較することができます。 機能なし 
温度積分機能 温度×測定時間により、装置、またはセンサのトータルの

熱量を換算します。 
機能なし 

トップバレーカウント
機能 

一定の温度変化サイクルを持つ装置、またはアプリケーシ
ョンにおけるサイクル数をカウントします。 

機能なし 

交
換
目
安
機
能 

設定温度範囲内時間カ
ウント機能 

ユーザー任意の温度、または温度範囲を設定し、その温度
範囲に達している時間を測定します。 

機能なし 
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6－1－5 データの演算処理の流れ 

● 温度入力値 

外部からの温度入力値に対して、以下の演算処理を行うことができます。その処理後
の値（温度入力値）をマスタへ I/O割付することができます。 

・ユーザ任意のスケーリング 

・移動平均処理 

 

● 他演算結果 

さらに移動平均処理とスケーリング後の「温度入力値」に対して、以下の演算処理を
行うことができます。その演算後の値を「ピーク値」、「ボトム値」、「トップ値」、
「バレー値」、「変化率値」、「積算値」と呼びます。 

・ピーク／ボトム演算 

・トップ／バレー演算 

・変化率演算 

・積算演算（メンテナンス機能） 

 

データの処理の流れは次のフロー図のとおりです。 

 
 

A 

積分値 変化率値 ⑥ピーク値 ② トップ値 ④

ボトム値 ③ バレー値 ⑤

変化率演算 積分演算 ピークボトム トップバレー 

温度入力値 
① 

演算結果 
データ 

変換処理 

 
データの流れ 

選択 I/O 割付

データ

トップバレー検出タイミン
グ(I/O 割付データ) 

A 入力 

移動平均 スケーリング

HOLD 
フラグ
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6－1－6 データの選択 
各演算処理をおこなった後、マスタに割り付けるデータを「温度入力値」、「ピーク
値」、「ボトム値」、「トップ値」、「バレー値」、「変化率」の 6種類のデータか
ら選択します。選択されたデータは、「温度データ」と呼ばれ、単独またはステータ
スフラグと組み合わせてマスタに割り付けることができます。選択処理は専用設定ツ
ールで行います。 

さらに、「温度データ」に対しては、4種類の警報設定値との比較演算をすることがで
きます。（コンパレート機能） 
 

● 温度入力ユニットの場合のデータの流れ 

 

 

 

温度入力値 ① 

ボトム値 ③ 

 6 種類のデータ 

温度ステータスフ
ラグ 
(I/O 割付データ)

コンパレータ 
温度データに割り付けた値に

対してのみコンパレータ機能

を使用可能 

移動平均、スケーリング機能

あり／なし 

温度データ

(I/O 割付データ)

通常表示（1 入力当たり 1CH 占有） 

温度データ

(I/O 割付データ)

1/100表示（1入力当たり2CH占有） 

どちらかが「温度デー
タ」としてマスタに割
りつきます 

トップ値 ③ 

ピーク値 ③ 

バレー値 ③ 

変化率値 ③ 

 
 
注: デフォルトでは温度入力値がそのままマスタに割り付きます。 
 

 
以下のように入力 0、1に対して、温度データは別々に選択することができます。 

 
 

入力 0 

入力 1 

演算処理 
温度データ 

演算処理 
温度データ 

他演算結果 

入力値 

入力値 

他演算結果 

他演算結果 

選
択
処
理 

選
択
処
理 
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6－1－7 I/Oデータの種類 

■温度入力ユニット 

温度入力ユニットは以下の６種類の入力データと1種類の出力データを持っています。
必要なデータを I/Oに割り付けて使用することができます。各データのデフォルト値
は I/Oデータ（入力）は「温度データ通常表示」、I/Oデータ（出力）は「割り付けな
し」になっています。 

● I/Oデータ（入力） 
I/Oデータの種類 説明 

温度データ通常表示 
(４バイト) 
 

温度データ 1/100表示 
（8バイト） 

・温度データをモニタしたいときに割り付けて使用します。 
・温度入力値、ピーク値、ボトム値、トップ値、バレー値、変化率値 の
なかからデータをひとつ選択して割り付けます。（デフォルトでは温
度入力値が割り付きます。） 

注：温度データに割り付けた値に対してはコンパレート機能を使うことができます。

トップ バレー検出タイミン
グフラグ 
（2バイト） 

トップおよびバレーの検出タイミングが 1CHに割りつきます。トップ
値、またはバレー値と同時に割り付けて、マスタ側でホールド値の取り
込みタイミングの検出に使用します。 

温度ステータスフラグ 
（2バイト） 

コンパレート結果、トップバレー検出タイミング、断線検知フラグの各
ビットが割りついています。それぞれ次のように使用します。 
・コンパレート結果 
温度入力値を割り付けなくても判定結果のみで制御することができ
ます。 

・トップ 、バレー の検出タイミング： 
トップ値またはバレー値と同時に割り付けてデータの取り込みタイ
ミングに使います。 

・断線検知ビット 
温度入力値を割り付けていない場合でも断線を検知することができま
す。 

温度データ通常表示＋トップ
バレー検出タイミングフラグ
（6バイト） 
温度データ 1/100表示＋トッ
プバレー検出タイミングフラ
グ（10バイト） 
 

最初から温度データの後ろにトップバレーの検出タイミングフラグが割
り付けられています。 

 

● I/Oデータ（出力） 
I/Oデータの種類 説明 

HOLDフラグ 
（出力 1バイト） 

各種ホールド機能（ピーク 、ボトム 、トップ 、バレー ）とあわせて使
用し、マスタ側で Hold機能の実行タイミングを制御するのに使用ます。

 



6－2 ステータスエリアの説明 
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6－2 ステータスエリアの説明 
 

温度入力ユニットは 2種類のステータスエリアをユニット内部に持っています。ユニ
ット毎に設定した各機能のユーザー任意の閾値に対してビットを立てます。 
これらのステータスエリアのいずれかのビットが ONした場合のみ、通信ユニットの
ステータスフラグの該当ビットが ONします。 
通信ユニットのステータスフラグの情報はマスタへと通知されます。I/Oユニットのス
テータスエリアの情報は設定ツールにて読み出すことができます。 

 
 

温度入力ユニット 通信ユニット 

閾値越えで該当ビットが
ON。どのビットが ONした
かは設定ツールにて読み出
し可能 

温度入力ユニットのステータスフラグのいずれか
がONで通信ユニットのステータスフラグの該当ビ
ットが ONします。 

マスタへ通知 

上位マスタ 

 

■ 形 GRT1-TS2□ 

● ワーニングステータスエリア 

温度入力ユニットのワーニングステータスエリアは以下の 16ビットで構成されます。
ユニット内の軽微なエラーを検知します。 
ビット 内容 説明 

0 予約 － 
1 予約 － 
2 予約 － 
3 ユニットメンテナンスフラグ 

0：正常 
1：異常（閾値または 87672時間超え）

ユニット通電時間モニタ機能で閾値として設定
した通電時間を監視します。 
また、87672時間（10年）の経過を監視します。

4 予約 － 
5 予約 － 
6 予約 － 
7 予約 － 
8 温度入力ワーニングフラグ 

0：範囲内（監視値設定未満） 
1：範囲外（監視値設定以上） 

温度データが表示可能な範囲を超えている場
合、もしくはコンパレータ機能で設定した監視
設定値を超えた場合 ONします。 

9 積分カウントオーバーフラグ 
0：範囲内（監視設定値未満） 
1：範囲外（監視設定値以上） 

積分値が監視設定値を超えているとき ONしま
す。 

10 CH間温度差検出閾値オーバーフラグ 
0：範囲内（監視値設定未満） 
1：範囲外（監視値設定以上） 

CH間温度差が監視設定値を超えているときに
ＯＮします。 

11 設定温度範囲トータル時間オーバーフ
ラグ 
0：範囲内（監視値設定未満） 
1：範囲外（監視値設定以上） 

設定温度範囲に入っている時間が監視設定値を
超えているとき ONします。 



6－2 ステータスエリアの説明 
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ビット 内容 説明 

12 トップバレー回数設定値オーバーフラグ
0：範囲内（監視値設定未満） 
1：範囲外（監視値設定以上） 

トップバレー回数が監視設定値を超えてい
るとき ONします。 

13 予約 － 
14 予約 － 
15 予約 － 

 

● アラームステータスエリア 

温度入力ユニットのアラームステータスエリアは以下の 16ビットで構成されます。ユ
ニット内の重大なエラーを検知します。 
ビット 内容 説明 

0 予約 － 
1 EEPROMデータエラー 0：正常  1：異常あり 
2 予約 － 
3 予約 － 
4 予約 － 
5 予約 － 
6 予約 － 
7 予約 － 
8 断線検知フラグ 接続しているセンサが断線しているか、また

は冷接点補償器異常の場合に ONします。 
0：正常、または入力異常検知無効機能が有効 
1：断線検知、または冷接点補償器異常 

9 冷接点補償器異常（形 GRT1-TS2Tのみ） 0：正常 1：異常あり 
10 予約 － 
11 予約 － 
12 予約 － 
13 予約 － 
14 予約 － 
15 予約 － 

 



6－3 メンテナンス情報画面 
6－3－1 メンテナンス情報の確認方法 
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6－3 メンテナンス情報画面 
 

ここでは、温度入力ユニットの状態を確認することができるメンテナンス情報画面に
ついて説明します。 

 

6－3－1 メンテナンス情報の確認方法 
専用設定ツールの［通常画面］から「右クリック」－「メンテナンス情報」を選択し
ます。または、「メンテナンスモード画面」からユニットを選択してダブルクリック
すると、通信ユニットの「メンテナンス情報」画面が表示されます。「I/Oユニット」
タブを選択し、「表示」ボタンを押すことで I/Oユニットの「メンテナンス情報」画
面が表示されます。 
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■ 全般画面 

 

ステータスチェック

ボックス 

 
 

● 表示エリアの説明 
項目 説明 

説明 ユニットコメントで設定した 32文字（全角は 16文字）の内容が表示さ
れます。 

最終メンテナンス日 最終メンテナンス設定した日付を表示します。 
ユニット通電時間 ユニットが過去に稼動した通電時間のトータル時間を表示します。 
更新ボタン メンテナンス情報を更新するボタンです。 
メンテナンスカウンタ
セーブ 

メンテナンスカウンタをユニット内にセーブする機能です。この機能を
使用すると電源再投入時に前回の値を保持します。 

 

● ステータスチェックボックスの説明 
項目 説明 

ユニットメンテナンス
時期 

ユニット通電時間が設定値をオーバーすると ONします。 
または、ユニット通電時間が 87672時間（10年）以上になると ONしま
す。 

積分値オーバー 各 CHのいずれかで積分値が設定値を上回ると ONします。 
EEPROMデータエラー EEPROMに格納されているデータがこわれている場合に ONします。 
冷接点補償器異常 
（形 GRT1-TS2Tのみ） 

冷接点補償器に異常があった場合に ONします。 
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■ 各入力別画面 

 

ステータスチェック

ボックス 

 

● 表示エリアの説明 
項目 説明 

入力種別 現在の入力種別を表示します。 
表示モード 表示桁数を示します。 

0000：小数点はありません。（形 GRT1-TS2Tのみ） 
0000.0：小数点 0.1まで表示します。 
0000.00：小数点 0.01まで表示します。 

I/Oコメント 各入力別に 32文字（全角 16文字）までのコメントを表示します。 
最終メンテナンス日 最後にメンテナンスした日時を表示します。 
現在値 現在の温度入力値を表示します。 

「ピーク値/ボトム値/トップ値/バレー値/変化率」  
「設定温度範囲トータル時間/トップバレーカウント数」、「積分カウ
ンタ」から得られる各種データを表示します。詳細は各機能の説明と
設定方法を参照してください。 

 

● ステータスチェックボックスの説明 
項目 説明 

積分値設定値オーバー 積分値が設定値を越えると ONします。 
積分値オーバーフロー 積分値がオーバーフローすると ONします。 
積分値アンダーフロー 積分値がアンダーフローすると ONします。 
オーバー/アンダーレン
ジ 

温度データが表示可能範囲を越えた場合に ONします。 

アラーム/ワーニングオ
ーバ 

コンパレータ機能で設定した監視設定値を越えると ONします。 

断線 断線時に ONします。 
設定温度範囲トータル時
間オーバー 

設定範囲内でカウントしている現在値が監視設定値を越えるとONし
ます。 

トップバレー回数設定値
オーバー 

トップバレー回数が監視設定値を越えると ONします。 

ユーザー校正有り ユーザー校正状態で動作している時に ONします。 
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■ CH間データ比較 

No.は比較内容の対象に対応しています。 

 
 

項目 説明 

比較内容 誤差を演算する対象を示します。 
演算結果 演算結果を示します。 
＊: 演算結果が設定監視値をオーバーしている場合、「No」の左横に警告用赤色アイコンが表示
されます。 

＊: 演算を行う対象のうち、どちらかが断線している場合は演算結果は「0.00」となり、「No」
の左横に警告用黄色アイコンが表示されます。 

 
 

■ 異常履歴画面 

「4-5-1メンテナンス情報の確認方法」の異常履歴画面の項を参照してください。 
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6－4 温度入力ユニット 
6－4－1 温度入力ユニット（形 GRT1-TS2□） 

■ 一般仕様 
項目 仕様 

形式 形 GRT1-TS2P/形 GRT1-TS2PK/形 GRT1-TS2T 
ユニット用電源電圧 DC24V（DC24V－15％～＋10％） 
I/O電源電圧 I/O電源供給不要 
耐ノイズ性 IEC61000-4-4に準拠 2.0kV（電源ライン） 
耐振動 10～60Hz 複振幅 0.7mm   60～150Hz 複振幅 50m/s2 
耐衝撃 150m/s2 
耐電圧 絶縁されている回路間 AC500V 1分間 検出電流 1mA 
使用周囲温度 －10～＋55℃（ただし、氷結、結露のないこと） 
使用周囲湿度 相対湿度 25～85％ 
使用周囲雰囲気 腐食性ガスのないこと 
保存周囲温度 -25～＋65℃（ただし、氷結、結露のないこと） 
取り付け方法 DIN35mmレール取り付け 

 

■ 性能仕様 

● 形 GRT1-TS2P/TS2PK 
項目 仕様 

形式 形 GRT1-TS2P   形 GRT1-TS2PK 

入力種類 白金測温抵抗体入力 

入力点数 入力 2点 マスタ上では入力 2CHを占有（1/100表示モード選択時は 4CH占有）
入力種別 PT100（-200～850℃）PT100（-200～

200℃）切り替え可 
専用設定ツールによる設定の場合：CH
別に設定可能 
ディップスイッチ設定の場合：2点一
括設定 

PT1000（-200～850℃）PT1000（-200
～200℃）切り替え可 
専用設定ツールによる設定の場合：CH
別に設定可能 
ディップスイッチ設定の場合：2点一
括設定 

指示精度 入力レンジ-200～850℃で使用の場合： 
（指示値の±0.3%と±0.8℃の大きい方）±1 ディジット以下 
入力レンジ-200～200℃で使用の場合： 
（指示値の±0.3%と±0.5℃の大きい方）±1 ディジット以下 

変換周期 250ms/2点 

温度変換デ
ータ 

バイナリデータ 2の補数表示（16進 4桁、1/100表示モードの場合は 16進 8桁）
 

絶縁方式 入力と通信ライン間 ：フォトカプラ絶縁 
各温度入力信号間 ：フォトカプラ絶縁 

＊:形 GRT1-TS2Pの場合、接続する白金測温抵抗体に流れる電流は 0.35mAです。 
＊:形 GRT1-TS2PKの場合、接続する白金測温抵抗体に流れる電流は 0.035mAです。 
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お願い 

 

2線式は導線抵抗の影響による誤差が大きくなりますのでご注意ください。 
2線式の場合は導線抵抗 rが直接の誤差となります。 
「形 GRT1-TS2Pの場合」 
1線当たり 4.0℃/Ωの誤差となります。例えば、導線抵抗 R=1Ωの導線を使用した場
合、合計で 1Ω×2＝2Ωの導線抵抗となります。よって 4.0℃/Ω×2Ω＝8.0℃の誤差
が発生します。 
「形 GRT1-TS2PKの場合」 
1線当たり 0.4℃/Ωの誤差となります。例えば、導線抵抗 R=1Ωの導線を使用した場
合、合計で 1Ω×2＝2Ωの導線抵抗となります。よって 0.4℃/Ω×2Ω＝0.8℃の誤差
が発生します。 

 R

R

A

B

 
 

● 形 GRT1-TS2T 
項目 仕様 

形式 形 GRT1-TS2T 
入力種類 熱電対入力 
入力点数 入力 2点 マスタ上では入力 2CHを占有（1/100表示モード選択時は 4CH占有）
入力種別 R、S、K、J、T、E、B、N、L、U、W、PL2 
指示精度 ±2℃ ±1 ディジット以下*1 

例外規定は以下のとおりです。 
入力種別 入力精度 

K、T、Nの－100℃以下 ±4℃±1ディジット以下 
U、L、PL2 ±4℃±1ディジット以下 
R、Sの 200℃以下 ±4℃±1ディジット以下 
Bの 400℃以下 規定なし 
W ±6℃ ±1ディジット以下 

 
上記指示精度の使用条件は下記のとおりです。 
・取り付け方向･･･正面取付け① 
・端子台ブロックと本体ブロックのシリアル No.が同じ 
・本ユニット（形 GRT1-TS2T）の両隣のユニットは下表の指示精度（±2℃±1
デジット以下対応可能ユニットリスト）に記載されているユニット 

変換周期 250ms/2点 
温度変換デ
ータ 

バイナリデータ 2の補数表示（16進 4桁、1/100表示モードの場合は 16進 8桁）
 

絶縁方式 入力と通信ライン間 ：フォトカプラ絶縁 
各温度入力信号間 ：フォトカプラ絶縁 

*1: 取り付け方向と両隣の装着ユニットにより指示精度に関する例外規定があります。次ページ
の表を参照してください。 
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・ 取り付け方向と装着ユニットによる精度規定 

本ユニット（形 GRT1-TS2T） の両隣に装着されるユニットと取り付け方向により、
入力精度が異なりますのでご注意ください。正面取付け①以外で指示精度（±2℃±1

デジット以下）対応可能ユニットリストに記載されていないユニットが本ユニットの
両隣に装着された場合は以下の指示精度となります。 

 

±4℃ ±1 ディジット以下 

例外規定は以下のとおりです。 

入力種別 入力精度 

K、T、N の－100℃以下 ±７℃±1ディジット以下 
U、L、PL2 ±７℃±1ディジット以下 
R、S の 200℃以下 ±７℃±1ディジット以下 
B の 400℃以下 規定なし 
W ±9℃±1ディジット以下 

 

・ 取り付け方向 

 
① ②

③ ④
⑤

⑥

 
 

・  指示精度（±2℃±1デジット以下）対応可能ユニットリスト 
スライス I/O ユニット 

形 GRT1-ID4 
形 GRT1-ID4-1 
形 GRT1-ID8 
形 GRT1-ID8-1 
形 GRT1-IA4-1 
形 GRT1-IA4-2 
 
形 GRT1-OD4 
形 GRT1-OD4-1 
形 GRT1-OD8 
形 GRT1-OD8-1 
形 GRT1-ROS2 

形 GRT1-TS2P 
形 GRT1-TS2PK 
形 GRT1-TS2T 
形 GRT1-CT1 
形 GRT1-CT1-1 
 

形 GRT1-PD2 
形 GRT1-PD2G 
形 GRT1-PD8 
形 GRT1-PD8-1 
形 GRT1-PC8 
形 GRT1-PC8-1 
形 GRT1-TBR 
形 GRT1-TBL 
形 GRT1-END 
 

通信ユニット 

形 GRT1-DRT   
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・ 端子台ブロックと本体ブロックの組み合わせによる精度規定 

本ユニット（形 GRT1-TS2T） には端子台ブロックに冷接点補償器が付属しているた
め、本体ブロック部のみの交換を行った場合、端子台ブロックと本体ブロックのシリ
アル No.が一致していないと、各入力精度は±１℃が追加されますのでご注意ください。 
それぞれのシリアル No.は以下のように製品に印字または貼り付けてあるラベルで確
認できます。 

 

端子台ブロック 
端子台ブロックの側面に以下のよ
うなシリアル No.のラベルが貼って
あります。 

本体ブロック 
本体ブロックの側面に以下のよう
なシリアル No.の印字があります。 

007301C0 
SER. No. 
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■ 各部の名称と機能 

 

ディップスイッチ�
入力種別や表示切替の設定�
を行います。�

LED表示部�
ユニットの状態を�
表示します。�

テストピン�
リリースボタン�
端子挿入穴�

冷接点補償器�
入力温度を補正します。�
触れたり、外したりしないでください。�
（形GRT1-TS2Tのみ）�

 
 

■ LED表示 

● TS表示 

LEDでスライス I/O ユニットの状態を示します。詳しくは「2-1-3 LED 表示」を参照
してください。（形 GRT1-TS2Tのみ冷接点補償器異常が発生した場合、赤点滅します。） 

● ERR表示 

ERR表示により、各入力の異常が示されます。 
名称 色 状態 状態定義 意味（主な異常） 

赤 点灯 異常状態 入力 0に入力異常が発生しています。 
冷接点補償器異常が発生しています。（形
GRT1-TS2Tのみ） 

ERR0 

－ 
 
消灯 正常状態 入力 0に入力異常は発生していません。 

赤 点灯 異常状態 入力 1に入力異常が発生しています。 
冷接点補償器異常が発生しています。（形
GRT1-TS2Tのみ） 

ERR1 

－ 
 
消灯 正常状態 入力 1に入力異常は発生していません。 

＊:入力検知無効機能が有効の場合、ERR LEDは消灯となります。 

 

入力異常とは入力値が温度変換可能範囲を超えている事を意味し、断線や冷接点補償
器異常なども含まれます。温度変換可能範囲については後述の「■温度変換可能範囲」
を参照ください。LED点灯時のトラブルシューティングについては「9-2 LED表示の
意味と異常時の処置」を参照ください。 

 

■ 入力種別の設定 

● ディップスイッチでの設定 

入力種別の設定はディップスイッチ、または設定ツールにより行います。 
 １ ２ ３ ４ 
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各スイッチは以下のようになっています。 
SW名 説明 仕様 

SW1 
SW2 

入力種別（入力レンジ）の選定を行
います。下表の組み合わせにより入
力種別の設定を行ってください。 

出荷時設定は OFF 
 

SW3 °Cと°Fの表示の切り替えを行いま
す。 

OFF：°C変換 
ON：°F変換 
全チャネル一括で設定を行います。個別には設
定できません。（出荷時設定は OFF） 
°Cと°Fの表示の切り替えは設定ツールでは設
定できません。 

SW4 入力種別の設定方法の選択を行ない
ます。ディップスイッチによる設定
と設定ツールによる設定を切り替え
ます。 
 

OFF：設定ツールによる設定 
ON：ディップスイッチによる設定 
ディップスイッチによる設定の場合は全チャ
ネル同じ入力種別となります。チャネルごとに
入力種別を設定したい場合は設定ツールによ
り設定を行なってください。 
（出荷時設定は OFF） 

＊: 正しく設定されていない場合は TSが赤点滅し、動作停止します。再度正しく設定した後、
電源リセットしてください。 

 

・ 形 GRT1-TS2P 
SW1 SW2 入力種別 

OFF OFF PT100（-200～850℃） 
OFF ON PT100（-200～200℃） 

 

・ 形 GRT1-TS2PK 
SW1 SW2 入力種別 

OFF OFF PT1000（-200～850℃） 
OFF ON PT1000（-200～200℃） 

 

・ 形 GRT1-TS2T 
SW1 SW2 入力種別 

OFF OFF R 
ON OFF S 
OFF ON K（-200～1300℃） 
ON ON J（-100～850℃） 

 ＊:上記以外の入力種別を使用される場合は設定ツールにより行ってください。 

 

お願い 

 

・入力種別をディップスイッチにより設定する場合は必ず SW4 を ON にしてくださ
い。OFF になっているとディップスイッチの設定は無効となります。 

・ディップスイッチの設定は電源投入時に読み込みます。 
・SW4をONにすると、入力種別だけでなく他の全ての機能設定がツールから実行で
きなくなります。ツールを使用する場合は SW4を必ず OFFにしてください。 

 

● 設定ツールによる設定（例：DeviceNetコンフィグレータ） 

① ［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象のスライス I/Oユニットをダブルク
リック、または右クリック－「パラメータ」－「編集」で［デバイスパラメータの
編集］ウィンドウを表示させます。 

② 「I/Oユニット」タブの中の対象の温度入力ユニットを選択します。 



6－4 温度入力ユニット 
6－4－1 温度入力ユニット（形 GRT1-TS2□） 

6-21 

6 
温
度
入
力
ユ
ニ
ッ
ト 

③ 「I/Oユニット」タブの「編集」ボタンを押すと［ユニットパラメータの編集］画
面が表示されます。 

④ センサを変更したいチャネルのタブを選択します 

⑤ レンジ/データ割付の Input Typeの Valueの値をダブルクリックし、プルダウンリス
トより任意のセンサをクリックし、センサを選択します。 

 

⑥ 全般タブに戻り、「ダウンロード」を実行した後 、「リセット」をクリックして
ユニットをリセットします。 

⑦ 最後に「OK」ボタンをクリックして終了します。 

 

参考 

 

ユニットの入力種別をディップスイッチで設定するモードになっている場合は、ツー
ルからの入力種別の変更は出来ません。 

 

■ 入力種別のレンジ 

ディップスイッチ、または設定ツールにより入力種別の設定を行います。 

● 形 GRT1-TS2P 
入力種別 レンジ（°C） レンジ（°F） 

PT100（-200～850℃） −200.0～850.0 −300 ～1,500 
PT100（-200～200℃） −200.0～200.0 −300～380.0 

＊上表の範囲は精度保障範囲です。 

● 形 GRT1-TS2PK 
入力種別 レンジ（°C） レンジ（°F） 

PT1000（-200～850℃） −200.0～850.0 −300 ～1,500 
PT1000（-200～200℃） −200.0～200.0 −300～380.0 

＊上表の範囲は精度保障範囲です。 
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● 形 GRT1-TS2T 
入力種別 レンジ（°C） レンジ（°F） 

R 0～1700 0～3000 
S 0～1700 0～3000 

K（-200～1300℃） -200～1300 -300～2300 
K（0.0～500.0℃） 0.0～500.0 0.0～900.0 
J（-100～850℃） -100～850 -100～1500 
J（0.0～400.0℃） 0.0～400.0 0.0～750.0 

T -200.0～400.0 -300.0～700.0 
E 0～600 0～1100 

L（-100～850℃） -100～850 -100～1500 
L（0.0～400.0℃） 0.0～400.0 0.0～750.0 

U -200.0～400.0 -300.0～700.0 
N -200～1300 -300～2300 
W 0～2300 0～4100 
B 100～1800 300～3200 

PL2 0～1300 0～2300 
＊: 上表の範囲は、精度保証範囲です。 

 

■ 温度変換可能範囲 

変換可能なデータ範囲は選択するセンサによって以下のようになります。 

 

● 形 GRT1-TS2P 

・ 通常モード 
種別 ﾟＣ 表示 ﾟＦ 表示 

PT100（-200
～850℃） 

−220.0～870.0 F768～21FC −320.0～1520.0 F380～3B60 

PT100（-200
～200℃） 

−220.0～220.0 F768～0898 −320.0～400.0 F380～0FA0 

・ 1/100モード 
種別 ﾟＣ 表示 ﾟＦ 表示 

PT100（-200
～850℃） 

−220.00～870.00 FFFFAA10～
153D8 

−320.00～1520.00 FFFF8300～
251C0 

PT100（-200
～200℃） 

−220.00～220.00 FFFFAA10～55F0 −320.00～400.00 FFFF8300～9C40

＊: 表示範囲を超えて断線が検知されるまでの間の表示データは、表示範囲両端で固定となり
ます。 

＊: 断線を検知した場合の表示データは、「7FFF」となります。（1/100表示時は 7FFFFFFF） 

 

● 形 GRT1-TS2PK 

・ 通常モード 
種別 ﾟＣ 表示 ﾟＦ 表示 

PT1000（-200
～850℃） 

−220.0～870.0 F768～21FC −320.0～1520.0 F380～3B60 

PT1000（-200
～200℃） 

−220.0～220.0 F768～0898 −320.0～400.0 F380～0FA0 

・ 1/100モード 
種別 ﾟＣ 表示 ﾟＦ 表示 

PT1000（-200
～850℃） 

−220.00～870.00 FFFFAA10～
153D8 

−320.00～1520.00 FFFF8300～
251C0 

PT1000（-200
～200℃） 

−220.00～220.00 FFFFAA10～
55F0 

−320.00～400.00 FFFF8300～9C40
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＊: 表示範囲を超えて断線が検知されるまでの間の表示データは、表示範囲両端で固定となり
ます。 

＊: 断線を検知した場合の表示データは、「7FFF」となります。（1/100表示時は 7FFFFFFF） 

 

● 形 GRT1-TS2T 

・ 通常モード 
種別 ﾟＣ 表示 ﾟＦ 表示 

R -20～1720 FFEC～06B8 -20～3020 FFEC～0BCC 
S -20～1720 FFEC～06B8 -20～3020 FFEC～0BCC 

K（-200～1300℃） -220～1320 FF24～0528 -320～2320 FEC0～0910 
K（0.0～500.0℃） -20.0～520.0 FF38～1450 -20.0～920.0 FF38～23F0 
J（-100～850℃） -120～870 FF88～0366 -120～1520 FF88～05F0 

J（0.0～400.0℃） -20.0～420.0 FF38～1068 -20.0～770.0 FF38～1E14 

T -220.0～420.0 F768～1068 -320.0～720.0 F380～1C20 

E -20～620 FFEC～026C -20～1120 FFEC～0460 

L（-100～850℃） -120～870 FF88～0366 -120～1520 FF88～05F0 

L（0.0～400.0℃） -20.0～420.0 FF38～1068 -20.0～770.0 FF38～1E14 

U -220.0～420.0 F768～1068 -320.0～720.0 F380～1C20 

N -220～1320 FF24～0528 -320～2320 FEC0～0910 

W -20～2320 FFEC～0910 -20～4120 FFEC～1018 

B 80～1820 0050～071C 280～3220 0118～0C94 

PL2 -20～1320 FFEC～0528 -20～2320 FFEC～0910 

 

・ 1/100モード 
種別 ﾟＣ 表示 ﾟＦ 表示 

R -20.00～1720.00 FFFFF830～29FE0 -20.00～3020.00 FFFFF830～49BB0
S -20.00～1720.00 FFFFF830～29FE0 -20.00～3020.00 FFFFF830～49BB0

K（-200～
1300℃） 

-220.00～1320.00 FFFFAA10～203A0 -320.00～2320.00 FFFF8300～38A40

K（0.0～
500.0℃） 

-20.00～520.00 FFFFF830～CB20 -20.00～920.00 FFFFF830～16760 

J（-100～
850℃） 

-120.00～870.00 FFFFFD120～153D8 -120.00～1520.00 FFFFFD120～251C0

J（0.0～
400.0℃） 

-20.00～420.00 FFFFF830～A410 -20.00～770.00 FFFFF830～12CC8

T -220.00～420.00 FFFFAA10～A410 -320.00～720.00 FFFF8300～11940 
E -20.00～620.00 FFFFF830～F230 -20.00～1120.00 FFFFF830～1B580

L（-100～
850℃） 

-120.00～870.00 FFFFFD120～153D8 -120.00～1520.00 FFFFFD120～251C0

L（0.0～
400.0℃） 

-20.00～420.00 FFFFF830～A410 -20.00～770.00 FFFFF830～12CC8

U -220.00～420.00 FFFFAA10～A410 -320.00～720.00 FFFF8300～11940 
N -220.00～1320.00 FFFFAA10～203A0 -320.00～2320.00 FFFF8300～38A40
W -20.00～2320.00 FFFFF830～38A40 -20.00～4120.00 FFFFF830～64960 
B 80.00～1820.00 1F40～2C6F0 280.00～3220.00 6D60～4E9D0 

PL2 -20.00～1320.00 FFFFF830～203A0 -20.00～2320.00 FFFFF830～38A40
＊: 表示範囲を超えて断線が検知されるまでの間の表示データは、表示範囲両端で固定としま
す。 

＊: 断線を検知した場合の表示データは、「7FFF」となります。（1/100表示時は 7FFFFFFF） 
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参 考 

 

急激な温度変化があった場合、製品内部に結露が発生し、正常な指示値を示さなくな
りますのでご注意ください。 
結露が発生した場合は、一定温度で 1時間ほど放置してから使用してください。 
 

参 考 

 

入力温度が変換可能な範囲を超えた場合、入力異常となり、該当するチャネルの ERR 
LEDが点灯します。上限を超えた場合、オーバーレンジとなり、温度データは上限値
に固定されます。下限を超えた場合はアンダーレンジとなり、温度データは下限値に
固定されます。さらに入力温度がある一定値以上の変換可能な範囲から外れると、入
力配線が断線したものと判断され、断線検知機能が働き温度データは 7FFF Hex とな
ります。入力温度が変換可能な範囲に戻ると断線検知機能は自動的に解除され、通常
の変換データに戻ります。該当するチャネルの ERR LEDは消灯します。 
 

 

■ 内部回路 

● 形 GRT1-TS2P/TS2PK 

 

0A

SHT0A

0B

SHT0B

内部�
回路�

フォト�
カプラ�

絶縁電�
源回路�

内部�
回路�

ベースブロック部� 本体ブロック部� 端子台ブロック部�

0B

1A

SHT1A

1B

SHT1B

内部�
回路�

フォト�
カプラ�

1B

 
 

● 形 GRT1-TS2T 

ベースブロック部 

 

 

 

内部 
回路 

端 子 台 ブ ロ ッ ク本体ブロック部

0- 
0+ 

A/D コン
バータ

増幅
回路 

冷接点補
償器 

フォトカ
プラ 

絶 縁 電

源回路

フォトカ
プラ 

A/D コン
バータ

A/D コン
バータ

増幅
回路 

増幅
回路 

1- 
1+
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■ 端子配列と配線 

● 形 GRT1-TS2P/TS2PK 

2線式センサの場合は SHT端子を短絡して使用します。 

 
 

SHT 
0A 

SHT 
0B 

NC 

0A 

0B 

0B 

NC

3 線式センサ 
の場合 

SHT
1A

SHT
1B

1A

1B

1B

  

 

SHT
0A

SHT
0B

NC

0A

0B

0B

NC 

2 線式センサ 
の場合 

SHT 
1A 

SHT 
1B 

1A 

1B 

1B 

 
 

お願い 

 

2線式センサの接続において、下記のように配線した場合、精度の誤差が上記の配線例
と比べて大きくなります。上記のように配線を行うようにしてください。 

 
 

SHT
0A

SHT
0B

NC

0A

0B

0B

NC

2 線式センサ 

SHT
1A

SHT
1B

1A

1B

1B

 

 

● 形 GRT1-TS2T 

 
 

 

NC

NC

NC

0-

0+

NC

冷接点補償器 
冷接点補償器には触れた
り、外したりしないでくだ
さい。正常な温度データを
示さなくなります。 

 

NC

NC

1-

1+

熱電対入力 
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お願い 

 

使用しないチャネルがある場合は、入力異常となりオーバーレンジ、断線を検知して
しまいます。以下のどちらかの方法で対応してください。 
・未接続端子へ配線する方法 
・設定ツールで入力異常を検知しないようにする方法（6-4-4■入力異常検知無効機
能を参照ください。） 

使用しないチャネルを未接続状態にしていますと、ワーニングステータスの温度入力
ワーニングフラグ、アラームステータスの断線検知フラグが ONしてしまいます。温
度ステータスフラグを使用している場合は断線検知フラグが ONしてしまいます。ま
た ERR LEDも点灯してしまいますのでご注意ください。ここでは未接続端子へ配線
して頂く方法を紹介します。形 GRT1-TS2Pと形 GRT1-TS2PKに接続する抵抗値は以
下の通りです。 
・形 GRT1-TS2Pの場合：50～150Ω 
・形 GRT1-TS2PKの場合：500～1500Ω 
ただし、形 GRT1-TS2Tでは入力種別 Bを設定すると、短絡させても入力異常が検出
されますので、入力種別 Bを設定しないでください。 
 
形 GRT1-TS2P/TS2PKの場合 

 

SHT
0A

SHT
0B

NC

0A

0B

0B

NC

3 線式センサ 
の場合 

SHT
1A

SHT
1B

1A

1B

1B

  

 

SHT 
0A 

SHT 
0B 

NC 

0A 

0B 

0B 

NC

2 線式センサ 
の場合 

SHT
1A

SHT
1B

1A

1B

1B

 
 
 
形 GRT1-TS2Tの場合 

 

NC

NC

NC

0-

0+

NC

 

NC

NC

1-

1+

短絡
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6－4－2 温度入力ユニットの表示モード 

■ 通常表示モード（デフォルト設定） 

入力された温度データは、16進 4桁のデジタルデータ（バイナリデータ）に変換され
て、マスタに通知されます。 

変換データが負数の場合は、2の補数で表現されます。 

入力 2点は、次図のようにマスタの 2CHを占有します。また、小数点以下 1桁までの
レンジを持つ入力種別では、10倍された値がバイナリデータとして通知されます。 

先頭　CH

先頭+1 CH

入力0　温度変換データ�

入力1　温度変換データ�

接点�3 02 146 57810 9111214 1315

 
 
（例）・100.0℃の場合 03E8 HEX 

   ・350.0℃の場合  0DAC HEX 

 

■ 1/100表示モード 

すべての入力種別で、入力された温度データは、小数点以下 2桁までの数値でマスタ
に通知されます。 

温度データは、100倍された値が、16進 8桁のデジタルデータ（倍長のバイナリデー
タ）に変換されます。 

変換データが負数の場合は、2の補数で表現されます。 

入力 2点は、下図のようにマスタの 4CHを占有します。 
 

 

先頭   CH

先頭+1 CH

先頭+2 CH

先頭+3 CH

入力0　温度変換下位データ�

入力0　温度変換上位データ�

入力1　温度変換下位データ�

入力1　温度変換上位データ�

接点�3 02 146 57810 9111214 1315

 
 
（例）・850.00℃の場合 

     00014C08 HEX （下位データ 4C08HEX、上位データ 0001HEX） 

   ・-200.00℃の場合  

    FFFFB1E0 HEX（下位データ B1E0HEX、上位データ FFFFHEX） 
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● 1/100表示モードの設定方法 

設定はご使用のネットワークの設定ツールにより行います。ディップスイッチによる
設定は行えません。 

① マスタ、スレーブの電源を ONにします。この時点では 1/100表示モードにはなり
ません。 

② 設定ツールにより、設定対象のユニットをダブルクリックし、「ユニットパラメー
タの編集」画面を表示させます。 

 

③［デフォルトコネクションパス（入力）］のプルダウンリストにより〔Temperature 

Data(1/100)〕を選択します.。「ダウンロード」ボタンを押した後、「OK」ボタン
をクリックして「デバイスパラメータの編集」画面に戻ります。 

④ 「全般」タブを選択して「リセット」ボタンをクリックし、デバイスをリセットし
ます。 

 

⑤ 最後に「OK」ボタンをクリックして終了します。 
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参考 

 
 

1/100表示モードでは、温度データは小数点以下 2桁まで変換されますが、実際の分
解能は 0.01°C（°F）ではありませんのでご注意ください。そのため、0.1°C（°F）
や 0.01°C（°F）の桁では、揺れや飛びが発生することがあります。通常モードで規
定されている以上の分解能に関しては、参考データとして扱ってください。 

  

■ 外形寸法 

１2
１2

８４
�

3
3

１５�

１１
．７

�

（７４．４）�

（８
４）

�

７４．４�１４．１�

（８８．５）�

１４
．３

�

ＯＭＲＯＮ�
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6－4－3 各 I/Oデータと割付方法 
デフォルトで使用する以外に設定ツールを使用し、温度入力値以外にステータスフラ
グなどを組み合わせて割り付けることもできます。 

 

■ デフォルトで使用する場合 

温度入力ユニットをデフォルトの設定で使用すると、温度入力値のみが I/Oデータと
して選択され、以下のようにマスタの INエリアに 2CH（4バイト）分のデータが割り
付けられます。 

 
15 0

入力 0の温度入力値 
入力 1の温度入力値 

 

■ 設定ツールを使用して割付データを選択する場合 

「温度データ」をステータスフラグなどのデータと以下のように決まった組み合わせ
で I/Oとして割り付けられます。設定ツールでの設定により、プルダウンリストから
選択することができます。 

 

（例）「温度データ」＋「トップバレー検出タイミングフラグ」 
15 8 7 0

入力 0の温度データ 
入力 1の温度データ 

トップ検出タイミングフラグ バレー検出タイミングフラグ 

以下に設定ツールによる割付方法を示します。 

 

● 設定ツールによる温度データの選択方法（例：DeviceNetコンフィグレータ） 

① ［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象のスライス I/Oターミナルをダブル
クリック、または右クリック－「パラメータ」－「編集」で［デバイスパラメータ
の編集］ウィンドウを表示させます。 

② 「I/Oユニット」タブの中の対象の温度入力ユニットを選択します。 
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③ 「I/Oユニット」タブの「編集」ボタンを押すと［ユニットパラメータの編集］画
面が表示されます。 

④ 「全般」タブを選択して、「デフォルトコネクションパス（入力）」のプルダウン
リストの中から I/Oデータ（パターン）を選択します。下記の例では、「温度デー
タ」を選択しています。 

 

⑤ 「ダウンロード」を実行した後、「OK」ボタンをクリックして｢デバイスパラメー
タの編集｣画面に戻ります。 

⑥ ｢全般｣タブを選択して｢リセット｣ボタンをクリックし、デバイスをリセットします。 

 

⑦ 最後に「OK」ボタンをクリックして終了します。 
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■ 各 I/Oデータの説明 

● 温度データ通常モード（Temperature Data） 

温度入力値をモニタしたいときに割り付けて使用します。デフォルトでは「温度入力
値」が割りついていますが、「温度入力値」、「ピーク値」、「ボトム値」、「トッ
プ値」、「バレー値」、「変化率値」 のなかからデータをひとつ選択して割り付けら
れます。 
注：温度データに割り付けた値に対してはコンパレート機能を使うことができます。 

 

マスタに割り付けたときのデータフォーマットは次のとおりです。データは 2の補数
形式で割りつきます。（4バイト＝2CH） 

 
15    0

 
 

入力 0 の温度データ 

 
 

入力 1の 温度データ 

 

● 温度データ 1/100表示モード（Temperature Data(1/100)） 

1/100表示モードで温度データを割り付けたいときに使用します。マスタに割り付

けたときのデータフォーマットは次のとおりです。データは 2の補数形式で割り

つきます。（8バイト＝4CH） 

 
    15 0

 
 

入力 0 温度データ 

 
 

入力 0 温度データ 

 
 

入力 1 温度データ 

 
 

入力 1 温度データ 

 

● トップバレー検出タイミングフラグ（Shot Status） 

トップバレーホールド機能で、トップ（山の頂上）またはバレー（谷の底）を検出す
ると、ワンショット時間の間「ON」となるフラグです。 

マスタでトップまたはバレーホールド値を取り込むタイミングを検出したい場合に割
り付けます。マスタに割り付けられたときのデータフォーマットは次のとおりです。
（2バイト=1CH） 
 7ビット 6ビット 5ビット 4ビット 3ビット 2ビット 1ビット 0ビット
+0 0 0 0 0 0 0 V_ST1 V_ST0 
+1 0 0 0 0 0 0 T_ST1 T_ST0 
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各ビットは以下のようになっています。 
バイト 略称 名称 説明 

+0 V_STx バレー検出タイミングフラグ 
バレーホールド機能で、谷（バレー）を検出し
たタイミングで１（ON）となり、ワンショッ
ト時間経過後 0（OFF）となります。 

+1 T_STx トップ検出タイミングフラグ 
トップホールド機能で、山（トップ）を検出し
たタイミングで１（ON）となり、ワンショッ
ト時間経過後 0（OFF）となります。 

注：ワンショット時間は変更することができます。詳しくは「トップバレーホールド機能」のワ
ンショット時間の設定をご覧下さい。 

 

● 温度ステータスフラグ（Temperature Status） 

「コンパレート結果フラグ」、「トップバレー検出タイミングフラグ」、「断線検知
フラグ」それぞれのビットが割り付けられています。これらの検知および監視をした
い場合に割り付けます。 

マスタに割り付られけたときのバイト単位のデータフォーマットは次のとおりです。
（2バイト=1CH） 

 
 7ビット 6ビット 5ビット 4ビット 3ビット 2ビット 1ビット 0ビット  

+0 BW0 T_ST0 V_ST0 HH0 H0 PS0 L0 LL0 入力 0 
+1 BW1 T_ST1 V_ST1 HH1 H1 PS1 L1 LL1 入力 1 

 

各ビットは以下のようになっています。 
ビット 略称 名称 説明 

0 LLx 下下限警報フラグ
「温度データ」に割り付けた値が下下限警報設定値
を下回っている間、１（ON）となります。 

1 Lx 下限警報フラグ 
「温度データ」に割り付けた値が下限警報設定値を
下回っている間、1（ON）となります。 

2 PSx 
正常フラグ 
(Pass 信号) 

上上限、上限、下下限、下限のいずれの警報も出て
いない場合のみ１（ON）となります。 

3 Hx 上限警報フラグ 
「温度データ」に割り付けた値が上限警報設定値を
上回っている間、1（ON）となります。 

4 HHx 

コ
ン
パ
レ
ー
ト
結
果 

上上限警報フラグ
「温度データ」に割り付けた値が上上限警報設定値
を上回っている間、１（ON）となります。 

5 V_STx 
バレー検出タイミン

グフラグ 

バレーホールド機能で、谷（バレー）を検出したタ
イミングでONし、ワンショット時間経過後、0（OFF）
となります。 

6 T_STx 

ト
ッ
プ
バ
レ
ー
検
出

タ
イ
ミ
ン
グ 

トップ検出タイミン
グフラグ 

トップホールド機能で、山（トップ）を検出したタ
イミングで ONしワンショット時間経過後、0（OFF）
となります。 

7 BWx 断線検知フラグ 
断線を検出している間 ONします。 
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● 温度データ通常モード＋トップバレー検出タイミングフラグ（Temperature 

Data+Shot Status） 

温度データの後にトップバレー検出タイミングフラグが割りついたものです。 

マスタに割り付けられたときのデータフォーマットは次のとおりです 

（6バイト=3CH）。 

 
バイト 7ビット 6ビット 5ビット 4ビット 3ビット 2ビット 1ビット 0ビット

+0 
+1 

入力 0 温度データ 

+2 
+3 

入力 1 温度データ 

+4 0 0 0 0 0 0 V_ST1 V_ST0 
+5 0 0 0 0 0 0 T_ST1 T_ST0 

 

● 温度データ1/100モード＋トップバレー検出タイミングフラグ（Temperature Data

（1/100）+Shot Status） 

温度データ 1/100モードの後にトップバレー検出タイミングフラグが割りついた

ものです。(10バイト=5CH) 

 
バイト 7ビット 6ビット 5ビット 4ビット 3ビット 2ビット 1ビット 0ビット

+0 
+1 
+2 
+3 

入力 0 温度データ 

+4 
+5 
+6 
+7 

入力 1 温度データ 

+8 0 0 0 0 0 0 V_ST1 V_ST0 
+9 0 0 0 0 0 0 T_ST1 T_ST0 

 

● HOLDフラグ（出力） 

ピークボトムホールド機能、トップバレーホールド機能と合わせて使用し、ホールド
機能の実行タイミングをマスタから制御するために割り付けます。 

データフォーマットは次のとおりです。（2バイト） 
注：HOLDビットはマスタで ONしてから、ユニット内に通知されるまで伝送遅延時間が発生
しますのでご注意ください。 

 
バイト 7ビット 6ビット 5ビット 4ビット 3ビット 2ビット 1ビット 0ビット 

+0       HD1 HD0 
+1         

 

各ビットは以下のようになっています。 
ビット 略称 名称 説明 

0 HD0 入力 0用 HOLDフラグ 
ONの間、温度入力 0のホールド機能を実行します。
1（ON）→0（OFF）になると、ホールド機能は停
止しますが、最後の値は保持されます。 

1 HD1 入力 1用 HOLDフラグ 
ONの間、温度入力 1のホールド機能を実行します。
1（ON）→0（OFF）になると、ホールド機能は停
止しますが、最後の値は保持されます。 
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■ 温度データ種別の選択方法 

各種演算処理により、「温度入力値」、「ピーク値」、「ボトム値」、「トップ値」、
「バレー値」、「変化率」の最大 6種類のデータから温度データ種別を選択すること
ができます。選択されたデータは単独または、ステータスフラグと組み合わせてマス
タへ割り付けます。以下に温度データの選択方法を示します。 

 

● 設定ツールによる温度データの選択方法（例：DeviceNetコンフィグレータ） 

① ［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象のスライス I/Oターミナルをダブル
クリック、または右クリック－「パラメータ」－「編集」で［デバイスパラメータ
の編集］ウィンドウを表示させます。 

② 「I/Oユニット」タブの中の対象となる温度入力ユニットを選択し、「編集」ボタ
ンを押すと［ユニットパラメータの編集］画面が表示されます。 

③ 温度データを選択するチャネルのタブを開き、「温度データ」に割り付けるデータ
をプルダウンリストの中から選択します。 

 

④ 全般タブに戻り「ダウンロード」を実行した後、「リセット」をクリックして、ユ
ニットをリセットします。 

⑤ 最後に「OK」ボタンをクリックして終了します。 
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6－4－4 各機能の説明と設定方法 

■ 移動平均処理機能 

この機能は過去 8回分の入力の平均値（移動平均）を演算し、変換データとして生成
します。下図のように、入力が細かく変動しているような場合には平均化処理を行う
ことにより、滑らかな入力値を得られることができます。 

 

実際の入力�
平均化処理後の入力�

時間�

温度入力値�

 
● 設定ツールによる設定方法（例：DeviceNetコンフィグレータ） 

① ［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象のスライス I/Oユニットをダブルク
リック、または右クリック－「パラメータ」－「編集」で［デバイスパラメータの
編集］ウィンドウを表示させます。 

② 「I/Oユニット」タブの中の対象となる温度入力ユニットを選択します。 

③ 「I/Oユニット」タブの「編集」ボタンを押すと［ユニットパラメータの編集］画
面が表示されます。 

④ 移動平均処理をおこないたいチャネルのタブを選択し、「機能選択」の「移動平均」
をチェックします。 

 

⑤ 全般タブに戻り、「ダウンロード」を実行した後、「リセット」ボタンをクリック
して、ユニットをリセットします。 

⑥ 最後に「OK」ボタンをクリックして終了します。 
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■ スケーリング機能 

スケーリング機能とは、温度入力値（測定値）に対する表示値をユーザーで取り扱う
任意の値に変更することができる機能です。このスケーリング機能を使用することに
より、マスタでのラダープログラム上の演算処理を省くことができます。 

温度入力値（測定値）をユーザー任意の値にスケーリングするには、2つのポイント
（100％時、0％時）の変換値（－28000～＋28000）をコンフィグレータにより設定し
ます。 

 

0% 100% 

0％時の値をユーザーで設定 
（スケーリングポイント１） 
 

100％時の値をユーザーで設定 
（スケーリングポイント２） 

変換 

スケーリング値 

入力レンジ（信号）

 
注：デフォルトの値は、0～+28000です。 
注：0%スケーリング値＞100％スケーリング値とすること（逆スケーリング）も可能です。 

 

● オフセット補正 

スケーリング時の誤差を補正することができます。下図のようにスケーリングした直
線を誤差の分だけ加算して演算します。オフセット（誤差）の値は±28000の範囲で入
力可能ですが、アンダーフロー、オーバーフローにご注意ください。 上限は 7FFE Hex

下限は 8000 Hexです。（1/100表示モードの場合は上限 7FFFFFFE Hex 下限は 80000000 

Hex）  

 

0％スケーリング 

100％スケーリング値 

0％ 100％ 入力レンジ（信号） 

上限値 7FFE 

オフセット値  
－28000～ 
＋28000 

スケーリング直線 
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● 設定ツールによる設定方法（例：DeviceNetコンフィグレータ） 

① ［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象のスライス I/Oユニットをダブルク
リック、または右クリック－「パラメータ」－「編集」で［デバイスパラメータの
編集］ウィンドウを表示させます。 

② 「I/Oユニット」タブの中の対象の温度入力ユニットを選択します。 

③ 「I/Oユニット」タブの「編集」ボタンを押すと［ユニットパラメータの編集］画
面が表示されます。 

④ スケーリングをおこないたいチャネルのタブを選択し、「機能選択」の「スケーリ
ング」をチェックします。 

 

⑤ 0%時の値を「Scaling point （0%)」に、100%時の値を「Scaling point（100%)」にそ
れぞれ設定します。 

 



6－4 温度入力ユニット 
6－4－4 各機能の説明と設定方法 

6-39 

6 
温
度
入
力
ユ
ニ
ッ
ト 

⑥ 「オフセット補正」を行う場合は、オフセット値を「Scaling Offset」に入力します。 

 

⑦ 全般タブに戻り「ダウンロード」を実行した後、「リセット」ボタンをクリックし
て、ユニットをリセットします。 

⑧ 最後に「OK」ボタンをクリックして終了します。 
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■ピークボトムホールド機能 

温度入力値の最大（ピーク）値、最小（ボトム）値を保持する機能です。 

OUTエリアに割り付けられた HOLDフラグ（出力）のビットが ONになった時点で
HOLD機能がスタートし、OFFになるまでの間「ピーク値」、または「ボトム値」を
サーチします。（HOLDフラグを OFFした時に値が更新されます）また、「温度デー
タ」に割り付けた「ピーク値」、「ボトム値」はコンパレート機能で比較判定するこ
ともできます。（コンパレート機能参照） 

・ ボトムホールドの動作例 

HOLDフラグ 

ホールド値 

HOLD機能スタート HOLD機能ストップ 

ON OFF ボトムホールド値

温度入力値 

今回のボトム値で

更新されます 

前回値 

 
 
注：HOLDフラグをマスタ側のラダープログラム上で ON（または OFF）にしてから スレーブ
側に実際に送られるまでネットワーク上の伝送遅延時間が発生します。このため、PLC本
体の電源立ち上げ時の１回目の温度データは、マスタ側のラダープログラムで HOLDフラ
グ=ONとしていても HOLDフラグ＝OFFの状態のデータがマスタへ伝送されることがあり
ます。したがって、マスタで HOLDフラグを使用したピークボトムホールドデータを収集
する場合、この伝送遅延時間を考慮してHOLDフラグをONにした後、一定時間後のピーク
ボトムホールド値を有効とするようなラダープログラムを組むようにしてください。 

 

● 設定ツールによる設定方法（例：DeviceNetコンフィグレータ） 

① ［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象のスライス I/Oターミナルをダブル
クリック、または右クリック－「パラメータ」－「編集」で［デバイスパラメータ
の編集］ウィンドウを表示させます。 

② 「I/Oユニット」タブの中の対象の温度入力ユニットを選択します。 

③ 「I/Oユニット」タブの「編集」ボタンを押すと［ユニットパラメータの編集］画
面が表示されます。 

④ ピークボトムホールド機能を設定したいチャネルのタブを選択し、「機能選択」の
「ピークボトムホールド」をチェックします。 
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⑤ HOLDフラグ（出力）の割り付けはデフォルトコネクションパスの設定にておこな
います。全般タブの「デフォルトコネクションパス（出力）」のプルダウンリスト
より「Holding Value」を選択します。 

 

⑥「ダウンロード」を実行した後、「OK」ボタンをクリックして｢デバイスパラメー
タの編集｣画面に戻ります。 

⑦「全般｣タブを選択して｢リセット｣ボタンをクリックしてデバイスをリセットします。 
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⑧ 最後に「OK」ボタンをクリックして終了します。 
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■ トップバレーホールド機能 

温度入力値の山の頂上（トップ）、谷の底（バレー）の値を保持する機能です。 

ヒステリシス値の 2倍以上の温度値のアップダウンをモニタし、トップ（山）、また
はバレー（谷）の値を保持します。「トップ値」、あるいは「バレー値」と同時に「ト
ップ バレー検出タイミングフラグ」を割り付け、ホールドしたタイミングを確認する
ことができます。 

本機能は OUTエリアに割り付けられた HOLDフラグ（出力）のビットが ONになっ
た時点で HOLD機能がスタートし、OFFになるまでの間「トップ値」、または「バレ
ー値」が次々に更新されます。（HOLDフラグが OFFすると、最後の値が保持されま
すが、次に HOLDフラグが ONとなり、トップまたはバレーが現れた時点で HOLD値
は初期化されます。） 

また、「温度データ」に割り付けた「トップ値」、「バレー値」はコンパレート機能
で比較判定することもできます。（コンパレート機能参照） 

 

・ バレーホールドの動作例 

HOLDフラグ 

温度入力値 

HOLD機能 
スタート 

Hold機能 
ストップ 

Top/Valley検出 
タイミングフラグ 

バレ－ホールド値 

ワンショット時間 

ホールド値 

最後の値が保持さ
れます 

 
注 1：HOLDフラグをマスタ側のラダープログラム上で ON（または OFF）にしてから スレー

ブ側に実際に送られるまでネットワーク上の伝送遅延時間が発生します。このため、
PLC本体の電源立ち上げ時の１回目の温度データは、マスタのラダープログラムで
HOLDフラグ=ONとしていても HOLDフラグ＝OFFの状態のデータがマスタ側へ伝送
されることがあります。したがって、マスタでHOLDフラグを使用したトップバレーホ
ールドデータを収集する場合、この伝送遅延時間を考慮して HOLDフラグを ONにした
後、一定時間後のトップバレーホールド値を有効とするようなラダープログラムを組む
ようにしてください。  

注 2：「トップ/バレー検出タイミングフラグ」の ON幅は「ワンショット時間」の設定により調
節できます。ワンショット時間の設定はコンフィグレータでおこなえます。（設定可能
範囲は 1～65535ms） 

注 3：「トップ/バレー検出タイミングフラグ」は ON中に HOLDフラグが OFFになると、同時
に OFFとなります。 

 



6－4 温度入力ユニット 
6－4－4 各機能の説明と設定方法 

6-44 

6 

温
度
入
力
ユ
ニ
ッ
ト 

● 設定ツールによる設定方法（例：DeviceNetコンフィグレータ） 

① ［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象のスライス I/Oターミナルをダブル
クリック、または右クリック－「パラメータ」－「編集」で［デバイスパラメータ
の編集］ウィンドウを表示させます。 

② 「I/Oユニット」タブの中の対象となる温度入力ユニットを選択します。 

③ 「I/Oユニット」タブの「編集」ボタンを押すと［ユニットパラメータの編集］画
面が表示されます。 

④ トップバレーホールド機能を設定したいチャネルのタブを選択し、「機能選択」の
「トップバレーホールド」をチェックします。 

 

⑤ HOLDフラグ（出力）の割り付けはデフォルトコネクションパスの設定にておこな
います。「全般」タブの「デフォルトコネクションパス（出力）」のプルダウンリ
ストより「Holding Value」を選択します。 
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⑥「ダウンロード」を実行した後、「OK」ボタンをクリックして｢デバイスパラメー
タの編集｣画面に戻ります。 

⑦ ｢全般｣タブを選択して｢リセット｣ボタンをクリックしてユニットをリセットしま
す。 

⑧ 最後に「OK」ボタンをクリックして終了します。 

 

● ヒステリシスの設定 

温度入力値の小さな変動によってトップ（山）またはバレー（谷）値を検知しないよ
うにヒステリシス値をコンフィグレータにより設定することができます。したがって、
データのホールドタイミングは図のように実際の山の頂上から遅れます。 

・ データ設定の詳細タイミング 

 

バレイホールド値 

Top/Valley検出 
タイミングフラグ 

設定ヒステリシス値×２

温度入力値 

遅れ
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・ ヒステリシスの設定 

① 「機能選択」内にある「トップバレーホールド」タブの「Hysteresis」に任意のヒス
テリシス値を入力します。 

 

② 全般タブに戻り「ダウンロード」を実行した後、「リセット」ボタンをクリックし
て、ユニットをリセットします。 

③ 最後に「OK」ボタンをクリックして終了します。 

 

参考 

 

トップバレーホールド機能の「Hysteresis」の値はコンパレータ機能の「Hysteresis」
の値と連動しています。 

 

● ワンショット時間の設定 

① 「機能選択」内の「トップバレーホールド」タブの「SHOT Off Delay」に任意の値
を入力します。 
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② 全般タブに戻り「ダウンロード」を実行した後、「リセット」ボタンをクリックし
て、ユニットをリセットします。 

③ 最後に「OK」ボタンをクリックして終了します。 

 

■ トップバレ－カウント機能 

本機能は一定の温度上昇（下降）変化を繰り返すような装置、またはアプリケーショ
ンで、温度上昇（下降）した山の数をカウントします。これにより、カウント数に対
して閾値を設定することで、ユニットまたはセンサのメンテナンス時期を知ることが
できます。 

閾値超えのステータスはメンテナンス情報画面にて読み出すことができます。 

 

バレ－カウントの動作 

HOLDフラグ 

温度入力値 

HOLD機能 
スタート 

Hold機能 
ストップ 

バレイホールド値 

バレ－カウントは温度下降時の谷の数をカウントする

ホールド値 

最後の値が保持さ
れます 

 
 

● 設定ツールによる設定方法（例：DeviceNetコンフィグレータ） 

① ［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象のスライス I/Oターミナルをダブル
クリック、または右クリック－「パラメータ」－「編集」で［デバイスパラメータ
の編集］ウィンドウを表示させます。 

② 「I/Oユニット」タブの中の対象となる温度入力ユニットを選択します。 

③ 「I/Oユニット」タブの「編集」ボタンを押すと［ユニットパラメータの編集］画
面が表示されます。 

④ トップバレーカウント機能を使用したいチャネルのタブを選択し、「機能選択」の
「トップバレーホールド」をチェックします。 

⑤ 「トップバレーホールド」タブを開き、トップ、またはバレーのどちらをカウント
するかの選択を「Count Type」のプルダウンメニューにより行います。 
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⑥ 「Threshold トップ/バレー Counter」により、カウント数に対する閾値を任意に設
定します。 

 

⑦ 全般タブに戻り「ダウンロード」を実行した後、「リセット」ボタンをクリックし
て、ユニットをリセットします。 

⑧ 最後に「OK」ボタンをクリックして終了します。 
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■ 変化率演算機能 

温度入力値に対して、任意に設定したサンプリング周期ごとの変化率を求めることが
できます。設定サンプリング周期（250～65500msの範囲で 250ms単位）ごとに前回値
との差を演算します。サンプリング周期はデフォルトでは 250msに設定されています。 
 

温度データ 

微分データ 

  温度入力値 

時間 

変換率 0 

 
 

参 考 

 

サンプリング周期を小さく設定すると、小さな変化に対しても変化率は敏感に反応し
ます。温度データに細かい揺れがある場合、サンプリング周期が揺れの周期よりも短
いと“揺れ自体“を変化率として拾ってしまいます。このような場合はサンプリング
周期を長めに設定する「移動平均処理機能」を使用して下さい。 
 

温度入力値の揺れ 

とりたい傾き 

サンプリング周期が短い サンプリング周期が長い 
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● 設定ツールによる設定方法（例：DeviceNetコンフィグレータ） 

① の［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象のスライス I/Oターミナルをダブ
ルクリック、または右クリック－「パラメータ」－「編集」で［デバイスパラメー
タの編集］ウィンドウを表示させます。 

② 「I/Oユニット」タブの中の対象となる温度入力ユニットを選択します。 

③ 「I/Oユニット」タブの「編集」ボタンを押すと［ユニットパラメータの編集］画
面が表示されます。 

④ 変化率演算機能を設定したいチャネルのタブを選択し、「機能選択」の「変化率」
をチェックします。 

 

⑤ サンプリング周期の設定は「変化率」タブの「Sampling Rate」に任意の値を入力し
ます。 
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⑥ 全般タブに戻り「ダウンロード」を実行した後、「リセット」ボタンをクリックし
て、ユニットをリセットします。 

⑦ 最後に「OK」ボタンをクリックして終了します。 

 

■ コンパレート機能 

ユニット内に上上限値、上限値、下下限値、下限値を設定しておき、設定範囲を超え
た場合に、ステータスフラグが ONする機能です。 

設定値には「上上限値（HH）」、「上限値（H）」、「下下限値（LL）」、「下限値
（L）」の 4種類があり、「温度データ」に対して比較演算することができます。 

設定できる範囲は-415000～415000までです。 

各設定値を超えた場合には「温度ステータスフラグ」内のコンパレート結果のビット
が ONします。警報が出てない場合は正常フラグ（Pass 信号）が ONします。 

 
上上限（HH） 

上限（H） 

下限（L） 

下下限（LL） 

上上限警報 

上限警報 

下限警報 

下下限警報 

正常フラグ   
（Pass 信号） 

設定値 

コンパレータ結果（温度ステー
タスフラグ内）のビット
ON/OFF 

 

 

お願い 

 

変換サイクルよりも早く入力温度値が変化した場合 下限警報から正常フラグ（Pass
信号）が ONせずにいきなり上限警報が ONする場合があります。ラダープログラム
を組む場合にはご注意ください。 

 

● ヒステリシスの設定 

コンパレート結果フラグは図のように ヒステリシス幅を下回った（上限/上上限警報
時）、または上回った（下限/下下限警報時）とき OFFします。閾値近辺で温度値が揺
れて ON/OFFを繰り返すような場合、ヒステリシスを設定するとフラグの動作が安定
します。設定できる範囲は 0～16383までです。 

 

上上限設定警報フラ
グまたは上限警報フ
ラグ 

上上限設定値または
上限設定値 ヒステリシス幅 

下下限設定値または
下限設定値 

ヒステリシス幅 

下下限設定警報フラ
グまたは下限警報フ
ラグ 
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お願い 

 

ヒステリシスの設定は各入力の少数点位置、及び 1/100表示モードの値に注意して設
定を行ってください。表示モード変更、または小数点位置の違う入力に変更した場合
は必ずヒステリシスの設定をしなおしてください。 

 

● OFFディレー機能 

コンパレート結果フラグがOFFとなるまでの時間を延ばして調節することができます。
たとえ、ONが一瞬の場合でも OFFディレーを設定しておくと、マスタでフラグを確
実にとらえることができます。 

 

上上限設定値 

上上限警報フラグ 

ヒステリシス幅 

OFFディレー 

 
 

● 設定ツールによる設定方法（例：DeviceNetコンフィグレータ） 

① ［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象のスライス I/Oターミナルをダブル
クリック、または右クリック－「パラメータ」－「編集」で［デバイスパラメータ
の編集］ウィンドウを表示させます。 

② 「I/Oユニット」タブの中の対象の温度入力ユニットを選択します。 

③ 「I/Oユニット」タブの「編集」ボタンを押すと［ユニットパラメータの編集］画
面が表示されます。 

④ コンパレート機能を設定したいチャネルのタブを選択し、「機能選択」の「コンパ
レート機能」をチェックします。 
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⑤ 「コンパレート機能」タブを選択し、それぞれのアラーム値を設定します。下記の
設定例では、「Alarm Trip Point High」（上上限値）の設定を示しています。 

 
 

お願い 

 

Trip Pointの設定は各入力の少数点位置、及び 1/100表示モードの値に注意して設定
を行ってください。表示モード変更、または小数点位置の違う入力に変更した場合は
必ず Trip Pointの設定をしなおしてください。 

 

⑥ 「ヒステリシス値」を設定する場合は「Hysteresis」に任意の値を入力します。 

 
 

参考 

 

コンパレート機能の「Hysteresis」の値はトップバレーホールド機能の「Hysteresis」
の値と連動しています。 
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⑦ 「OFFディレー機能」を設定する場合は「Comparetor Off Delay」に任意の値を入力
します。 

 

⑧ 全般タブに戻り「ダウンロード」を実行した後、「リセット」ボタンをクリックし
て、ユニットをリセットします。 

⑨ 最後に「OK」ボタンをクリックして終了します。 

 

■ 設定温度範囲内時間カウント機能（Zone Count） 

温度入力値がユーザーが任意に設定した温度範囲内に入っている時間を 1秒単位で計
測することができる機能です。これにより、ある設定温度条件が一定時間続くと、劣
化につながるような装置、またはアプリケーションでの故障予知、メンテナンス時期
を確認することができます。 

温度範囲の設定はコンパレート機能のタブで選択します。「上上限値」「上限値」「下
下限値」「下限値」を設定値とし、設定した温度範囲に入ってる時間が任意の閾値の
時間を超えた場合、閾値越えとします。 

閾値越えのステータスはメンテナンス情報画面にて読み出すことができます。 

     
カウント開始

温度 

時間 

85℃ 
10℃ 

カウント終了 カウント開始

 
この温度を超えた時点で
計測開始。 
設定温度を超えてからの
温度範囲を 10℃（95℃ま
で）に設定した場合、温度
範囲内にある時間をカウ
ントする。 
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● 設定ツールによる設定方法（例：DeviceNetコンフィグレータ） 

① ［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象のスライス I/Oターミナルをダブル
クリック、または右クリック－「パラメータ」－「編集」で［デバイスパラメータ
の編集］ウィンドウを表示させます。 

② 「I/Oユニット」タブの中の対象の温度入力ユニットを選択します。 

③ 「I/Oユニット」タブの「編集」ボタンを押すと［ユニットパラメータの編集］画
面が表示されます。 

④ Zone Countしたいチャネルのタブを選択し、「機能選択」の「コンパレート機能」
をチェックします。 

 

⑤ 「コンパレート機能」タブを選択し、「Zone Type」からカウントしたい温度範囲
を選択します。 
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⑥ 「Threshold Zone Counter」により、「Zone Type」で設定した温度範囲に入っている
時間の閾値を任意に設定します。 

 

⑦ 全般タブに戻り「ダウンロード」を実行した後、「リセット」ボタンをクリックし
て、ユニットをリセットします。 

⑧ 最後に「OK」ボタンをクリックして終了します。 

 

■ 入力 CH間温度差検出機能 

本機能を使用することにより、各入力間（0、1）の温度差を相対比較することができ
ます。各入力間の温度差を比較し、検出した温度差の値に対して閾値を設定すること
で、温度差が大幅にある装置を特定化し、故障などの原因となるトラブルの予兆管理
が行えます。 

比較演算結果や閾値超えのステータスはメンテナンス情報画面にて読み出すことがで
きます。 

 
注 1：比較演算が行えるのは「温度データ」に設定されているデータのみです。 
注 2：「温度データ」に割り付けられているデータを比較演算行う場合、温度データを「ピーク

値」や「ボトム値」に選択していると、その値で演算を行いますのでご注意ください。 
注 3：演算結果は設定に関わらず常に少数点 2桁まで読み出されます。 
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装置 B装置 A 

540℃ 580℃？
比較 

温度入力ユニット

入力間ごとに温度差を検出

装置Aのに比べ温度
差が激しい・・・ 
異常？ 

 
 

● 設定ツールによる設定方法（例：DeviceNetコンフィグレータ） 

① ［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象のスライス I/Oターミナルをダブル
クリック、または右クリック－「パラメータ」－「編集」で［デバイスパラメータ
の編集］ウィンドウを表示させます。 

② 「I/Oユニット」タブをの中の対象の温度入力ユニットを選択します。 

③ 「I/Oユニット」タブの「編集」ボタンを押すと［ユニットパラメータの編集］画
面が表示されます。 

④ 「チャネル間データ比較」のタブを選択します。 
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⑤ 「演算データ 1」、「演算データ 2」のいずれかのセルをダブルクリックし、「演
算データ設定」ウィンドウを表示させます。比較を行いたい入力間を「演算データ
1」、「演算データ 2」からそれぞれプルダウンリストより選択します。比較演算結
果は「演算データ 1」－「演算データ 2」で算出されます。同時に監視設定値を設
定します。監視設定値は必ず小数点 2桁まで入力してください。（例：10℃の場合
→10.00℃となり 1000と入力） 

 「OK」ボタンをクリックし、ウィンドウを閉じます。 

 

⑥ 全般タブに戻り「ダウンロード」を実行した後、「リセット」ボタンをクリックし
て、ユニットをリセットします。 

⑦ 最後に「OK」ボタンをクリックして終了します。 

⑧ 比較演算結果は「メンテナンス情報」画面の「チャネル間データ比較」タブにて確
認することができます。 

 

■ 入力異常検知無効機能 

本機能を使用することにより、使用しないチャネルがある場合に入力異常（断線含む）
を検知しないようにすることができます。本機能を有効にした場合、入力センサの断
線状態や温度範囲にかかわらず温度入力ワーニングフラグ、断線検知フラグは OFFと
なります。 

温度データは断線検知機能が働いた時と同様に 7FFF Hex（1/100表示モードの場合は
7FFFFFFF）となります。 

 

● 設定ツールによる設定無効の方法（例：DeviceNetコンフィグレータ） 

①［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象のスライス I/Oターミナルをダブル
クリック、または右クリック－「パラメータ」－「編集」で［デバイスパラメータ
の編集］ウィンドウを表示させます。 

②「I/Oユニット」タブの中の対象の温度入力ユニットを選択します。 

③「I/Oユニット」タブの「編集」ボタンを押すと［ユニットパラメータの編集］画面
が表示されます。 

④「機能選択」の「入力異常検知無効」をチェックします 
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⑤ 全般タブに戻り「ダウンロード」を実行した後、「リセット」ボタンをクリックし
て、ユニットをリセットします。 

⑥ 最後に「OK」ボタンをクリックして終了します。 

 

お願い 

 

・使用しないチャネルがある場合は入力異常となり、オーバーレンジ、断線を検知し
てしまいます。これによりワーニングステータスの温度入力ワーニングフラグ、ア
ラームステータスの断線検知フラグが ONしてしまいます。温度ステータスフラグ
を使用している場合は断線検知フラグが ONしてしまいます。また ERR LEDも点
灯してしまいますのでご注意ください。 

・本機能は全点使用せず、使用しないチャネルがある場合のみに使用してください。
センサを接続した状態で本機能を使用した場合、入力異常（断線含む）を検知しな
くなります。 

 
 

■ 断線検知機能 

入力センサが断線している場合、ワーニングステータスの温度入力ワーニングフラグ、
アラームステータスの断線検知フラグが ONとなります。温度ステータスフラグを使
用している場合はチャネルごとの断線検知フラグが ONとなります。断線検知機能が
働くと、変換データは 7FFF Hex（1/100表示モードの場合は 7FFFFFFF）となります。
入力が再び変換できる範囲に戻ると、断線検知機能は自動的に解除され、通常の変換
データに戻ります。 
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■ ラストメンテナンスデイト機能 

本機能はメンテナンスした日時をユニット、接続機器個別にユニット内に書き込むこ
とができます。これにより次回メンテナンス時の判断が容易におこなえます。コンフ
ィグレータにより書き込み可能です。 

 

● 設定ツールによる設定方法（例：DeviceNetコンフィグレータ） 

 

・ ユニット自体のラストメンテナンスデイトを設定する場合 

① ［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象のスライス I/Oターミナルをダブル
クリック、または右クリック－「パラメータ」－「編集」で［デバイスパラメータ
の編集］ウィンドウを表示させます。 

② 「I/Oユニット」タブの中の対象の温度入力ユニットを選択します。 

③ 「I/Oユニット」タブの「編集」ボタンを押すと［ユニットパラメータの編集］画
面が表示されます。 

④ 全般タブを選択し、「最終メンテナンス日」のプルダウンリストから、任意の日付
を選択します。（今日の日付を入れたい場合は一番下の「今日」をクリックすると
今日の日付が選択されます。） 

 

⑤「ダウンロード」を実行した後、「リセット」ボタンをクリックして、ユニットを
リセットします。 

⑥ 最後に「OK」ボタンをクリックして終了します。 
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・ 接続機器のラストメンテナンスデイトを設定する場合 

① ［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象のスライス I/Oターミナルをダブル
クリック、または右クリック－「パラメータ」－「編集」で［デバイスパラメータ
の編集］ウィンドウを表示させます。 

② 「I/Oユニット」タブ中の対象の温度入力ユニットを選択します。 

③ 「I/Oユニット」タブの「編集」ボタンを押すと［ユニットパラメータの編集］画
面が表示されます。 

④ ラストメンテナンスデイトを設定したい接続機器が接続されているチャネルのタ
ブを選択し、「最終メンテナンス日」のプルダウンリストから、任意の日付を選択
します。（今日の日付を入れたい場合は一番下の「今日」をクリックすると今日の
日付が選択されます。） 

 

⑤ 全般タブに戻り、「ダウンロード」を実行した後、「リセット」ボタンをクリック
して、ユニットをリセットします。 

⑥ 最後に「OK」ボタンをクリックして終了します。 
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■ 温度積分機能 
本機能は温度入力値の時間積分を演算し、センサまたは装置の熱量を換算する機能で
す。単位は「時間」（°C（°Ｆ）×時間）、または「分」（°C（°Ｆ）×分）のどちら
かを選択することができます。 
例えば、積分値が 100の場合は「100°C（°Ｆ）相当の温度値が 1時間続いた量」を意
味します。（単位に「時間」を選択した場合） 
4バイト（2CH）のエリアに格納される値は分割幅の 300回分の積分値です。データは
設定された条件（注 1、2）に従って表示されます。 
またユニット内に監視値を設定することができ、積分値が監視設定値を超えた場合、
ワーニングステータスエリアの「積分カウントオーバーフラグ」及びメンテナンス情
報画面内ステータスチェックボックスの「積分値設定値オーバーフラグ」が ONしま
す。 
 
注 1：単位が°Ｆに設定されている場合は°Ｆのまま積分演算を行います。 
注 2：1/100 表示モードに設定されている場合も 100 倍されたバイナリデータで積分演算を行い
ます。 

注 3：積分値の値の意味は少数点の位置によって異なってきます。 
 

時間ｔ 

温度入力値 

分割幅*1 

積分値（℃×時間、℃×分）

 
*1積分の分割幅と積分回数は次のとおりです。 

単位 分割幅 積分回数 
時間 12秒 300回 
分 200ms 300回 

 

● 設定ツールによる設定方法（例：DeviceNetコンフィグレータ） 

① ［ネットワーク構成ウィンドウ］内の設定対象のスライス I/Oターミナルをダブル
クリック、または右クリック－「パラメータ」－「編集」で［デバイスパラメータ
の編集］ウィンドウを表示させます。 

② 「I/Oユニット」タブの中の対象の温度入力ユニットを選択します。 

③ 「I/Oユニット」タブの「編集」ボタンを押すと［ユニットパラメータの編集］画
面が表示されます。 

④ 積分機能を設定したいチャネルのタブを選択し、「機能選択」の「積分カウント」
をチェックします。 



6－4 温度入力ユニット 
6－4－4 各機能の説明と設定方法 

6-63 

6 
温
度
入
力
ユ
ニ
ッ
ト 

 

⑤ 単位の設定を行う場合は「積分カウント」タブの「Cumulated Timer」で、プルダウ
ンリストから「時間」か「分」を選択します。 
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⑥ 監視値の設定を行う場合は「積分カウント」タブの「Threshold Cumulated Counter」
に任意の設定値を入力します。設定値が 0の場合は積分値の監視は行いません。 

 

⑦ 全般タブに戻り「ダウンロード」を実行した後、「リセット」ボタンをクリックし
て、ユニットをリセットします。 

⑧ 最後に「OK」ボタンをクリックして終了します。 
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ユーザー校正機能 

本機能は入力センサの特性や接続方法などにより、入力値にずれが生じるような場合
に「ずれ」を補正し、入力を調整することができる機能です。 

 
変換データ 

温度入力値100%

0% 

調整後

調整前

 
 

参考 

 

温度入力ユニットは、工場出荷時に正しく校正されているので、通常は校正は不要で
す。必要な場合のみユーザー校正機能をご使用ください。校正に失敗した場合は校正
データをクリアし、工場出荷時に戻すことが可能です。 
なお、ユーザー校正の結果については当社では保証しかねますのでご了承ください。

 

お願い 

 

温度入力ユニットは校正後も温度変換動作を続けます。校正を行いますと、今まで測
定していた温度データ値が突然変わる可能性がありますので、校正を行う場合は、必
ずご使用の環境を考慮した状態で行ってください。 
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● 形 GRT1-TS2Tの校正手順フロー 

温度入力ユニットの校正は以下の手順で行います。以下のフローチャートに従って、
正しく校正作業を行ってください。 

 
 
     校正に必要な機器を準備します 

校正に必要な機器を接続します。 
上下限校正に必要な機器を接続します。 

関連システムの機器の電源を ON します。
GRT1-TS2T については温度入力ユニットの内部

温度が安定するまで 30分以上待ちます。 

補正したい入力 CHの下限校正をします。 

補正したい入力 CHの上限校正をします。 

   ユーザー校正後の指示検査を行います 

上下限校正に必要な機器を外します。 
バイアス補正に必要な機器を接続します。 
端子台温度が安定するまで 60分待ちます。 
＊校正対象の熱電対に対応した冷接点補償器 
 （ゼロコンなど）と補償導線が必要です。 

最初の
校正？

 

No.

 

Yes 

他の入力校正
する？

No 

Yes

補正したい入力のバイアス補正を行います。 

          終了 

ここでの安定時間とは、初期電源 ON後の時間です。
２度目の入力時以降の校正においてはこの項目は無視
できます。 
※当ユニット以外の機器の安定時間についてはその 
 機器の取扱説明書を参照のうえ判断してください。

 

 

お願い 

 

校正できるセンサは電源 ON中に動作しているセンサのみとなります。現在使用して
いないセンサも同時に校正を行う場合は、入力種別を切替え、電源再投入またはコン
フィグレータのリセットを行い、最初から校正を行ってください。 
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● 形 GRT1-TS2Tの校正に必要な機器との接続 

校正に必要な機器と温度入力ユニットとの接続について説明します。 

校正を行う際は以下の機器を正しく配線してください。 

 

・ 基準電圧電流発生器（STV）/精密デジタルマルチメータ（DMM） 

上限・下限の校正を行うために使用します。 

正確な 0mV、20mV、50mVが発生できるものを用意してください。もし、電圧電流発
生器が正確な電圧を出力できていない場合は出力電圧を測定できる精密デジタルマル
チメータを使用してください。 

・ 冷接点補償器（ゼロコンなど）/補償導線 

バイアス補正値を補正するために使用します。 

冷接点補償器（以下ゼロコンを例として説明します）とは熱電対タイプのセンサで測
定する温度を正確な 0℃/32°Fにするための機器です。校正対象のセンサに対応したも
のを使用してください。 
＊:R，S，E，B，Wタイプの場合は Kタイプのもので代用可能です。ゼロコンは 0℃/32°Fにセ
ットしておいて下さい。 

 

・ 校正機器との接続図 

入力端子に基準電流電圧発生器（以下 STV）、精密デジタルマルチメータ（以下DMM）、
ゼロコンを接続します。 

以下の接続例は入力 0に接続した図を示していますが、入力 1の校正を行う場合は該
当する入力端子に接続してください。 

 
 

DeviceNet

形 GRT1-TS2T 

精密デジタルマルチメータ（DMM）

基準電圧電流発生器（STV）

バイアス補正を行う際は外してください 

バイアス補正を行うまでは開放（無効）にしてください 

DeviceNet コンフィグレータ
Ver.2.40 

STV で正確な電圧が得られてるかどうかを確認する場合に使用 

冷接点補償器（ゼロコンなど）

補
償
導
線

 
 

参考 

 

上図では DeviceNet上に、PC（コンフィグレータ）を接続していますが、マスタユ
ニットに形 CS1W-DRM21、または形 CJ1W-DRM21をご使用の場合は、ツールバス
接続によりマスタユニット経由で温度入力ユニットを校正することも可能です。詳細
はコンフィグレータのマニュアル（SBCD-316）「5-1オンライン/オフラインの切り
替え」を参照してください。 
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・ 入力端子への接続 

 

 

NC 

NC

NC

0- 

0+

NC

 

NC

NC

1-

1+

STV 

DMM 

補償導線 

ゼロコン 

0°C/32°F

INPUT OUTPUT

上下限校正用配線 

2本差し棒端子 

バイアス補正用配線

 

NC 

NC 

NC 

0- 

0+ 

NC

 

NC

NC

1-

1+
短絡

 
 

● 配線の確認と校正手順 

・ 形 GRT1-TS2Tの上限値・下限値の校正手順 

① 上下限校正用配線をしてください。精密デジタルマルチメータ（DMM）を接続す
る場合は 2本差し棒端子を使用ください。 

② 使用しているセンサと入力種別の確認を行って下さい。 

 

お願い 

 

R、S、B、E、Wのセンサを使用している場合は K熱電対の補償導線をご使用くださ
い。更に、R、S、Bタイプのセンサをご使用の場合は Kタイプ（0.0～500.0℃）のセ
ンサを、E、Wタイプのセンサをご使用の場合は Kタイプ（－300～1300℃）のセン
サをそれぞれ入力種別として設定しください。 

 

③ DeviceNetネットワーク上にコンフィグレータを接続し、オンラインにします。 

④ コンフィグレータのアップロードを行います。 

⑤ 校正対象の温度入力ユニットを含む、すべてユニットの電源を ONにします。 

温度入力ユニットの内部温度が安定するまで、約 30分待ってください。 

⑥ コンフィグレータの「通常画面」で設定対象の温度スレーブのアイコンをダブルク
リックし、「デバイスパラメータの編集」画面を開きます。（「メンテナンスモー
ド画面」では、右クリック－「パラメータ」－「編集」） 

⑦ 校正したい CHのタブを選択し、「校正」ボタンをクリックすると、「ユーザー校
正」画面が表示されます。 
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⑧ 下限値を校正します。温度入力ユニットの入力端子に基準電圧電流発生器（STV）
から 0mVを入力します。入力が安定するまで 1分以上待ちます。 

⑨ 「下限校正値書込」ボタンを押します。 

 下限校正値がユニット内部に格納されます。 
 

 

⑩ 上限値を校正します。上限値の校正をしたい入力端子に、基準電圧電流発生器から
電圧を入力します。下表より入力種別に応じた電圧を入力してください。入力が安
定するまで 1分以上待ちます。 

種別 入力電圧 
K（-200～1300℃） 50mV 
K（0.0～500.0℃） 20mV 
J（-100～850℃） 50mV 
J（0.0～400.0℃） 20mV 

T 20mV 
L（-100～850℃） 50mV 
L（0.0～400.0℃） 20mV 

U 20mV 
N 50mV 

PL2 50mV 

⑪ 「上限校正値書込」ボタンを押します。 

 上限校正値がユニット内部に格納されます。 
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⑫ ユーザー校正が受け付けられ、工場出荷時と異なった校正値で動作しているかを確
認するには、設定対象のスレーブを「右クリック」－「メンテナンス情報」で「メ
ンテナンス情報画面」を開きます。 

 校正対象の入力のタブを開き、「ユーザー校正あり」の項目にチェックがついてい
ればユーザー校正した値で動作しています。 

 

お願い 

 

ユーザー校正が正しくおこなわれているかの確認をする場合は、「メンテナンス情報」
画面の「全般」タブにある「更新」ボタン、もしくは再アップロードにより必ずデータ
の更新を行ってください。メンテナンス情報画面の詳細は「6-3 メンテナンス情報画
面」を参照してください。 

 

参 考 

 

正確な電圧が入力されていない場合は、校正を受け付けない場合があります。 

 

・ 形 GRT1-TS2Tのバイアス補正の手順 

① 上下限校正用配線を外し、バイアス補正用配線に変更してください。 

② 配線作業を終えてから、温度データが少なくとも 20分間は変化していない状態ま
で待ってから、「補正値書込」ボタンを押してください（システムによったは 60

分以上かかる場合もあります）。バイアス補正値がユニット内部に格納されます。 
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・ 校正をリセットしたい場合 

上下限校正、又はバイアス補正値をリセットしたい場合は、「出荷時設定に戻す」ボ
タンを押してください。工場出荷時の設定に戻ります。上下限、バイアス補正はまと
めて初期化されます。 

 

 
 

参考 

 

端子台温度とゼロコンとの温度差が大きい場合はバイアス補正を受付けない場合があ
ります。このようなう現象が起きた場合は校正システムの見直し（対象センサに対応
したゼロコンを使用しているかなど）を行ってください。 

 

お願い 

 

校正実行後は必ず指示精度の検査を行い、正しく校正されたことを確認してくださ
い。 
指示精度の検査は必ず下限値、中間値、上限値の 3点で行ってください。 
①外部機器を以下のように接続します。 
②ゼロコンが 0℃にセットされていることを確認してから STVの出力電圧を検査値 
 の起電力に相当する電圧にセットしてください。 
＊：ゼロコンと入力端子間は必ず校正対象のセンサに対応した補償導線で接続してください。

 

   

 
 

 
 STV 
 

入力＋ 

入力－ 

INPUTOUTPUT

 ゼロコン 

形 DRT2-TS2T 補償導線
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お願い 

 

校正作業を正しく行うため、以下に示す安定時間は必ず守ってください。 
また、STV、DMM、ゼロコン等の安定時間も正しく確保してください。各機器につ
いての詳細は取扱説明書を参照してください。 
 
作業手順と安定時間の関係 
全ての入力（2点）を校正した場合の必要な待ち時間を示します。 
 

30分以上
※STV、DMM、ゼロコン等
 の待ち時間は別途確認し
 てください。 

 
60 分 
 

・入力ユニット電源 ON 
・入力 0上下限校正用配線 

温度入力ユニット 
安定時間 

・入力 0上下限校正 
・入力 0バイアス補正用 
 配線に変更 

配線変更後の端子台温
度安定時間 0 ・入力 0バイアス補正 

・入力 1上下限校正用 

配線に変更 

・入力 1上下限校正 
・入力 1バイアス補正用 
 配線に変更 配線変更後の端子台温

度安定時間 1 

入力 1バイアス補正 

（終了） 

作業内容 タイムチャート 安定時間内容 

 
60 分 
 

 
＊上下限校正作業は端子台温度の安定時間に関係ないため、温度入力ユニットが ON
してから、30分間経過すれば、すぐに校正することが出来ます。 
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● 形 GRT1-TS2P/TS2PKの校正手順フロー 

 
     校正に必要な機器を準備します 

関連システム機器の電源を全て ONにします。 
内部温度が安定するまで 30分以上待ちます。 

補正したい入力 CHの下限校正をします。 

補正したい入力 CHの上限校正をします。 

          終了 

他の入力校正
する？ 

   ユーザー校正後の指示検査を行います 

校正機器を接続します。 
上下限校正をするため、6ダイヤル抵抗計を校正対象
の温度入力ユニットに接続します。 

Yes 

No 

 
 

 

お願い 

 

校正できるセンサは電源 ON中に動作しているセンサのみとなります。現在使用して
いないセンサも同時に校正を行う場合は、入力種別を切替えて、最初から校正を行っ
てください。 

 

● 校正に必要な機器との接続 

校正に必要な機器と温度入力ユニットとの接続について説明します。 

校正を行う際は以下の機器を正しく配線してください。 

・ 6ダイヤル抵抗計/精密デジタルマルチメータ 

上限・下限の校正を行うために使用します。 

正確な抵抗値が発生できるものを用意してください。もし、6ダイヤル抵抗計が正確な
抵抗値を出力できていない場合は抵抗値を測定できる精密デジタルマルチメータを使
用してください。 

 

校正機器との接続図 

入力端子に 6ダイヤル抵抗計を接続します。 

以下の接続例は入力 0に接続した図を示していますが、入力 1の校正を行う場合は該
当する入力端子に接続してください。 
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DeviceNet

形 GRT1-TS2P ま
たは TS2PK 

精密デジタルマルチメータ（DMM）

6ダイヤル抵抗計

校正したい入力端子（CH）に接続します。 

設定ツール 

6 ダイヤル抵抗計で正確な抵抗値が得られてるかどうかを確認する場

合に使用します。 

 
 

お願い 

 

6ダイヤル抵抗計の接続に使用するケーブルは、通常使用しているものと同じ太さの
ケーブルをご使用ください。 

 

参考 

 

上図では Device Net上に、パソコン（コンフィグレータ）を接続していますが、マス
タユニットに形 CS1W-DRM21、または形 CJ1W-DRM21をご使用の場合は、ツール
バス接続によりマスタユニット経由で温度入力ユニットを校正することも可能です。
詳細はコンフィグレータのマニュアル（SBCD-316）「5-1オンライン/オフラインの
切り替え」を参照してください。 
 

 

SHT 
0A 

SHT 
0B 

NC 

0A 

0B 

0B 

NC

SHT
1A

SHT
1B

1A

1B

1B

6ダイヤル抵抗計
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●配線の確認と校正手順 

・ 上限値・下限値の校正手順 

① 6ダイヤル抵抗計を検査値に相当する抵抗値にセットし、入力ユニットの設定対象
の入力 CHに正しく配線します。 

② 正しい抵抗値が得られない場合はデジタルマルチメータを 6ダイヤル抵抗計に正し
く配線し、抵抗値を測定します。 

③ DeviceNetネットワーク上にコンフィグレータを接続し、オンラインにします。 

④ コンフィグレータのアップロードを行います。 

⑤ 校正対象の温度入力ユニットを含む、すべてユニットの電源を ONにします。 

温度入力ユニットの内部温度が安定するまで、約 30分待ってください。 

⑥ コンフィグレータの「通常画面」で設定対象のスレーブのアイコンをダブルクリッ
クし、「デバイスパラメータの編集」画面を開きます。（「メンテナンスモード画
面」では、右クリック－「パラメータ」－「編集」） 

⑦ 校正したい CHのタブを選択し、「校正」ボタンをクリックすると、「ユーザー校
正」画面が表示されます。 

 

⑧ 下限値を校正します。温度入力ユニットの入力端子に 6ダイヤル抵抗計から下表よ
り入力種別に応じた抵抗を入力してください。入力が安定するまで 1分以上待ちま
す。 

機種 種別 下限校正入力抵抗 

PT100（-200～850℃） 18Ω 形 GRT1-TS2P 

PT100（-200～200℃） 18Ω 

PT1000（-200～850℃） 180Ω 形GRT1-TS2PK 

PT1000（-200～200℃） 180Ω 

⑨ 「下限校正値書込」ボタンを押します。下限校正値がユニット内部に格納されます。 
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⑩ 上限値を校正します。上限値の校正をしたい入力端子に 6ダイヤル抵抗計から下表
より入力種別に応じた抵抗を入力してください。入力が安定するまで 1分以上待ち
ます。 

機種 種別 上限校正入力抵抗 

PT100（-200～850℃） 390Ω 形 GRT1-TS2P 

PT100（-200～200℃） 180Ω 

PT1000（-200～850℃） 3900Ω 形GRT1-TS2PK 

PT1000（-200～200℃） 1800Ω 

⑪ 「上限校正値書込」ボタンを押します。 

 上限校正値がユニット内部に格納されます。 

 

⑫ 上下限校正値を元に戻したい場合は「出荷時設定に戻す」ボタンを押してください。
上下限校正値が工場出荷時の設定に戻ります。 
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⑬ ユーザー校正が受け付けられ、工場出荷時と異なった校正値で動作しているかを確
認するには、設定対象のスレーブを「右クリック」－「メンテナンス情報」で「メ
ンテナンス情報」画面を開きます。 

 校正対象の入力のタブを開き、「ユーザー校正あり」の項目にチェックがついてい
ればユーザー校正した値で動作しています。 

 

お願い ユーザー校正が正しくおこなわれているかの確認をする場合は、「メンテナンス情報」
画面の「全般」タブにある「更新」ボタン、もしくは再アップロードにより必ずデータ
の更新を行ってください。メンテナンス情報画面の詳細は「6-3 メンテナンス情報画
面」を参照してください。 

お願い 校正実行後は必ず指示精度の検査を行い、正しく校正されたことを確認してくだい。 
指示精度の検査は必ず下限値、中間値、上限値の 3点で行ってください。 
①外部機器を以下のように接続します。 
②ユニットの電源 ON後 30分以上待ち、6ダイヤル抵抗計を検査値に相当する抵抗に
設定してください。 

＊：校正後、電源を OFFせず続けて検査を行う場合は、30分の待ち時間は不要です。 

 

   

 
 
 

入力 B 

入力 A 

  6ダイヤル抵抗計 

形GRT1-TS2Pま
たは TS2PK 

入力 B 

 
 

 



6－4 温度入力ユニット 
6－4－4 各機能の説明と設定方法 

6-78 

6 

温
度
入
力
ユ
ニ
ッ
ト 

 

 

 

 



      

 

第7章 

カウンタユニット 
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 7－1 カウンタユニットの概要 
本章では、カウンタユニットの操作に必要な機能やステータスエリア、I/Oデータ割付、
ウィンドウの説明、仕様、配線などについて説明します。 

 

7－1－1 カウンタユニットとは 

カウンタユニット形 GRT1-CT1（-1）は GRT1シリーズの共通機能（バックアップ機能、
リストア機能など）に加え、カウンタユニット特有の機能（カウント機能、範囲比較
機能など）を使用できます。  
カウンタ現在値やプリセット値、レジスタ値のようなカウンタのデータは、ステータ
ス情報と一緒に I/Oデータとして割り付けることができます。設定ツールにてステー
タスデータの割り付け、カウンタユニットの機能の設定、モニタリングなどが行えま
す。 

 

7－1－2 機能一覧 

カウンタユニットで使用できる機能一覧を下表に示します。機能の詳細と設定方法に
ついては、「6-4-4 各種機能の説明と設定」を参照してください。 

機能 詳細 デフォルト 

カウンタ機能 カウンタ 1点を持ち、ユーザが設定したモードに従って動作
します。 

常に有効  

制御・モニタ機
能 

入力 1点、出力 1点を使用して、カウンタを制御・モニタリ
ングすることができます。 

無効 

範囲比較機能 範囲（上下限値）を設定して、出力を制御することができま
す。カウンタ値がこの範囲内のとき、出力はカウンタ値と範
囲比較の関係に従って ON/OFFします。 

無効 

リセット デジタル入力を使用するか、I/Oデータのユーザコマンドを使
用すると、カウンタをリセットすることができます。 

無効 

プリセット デジタル入力を使用するか、I/Oデータのユーザコマンドを使
うと、カウンタを指定値にプリセットすることができます。 

無効 

キャプチャ カウンタ現在値をメモリに保存し、その値をいつでも読み出
すことができます。カウンタ値をキャプチャするには、デジ
タル入力か I/Oデータのユーザコマンドを使用します。 

無効 

Z相リセット ユーザの設定に従って、カウンタを入力 Z相の立ち上がりエ
ッジでリセットすることができます。入力 Z相とデジタル入
力が同じ入力を共有しています。 

無効 

カウンタ周波
数測定 

カウンタ入力パルスの周波数を測定することができます。測
定された周波数は、カウンタ現在値から 1秒前のカウンタ値
を差し引いて計算されます。カウンタ値は 0.1秒毎にサンプリ
ングされます。 
サンプリングしたすべてのカウンタデータは、カウンタ値が
リセットまたはプリセットされたときに 0かプリセット値に
設定され、再び周波数の測定を開始します。  

常に有効 

バスエラー時
の動作設定 

SmartSliceのバスエラーが発生した際に実行する動作を設定
することができます。デジタル出力をクリアするか、正常な
動作を続けることが可能です。エラー発生時でも、カウンタ
は正常に動作を続けます。 

出力クリア 
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機能 詳細 デフォルト 

バスアイドル時
の動作 

SmartSliceのバスがアイドル状態になった時の動作を設
定することができます。デジタル出力をクリアするか、
機能を継続させるかを設定します。カウンタは正常に動
作を続けます。 

出力クリア 

ラストメンテナ
ンスデイト機能 

ユニットのメンテナンスが最後に行われた日付を記録
します。  

2005/1/1 

 

7－1－3 I/Oデータ 
カウンタユニットには入力データと出力データがあります。マスタの OUTエリアには、
マスタからユニットへの出力データとして 3CHが割り付けられ、マスタの INエリア
には、ユニットからマスタへの入力データとして 3CHが割り付けられます。I/Oデー
タに関する詳しい内容は、「6-4-3 I/Oデータの詳細」をご覧ください。 

 

● 入力データ 
I/Oデータ 詳細 

カウンタデータとステータスデータ
（入力 6バイト） 

カウンタデータのモニタリングに使用 
ステータスフラグを付加して状態を確認 

 

● 出力データ 
I/Oデータ 詳細 

カウンタの設定と制御データ 
（出力 6バイト） 

カウンタのセットアップと制御に使用 
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 7－2 ステータスエリア 
 

カウンタユニットは 2種類のステータスエリアをユニット内部に持っています。ユニ
ット毎に設定した各機能のユーザ任意の閾値に対してビットを立てます。 
これらのステータスエリアのいずれかのビットが ONした場合のみ、通信ユニットの
ステータスフラグの該当ビットが ONします。 
通信ユニットのステータスフラグの情報はマスタへと通知されます。I/Oユニットのス
テータスエリアの情報は設定ツールにて読み出すことができます。 

 

 
 

カウンタユニット 通信ユニット 

閾値越えで該当ビットが
ON。どのビットが ONした
かは設定ツールにて読み出
し可能 

カウンタユニットのステータスフラグのいずれか
がONで通信ユニットのステータスフラグの該当ビ
ットが ONします。 

マスタへ通知 

上位マスタ 

 
 

■ ワーニングステータスエリア 

カウンタユニットのワーニングステータスエリアは以下の 16ビットで構成されます。
ユニット内の軽微なエラーを検知します。いずれかのビットが ONした場合、通信ユ
ニットのステータスフラグのビット 2が ONし、マスタへ通知します。 
ビット 内容 説明 

0 予約 － 

1 予約 － 

2 予約 － 

3 ユニットメンテナンスフラグ 
OFF：正常 
ON：エラー（閾値または 87672時間超え）

ユニット通電時間モニタ機能で閾値とし
て設定した通電時間を監視します。 
また、87672時間（10年）の経過を監視
します。 

4 予約 － 

5 予約 － 

6 予約 － 

7 予約 － 

8 予約 － 

9 接続機器メンテナンスフラグ 
OFF：範囲内（全点が設定値未満） 
ON：範囲外（1点以上が設定値オーバー）

接点動作回数モニタ機能、または ON積
算時間モニタ機能で設定している閾値の
範囲内であるかを監視します。 

10 予約 － 

11 予約 － 

12 予約 － 

13 予約 － 

14 予約 － 

15 予約 － 
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■ アラームステータスエリア 

カウンタユニットのアラームステータスエリアは以下の 16ビットで構成されます。ユ
ニット内の重大なエラーを検知します。 

いずれかのビットが ONした場合、通信ユニットのステータスフラグのビット 4が ON

し、マスタへ通知します。 
ビット 内容 説明 

0 予約 － 

1 EEPROMデータエラーフラグ  
 

OFF：正常 
ON：エラー発生 

2 予約 － 

3 予約 － 

4 予約 － 

5 予約 － 

6 予約 － 

7 予約 － 

8 I/O電源ステータスフラグ OFF：I/O電源ＯＮ状態 
ON：I/O電源 OFF状態 

9 予約 － 

10 予約 － 

11 予約 － 

12 予約 － 

13 予約 － 

14 予約 － 

15 予約 － 
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 7－3 メンテナンス情報ウィンドウ 
ここでは、各種一般ユニットの状態を確認することができるメンテナンス情報画面に
ついて説明します。同じくユニットの状態を確認することができるデバイスモニタ画
面もありますが、ここではメンテナンス情報画面を例として説明します。 

 

7－3－1 メンテナンス情報の確認方法 
専用設定ツールの［通常画面］から「右クリック」－「メンテナンス情報」を選択し
ます。または、［メンテナンスモード画面］からユニットを選択してダブルクリック
すると、通信ユニットの「メンテナンス情報」画面が表示されます。 

「I/Oユニット」タブを選択し、「表示」ボタンを押すことで I/Oユニットの「メンテ
ナンス情報」画面が表示されます。 

 

 
 
 
 
 
 



7－3 メンテナンス情報ウィンドウ 
7－3－1 メンテナンス情報の確認方法 

7-7 

7 

カ
ウ
ン
タ
ユ
ニ
ッ
ト 

■ 全般画面 

ステータスチェックボックス 

 
項目 説明 

説明 ユニットコメントで設定した 32文字（全角は 16文字）の内容が表示
されます。 

最終メンテナンス日 最終メンテナンス設定した日付を表示します。 

ユニット通電時間 ユニットが過去に稼動した通電時間のトータル時間を表示します。

更新ボタン メンテナンス情報を更新するボタンです。 

メンテナンスカウンタセーブ メンテナンスカウンタをユニット内にセーブする機能です。この機能
を使用すると電源再投入時に前回の値を保持します。 

 

■ OUT画面 

No.の順番が端子の並びに対応しています。 
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項目 説明 

I/Oコメント 各出力に対して出力コメントとして設定されたテキスト（最大 32文字）を
表示します。 

メンテナンスカウンタ 各出力のメンテナンスカウンタ値を表示します。メンテナンスカウンタの
値が閾値をオーバーすると、出力番号欄の左に警告のアイコンが表示され
ます。 
ON積算時間の単位 = 秒 
接点動作回数の単位 = 回 

 

■ IN 画面 

No.の順番が端子の並びに対応しています。 

 
 

項目 説明 

I/Oコメント 各入力にコメントとして設定されたテキスト（最大 32文字）を表示しま
す。 

メンテナンスカウ ンタ 入力のメンテナンスカウンタ値を表示します。メンテナンスカウンタの
値が閾値をオーバーすると、入力番号欄の左に警告のアイコンが表示さ
れます。 
ON積算時間は秒単位で表示。接点動作回数は動作回数で表示。 
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■ 異常履歴画面 

最近発生したエラーを表示します。 

 
 

項目 説明 

内容 発生した通信エラーの内容を示します。 
ユニット通電時間 エラー発生時点でそれまでにネットワーク電源が ONとなっていた時間の

合計値を示します。 
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 7－4 カウンタユニットの説明 
 

7－4－1 形 GRT1-CT1（NPN）／形 GRT1-CT1-1（PNP） 

■ 一般仕様 
項目 仕様 

ユニット電源電圧 DC24V （DC20.4～26.4V） 

I/O電源電圧 DC24V （DC20.4～26.4V） 

耐ノイズ性 IEC 61000-4-4に準拠 2.0kV （電源ライン）  

耐振動 10～60Hz 複振幅 0.7mm、60～150Hz 50 m/s2 
耐衝撃 150m/s2 
耐電圧 AC500V （絶縁されている回路間） 

絶縁抵抗 20MΩ以上（絶縁されている回路間） 

使用周囲温度  -10～55˚C （氷結、結露のないこと） 

使用周囲湿度 相対湿度 25%～85%  

使用環境 腐食性ガスのないこと 

保存周囲温度  -25～65˚C （氷結、結露のないこと） 

取り付け方法 DIN35mmレール取り付け 

 

■ 性能仕様 
項目 仕様 

入力信号 A相、B相、Z相またはデジタル入力 

出力信号 デジタル出力（設定可能） 

カウンタ分解能 32ビット 

最大カウンタ入力周波数 カウンタモードによって最大 60kHz。後述の「I/O信号仕様」を参照。  
レスポンスタイム 1ms以下（注）  

絶縁方法 フォトカプラ絶縁（通信ラインと入力／出力ライン間） 
ただし、入力信号ラインと出力信号ライン間は非絶縁 

I/O接続方法 スクリューレスクランプ端子台 

注：レスポンスタイムは、A、B、Z、または INの入力が ONか OFFになってから出力が更新さ
れるまでの時間です。レスポンスタイムは、モニタリング中やメンテナンス中は正しく得ら
れないことがあります。  
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■ I/O 信号仕様 

エンコーダからの A 相入力と B 相入力は、カウントのための位相差信号です。Z 相入

力はリセット入力です。  

● 入力信号 

エンコーダ A 相入力と B 相入力 
項目 仕様 

形式 形 GRT1-CT1 形 GRT1-CT1-1 

入力タイプ NPN PNP 

入力点数 2 点（A 相、B 相エンコーダ入力） 

ON 電圧 18.6V 以上（入力端子と V 間） 18.6V 以上（入力端子と G 間） 

ON 電流 3.0mA 以上 

OFF 電圧 4.0V 以下（入力端子と V 間） 4.0V 以下（入力端子と G 間） 

OFF 電流 1.0mA 以下 

 

エンコーダ Z 相入力またはデジタル入力 
項目 仕様 

形式 形 GRT1-CT1 形 GRT1-CT1-1 

入力タイプ NPN PNP 

入力点数 1 点 

ON 電圧 15.0V 以上（入力端子と V 間） 15.0V 以上（入力端子と G 間） 

ON 電流 3.0mA 以上 

OFF 電圧 5.0V 以下（入力端子と V 間） 5.0V 以下（入力端子と G 間） 

OFF 電流 1.0mA 以下 

ON レスポンスタイム 1ms 以下 （注） 

OFF レスポンスタイム 1ms 以下 （注） 

注：レスポンスタイムは、A、B、Z、または IN の入力が ON か OFF になってから出力が更新さ

れるまでの時間です。レスポンスタイムは、モニタリング中やメンテナンス中は正しく得ら

れないことがあります。  
 

● デジタル出力（OUT） 
項目 仕様 

形式 形 GRT1-CT1 形 GRT1-CT1-1 

出力タイプ NPN PNP 

出力点数 1 点 1 点 

総出力電流 500mA 以下 500mA 以下 

残留電圧 1.2V 以下（出力端子と G 間） 1.2V 以下（出力端子と V 間） 

漏れ電流 0.1mA 以下 0.1mA 以下 

ON レスポンスタイム 1ms 以下 （注） 1ms 以下 

OFF レスポンスタイム 1ms 以下 （注） 1ms 以下 

注：レスポンスタイムは、A、B、Z、または IN の入力が ON か OFF になってから出力が更新さ

れるまでの時間です。レスポンスタイムは、モニタリング中やメンテナンス中は正しく得ら

れないことがあります。 次ページの図を参照ください。 
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C

AA

BB

50%

Off

On

EZ

50%

Off

On

D D D

Off

50%

On

カウンタ入力A、B
入力パルスデューティ＝50%

位相差パルス入力時のA相とB相の関係

カウンタ入力Z相＊

A相

B相

D

A：＜3.0μs

D：＞4.16μs

B：＞7.16μs

C：＞16.6μs

E：＞7.16μs
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7－4－2 各部の名称と機能 
 

LED表示部�
�ユニットの状態�
を表示します。�

端子台部�

リリースボタン�
テストピン�

端子挿入穴�

CT1

 
   

■ LED表示 

● TS表示 

LEDでスライス I/Oユニットの状態を示します。詳しくは「2-1-3 LED表示」を参照し
てください。  

 

● I/O表示 

I/O表示により、カウンタ入力と I/Oの状態が示されます。 
名称 色 状態 I/Oの状態 

  点灯 入力 Aが ON 
A 黄  

 消灯 入力 Aが OFF 
  点灯 入力 Bが ON 

B 黄  
 消灯 入力 Bが OFF 

  点灯 入力 Zまたはデジタル入力が ON 
Z/I 黄  

 消灯 入力 Zまたはデジタル入力が OFF 
  点灯 デジタル出力 ON 

O 黄  
 消灯 デジタル出力 OFF 

 

■ ハードウェアの設定 

カウンタユニットに必要なハードウェアの設定はありません。  
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■ 内部回路 

● 形 GRT1-CT1（NPN対応） 

 

 

 

 

IO LED 

IO LED

A
B
Z/IN

OUT

NC
�3x�

G
2x

V
3x

ベースブロック部� 本体ブロック部�

内部回路�

内部回路�

降圧�

端子台ブロック部�

 
 

● GRT1-CT1-1（PNP対応） 

 

 

 

 

IO LED 

 
IO LED 

A
B
Z/IN

OUT

NC
3x

G
3x

V
2x

ベースブロック部� 本体ブロック部�

内部回路�

内部回路�

降圧�

端子台ブロック部�
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■ 配線 

 

B V

Z/IN N.C.

A OUT

N.C. N.C.

V V

G G

B

Z/IN

A

N.C.

V

G

N.C.

G

OUT

N.C.

V

G

NPN型
ロータリー
エンコーダなど�

24V（茶）�

0V（青）�

A相（黒）�

ソレノイド
バルブなど�B相（白）�

Z相（橙）�

●形GRT1-CT1（NPN対応）�

24V（茶）�

0V（青）�

A相（黒）�

B相（白）�

Z相（橙）�

●形GRT1-CT1-1（PNP対応）�

ソレノイド�
バルブなど�

PNP型
ロータリー
エンコーダなど�

 
 
 

■ 外形寸法 （単位: mm） 

 

１2
１2

８４
�

3
3

１５�

１１
．７

�

（７４．４）�
（８

４）
�

７４．４�１４．１�

（８８．５）�

１４
．３

�

ＯＭＲＯＮ�

 
 
 



7－4 カウンタユニットの説明 
7－4－3 I/Oデータの詳細 

7-16 

7 

カ
ウ
ン
タ
ユ
ニ
ッ
ト 

7－4－3 I/Oデータの詳細 
カウンタユニットは、マスタユニットが装着されている CPUユニット（以下、マスタ
と呼ぶ）の I/Oメモリに、出力（マスタ→カウンタユニット）3CH、入力（カウンタユ
ニット→マスタ）3CHが SmartSlice通信ユニットのノードアドレスおよびスライス I/O

ユニットの接続順に応じて割り付けられます。 

■ OUTデータ（マスタ→カウンタユニット） 

以下に、マスタに割り付けられた OUTエリアからカウンタユニット内に書き込まれる
データについて説明します。 

このデータは、カウンタユニットの設定に使用します。 

「n」は、マスタ内でこのカウンタユニットに割り付けられた OUTエリアの先頭 CH

です。 

CH ビット 定義 

n、n+1 00～15 設定値 
–2,147,483,648～+2,147,483,647の間で設定。 
設定値は、書込コマンドビット（n+2 CHのビット 03）が OFF→ONになった
とき（立ち上がり時）に、データ種類選択ビット（n+2 CHのビット 00～02）
によって指定されたカウンタユニット内のデータ種類に書き込まれます。 

n+2 00～02 データ種類選択ビット 
これらのビットは、書込コマンドビット（n+2 CHのビット 03）が OFF→ON
になったとき（立ち上がり時）に設定値（n CH、n＋1 CH）のどのデータ種類
に書き込むか選択します。また読出コマンドビット（n+2 CHのビット 04）が
ONになったときにどのデータ種類の値を読み出して INデータのモニタ値（m 
CH、m＋1 CH）を書き換えるかを指定します。 
ビット： 02  01  00 
 0   0  0  = カウンタ現在値 
 0    0  1  = 現在の周波数（Hz単位の A相入力信号の周   

波数） 
 0    1  0  = キャプチャ値レジスタ 
 0    1  1  = プリセット値レジスタ 
 1    0  0  = 下限値（LL） 
 1    0  1  = 上限値（UL） 
 1    1  0  = サポートなし 
 1    1  1  = サポートなし 

 03 書込コマンドビット（注） 
このビットを OFF→ONにすると、データ種類選択ビット（n+2 CHのビット
00～02）によって指定されたカウンタユニット内のデータ種類に設定値（n 
CH、n+1 CH）を書き込みます。  
選択されたレジスタが 000、001、010、110、111の場合は、何も起こりません。

 04 読出コマンドビット（注） 
このビットを OFF→ONにすると、データ種類選択ビット（n+2CHのビット
00～02）で指定されたデータを読み出し、INデータのモニタ値（m CH、m+1 
CH）を書き換えます。 

 05 デジタル入力有効ビット 
このビットは、デジタル入力の有効/無効を切り替えます。 
OFF：デジタル入力に割り付けられた機能を無効 
ON：デジタル入力に割り付けられた機能を有効 

 06、07 デジタル入力によるカウンタリセットモードビット 
これらのビットはデジタル入力のカウンタリセットのモードを設定します。 
ビット： 07   06 
 0   0 = サポートなし 
 0   1 = カウンタ値をデジタル入力の最初の立ち上がり 
エッジでゼロにリセットします。 
 1   0  = カウンタ値をデジタル入力の立ち上がりエッジ毎 
にゼロにリセットします。 
 1   1 = サポートなし 
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CH ビット 定義 

n+2  
（続き） 

08 ゲートコントロールビット 

このビットは、カウンタの有効/無効を切り替えます。  
OFF：カウント有効  
ON：カウントを無効とし（パルスをカウントしない）、エンコーダ入力に応

じてカウンタ現在値を変更しません。  
カウンタ現在値は、カウント無効時でも、リセットコマンドまたはプリ
セットコマンドを使うと変更することができます。 

 09 キャプチャコマンドビット（注） 

このビットを OFF→ON（立ち上がり時）にすると、キャプチャレジスタにカ
ウンタ現在値を保存します。 

 10 プリセットコマンドビット（注） 

このビットを OFF→ON（立ち上がり時）にすると、プリセットレジスタに設
定されている値をカウンタ現在値に書き込みます。 

 11 リセットコマンドビット（注） 

このビットを OFF→ONにすると、カウンタ現在値を 0にリセットします。 

 12、13 出力コントロールビット 

これらのビットは、デジタル出力（OUT）を制御します。  
ビット： 13   12 
 0   0 = 範囲（上限、下限）によって制御されたデジタル出力
 0   1 = デジタル出力 OFF 
 1   0 = デジタル出力 ON 

 1   1 = デジタル出力 ON 

 14、15 予約 

 

 

お願い 

 

・各コマンドは、そのコマンドが ONになったときに一度だけ実行されます。 
・コマンドビットは自動的にリセットされません。したがって、ユーザ側でリセット
してください。よって、コマンド実行後（m+2 CHの対応する各完了フラグが ONに
なったら）、必ずユーザー側でコマンドビットをリセットしてください。 

 

お願い 

 

ユニットを交換して起動する場合も含め、ユニットを起動する時には、必ずすべての
コマンドビットを OFFにしてください。 
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■ INデータ（カウンタユニット→マスタ） 

以下に、マスタに割り付けられた INエリアにカウンタユニットから読み出されるデー
タについて説明します。 

このデータはカウンタユニット内各種データとカウンタユニットの動作状態をモニタ
リングするのに使用します。 

「m」は、マスタ内でカウンタユニットに割り付けられた、IN（本カウンタユニット
→マスタ）エリアの先頭 CHです。 

  
CH ビット 定義 

m、m+1 
 

00～15 モニタ値 
読出コマンドビット（n+2のビット 04）が最後に ONしたときに、デー
タ種類選択ビット（n+2 CHのビット 00～02）によって指定されたカウ
ンタユニット内のデータ種類の現在値がここに表示されます。 
下記のビット（m+2 CHのビット 00～02）をチェックして、現在ここに
どんなデータが表示されているか確認してください。 

m+2 00～02 モニタ値の現在のデータ表示ビット 
これらのビットは m CHと m+1 CHに表示されているデータ種類を示し
ます。 
ビット： 02 01 00 
 0  0  0 = カウンタ現在値 
 0  0   1 = 現在の周波数（Hz単位の A相入力信号の 

周波数） 
 0     1   0  = キャプチャレジスタ 
 0     1 1  = プリセットレジスタ 
 1     0 0  =下限値（LL） 
 1     0 1  =上限値（UL） 
 1     1 0  = サポートなし 
 1     1 1  = サポートなし 

 
「サポートなし」は、そのビットの組み合わせに割り付けられているレ
ジスタがないことを意味します。  

 03 書込コマンド完了フラグ 

書込コマンドが完了する（書込コマンドビット n+2 CHのビット 03によ
ってトリガがかかる）と、このフラグが ONします。このフラグは、書
込コマンドビットのリセット時に OFFになります。 

 04 コマンド重複フラグ 

以下のビットのうち 2つ以上が同時に ONになると、このフラグが ON

になります。 
n+2CH, ビット 03, 09, 10, 11 
コマンドは次の順番で実行されます。 

1：書き込み 

2：キャプチャ 

3：プリセット 

4：リセット 

コマンドビットを OFFするとこのフラグも OFFします。 

 05 予約 

 06 アンダーフローフラグ 

カウント値がアンダーフローとなると、このフラグが ONになります。
カウントはカウント値が下限値になると停止します。下限値は
-2,147,483,648です。カウントを再開するには、カウンタ値をプリセット
またはリセットしてください。このフラグは、カウントの再開時に OFF

となります。  

 



7－4 カウンタユニットの説明 
7－4－3 I/Oデータの詳細 

7-19 

7 

カ
ウ
ン
タ
ユ
ニ
ッ
ト 

 
CH ビット 定義 

m+2  
（続き） 

07 オーバーフローフラグ 

カウント値がオーバーフローとなると、このフラグが ONになります。
カウントはカウント値が上限値になると停止します。上限値は
2,147,483,647です。カウントを再開するには、カウンタ値をプリセット
またはリセットしてください。このフラグは、カウントの再開時に OFF

となります。 

 08 カウンタ動作中フラグ 

このフラグはカウンタの動作状態を示します。カウンタの動作は、ゲー
トコントロールビット（n+2 CHのビット 08）によって制御することが
できます。 

OFF：停止 

ON：動作中 

 09 キャプチャコマンド完了フラグ 

キャプチャコマンドが完了すると（キャプチャコマンド ビット n+2 CH

のビット 09によってトリガかかると）、このフラグが ONします。この
フラグは、キャプチャコマンドビットのリセット時に OFFになります。

 10 プリセットコマンド完了フラグ 

プリセットコマンドが完了すると（プリセットコマンド ビット n+2 CH

のビット 10によってトリガかかると）、このフラグが ONします。この
フラグは、プリセットコマンドビットのリセット時に OFFになります。

 11 リセットコマンド完了フラグ 

リセットコマンドが完了すると（リセットコマンドビット n+2 CHのビッ
ト 11によってトリガがかかると）、このフラグが ONします。このフラ
グは、リセットコマンドビットのリセット時に OFFになります。 

 12 デジタル入力ステータスフラグ 

このフラグは、デジタル入力の現在の状態を示します。  
OFF：Low （OFF） 

ON：High （ON） 
 13 予約 

 14 デジタル出力ステータスフラグ 

このフラグは、デジタル出力の現在の状態を示します。  
OFF：Low （OFF） 

ON：High （ON） 

 15 予約 
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7－4－4 各種機能の説明と設定 
カウンタ機能で使用できる機能のうち、以下の機能は一般ユニットの機能と同様です。
設定方法などの詳細は、一般ユニットの項を参照してください。  

 
機能 参照 

I/O電源モニタ 4-4-1項「I/O電源モニタ」 

接点動作回数モニタ 4-4-4項「接点動作回数モニタ」 

ON積算時間モニタ 4-4-5項「ON積算時間モニタ」 

 
カウンタユニット特有の機能は、「ユニットパラメータ編集」ウィンドウで設定しま
す。「ユニットパラメータ編集」ウィンドウを開く手順は、使用している設定ツール
によって異なります。例えば、DeviceNetコンフィグレータ（ver. 2.43以上）の場合は、
以下のような手順になります。  

 

① DeviceNetコンフィグレータの「ネットワーク構成」ウィンドウを開きます。 

 

② 目的のスライス I/Oユニットのアイコンをダブルクリックするか、右クリックして
「パラメータ」－「編集」を選択して、以下の「デバイスパラメータの編集」ウ
ィンドウを開きます。 
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 ③「I/Oユニット」タブを開き、任意のユニットを選択し、「編集」ボタンをクリッ
クすると以下の「ユニットパラメータの編集」ウィンドウが表示されます。  

  

 
 

■ 全般タブによる各種機能の設定 

「全般」タブより以下の項目の設定を行います。以下の項を参照して設定を行ってく
ださい。  

項目 参照 

説明 2-3-5項「ユニットコメント機能」 

ユニット通電時間監視値 2-3-4 項「ユニット通電時間モニタ」 

最終メンテナンス日 2-3-8項「ラストメンテナンスデイト機能」 

 

● デフォルト設定 

「全般」タブページの「出荷時設定に戻す」ボタンを押すと、カウンタユニットのす
べてのタブのパラメータにデフォルト値を設定します。
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OUTタブによる各種機能の設定 

カウンタユニットはデジタル出力 1点をサポートしています。これによりユーザは任
意に設定した閾値とカウンタ値の比較を行うことがます。詳しくは後述の「レンジ 0」
タブの説明を参照してください。各種機能の設定は、以下の手順で行ってください 

 ① 「ユニットパラメータ編集」ウィンドウの「OUT」タブをクリックして、「OUT」
タブページを表示します。 

  
 

② デジタル出力（No. 00）を選択して、「編集」ボタンをクリックします。「端子の
設定」ダイアログボックスが表示されます。  

  
 

③ 以下の機能の設定をこのダイアログボックスで行います。  
項目 説明 

I/Oコメント デジタル出力のコメントを入力します。  

監視モード ON積算時間（単位：秒）または接点動作回数（単位：回）のどち
らでカウントを行うかを設定します。 

監視設定値 監視モードの設定値を入力します。  
接点動作回数は 0～4,294,967,295回の範囲で、 
ON積算時間は 0～4,294,967,295秒の範囲で設定することができま
す。  

 
上記の設定は不揮発性メモリに保存されます。設定を変更する場合、新しい設定を有
効にするにはカウンタユニットをリセットしなければなりません。  
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■ INタブによる各種機能の設定 

カウンタユニットはデジタル入力 1点をサポートしています。デジタル入力の立ち上
がりエッジと立ち下りエッジを設定するには、後述の「カウンタ」タブ内の「全般」
タブを参照してください。機能の設定は、以下の手順で行ってください。 

 
① 「ユニットパラメータ編集」ウィンドウの「IN」タブをクリックして、「IN」タブ
ページを表示します。 

 
 

② デジタル入力（No. 00）を選択して、「編集」ボタンをクリックします。「端子の
設定」ダイアログボックスが表示されます。  

  
 

③ 以下の機能の設定をこのダイアログボックスで行います。 
項目 説明 

I/Oコメント デジタル入力のコメントを入力します。  

監視モード ON積算時間（単位：秒）または接点動作回数（単位：回）のどちら
でカウントを行うかを設定します。 

監視設定値 監視モードの設定値を入力します。  
接点動作回数は 0～4,294,967,295回の範囲で、 
ON積算時間は0～4,294,967,295秒の範囲で設定することができます。

 

上記の設定は不揮発性メモリに保存されます。設定を変更する場合、新しい設定を有
効にするには、カウンタユニットをリセットしなければなりません。  
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■ カウンタタブによる各種機能の設定 

カウンタユニットはカウンタ入力 1 点をサポートしています。  

「ユニットパラメータ編集」ウィンドウの「カウンタ」タブをクリックします。 

「カウンタ」タブページには、様々なカウンタ機能の設定に使用するタブがあります。

「レンジ 0」タブは、「レンジ 0」のチェックされている場合のみ表示されます。 

 

 
 

● 「一般」タブ 
「一般」タブは、各パラメータの設定を行います。  

これらの設定は、不揮発性メモリに保存されます。設定を変更する場合、新しい設定

を有効にするには、カウンタユニットをリセットしなければなりません。 

 

コンフィグレーションタグ 
コンフィグレーションタグとは、現在の全カウンタパラメータの設定のバージョンを

グループ管理するのに使用します（0～255 の範囲内で設定可能）。コンフィグレーシ

ョンタグは、残りのパラメータの設定と一緒にカウンタユニットにダウンロードされ、

カウンタユニットから残りのパラメータの設定と共にアップロードされます。  

 

カウンタ入力モード 
以下のカウンタ入力モードの中から 1 つを選択します。 

カウンタ入力モード 説明 

位相差（1 逓倍） 入力 A、入力 B に位相パルスを入力します。 

・A 相のパルスが B 相のパルスより進んでいるとき、カウンタ値を A

相の立ち上がりエッジで加算します。 

・B 相のパルスが A 相のパルスより進んでいるとき、カウンタ値を入

力 A 相の立ち下がりエッジで減算します。 

位相差（2 逓倍） 入力 A、入力 B に位相パルスを入力します。 

・A 相のパルスが B 相のパルスより進んでいるとき、カウンタ値を A

相の立ち上がりエッジと立ち下がりエッジで加算します。 

・B 相のパルスが A 相のパルスより進んでいるとき、カウンタ値を入

力 A 相の立ち上がりエッジと立ち下りエッジで減算します。 
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位相差（4 逓倍） 入力 A、入力 B に位相パルスを入力します。 

・A 相のパルスが B 相のパルスより進んでいるとき、カウンタ値を A

相および B 相の立ち上がりエッジと立ち下がりエッジで加算しま

す。 

・B 相のパルスが A 相のパルスより進んでいるとき、カウンタ値を入

力 A 相および B 相の立ち上がりエッジと立ち下がりエッジで減算

します。 

パルス/方向カウント 入力 A 相のパルスをカウントし、入力 B 相がカウントの方向を決定

します。  

・入力 B 相が ON のとき、カウンタ値を加算します。 

・入力 B 相が OFF のとき、カウンタ値を減算します。 

・カウンタ値は、入力 A 相の立ち上がりエッジで変更されます。 

アップ/ダウンカウンタ ・入力 A 相でパルスを受信すると、カウンタ値を加算します。 

・入力 B 相でパルスを受信すると、カウンタ値を減算します。 

・カウンタ値は、入力 A 相か B 相の立ち上がりエッジで変更されま

す。 

 

カウンタ入力モードの動作を以下に示します。 

 
・位相差カウント 

 
        

2 2 1 

入力 A 相 

入力 B 相 

0 1 2 3 

0 1 2 3 4 5 6 5 4 3 2 1 2 3 4 

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 2 3 4 5 6 7 8

×1 

×2 
×4 

ON 
OFF 

 

ON 
OFF 

12 
 

 

 
・パルス/方向カウント 

 

2 1 1 0 7 6 5 4 3 

入力 A 相 

入力 B 相 

2 3 4 5 6 7 8 0 

ON 
OFF 

 

ON 
OFF 

 
 

 
・アップ/ダウンカウント 

 
 

2 1 0 0 7 6 5 4 3 

入力 A 相 

入力 B 相 

1 2 3 4 5 6 7 8 

ON 
OFF 

 

ON 
OFF 

 
  



7－4 カウンタユニットの説明 
7－4－4 各種機能の説明と設定 

7-26 

7 

カ
ウ
ン
タ
ユ
ニ
ッ
ト 

入力立ち上がりと入力立ち下がりエッジの動作 

デジタル入力（Z相入力）の立ち上がりエッジと立ち下がりエッジで実行する動作を
選択します。 

動作 説明 

動作なし 動作を実行しません。 
キャプチャ カウンタ現在値をキャプチャ値レジスタに保存します。キャプチャ値は、

読出コマンドビット（n+2 CHのビット 04）を使って読み出すことができ
ます。 

リセット カウンタ値を 0にリセットします。 
プリセット カウンタ値をプリセット値に設定します。 

 

バスエラー時の動作 

バスエラー発生時に実行する動作を選択します。 
動作 説明 

出力クリア バスエラーが取り除かれるまで出力ステータスをクリアし、カウンタ値を
そのままエンコーダ入力によって更新します。 

出力機能維持 出力ステータスを更新し続け、そのままエンコーダ入力に従ってカウンタ
値を更新します。 

 

バスアイドル時の動作 

バスがアイドル状態になったときに（DeviceNetなどでホスト通信にエラーが発生した
場合など）実行する動作を選択します。 

動作 説明 

出力クリア バスアイドル状態が取り除かれるまで出力ステータスをクリアし、そのま
まエンコーダ入力に従ってカウンタ値を更新します。 

出力機能維持 出力ステータスを更新し続け、そのままエンコーダ入力に従ってカウンタ
値を更新します。 

 

デフォルト設定 

以下のデフォルト値に設定するには、「全般」タブページの「出荷時設定に戻す」ボ
タンを押してください。 

設定項目 デフォルト値 

カウンタ入力モード 位相差（1逓倍） 
入力立ち上がりエッジの動作 動作なし 
入力立ち下がりエッジの動作 動作なし 
バスエラー時の動作 出力クリア 
バスアイドル時の動作 出力クリア 
設定タグ （影響なし） 
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● 「プリセット」タブ 

カウンタをプリセット値に設定します。デジタル入力の「入力立ち上がりエッジの動
作」か「入力立ち下がりエッジの動作」を使用します。またはプリセットコマンドビ
ット（n+2 CHのビット 10）を使用すると、カウンタをプリセット値に設定することが
できます。  

 

プリセット値 

「プリセット値」フィールドにプリセット値を設定します。設定値は、プリセット値
レジスタに保存されます。  

下図にプリセット値の動作を示します。この例では、エンコーダからカウンタに固定
周波数を入力し、プリセット値を 1000に設定した場合を示します。 

 
 カウンタ 

時間 
カウンタプリセット 

プリセット値＝1000 

 
 

プリセット値は–2,147,483,648 （80000000 hex） ～2,147,483,647 （7FFFFFFF hex）の
範囲で設定することができます。  

この設定は、不揮発性メモリに保存されます。設定が変更されると、新しい値はすぐ
に有効となります。 

 

デフォルト設定 

以下のデフォルト値に設定するには、「プリセット」タブの「出荷時設定に戻す」ボ
タンを押してください。 

 

設定項目 デフォルト値 

プリセット値 0 

 

● 「レンジ 0」タブ 

「カウンタ」タブの「レンジ 0」にチェックを入れると「レンジ 0」タブが表示されま
す。カウンタ値の範囲比較を設定するには、この「レンジ 0」タブページを使用します。
範囲には下限と上限を設定し、デジタル出力をこの範囲と関連するカウンタ値によっ
て制御します。  

 
注：デジタル出力は、出力コントロールビット（n+2 CHのビット 12、13）が OFFのときにのみ、
設定した範囲によって制御可能です。 
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範囲比較の設定 
「下限」フィールドと「上限」フィールドに値を入力します。値は–2,147,483,648 （8000 
0000 hex） ～2,147,483,647 （7FFFFFFF hex）の範囲で設定することができます。 
これらの設定は、不揮発性メモリに保存され、設定が変更されると新しい値はすぐに
有効となります。 
範囲の値を下限値と上限値に設定すると、範囲は無効となります。 

 

 
 

動作 
出力は、カウンタ値と範囲設定の関係によって次のように制御されます。 
LL （Lower Limit）は下限値、UL （Upper Limit）は上限値を意味します。 
・UL > LLのとき、LL ≤ カウンタ値 ≤ ULならばデジタル出力は ONとなり、これに
該当しなければ OFFとなる。 

・UL < LLのとき、UL ≤ カウンタ値 ≤ LLならばデジタル出力は OFFとなり、これに
該当しなければ ONとなる。 
・UL = LLのとき、LL = カウンタ値 = ULならばデジタル出力は ONとなり、これに
該当しなければ OFF となる。 

 
下図に上記 2件目までの動作を示します。 
 

 

UL0 

LL0 

CNT 

OUT0 

LL0 

UL0 

CNT 

OUT0 

UL＞LLの場合 

UL＜LLの場合 
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● デフォルト設定 

デフォルト値に設定するには、「レンジ 0」タブページの「デフォルト設定に戻す」ボ
タンを押してください。 

 

設定項目 デフォルト値 

Lower Limit 2147483647 

Upper Limit -2147483648 
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第 8章 

システムユニット 
 



8－1 システムユニットの種類 
8－1－1 ターンバックユニット（右側折り返し専用） 
形 GRT1-TBR 
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8－1 システムユニットの種類 
 

8－1－1 ターンバックユニット（右側折り返し専用） 

形 GRT1-TBR 
スライス I/Oターミナルのブロックを分けて増設する際に本ユニットを右端に接続し、
ターンバックケーブルを使用してターンバックユニット（形 GRT1-TBL）と接続しま
す。  

 

■ 各部の名称 

TBR

ターンバックケーブル�
用接続コネクタ�

�

 

 

■ 寸法 

 

12

12.5

83.
5

3
3

25.
2

19.5

55.72.212

ＯＭＲＯＮ�
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8－1－2 ターンバックユニット（左側折り返し専用） 

形 GRT1-TBL 
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8－1－2 ターンバックユニット（左側折り返し専用） 

形 GRT1-TBL 
 

スライス I/Oターミナルのブロックを分けて、増設する際に新しいブロックの左端に
本ユニットを接続し、ターンバックケーブルを使用してターンバックユニット（形
GRT1-TBR）と接続します。 

本ユニットからも電源を供給することができます。 

 

お願い 

 

電源を分ける際は、必ず通信ユニットと同一の電源から配線するようにしてくださ
い。 

 

■ 各部の名称 
 

ターンバックケーブル�
用接続コネクタ�

LED表示部�
�電源供給状態を表示します。�

ユニット電源用端子�
本ユニットの内部回路電源、接続されている�
スライスI/Oユニットの内部回路電源を供給します。�

I/O電源用端子�

本ユニットに接続されている外部I/Oへの電源を供給します。�

 

 

■ 寸法 

 

12

16.
2

１７．１�

５８�

３６．８�

83.
5

43.
7

3
3

２３．１�

３２．４�

６９．７�

６１．２�
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8－1－3 I/O電源供給ユニット 形 GRT1-PD2/形 GRT1-PD2G 
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8－1－3 I/O電源供給ユニット 形 GRT1-PD2/形 GRT1-PD2G 
 

スライス I/Oターミナル内で I/O電源を途中給電する際に使用します。 
名称 仕様 

形式 形 GRT1-PD2 形 GRT1-PD2G 
I/O電源供給電圧 DC20.4 ～26.4 V （DC 24 V, -15～+10%） 
I/O電源供給電流 4A以下 
過電流保護機能 － あり 
逆電流保護機能 － あり 
電圧（V）端子数 2点 2点 
グランド（G）端子数 2点 2点 
リセット（RESET）端子数 － 1点 
リセット用電圧（V（R））端
子数 

－ 1点 

ユニット電源とI/O電源間の
絶縁抵抗 

20MΩ以上（DC250V時） 

形 GRT1-PD2Gの過電流保護機能をリセットするには、以下の 2つの方法があります。 

・リセット（RESET）端子とリセット用電圧 V（R）端子を短絡させることにより、自
動的に過電流保護機能動作をリセットすることができます。 

・電源の再投入により、自動的に過電流保護機能動作をリセットすることができます。 

 

■ 各部の名称 

LED表示部�
�

PD2
I/O PWR

A1
A2

A3
A5

A4
A6

B1
B2

B3
B6

B4
B5

電源供給状態�
を表示します。�

端子台部�

�

LED表示部�
�

PD2G
I/O PWR

A1
A2

A3
A5

A4
A6

B1
B2

B3
B6

B4
B5

電源供給状態、�
過電流の状態�
を表示します。�

端子台部�

�

形GRT1-PD2 形GRT1-PD2G

ERR
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■ LED表示 

●I/O PWR表示 

I/O電源の給電状態を示します。 

● ERR表示 

過電流保護機能の状態を表示します。ERR表示は形 GRT1-PD2Gにのみあります。 

 
名称 色 状態 状態定義 意味（主な異常） 

緑 □点灯 正常状態 I/O電源が供給されています。 I/O PWR
－ ■消灯 異常状態 I/O電源が供給されていません。 
赤 □点灯 異常状態 過電流が発生しています。 ERR 
－ ■消灯 正常状態 過電流が発生していません。  

   

■ 配線 

NC 

V 

G 

NC 

NC 

NC 

NC 

V 

G 

NC 

NC 

NC 

DC24V 

NC

V

G

NC

RESET

V(R)

NC

V

G

NC

NC 

NC

DC24V 

形 GRT1-PD2 形 GRT1-PD2G
 

リセット（RESET）端子とリセット用電圧（V(R)）端子を短絡させることにより、過
電流保護を自動的にリセットすることができます。 

 

■ 外形寸法図 

１2
１2

８４
�

3
3

１５�

１１
．７

�

（７４．４）�

（８
４）

�

７４．４�１４．１�

（８８．５）�

１４
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�
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8－1 システムユニットの種類 
8－1－4 I/O電源供給ユニット 形 GRT1-PD8（-1） 
I/O電源接続ユニット 形 GRT1-PC8（-1） 
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8－1－4 I/O電源供給ユニット 形 GRT1-PD8（-1） 

I/O電源接続ユニット 形 GRT1-PC8（-1） 
 

スライス I/Oターミナル内で 8点タイプのスライス I/Oユニットに I/O電源を追加する
場合は、形 GRT1-PD8と形 GRT1-PD8-1を使用します。また、電圧端子とアース端子
を追加する場合には、形 GRT1-PC8、形 GRT1-PC8-1を使用します。 

 
項目 仕様 

形式 形 GRT1-PC8/形 GRT1-PC8-1 形 GRT1-PD8/形 GRT1-PD8-1 
I/O電源供給電圧（ターミナ
ルコネクタから） 

－ DC20.4～26.4V 
（DC24V –15～+10%） 

I/O電源供給電流（ターミナ
ルコネクタから） 

－ 4A以下 

電圧（V）端子数 形 GRT1-PC8： 8点 
形 GRT1-PC8-1：4点 

形 GRT1-PD8:：8点 
形 GRT1-PD8-1：4点 

グランド（G）端子数 形 GRT1-PC8：4点 
形 GRT1-PC8-1：8点 

形 GRT1-PD8：4点 
形 GRT1-PD8-1：8点 

I/O電源電圧（電圧端子へ） DC20.4～26.4V（DC24V –15～+10%） 

I/O電源電流（電圧端子へ） 0.75A以下/端子、4A以下/ユニット 
ユニット電源と I/O電源間
の絶縁抵抗 

20 MΩ以上（DC250V時） 

 

■ 各部の名称 

 

PD8
I/O PWR

A
1

A
2

A
3

A
5

A
4

A
6

B
1

B
2

B
3

B
6

B
4

B
5

LED表示部�

�電源の状態�
を表示します。�

端子台部�

 

 



8－1 システムユニットの種類 
 

8-7 

8 

シ
ス
テ
ム
ユ
ニ
ッ
ト 

■ 配線 

G 

G 

V 

G 

G 

V 

G 

G 

V 

G 

G 

V 

DC24V 

G

V

V

G

V 

V

G

V

V

G

V 

V

DC24V 

G

G

V

G

G 

V

G

G

V

G

G 

V

G 

V 

V 

G 

V 

V 

G

V

V

G

V 

V

形 GRT1-PD8-1 形 GRT1-PD8 形 GRT1-PC8-1 形 GRT1-PC8 

 

 

 

参 考 

 

形 GRT1-ID8または形 GRT1-ID8-1を組み合わせた配線例は、4-6-3項の■配線例を参
照してください。形GRT1-OD8、形GRT1-OD8-1を組み合わせた配線例は、4-6-4項の
■配線例を参照してください。 

 

■ 外形寸法（形 GRT1-PD8（-1）/形 GRT1-PC8（-1）共通） 
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3
3
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8－1 システムユニットの種類 
8－1－5 エンドユニット 形 GRT1-END 
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8－1－5 エンドユニット 形 GRT1-END 
 

スライス I/Oターミナルの一番終端に取り付ける必要があります。 

 

 

 
 

 

■ 外形寸法図 
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12� �
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3
3
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第9章 

トラブルシューティング 
 



9－1 トラブルシューティングの概要 
9－1－1 トラブルシューティングの確認方法 
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9－1 トラブルシューティングの概要 
 

9－1－1 トラブルシューティングの確認方法 
スライス I/Oターミナルの異常を次の方法で確認することができます。状況に応じて
使い分けてください。 

 
確認方法 ツール 特長 

LEDによる確認 不要 専用ツールを使用せず、大体の異常内容を確認することが
できます。 

専用ツールによる確認 必要 専用ツールを使用して、異常内容をより詳細に確認するこ
とができます。 

 

9－1－2 LED表示の説明 
スライス I/Oターミナルでは以下の LEDによりシステムの状態を表示します。各 LED

（通信ユニット、スライス I/Oユニット、ターンバックユニットなど）が全て緑点灯
していれば正常動作中です。 

 

例：DeviceNet通信ユニットを介したスライス I/Oターミナル 

 
MS LED ：DeviceNet通信ユニットの状態を表示します�
NS LED ：上位通信（DeviceNet）との状態を表示します 
TS LED ：スライスI/Oターミナル全体の状態を表示します�
UNIT PWR：ユニット電源の状態を表示します�
IO PWR ：I/O電源の状態を表示します�

TS LED：各スライスI/Oユニットの状態を表示します�

 



9－2 LED表示の意味と異常時の処置 
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9－2 LED表示の意味と異常時の処置 
 

スライス I/Oターミナルで使用する各ユニットごとの LED表示の意味と内容、その対
処方法を下記に示します。 

ユニットの
種類 

LED 
名称 

色 状態 内容 対処方法 

緑 
 

 MS 

 
ユニット正常動作中  

－  MS 

 
ユニット用電源が供給されて
いない 

ユニット用電源が供給されているかご確認くださ
い 

赤  MS 

 
ユニットのハード故障 電源を再立ち上げして復帰しなければユニットを

交換して下さい。 
パラメータデータが壊れてい
る 

設定ツールで正しいデータを再書き込みしてくだ
さい。 

バックアップデータが壊れて
いる 

再度バックアップを実施してください 

 
 
 
 
MS 

 
赤 

 

MS

 

登録テーブルデータが壊れて
いる 

再度登録テーブルを作成してください。 

緑 
 

NS

 
デバイスネット通信正常動作
中 

 

－ NS

 
ノードアドレスの重複チェッ
ク完了待ち 

特定スレーブのみがこの状態の場合は、通信速度
が同一か確認後、スレーブを再起動してください。

DeviceNet上のほかのユニット
とノードアドレスが重複して
いる 

ノードアドレスが重複しないように再設定後、ス
ライス I/Oターミナルを再起動してください。 

 
 
 
 
赤 

 

 

 

 

NS

 

DeviceNet通信のデータ異常多
発による通信停止状態 

以下の項目を検討後、スライス I/O ターミナルを
再起動してください。 
・マスタとの通信速度が同一か 
・ケーブル長（幹線/支線）は適切か 
・ケーブルの断線ゆるみがないか 
・終端抵抗が幹線の両端のみにあるか 
・ノイズが多くないか 

 
 
赤 

 

 

NS

 

DeviceNet通信タイムアウト 以下の項目を調査してください。 
・マスタ/と通信速度が同一か 
・ケーブル長（幹線/支線）は適切か 
・ケーブルの断線ゆるみがないか 
・終端抵抗が幹線の両端のみにあるか 
・ノイズが多くないか 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
NS 

 
緑 

 

 NS 

 

DeviceNetはオンライン状態、
マスタからのコネクション確
立を待っている状態 

マスタが正しく立ち上がっているか確認してくだ
さい。 
マスタのスキャンリストにスライス I/0ターミナ
ルが登録されているか確認してください。 

緑  TS 

 
スライスバスが正常に動作し
ている 

 

－  TS 

 
ユニット用電源が供給されて
いない 

ユニット用電源が供給されているかご確認くださ
い 

赤  TS 

 
スライス I/Oユニットの構成
異常 

・I/Oユニットが 65台以上接続されていないか 
・I/Oのサイズが 128バイトを越えていないか 
・構成テーブル作成時と構成が変わっていないか

バックアップ動作が失敗した 再度バックアップを行なってください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
通信ユニッ
ト 
（DeviceNet
通信ユニッ
トの場合） 

TS 

 
赤 

 TS 

 
2秒間 

リストア動作が失敗した リストア対象のユニットを差し込みなおして、電
源を立ち上げなおしてください。 

：点灯  ：点滅  ：消灯 
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ユニットの種類 LED 
名称 

色 状態 内容 対処方法 

スライスバスの通信異常 スライス I/Oターミナルのベース
ブロック部が正しく接続されて
いるかご確認下さい 

 
 
赤 

 

 TS 

登録テーブル機能が有効のと
き、実際の構成と登録された
構成が異なっている 

構成を正しくして電源を再立ち
上げして下さい。 

スライス I/Oユニットの I/Oサ
イズの合計がサイズオーバー
している 

ユニットの構成を見直し I/Oサ
イズを正しくし 電源を指し立ち
上げしてください。 

リストア機能動作中 リストア動作が終わるまでしば
らくお待ちください 

バックアップ機能動作中 バックアップ動作が終わるまで
しばらくお待ちください。 

 
 
 
 
 
TS 

 
 
 
 
緑 

 

 

 TS 

初期加入処理中 加入処理が終わるまでしばらく
お待ちください。 

緑 
 

ユニット用電源が正常に供給
されています。 

 UNIT 
PWR 

－  ユニット用電源が供給されて
いない 

ユニット用電源が供給されてい
るかご確認ください 

緑 
 

I/O電源が正常に供給されて
います。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
通信ユニット 
（DeviceNet通信ユニットの
場合） 

IO 
PWR 

－  I/O電源が入力されていない I/O電源が入力されているかご確
認ください 

緑  TS スライス I/O ユニット正常動
作中 

 

－  TS ユニット用電源が供給されて
いない 

ユニット用電源が供給されてい
るかご確認ください 

 TS ユニットのハード故障 電源を再立ち上げして復帰しな
ければユニットを交換して下さ
い。 

通信異常 ・ターンバックケーブルのコネ
クタが正しく挿し込まれてい
るか確認してください。 
・ターンバックケーブル、I/O線
が動力線の近くに配線されて
ないか、配線位置を確認してく
ださい。 

SW設定異常 SW設定で設定不可の設定をして
いないかを確認してください。
（形 GRT1-AD2、形 GRT1-DA2
□、形 GRT1-TS2P/TS2PK） 

赤 

 TS 

冷接点補償器異常 冷接点補償器を確認してくださ
い。（形 GRT1-TS2Tのみ） 

リストア機能動作中 リストア動作が終わるまでしば
らくお待ちください 

スライス I/Oユニット  
 
 
 
 
TS 

 
緑 

 

 TS 

バックアップ機能動作中 バックアップ動作が終わるまで
しばらくお待ちください。 
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ユニットの種類 LED 

名称 
色 状態 内容 対処方法 

入力 0に入力異常が発生してい
ます。 

以下項目を確認してください。
・接続センサの断線、未接続、
短絡、誤配線がないか 
・端子台が外れていないか 
・2線式の場合、短絡端子を短絡
しているか 
・入力種別に対して接続センサ
があっているか 

・温度変換可能範囲内の温度に
なっているか 

赤 

冷接点補償器異常 冷接点補償器を確認してくださ
い。（形 GRT1-TS2Tのみ） 

ERR0 

－ 
 

入力 0に入力異常は発生してい
ません。（入力異常検知無効機
能が有効の場合も消灯となり
ます） 

 

入力 1に入力異常が発生してい
ます。 

以下項目を確認してください。
・接続センサの断線、未接続、
短絡、誤配線がないか 
・端子台が外れていないか 
・2線式の場合、短絡端子を短絡
しているか 
・入力種別に対して接続センサ
があっているか 

・温度変換可能範囲内の温度に
なっているか 

赤 

冷接点補償器異常 冷接点補償器を確認してくださ
い。（形 GRT1-TS2Tのみ） 

スライス I/Oユニット 
（形 GRT1-TS2□） 

ERR1 

－  入力 1に入力異常は発生してい
ません。（入力異常検知無効機
能が有効の場合も消灯となり
ます） 

 

緑 I/O電源が正常に供給されてい
ます。 

 

I/O電源が入力されていない。 I/O電源が入力されているかご
確認ください。 

I/O電源給電用ユニット （形
GRT1-PD2/PD2G/PD8/PD8-1） 
I/O電源接続ユニット   
（形 GRT1-PC8/PC8-1） 

IO 
PWR 

－  

過電流が発生しています。 ERR LEDを確認してください。
（形 GRT1-PD2Gのみ） 

赤 過電流が発生しています。 過電流を回復し、電源を再投入
するか、リセット信号を入力し
てください。 

I/O電源給電用ユニット （形
GRT1-PD2G） 

 

ERR 

－  過電流が発生していません。
  

 

緑 ユニット用電源が正常に供給
されています。 

 UNIT 
PWR 

－  ユニット用電源が供給されて
いない 

ユニット用電源が供給されてい
るかご確認ください。 

緑 I/O電源が正常に供給されてい
ます。 

 

ターンバックユニット（形
GRT1-TBL） 

IO 
PWR 

－  I/O電源が入力されていない I/O電源が入力されているかご
確認ください。 

：点灯  ：点滅  ：消灯 
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9－3 設定ツールによる異常履歴の読

み出し 
 

9－3－1 メンテナンス情報の確認 
設定ツールの［通常画面］から「右クリック」－「メンテナンス情報」を選択します。
または、［メンテナンスモード画面］からユニットを選択してダブルクリックすると、
以下の通信ユニットの「メンテナンス情報」画面が表示されます。「I/Oユニット」タ
ブを選択し、「表示」ボタンを押すこと I/Oユニットの「メンテナンス情報」画面が
表示されます。 

 

 

 
 

■ 全般画面 

    

 

ステータスチェックボックス 
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項目 説明 

説明 ユニットコメントで設定した 32文字（全角は 16文字）の内容が表示され
ます。 

最終メンテナンス日 最終メンテナンス設定した日付を表示します。 
ユニット通電時間 ユニットが過去に稼動した通電時間のトータル時間を表示します。 
更新ボタン メンテナンス情報を更新するボタンです。 
メンテナンスカウンタセ
ーブ 

メンテナンスカウンタをユニット内にセーブする機能です。この機能を使
用すると電源再投入時に前回の値を保持します。 

 
● ステータスチェックボックスの説明 

異常が発生するとチェックボックスが ONします。 
項目 説明 対応機種 

ユニットメンテナンス時期 ユニット通電時間が設定値をオーバーする
と ONします。 
または、87672時間（10 年）以上になると
ONします。 

全機種 

接続機器メンテナンス時期 各 I/O のいずれかで ON 積算時間または接
点動作回数の値が監視設定値をオーバーす
ると ONします。 
 

形 GRT1-ROS2 
形 GRT1-ID4 
形 GRT1-ID4-1  
形 GRT1-OD4 
形 GRT1-OD4-1 
形 GRT1-ID8 
形 GRT1-ID8-1  
形 GRT1-OD8 
形 GRT1-OD8-1 
形 GRT1-IA4-1 
形 GRT1-IA4-2 
形 GRT1-CT1 
形 GRT1-CT1-1  

動作時間オーバー 測定された動作時間がユーザ設定のモニ
タ時間を超えると ONとなります。 

形 GRT1-ROS2 
形 GRT1-ID4 
形 GRT1-ID4-1  
形 GRT1-OD4 
形 GRT1-OD4-1 
形 GRT1-ID8 
形 GRT1-ID8-1  
形 GRT1-OD8 
形 GRT1-OD8-1  
形 GRT1-IA4-1 
形 GRT1-IA4-2 

I/O電源異常 入力電源が OFFのとき ONとなります。 形 GRT1-ROS2 
形 GRT1-ID4 
形 GRT1-ID4-1  
形 GRT1-OD4 
形 GRT1-OD4-1 
形 GRT1-ID8 
形 GRT1-ID8-1  
形 GRT1-OD8 
形 GRT1-OD8-1 
形 GRT1-CT1 
形 GRT1-CT1-1 

EEPROMデータエラー EEPROM に格納されているデータがこわ
れている場合に ONします。 

全機種 
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9－3－2 異常履歴 
専用ツールによりスライス I/Oターミナルで検知した過去のエラーを確認することが
できます。 

また、エラーが発生時の通電時間も確認することが可能なので、おおよその発生時刻
を推測することが可能です。 

 

■ 異常履歴画面（例：DeviceNetコンフィグレータ） 

 
 

項目 説明 

内容 発生した通信異常の内容を表示します。 
ユニット通電時間 異常発生時のネットワーク通電時間を表示します。 
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9－4 その他の異常の推定原因と対処 
 

状態 推定原因と対処方法 

通信ユニットの UNIT  
Power LED が点滅する 

ユニット電源の容量が足りません。 
スライス I/Oターミナル全体の電源容量を確認の上 十分容量のある電源に交換してくだ
さい。 

通信ユニットが LEDチェッ
ク（DeviceNet通信ユニットの
場合、MS/NS LEDの赤緑点
滅）を繰り返す。 
I/Oユニットが LEDチェック
（TS LEDの赤緑点滅）を繰
り返す。 

ユニット電源の容量が足りません。 
スライス I/Oターミナル全体の電源容量を確認の上 十分容量のある電源に交換してくだ
さい。 

通信ユニットの TS LEDが緑
点滅し、途中まで I/Oユニッ
トの TSLEDが 緑点灯をし 
途中から消灯 
 
 
 

消灯しているユニットの手前（左側）のスライドコネクタが正しく接続されていません。
正しく接続しなおし電源を再投入してください。 

 
通信ユニット I/Oユニット 

消灯 

LED表示 

コネクト不良  
通信ユニットの TS LEDが緑
点滅し、I/Oユニットの TS 
LEDが 緑点灯 
 
 

エンドユニットが正しく接続されていません。正しく接続しなおし電源を再投入してくだ
さい。 

 通信ユニット I/Oユニット エンドユニット 

LED表示 

コネクト不良 
 

スライス I/Oターミナル上の
すべての TS LEDが ON（緑）
で通信ユニットの LEDもエ
ラーを表示していない。マス
タユニットが出力を送信中の
場合、デジタル出力ユニット
の出力表示LEDはONとなっ
ているが、実際の出力は OFF
となっている。 
あるいはデジタル入力ユニッ
トの接続機器（センサ等）が
ONしているが、入力されず
入力表示の LEDも OFFとな
っている。 

スライス I/Oユニットのベースブロック間（下図参照）が正しく接続されていません。I/O
電源が断線しています。スライス I/Oユニット同士の上下のガイド部が正しくかみ合って
取り付けられることを確認してください。（「3-1-2 スライス I/Oユニットの接続」参照）
 
 

入出力ユニットのI/O電源コネクタ�
部の接続が正しくかみあっていない�
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状態 推定原因と対処方法 

I/Oユニット交換時、通信ユ
ニットの TS LEDが赤点滅
し、交換したアナログ入力系
ユニットの TS LEDが赤点
灯、交換した I/Oユニットの
左隣側の I/Oユニットの TS 
LEDが緑点灯、右隣側の I/O
ユニットの TS LEDが消灯す
る。 

登録テーブル作成またはバックアップ実施後、I/Oユニット（アナログ入力系ユニット以
外）をアナログ入力系ユニットに交換した場合、以下の LED状態になります。またアナ
ログ入力系ユニットを異なる形式のアナログ入力系ユニットに交換した場合も以下の
LED状態になります。 
交換する I/Oユニットの形式を再度確認し、交換前と同じ形式の I/Oユニットと交換を行
ってください。交換後、電源を再投入してください。 
 

通信ユニット 

LED 表示 

エンドユニット I/O ユニット 

交換したアナログ入力系ユニット

左隣側 右隣側 

 
 
＊アナログ入力系ユニット（アナログ I/O入力ユニット、温度入力ユニット） 
 

I/Oユニット交換時、通信ユ
ニットの TS LEDが赤点灯
し、交換した I/Oユニットの
TS LEDが赤点灯、交換した
I/Oユニット以外の I/Oユニッ
トの TS LEDが赤点滅する。 

登録テーブル作成またはバックアップ実施後、I/Oユニットを異なる形式の I/Oユニット
(アナログ入力系ユニット以外)に交換した場合、以下の LED状態になります。交換する
I/Oユニットの形式を再度確認し、交換前と同じ形式の I/Oユニットと交換を行ってくだ
さい。交換後、電源を再投入してください。 
 

通信ユニット 

LED 表示 

エンドユニットI/O ユニット

交換した I/O ユニット（アナログ入力系ユニット以外） 
 

 
＊アナログ入力系ユニット（アナログ I/O入力ユニット、温度入力ユニット） 
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9－5 ユニット特有のトラブルシューティング 
 

機種 現象 原因 対策 

TS LEDが緑点灯していない。 9-2項を参照してください。 － 
I/O コメント、またはユニット
コメントが設定できない。 

32 文字以上を設定している。（全角の
場合 16 文字） 

32 文字以内の設定として
ください。（全角文字の場
合は 16 文字以内。）  

「ユニットメンテナンス時
期」、「接続機器メンテナンス
時期」のステータスが ON し
ない。 
※「接続機器メンテナンス時
期」はアナログ I/Oユニッ
ト、温度入力ユニット以外の
機種が対象です 

監視値が 0 の場合は無条件にステータ
スは OFF となる。（実行しない） 

監視値を 0 以外の値に設
定してください。 

システムユニッ
トを除く全ての
機種 

ユニットの電源を再投入した
ら以下の値が電源 OFF直後の
値にならなかった。 
「システムユニットを除く全
ての機種」のユニット通電時
間、メンテナンスカウンタ。「温
度入力ユニット」の設定温度範
囲トータル時間、トップバレー
回数、積分カウンタ。「アナロ
グ I/Oユニット」の積分カウン
タ 

電源 ON中は 12分に 1回、内部の不揮
発性メモリに格納しています。メンテ
ナンスカウンタセーブを行うとその場
で格納できますが、行なわずに電源
OFFすると、内部には前回（Max12分
前）に格納された値が読み出されます。 

コンフィグレータのメン
テナンス情報にある「メン
テナンスカウンタセー
ブ」を行ってから電源を
OFFしてください。 

「メンテナンスカウンタ」が 0 
に戻った。 

・リセットを行った場合は 0 に戻る。 
・メンテナンスカウンタの設定を「ON 
積算時間モニタ」⇔ 「接点動作回数
モニタ」に切り替えた時は必ず 0 に
戻る。 

－ 

パラメータの編集・設定を行
ったが、変更されない機能があ
る。 

電源再立ち上げ時のみに有効な機能を
変更した。 

本体の電源再投入、または
コンフィグレータのリセ
ットボタンを押してくだ
さい。 

アナログ I/O ユニ
ット、温度入力ユ
ニット、システム
ユニットを除く
全ての機種 

出力を ON させているのに、
メンテナンスカウンタがカウ
ントされない。 

I/O 電源が OFF している。 I/O 電源が入力されてい
ることを確認してくださ
い。 

動作時間モニタが期待する値
にならない。 

・入力フィルタが設定されている場
合、ON または OFF 時間にディレー
が発生する（入力ユニットのみ）。 

・動作時間の ON、OFF エッジが選択
できます。意図する設定になってい
ない可能性がある。 

・動作時間の組合せは選択できます。
期待する値にならない場合、意図す
る設定になっていない可能性があ
る。精度は±2msとなる。 

・フィルタ設定を考慮し
た時間モニタを行うか
もしくはフィルタ定数
を 0ms  
に設定してください。 
・動作時間のエッジ設定
ができるスレーブにお
いては組合せ設定を再
度確認してください。 

 

動作時間モニタ
機能を持つユニ
ット 
形 GRT1-□D4（-
１） 
形 GRT1-□D8（-
１） 
形 GRT1-ROS2 
 

動作時間の監視値越えのステ
ータスがON したりOFF した
りする。 

動作時間のフラグは 1 回の測定毎に 
監視値との比較を行い更新するため、1 
度 ON しても再度更新時に監視値を下
回れば OFF する。なお、これとは別に
異常履歴のフラグがあり、監視値を一
度でも超えると異常履歴として記録さ
れます。 

－ 
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■ デジタル I/Oユニットのトラブルシューティング 
機種 現象 原因 対策 

出力 ONにしている
が、出力されず、I/O 
LEDも消灯となって
いる。 

バス異常あるいは通信異常が発生してい
る。 

スライスバス部あるいは
上位通信に異常が出てい
ないか確認してください。

I/O電源が供給されていない。 
 

I/O電源が供給されてい
るか確認してください。

接続機器との配線が誤っている。 
 

接続機器との配線を確認
してください。 

スライス I/Oユニットのベースブロック間
（下図参照）が正しく接続されていない。

入出力ユニットのI/O電源コネクタ�
部の接続が正しくかみあっていない�

 

正しく接続されているか
を確認ください。 

出力ONにし、I/O LED
は点灯しているが、出
力されない。 
 

端子台が外れている。 端子台が外れていないか
確認ください。 

通信異常、バス異常に
なった時に出力を保
持できない。 

通信異常時出力、バス異常時出力がクリア
モードになっています。 

通信異常時、バス異常時
出力を保持モードに設定
してください。 

デジタル I/Oユニット
（出力） 
形 GRT1-OD□（-１） 
形 GRT1-ROS2 

通信異常、バス異常に
なった時に出力をク
リアできない。 

通信異常時出力、バス異常時出力が保持モ
ードになっています。 

通信異常時出力、バス異
常時出力をクリアモード
に設定してください。 

入力値の ON、OFF の 
タイミングにディレー
が発生する。 

入力フィルタが設定されている可能性があ
る。 

入力フィルタ値を 0 に
してください。または入
力フィルタ値を適性な値
に設定してください。 

I/O電源が供給されていない。 
 

I/O電源が供給されてい
るか確認してください。

接続機器との配線が誤っている。 
 

接続機器との配線を確認
してください。 

スライス I/Oユニットのベースブロック間
（下図参照）が正しく接続されていない。

入出力ユニットのI/O電源コネクタ�
部の接続が正しくかみあっていない�

正しく接続されているか
を確認ください。 

接続機器がONしてい
るが、入力されない。
また I/O LEDが点灯し
ない。 

端子台が外れている。 
 

端子台が外れていないか
確認ください。 

デジタル I/Oユニット
（入力） 
形 GRT1-ID□（-１） 

接続機器がONしてお
り、I/O LEDは点灯す
るが、入力がされてい
ない。 

バス異常あるいは通信異常が発生してい
る。  

スライスバス部あるいは
上位通信に異常が出てい
ないか確認してくださ
い。 
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■ カウンタユニットのトラブルシューティング 

 機種 現象 原因 対策 

入力の配線が誤っている。 A相と B相の入力配線を
確認してください。 

I/O電源が供給されていない。 I/O電源が供給されてい
るか確認してください。

スライス I/Oユニットのベースブロック
間（下図参照）が正しく接続されていな
い。 

入出力ユニットのI/O電源コネクタ�
部の接続が正しくかみあっていない�

 

 

正しく接続されているか
を確認ください。 

端子台が外れている。 
 

端子台が外れていないか
確認ください。 

カウンタ入力モード設定が誤っている。 
 

カウンタ入力モードを正
しく設定し、ユニットを
再起動してください。 

カウントパルスを検出で
きない。 

ゲートコントロールビットが無効となっ
ている。 
 

ゲートコントロールビッ
トを OFF（カウント有
効）に設定してくださ
い。 

パルスの周波数がユニット仕様の最大値
を超えている。 
あるいは設定しているモードの最大値を
超えている。 

パルスの周波数をユニッ
ト仕様以内あるいはモー
ドの最大値以内にしてく
ださい。 

パルスカウントが正確
にカウントされない。 
 
 
 
 
 

カウンタ入力モード設定が誤っている。 
 

カウンタ入力モードを正
しく設定し、ユニットを
再起動してください。 

デジタル入力または Z相入力の配線が誤
っている。 

デジタル入力または Z相
入力の配線を確認してく
ださい。 

Z相パルスを入れてもカ
ウンタ値がリセットさ
れない。 
 
 
 

デジタル入力によるカウンタリセット機
能の設定が誤っている。 

デジタル入力によるカウ
ンタリセットモードビッ
トを 10に設定してくだ
さい。 

レンジの設定が誤っている。 
 

コンフィグレータでレン
ジの上下限を変更してく
ださい。レンジ 0が出力
0にレンジ 1が出力 1に
対応している。 

実際のカウンタ値がレ
ンジ上下限を超えて
も、出力が変化しない。
 
 

出力コントロールビットによって、出力
固定となっている。 

出力コントロールビット
を 00に設定してくださ
い。 

設定レンジﾞと比較し、
実際の出力が反転して
いる 

レンジの上下限が反転している。 上限値と下限値を入れ替
えてください。 

デジタル入力機能が無効となっている。 デジタル入力を有効に設
定してください。 

カウンタユニット 
GRT1-CT1（-1） 
 

デジタル入力波形の立
ち上りエッジと立下り
エッジに、ユニットが反
応しない 

デジタル入力機能の設定は誤っている。 コンフィグレータにてデ
ジタル入力機能を設定し
てください。 

 



9－5 ユニット特有のトラブルシューティング 
 

9-14 

9 

ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ 

 
機種 現象 原因 対策 

デジタル入力によるカウンタリセッ
ト機能は有効になっている。 

デジタル入力機能を無効に
するか、デジタル入力による
カウンタリセットモードビ
ットを 00に設定してくださ
い。 

デジタル入力の立ち上りエッジ又は
立下りエッジ毎に、カウンタがリセッ
トされる設定になっている。 

デジタル入力機能を無効に
するか、デジタル入力機能を
他の動作モードに切り替え
ください。 

カウンタ値が予期しない
時にリセットされた。 
 
 
 
 
 
 

リセットコマンドビットに 1が書き
込まれた。 

リセットコマンドビットを 0
に固定してください。 

デジタル入力の立ち上りエッジ、また
は立ち下りエッジ毎に、カウンタがプ
リセットされる設定になっている。 

デジタル入力機能を無効に
するか、デジタル入力機能を
他の動作モードに切り替え
ください。 

期待しないカウンタ値に
プリセットされた。 

プリセットコマンドビットに 1が書
き込まれた。 

プリセットコマンドビット
を 0に固定してください。 

データ種類選択ビットの内容を変え
てから、読出コマンドビットはまだ 0
から 1になっていない。 

読出コマンドビットを 0から
1に設定してください。 

カウンタのモニタ値の表
示がデータ種類選択ビッ
トの設定通りになってい
ない。 再起動又はリセット後、モニタ値はカ

ウンタ現在値を表示するよう、自動的
に設定されます。 

再度データ種類選択ビット
及びモニタ値を設定してく
ださい。 

カウンタ現在値はモニタ
に表示されない。 

モニタには他の値を表示している。 データ種類選択ビットを 000
に設定し、読出コマンドビッ
トを再設定してください。 

ON/OFF遅延時間及びセン
サー動作遅延時間は設定
不能。 

カウンタユニットにその機能は搭載
していない。 

－ 

カウンタユニット 
GRT1-CT1（-1） 
 

.コンフィグレータでレン
ジﾞ設定ができない。 

コンフィグレータ上でレンジのチェ
ックボックスが ONしていない。 

レンジのチェックボックス
を ONにした後、レンジの上
下限を設定してください。 
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■ アナログ I/Oユニット、温度入力ユニットのトラブルシューティング 
機種 現象 原因 対策 

監視値を越えてもステータス
が ON しない。  
 
 

・対象となるスマート機能
有効にしていない。 

・監視値が 0 の場合は無条件
にステータスは OFF とな
る。 

・該当する機能を有効にし
てください。 

・監視設定値を 0 以外の値
に設定してください。 

・入力種別・表示モード・単
位を変更しても期待通りの
アナログ入力値とならな
い。または期待通りのアナ
ログ出力が出ない。 

・I/O データへの割り付けデ
ータ変更、機能有効ビット
を変更しても期待通りの動
きをしない。 

設定変更後、ユニット電源を
再投入もしくはコンフィグ
レータ上にてリセットを行
わないと反映されない。 

ユニット電源再投入もしく
はコンフィグレータ上でリ
セットをして下さい。 

I/O データへの機能割り付け
が正しくない。 

設定するアナログデータの
種類が正しく I/O データへ
割り付いているか再度確認
して下さい。 

スケーリングを行っている。
 
 
 
 
 

・スケーリングしている場
合はスケーリングしてい
る値が正しいかどうか再
度確認してください。 

・誤ってスケーリング機能
が ONしてる場合はスケ
ーリング機能をOFFにし
てください。 

ユーザー校正の誤差が大き
い。 

再度ユーザー校正をしてく
ださい。 

・アナログデータが期待値と
異なる、またはアナログデ
ータの誤差が大きい。 

・断線していないのに断線を
検知する。 (形 GRT1-AD2
のみ) 

入力レンジの設定を誤って
いる。 

断線検知をするレンジは 1
～5Vレンジ、4～20mAレン
ジです。入力レンジが正し
いかどうかを確認してくだ
さい。 

外部 SW で入力レンジまたは
出力レンジを設定できない。 

SW4 が OFF となってい
る。（デフォルト） 

SW4を ON させてくださ
い。 

ユーザー校正が受け付けられ
ない。 

設定範囲外の入力で校正し
ようとした。 

・正しい入力電圧（電流）
を入れて再校正してくだ
さい。 

・校正のシステムを再度見
直してください。 

アナログ I/Oユニット
共通 
形 GRT1-AD2 
形 GRT1-DA2V 
形 GRT1-DA2C 

コンフィグレータから機能設
定が出来ない。 

SW4が ONとなっている。 SW4を OFFしてください。

アナログ I/Oユニット
（入力） 
形 GRT1-AD2 
 

断線表示しない。 入力レンジが 1～5V レンジ、 
4～20mAレンジ以外となって
いる。1～5V レンジ、4～20mA
レンジ以外では断線表示でき
ません。 

入力レンジが正しいかどう
かを確認してください。 
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機種 現象 原因 対策 

ヒステリシスの値が入力変化
量に対して大きすぎる。 
 

ヒステリシスの絶対値を入力
変化量に合わせて小さくして
ください。 

ヒステリシスが 0 になって 

いる。 
ヒステリシスに 0 以外の値を
設定してください。 

トップバレーのステータス
が ON しない。 
 

トップバレー機能が機能種 
別として有効となっていな 
い。 

トップバレー機能を有効にし
てください。（機能設定後、コ
ンフィグレータでのリセット
または電源再投入が必要） 

トップバレーのステータス
が頻繁に ON する。 
 

ヒステリシスの値が入力変化
量に対して小さすぎる。 

ヒステリシスの値を入力変化
量に合わせて大きくしてくだ
さい。 

アナログ I/Oユニッ
ト（入力） 
形 GRT1-AD2 

変換サイクルが長い。 演算機能を多く使っている。 
機能を追加する毎に処理時 
間が加算されます。 

使用しない機能があれば機能
を無効にして実行してくださ
い。 

アナログ I/Oユニッ
ト（出力） 
形 GRT1-DA2V 
形 GRT1-DA2C 

通信異常時、スライスバス異
常時に期待する値が保持さ
れない。 

通信異常時の出力値設定が 
間違っている。 

異常時の出力値設定の内 
容を再度確認してください。 

監視値を越えてもステータス
が ON しない。 
 

・対象となるスマート機能を
有効にしていない。 
・監視値が 0 の場合は無条件
にステータスは OFF とな
る。 
・入力の小数点位置を間違え
て監視値の設定をしている。

・該当する機能を有効にして
ください。 
・監視設定値を 0 以外の値に
設定してください。 
・小数点位置を確認した上で
監視値を再設定してくださ
い。 

・入力種別・表示モード・単
位を変更しても期待通りの
温度入力値とならない。 

・I/O データへの割り付けデ
ータ変更、機能有効ビット
を変更しても期待通りの動
きをしない。 

設定変更後、ユニット電源を再
投入もしくはコンフィグレー
タ上にてリセットを行わない
と変更は反映されない。 

ユニット電源再投入もしくは
コンフィグレータ上でリセッ
トをしてください。 

I/Oデータへの機能割り付けが
正しくない。 
 

設定する温度入力データの種
類が正しく I/Oデータへ割り付
いているか再度確認してくだ
さい。 

スケーリングを行ってる。 
 
 

・スケーリングしている場合
はスケーリングしている値
が正しいかどうか再度確認
してください。 
・誤ってスケーリング機能が

ONしている場合はスケーリ
ング機能を OFFにしてくだ
さい。 

接続しているセンサとユニッ
トの入力種別が異なる。 

入力種別を再確認してくださ
い 

温度入力ユニット 
（形 GRT1-TS2□） 

・温度入力データが期待値と
異なる、または温度入力デ
ータの誤差が大きい。 

・断線していないのに断線を
検知する。 

 

ユーザー校正の誤差が大きい。 再度ユーザー校正をしてくだ
さい 
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機種 現象 原因 対策 

・1/100 表示と通常表示モード
の設定に誤りがある。 
・センサの小数点位置の読み
違いがある。 

1/100 表示は選択する入力種別
によらず表示値×100 です。期
待する表示値と、ユニットに設
定されている表示値が合ってい
るか確認してください。 

・温度入力データが期待値と
異なる、または温度入力デー
タの誤差が大きい。 

・断線していないのに断線を
検知する。 

 取付方向が正面取付けでない。 取付方向を確認してください。
（形 GRT1-TS2Tのみ） 

外部 SW で入力種別を設定で
きない。 

SW4 が OFF となっている。 
（デフォルト） 

SW4を ON してください 
 

コンフィグレータから機能設
定が出来ない。 

SW4が ONとなっている。 SW4を OFFしてください。 

ユーザー校正が受け付けられ
ない。 
 

設定範囲外の入力で校正しよ
うとした。 
 

・正しい入力抵抗を入れて再校
正してください。（形
GRT1-TS2P/TS2PKのみ） 
・正しい入力電圧を入れて再校
正してください。（形
GRT1-TS2Tのみ） 

・校正のシステムを再度見直し
てください。 

断線表示が消えない。 
 

・センサが断線している。 
・センサの測定温度範囲を大
きく越えている。 
・測定している温度に対して
入力種別が異なっている。 

・センサの断線を復旧してくだ
さい。 
・接続センサおよび入力種別、
温度範囲を再度確認してくだ
さい。 

ヒステリシスの値が温度変化
量に対して大きすぎる。 

ヒステリシスの絶対値を温度変
化量に合わせて小さくしてくだ
さい。 

ヒステリシスが 0 になってい
る。 

ヒステリシスに 0以外の値を設
定してください。 

・トップバレーのステータス
が ON しない。 
・トップバレーの回数がカウ
ントされない。 

 
 トップバレー機能が機能種別

として有効となっていない。 
トップバレー機能を有効にして
ください。（機能設定後、コンフ
ィグレータでのリセット又は電
源再投入が必要） 

・トップバレーのステータス
が頻繁に ON する。 
・トップバレーの回数が期待
以上に多くカウントする。 

ヒステリシスの値が温度変化
量に対して小さすぎる。 
 

ヒステリシスの値を温度変化量
に合わせて大きくしてくださ
い。 
 

スケーリング値がオーバーフ
ロー、アンダーフローをする。
（オーバーフロー時の温度デ
ータ：7FFE Hex 
アンダーフロー時の温度デー
タ：8000 Hex 

オフセット補正値の絶対値が
大きい為スケーリング値が表
示可能範囲を超えている。 

スケーリング値が表示範囲を超
えないようにオフセット補正値
の絶対値を小さくしてくださ
い。 

監視値がすぐに ONする。 
 

監視設定値が適切でない。 監視設定値を見直してくださ
い。 

ZoneCounter 機能でカウント
条件に温度値が入っているの
にカウントしない。 
 

コンパレータ機能が機能種別
として有効となっていない。 
 

コンパレータ機能を有効にして
ください。（機能設定後、コン
フィグレータでのリセット又は
電源再投入が必要） 

 
温度入力ユニット 
（形 GRT1-TS2□） 

コンパレータ機能やヒステリ
シスの値を設定しても、期待通
りに動作しない。 
 

・温度表示の設定を切り替え
ている。（℃⇔°F） 
・小数点位置の読み違い。 
 

入力種別/表示モードによる小
数点位置、°C と°F の表示の切
り替えを再度確認してくださ
い。また、途中でこれらの設定
を切り変えた場合には、コンパ
レータ機能やヒステリシスの設
定も再度確認してください。 
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機種 現象 原因 対策 

CH間の温度誤差が正しく上
がらない。 
 

I/Oデータに温度値以外の値が
割りついている。（CH間の温
度誤差表示は 1/100 表示固定）

I/Oデータに温度値を割り付けて
ください。 
 

温度入力ユニット 
（形 GRT1-TS2□） 

I/Oコメント、またはユニッ
トコメントが設定できない。

32文字以上を設定している。
（全角の場合 16文字） 

32文字以内の設定としてくださ
い。（全角文字の場合は 16文字
以内。） 
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付－1 Explicit メッセージ機能 
Explicitメッセージを DeviceNetマスタユニットから DeviceNet通信ユニット
（GRT1-DRT）宛てに発行することで、DeviceNet通信ユニット経由で指定したスライ
ス I/Oユニット（GRT1シリーズ）の任意のパラメータの読出、書込が行えます。 

スライス I/OユニットはDeviceNetマスタユニットから発行されたコマンドに対応する
処理を行い、レスポンスを返信します。 

付－1－1 Explicitメッセージの基本フォーマット 
各コマンドレスポンスの基本フォーマットを以下に示します。 

■ コマンドフォーマット 

送信先ノー

ドアドレス 
Service 
Code 

Class 
ID 

Instance
ID 

Attribute 
ID 

データ 

● ［送信先ノードアドレス］ 

Explicitメッセージ（コマンド）を送付するユニットのノードアドレスを 1バイトの 16

進数で指定します。 

● ［ServiceCode］、［Attribute ID］ 

コマンドの種類や、処理対象、処理の詳細を指定するためのパラメータです。 
注：［Class ID］、［Instance ID］、［Attribute ID］はマスタによって指定バイト数が異なる

ことがあります。オムロン製 DeviceNetマスタから発行する場合は、［Class ID］およ
び［Instance ID］は 2バイト（4桁）、［Attribute ID］は 1バイト（2桁）で指定します。 

● ［Class ID］ 

Class IDが 0×8D～0×90の場合、通信ユニットを経由したスライス I/Oユニット宛の
メッセージです。 

● ［Instance ID］ 

スライス I/Oユニットのユニット番号（1～63）を示します。 

● ［データ］ 

データは読出コマンドの場合は不要です。 

■ レスポンスフォーマット 

● 正常時 

受信バイト数 

送信元 

ノードアドレ

ス 

Service 
Code 

データ 

● 異常時 

受信バイト数 

（ 0004Hex 固

定） 

送信元 

ノードアドレ

ス 

Service 
Code 

エラーコード 

● ［受信バイト数］ 

［送信元ノードアドレス］以降の受信データのバイト数が、16進数で返信されてき
ます。Explicitメッセージにエラーレスポンスが返されたときは、常に 0004Hexと
なります。 

● ［送信元ノードアドレス］ 

レスポンスを発行したノードのノードアドレスが、16進数で返信されます。 
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● ［ServiceCode］ 

正常終了時には、コマンドで指定した［ServiceCode］の最上位ビットが ONになっ
た値が、次のように格納されます。 

機能 コマンドの ServiceCode レスポンスの ServiceCode 

データ設定 10 Hex 90 Hex 

データ読出 0E Hex 8E Hex 

リセット 05 Hex 85 Hex 

セーブ 16 Hex 96 Hex 

Explicitメッセージにエラーメッセージが返信されたときには、常に 94Hexとなり
ます。 

 

● ［データ］ 

読出コマンドを発行した場合のみ読出データが格納されます。 

 

● ［エラーコード］ 

Explicitメッセージのエラーコードです。詳細は、下表の「エラーコード一覧」を
参照してください。 

 

● エラーコード一覧 
レスポンス 
コード 

エラー名称 原因 

08FF Service not 
supported 

Service codeに誤りがあります。 

09FF Invalid 
attribute 
value 

指定された Attribute値はサポートしていません。 

書込まれたデータがデータ範囲外 

16FF Object does 
not exist 

指定された Instance IDをサポートしていません。 
 

15FF Too much 
data 

指定されたサイズよりもデータが長くなっています。 

13FF Not enough 
data 

指定されたサイズよりもデータが短くなっています。 

0CFF Object state 
conflict 

指定されたコマンドは内部ハード異常により実行でき

ない状態です。 

20FF Invalid 
Parameter 

指定された動作指令データはサポートしていません。 

0EFF Attribute 
not settable 

読出しかサポートしていない Attribute IDに対して書込

みの Service Codeを発行しました。 

10FF Device state 
conflict 

指定されたコマンドは内部ハード異常により実行でき

ません。 

14FF Attribute 
not 
supported 

指定されたアトリビュートをサポートしていません。 
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19FF Store 
operation 
failure 

データをメモリに格納できませんでした。 

2AFF Group 2 
only server 
general 
failure 

指定されたコマンドまたはアトリビュートをサポート

してないか、アトリビュートは設定できません。 
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付－1－2 全スライス I/Oユニット共通の Explicitメッセージ一覧 

■ 汎用ステータス読み出し 
コマンド Explicit 

メッセージ 
サー
ビス 機能 Service 

Code 
Class
ID 

Instance 
ID 

Attribute 
ID 

データサイズ 

レスポンス 

ワーニング汎用ステー
タス読出 

読出 スライス I/Oユニットのワ
ーニングステータスを読
み出します。 

0EHex 8DHex
1~40Hex
*1 

72Hex － 2バイト 

アラーム汎用ステータ
ス読出 

読出 スライス I/Oユニットのア
ラームステータスを読み
出します。 

0EHex 8DHex
1~40Hex
*1 

73Hex － 2バイト 

*1：InstanceIDは指定するスライス I/Oユニットのユニット番号（No.1～No.64）を示します。 
 

■ ユニット通電時間の設定／モニタ 
コマンド Explicit 

メッセージ 
サー
ビス 

機能 
Service 
Code 

Class
ID 

Instance 
ID 

Attribute 
ID 

データサイズ 
レスポンス 

読出 スライス I/Oユニットの通
電時間（単位：0.1時間）
の設定値を読出します。 0EHex 8DHex

1~40Hex
*1 

70Hex － 

4バイト 
00000000～
FFFFFFFFHex 
（0～
4294967295） 

ユニットメンテナンス
設定値 

書込 スライス I/Oユニットの通
電時間（単位：0.1時間）
の設定値を書き込みま
す。 

10Hex 8DHex
1~40Hex
*1 

70Hex 

4バイト 
00000000～
FFFFFFFFHex 
（0～
4294967295）*2 

－ 

ユニットメンテナンス
現在値 

読出 スライス I/Oユニットの通
電時間（単位：0.1時間）
の現在値を読出します。

0EHex 8DHex
1~40Hex
*1 

6EHex － 

4バイト 
00000000～
FFFFFFFFHex 
（0～4294967295

ユニットメンテナンス
フラグ 

読出 スライス I/Oユニットの通
電時間監視状態を読み出
します。 0EHex 8DHex

1~40Hex
*1 

6FHex － 

1バイト 
00Hex:範囲内 
01Hex:範囲外（閾
値または 87672時
間超え） 

*1：InstanceIDは指定するスライス I/Oユニットのユニット番号（No.1～No.64）を示します。 
*2：D60B0Hex（876720）以上を設定しても、87672時間（10年）に達するとユニットメンテナンスフラグ
が ONします。 
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付－1－3 一般ユニットで使用する Explicitメッセージ一覧 

■ 端子の設定／モニタ（入力） 
コマンド Explicit 

メッセージ 
サー
ビス 

機能 
Service 
Code

Class
ID 

Instance 
ID 

Attribute 
ID 

データサイズ 
レスポンス 

読出 入力のメンテナンス情報
の監視モードを読み出し
ます。 

0EHex 8EHex
1~40Hex
*1 

74Hex － 

4バイト 
0～32点分の情報*10
ビット 0：ON積算
時間モード 
ビット 1：接点動作
回数モード 

端子のメンテナンス
情報の監視モード 

書込 入力のメンテナンス情報
の監視モードを書き込み
ます。 

10Hex 8EHex
1~40Hex
*1 

74Hex 

4バイト 
0～32点の設
定*10 
ビット 0：ON
積算時間モー
ド 
ビット 1：接
点動作回数モ
ード 

－ 

読出 入力 0～3（8点ユニットは
0～7）の ON積算時間（単
位：秒）または接点動作回
数（単位：回）の設定値を
読み出します。 

0EHex 8EHex
1~40Hex
*1 

66Hex*2 
69Hex*3 
6CHex*4 
6FHex*5 
9C Hex*6
9F Hex*7 
A2 Hex*8
A5 Hex*9

－ 

4バイト 
00000000～
FFFFFFFFHex 
（0～4294967295）

ON積算時間または
接点動作回数（入力）
の設定値 

書込 入力 0～3（8点ユニットは
0～7）の ON積算時間（単
位：秒）または接点動作回
数（単位：回）の設定値を
書き込みます。 

10Hex 8EHex
1~40Hex
*1 

66Hex*2 
69Hex*3 
6CHex*4 
6FHex*5 
9C Hex*6
9F Hex*7 
A2 Hex*8
A5 Hex*9

4バイト 
00000000～
FFFFFFFFHex 
（0～
4294967295） 

－ 

ON積算時間または
接点動作回数読出
（入力） 

読出 入力 0～3（8点ユニットは
0～7）の ON積算時間（単
位：秒）または接点動作回
数（単位：回）を読出しま
す。 

0EHex 8EHex
1~40Hex
*1 

65Hex*2 
68Hex*3 
6BHex*4 
6EHex*5 
9B Hex*6
9E Hex*7
A1Hex*8 
A4 Hex*9

－ 

4バイト 
00000000～
FFFFFFFFHex 
（0～4294967295）

ON積算時間または
接点動作回数のリセ
ット（入力） 

リセ
ット 

入力 0～3（8点ユニットは
0～7）の ON積算時間（単
位:秒）または接点動作回
数（単位:回）を 0に戻し
ます。 

05Hex 8EHex
1~40Hex
*1 

65Hex*2 
68Hex*3 
6BHex*4 
6EHex*5 
9B Hex*6
9E Hex*7
A1Hex*8 
A4 Hex*9

－ － 

ON積算時間または
接点動作回数の監視
様態読出（入力） 

読出 入力の ON積算時間また
は接点動作回数の監視状
態を読み出します。 0EHex 8EHex

1~40Hex
*1 

75Hex － 

4バイト 
0～32点分の情報*10
ビット 0：範囲内 
ビット1：範囲外（監
視値オーバー） 

*1：InstanceIDは指定するスライス I/Oユニットのユニット番号（No.1～No.64）を示します。 

*2：入力接点 0の値を示します。 

*3：入力接点 1の値を示します。 

*4：入力接点 2の値を示します。 

*5：入力接点 3の値を示します。 

*6：入力接点 4の値を示します。（8点ユニットのみ） 

*7：入力接点 5の値を示します。（8点ユニットのみ） 

*8：入力接点 6の値を示します。（8点ユニットのみ） 

*9：入力接点 7の値を示します。（8点ユニットのみ） 

*10：ビットの数字は入力接点の番号に相当します。例えばビット 00は入力接点 0を意味します。 
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■ 端子の設定／モニタ（出力） 
コマンド Explicit 

メッセージ 
サー
ビス 

機能 
Service 
Code 

Class
ID 

Instance 
ID 

Attribute 
ID 

データサイズ 
レスポンス 

読出 出力のメンテナンス情
報の監視モードを読み
出します。 

0EHex 8EHex
1~40Hex
*1 

85Hex － 

4バイト 
0～32点分の情報
*10 
ビット 0：ON積
算時間モード 
ビット 1：接点動
作回数モード 

端子のメンテナンス情
報の監視モード 

書込 出力のメンテナンス情
報の監視モードを書き
込みます。 

10Hex 8EHex
1~40Hex
*1 

85Hex 

4バイト 
0～32点の設
定*10 
ビット 0：ON
積算時間モー
ド 
ビット 1：接
点動作回数モ
ード 

－ 

読出 出力 0～3（8点ユニット
は 0～7）の ON積算時間
（単位：秒）または接点
動作回数（単位：回）の
設定値を読み出しま
す。 

0EHex 8EHex
1~40Hex
*1 

78Hex*2 
7BHex*3 
7EHex*4 
81Hex*5 
A8Hex*6 
ABHex*7 
AE Hex*8 
B1 Hex*9 

－ 

4バイト 
00000000～
FFFFFFFFHex 
（0～
4294967295） 

ON積算時間または接点
動作回数（出力）の設定
値 

書込 出力 0～3（8点ユニット
は 0～7）の ON積算時間
（単位：秒）または接点
動作回数（単位：回）の
設定値を書き込みま
す。 

10Hex 8EHex
1~40Hex
*1 

78Hex*2 
7BHex*3 
7EHex*4 
81Hex*5 
A8Hex*6 
ABHex*7 
AE Hex*8 
B1 Hex*9 

4バイト 
00000000～
FFFFFFFFHex 
（0～
4294967295） 

－ 

ON積算時間または接点
動作回数読出（出力） 

読出 出力 0～3（8点ユニット
は 0～7）の ON積算時間
（単位：秒）または接点
動作回数（単位：回）を
読出します。 

0EHex 8EHex
1~40Hex
*1 

77Hex*2 
7AHex*3 
7DHex*4 
80Hex*5 
A7Hex*6 
AAHex*7 
AD Hex*8 
B0Hex*9 

－ 

4バイト 
00000000～
FFFFFFFFHex 
（0～
4294967295） 

ON積算時間または接点
動作回数のリセット（出
力） 

リセ
ット 

出力 0～3（8点ユニット
は 0～7）の ON積算時間
（単位:秒）または接点動
作回数（単位:回）を 0
に戻します。 

05Hex 8EHex
1~40Hex
*1 

77Hex*2 
7AHex*3 
7DHex*4 
80Hex*5 
A7Hex*6 
AAHex*7 
AD Hex*8 
B0Hex*9 

－ － 

ON積算時間または接点
動作回数の監視様態読
出（出力） 

読出 出力のON積算時間また
は接点動作回数の監視
状態を読み出します。 

0EHex 8EHex
1~40Hex
*1 

86Hex － 

4バイト 
0～32点分の情報
*10 
ビット 0：範囲内
ビット 1：範囲外
（監視値オーバ
ー） 

*1：InstanceIDは指定するスライス I/Oユニットのユニット番号（No.1～No.64）を示します。 

*2：出力接点 0の値を示します。 

*3：出力接点 1の値を示します。 

*4：出力接点 2の値を示します。 

*5：出力接点 3の値を示します。 

*6：出力接点 4の値を示します。（8点ユニットのみ） 

*7：出力接点 5の値を示します。（8点ユニットのみ） 

*8：出力接点 6の値を示します。（8点ユニットのみ） 

*9：出力接点 7の値を示します。（8点ユニットのみ） 

*10：ビットの数字は出力接点の番号に相当します。例えばビット 00は出力接点 0を意味します。 
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■ 動作時間の設定／モニタ 
コマンド Explicit 

メッセージ 
サー
ビス 

機能 
Service 
Code 

Class
ID 

Instance 
ID 

Attribute 
ID 

データサイズ 
レスポンス 

動作時間モニタの設
定値 

読出 Attributeで指定した動作時
間（単位：ms）の監視設定
値を読み出します。 

0EHex 8EHex
1~40Hex
*1 

8BHex*2
93Hex*3
B4Hex*5
BCHex*6

－ － 

動作時間モニタの設
定値 

書込 Attributeで指定した動作時
間（単位：ms）の監視設定
値を書き込みします。 

10Hex 8EHex
1~40Hex
*1 

8BHex*2
93Hex*3
B4Hex*5
BCHex*6

－ － 

動作時間モニタの現
在値 

読出 Attributeで指定した動作時
間（単位：ms）の現在値を
読み出します。 

0EHex 8EHex
1~40Hex
*1 

8AHex*2
92Hex*3
B3Hex*5
BBHex*6

－ － 

動作時間モニタの監
視状態一括読出 

読出 Attributeで指定した動作時
間（単位：ms）の監視状態
を読み出します。 

0EHex 8EHex
1~40Hex
*1 

87Hex*4 － － 

動作時間モニタのピ
ーク値の読み出し 

読出 Attributeで指定した動作時
間（単位：ms）のピーク値
を読み出します。 

0EHex 8EHex
1~40Hex
*1 

8CHex*2
94Hex*3
B5Hex*5
BDHex*6

－ 
2バイト 
0000～FFFFHex 
（0～65535） 

動作時間モニタのピ
ーク値のリセット 

リセ
ット 

Attributeで指定した動作時
間（単位：ms）のピーク値
を現在値に戻します。 

05Hex 8EHex
1~40Hex
*1 

8CHex*2
94Hex*3
B5Hex*5
BDHex*6

2バイト 
0000～FFFFHex 
（0～65535） 

－ 

動作時間モニタの履
歴 
 

読出 Attributeで指定した動作時
間（単位：ms）の監視状態
の履歴を読み出します。 0EHex 8EHex

1~40Hex
*1 

8FHex*2
97Hex*3 
B8Hex*5
C0Hex*6

－ 

1バイト 
00Hex：過去に閾
値超過なし 
01Hex：過去に閾
値超過あり 

動作時間モニタの履
歴のリセット 

リセ
ット 

Attributeで指定した動作時
間（単位：ms）の監視状態
の履歴を 0に戻します。 

05Hex 8EHex
1~40Hex
*1 

8FHex*2
97Hex*3
B8Hex*5
C0Hex*6

－ － 

*1：InstanceIDは指定するスライス I/Oユニットのユニット番号（No.1～No.63）を示します。 

*2：動作時間 1に対応しています。 

*3：動作時間 2に対応しています。 

*4：動作時間 1、2のデータを一括で読み出します。（8点ユニットでは動作時間 1、2、3、4） 

*5：動作時間 3に対応しています。（8点ユニットのみ） 

*6：動作時間 4に対応しています。（8点ユニットのみ） 
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■ 通信異常ホールドクリア設定（出力） 
コマンド  Explicit 

メッセージ 
サービ
ス 

機能 
Service 
Code

Class
ID 

Instance 
ID 

Attribute 
ID 

データサイズ 
レスポンス 

スライスバス異常時の
出力の状態（ホールド
またはクリアモード）
の設定 

読出 出力についてスライスバ
ス異常時に出力状態をホ
ールドするか、クリアす
るかのモードを点数別に
読み出します。 
動作ケース：ターンバック
ケーブル切断時など 

0Ehex 8Ehex 1~40Hex 83Hex － 

4バイト 
0～32点分の情報
*1 
ビット 0：クリア
モード 
ビット 1：ホール
ドモード 

スライスバス異常時の
出力の状態（ホールド
またはクリアモード）
の設定 

書込 出力についてスライスバ
ス異常時に出力状態をホ
ールドするか、クリアす
るかのモードを点数別に
設定します。 
動作ケース：ターンバック
ケーブル切断時など 

10Hex 8Ehex 1~40Hex 83Hex 

4バイト 
0～32点の設
定*1 
ビット 0：ク
リアモード 
ビット 1：ホ
ールドモード 

－ 

上位ネットワークの通
信異常時の出力の状態
（ホールドまたはクリ
アモード）の設定 

読出 出力について通信異常時
に出力状態をホールドす
るか、クリアするかのモ
ードを点数別に読み出し
ます。 
動作ケース：通信ユニット
の通信異常時 

0Ehex 8Ehex 1~40Hex 84Hex － 

4バイト 
0～32点分の情報
*1 
ビット 0：クリア
モード 
ビット 1：ホール
ドモード 

上位ネットワークの通
信異常時の出力の状態
（ホールドまたはクリ
アモード）の設定 

書込 出力について通信異常時
に出力状態をホールドす
るか、クリアするかのモ
ードを点数別に設定しま
す。 
動作ケース：通信ユニット
の通信異常時 

10Hex 8EHex 1~40Hex 84Hex 

4バイト 
0～32点の設
定*1 
ビット 0：ク
リアモード 
ビット 1：ホ
ールドモード 
他は 0固定 

 

*：デフォルトでは全点クリア（0）になっています。 

*1：ビットの数字は出力接点の番号に相当します。例えばビット 00は出力接点 0を意味します。 

 

■ メンテナンスモード情報の書き込み 
コマンド Explicit 

メッセージ 
サービ
ス 

機能 
Service 
Code

Class
ID 

Instance 
ID 

Attribute 
ID 

データサイ
ズ 

レスポンス 

メンテナンスカウンタ
セーブ 

セーブ メンテナンスカウンタを
スライス I/Oユニット内の
メモリに記憶させます。

16Hex 8DHex 1~40Hex 71Hex － － 
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付－1－4 アナログユニットで使用する Explicitメッセージ一覧 

■ アナログ入力ユニットの設定／読み出し 
コマンド Explicitメッセージ サー

ビス 
機能 

Service 
Code

Class
ID 

Instance 
ID 

Attribute 
ID 

データサイ
ズ 

レスポンス 

アナログデータ 1の値 読出 アナログデータ 1の値を
読み出します。 

0EHex 8FHex
01～
40Hex*1 

65Hex*2 
8DHex*3  2バイト 

アナログデータ 2の値 読出 アナログデータ 2の値を
読み出します。 

0EHex 8FHex
01～
40Hex*1 

68Hex*2 
90Hex*3 

 2バイト 

AD変換点数の設定 書込/
読出 

AD変換点数の設定をおこ
ないます。 

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

8FHex
01Hex～
40Hex*1 

64Hex 2バイト １バイト 

入力レンジ設定 書込/
読出 

入力レンジの設定をおこ
ないます。 
－10～10V＝0、0～5V＝
1、0～10V＝2、4～20mA
＝3、1～5V＝7、0～
20mA＝8 

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

8FHex
01～
40Hex*1 

66Hex*2 
8EHex*3 1バイト １バイト 

アナログステータスフ
ラグの読出 

読出 アナログステータスフラ
グの状態を読み出しま
す。下下限値＝0、下限値
＝1、 
Pass信号＝2、上限値＝
3、上上限値＝4、Valley
ショット＝5、Topショッ
ト＝6、断線検知＝７ 

0EHex 8FHex
01～
40Hex*1 

69Hex*2 
91Hex*3 

 １バイト 

アナログデータ 1への割
付けデータの選択 

書込/
読出 

アナログデータ 1に割り
付けるデータを選択しま
す。入力アナログ値＝0、
Peak値＝1、Bottom値＝
2、Top値＝3、Valley値＝
4、変化率値＝5 

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

8FHex
01～
40Hex*1 

6BHex*2

93Hex*3 
1バイト １バイト 

アナログデータ 2への割
付けデータの選択 

書込/
読出 

アナログデータ 2に割り
付けるデータを選択しま
す。入力アナログ値＝0、
Peak値＝1、Bottom値＝
2、Top値＝3、Valley値＝
4、変化率値＝5 

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

8FHex
01～
40Hex*1 

6CHex*2

94Hex*3 
1バイト １バイト 

各種機能の設定 書込/
読出 

各種機能の設定をおこな
います。（ビット ON=有
効、ビット OFF=無効） 
移動平均処理機能＝0 
スケーリング機能＝1 
ピーク/ボトムホールド機
能＝2、トップ/バレイホ
ールド機能＝3、コンパレ
ータ機能＝4、積分機能＝
5、変化率＝6 

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

8FHex
01～
40Hex*1 

6DHex*2

95Hex*3 
1バイト 1バイト 

スケーリングタイプの
設定 

書込/
読出 

デフォルトスケーリング
＝0 
ユーザースケーリング 
＝1 

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

8FHex
01～
40Hex*1 

6EHex*2

96Hex 
1バイト 1バイト 

スケーリングポイント 1
の設定 

書込/
読出 

ユーザースケーリング 0%
時のアナログ値を設定し
ます。 

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

8FHex
01～
40Hex*1 

6FHex*2

97Hex*3 

2バイト
（-28000～
+28000） 

2バイト（-28000～
+28000） 

スケーリングポイント 2
の設定 

書込/
読出 

ユーザースケーリング
100%時のアナログ値を設
定します。 

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

8FHex
01～
40Hex*1 

70Hex*2 
98Hex*3 

2バイト
（-28000～
+28000） 

2バイト（-28000～
+28000） 

スケーリング後のオフ
セット機能 

書込/
読出 

スケーリング後の誤差を
オフセット値にて修正し
ます。 

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

8FHex
01～
40Hex*1 

71Hex*2 
99Hex*3 

2バイト
（-28000～
+28000） 

2バイト（-28000～
+28000） 
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コマンド Explicitメッセージ サー

ビス 
機能 

Service 
Code

Class
ID 

Instance 
ID 

Attribute 
ID 

データサイ
ズ 

レスポンス 

最大値読出 読出/
リセ
ット 

電源立ち上げ時からの最
大値読み出し 

読出＝
0EHex
リセッ
ト＝
35Hex

8FHex
01～
40Hex*1 

72Hex*2 
9AHex*3 

 2バイト 

最小値読出 読出/
リセ
ット 

電源立ち上げ時からの最
小値読み出し 

読出＝
0EHex
リセッ
ト＝
35Hex

8FHex
01～
40Hex*1 

73Hex*2 
9BHex*3 

 2バイト 

Peak値読出 読出 HOLD機能実行中の Peak
値が保持され、その値を
読み出します。 

0EHex 8FHex
01～
40Hex*1 

74Hex*2 
9CHex*3 

 2バイト 

Bottom値読出 
 

読出 HOLD機能実行中の
Bottom値が保持され、そ
の値を読み出します。 

0EHex 8FHex
01～
40Hex*1 

75Hex*2 
9DHex*3 

 2バイト 

Top値読出 読出 HOLD機能実行中の Top
値が保持され、その値を
読み出します。 

0EHex 8FHex
01～
40Hex*1 

76Hex*2 
9EHex*3 

 2バイト 

Top値検出タイミングフ
ラグ読出 

読出 Top値を検出したときの
タイミングを読み出しま
す。 

0EHex 8FHex
01～
40Hex*1 

77Hex*2 
9FHex*3 

 １バイト 

Valley値読出 読出 HOLD機能実行中の
Valley値が保持され、そ
の値を読み出します。 

0EHex 8FHex
01～
40Hex*1 

78Hex*2 
A0Hex*3 

 2バイト 

Valley値検出タイミング
フラグ読出 

読出 Valley値を検出したとき
のタイミングを読み出し
ます。 

0EHex 8FHex
01～
40Hex*1 

79Hex*2 
A1Hex*3 

 １バイト 

上上限値の設定 書込/
読出 

上上限値の設定をおこな
います。 

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

8FHex
01～
40Hex*1 

7CHex*2 
A4Hex*3 

2バイト 
（-32768～
32767） 

2バイト 
（-32768～32767）

下下限値の設定 書込/
読出 

下下限値の設定をおこな
います。 

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

8FHex
01～
40Hex*1 

7DHex*2 
A5Hex 

2バイト 
（-32768～
32767） 

2バイト 
（-32768～32767）

上限値の設定 書込/
読出 

上限値の設定をおこない
ます。 

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

8FHex
01～
40Hex*1 

7EHex*2 
A6Hex*3 

2バイト 
（-32768～
32767） 

2バイト 
（-32768～32767）

下限値の設定 書込/
読出 

下限値の設定をおこない
ます。 

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

8FHex
01～
40Hex*1 

7FHex*2 
A7Hex*3 

2バイト 
（-32768～
32767） 

2バイト 
（-32768～32767）

スケーリング処理され
た入力アナログ値の読
出 

読出 スケーリング処理のみさ
れた入力アナログ値を読
み出します。 

0EHex 8FHex
01～
40Hex*1 

84Hex*2 
ACHex 
 

 
2バイト 
 

変化率値の読出 読出 設定サンプリング周期ご
との変化率を読み出しま
す。 

0EHex 8FHex
01～
40Hex*1 

85Hex*2 
ADHex*3 

 
2バイト 
 

サンプリング周期の設
定 

書込/
読出 

前回値との変化率を求め
るサンプリング周期を設
定します。 

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

8FHex
01～
40Hex*1 

86Hex*2 
AEHex*3 

形
GRT1-AD2
： 
2バイト 
（10～
65535） 

形 GRT1-AD2： 
2バイト 
（10～65535） 
 

積分値の読出 読出/
リセ
ット 

アナログ入力値の時間積
分値を読み出します。 

読出＝
0EHex
リセッ
ト＝
35Hex

8FHex
01～
40Hex*1 

87Hex*2 
AFHex*3 

 
4バイト 
（-214748364.8～
+214748364.7 

積分値監視ビットの読
出 

読出 汎用ステータスフラグの
積分値監視ビットで積算
状態を読み出します。 0
＝カウンタオーバーフロ
ー、1＝カウンタアンダー
フロー、7＝設定値オーバ
ーフロー 

読出＝
0EHex 8FHex

01～
40Hex*1 

88Hex*2 
B0Hex*3 

 1バイト 
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コマンド Explicitメッセージ サー

ビス 
機能 

Service 
Code

Class
ID 

Instance 
ID 

Attribute 
ID 

データサイ
ズ 

レスポンス 

積分値の監視設定値の
設定 

書込/
読出 

積分値の監視値設定の書
込/読出をおこないます。

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

8FHex
01～
40Hex*1 

89Hex*2 
B1Hex*3 4バイト 4バイト 

積分値の単位の設定 書込/
読出 

積分値の単位の設定をお
こないます。 
0＝時間（カウント×時
間、1＝分（カウント×分）

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

8FHex
01～
40Hex*1 

8AHex*2

B2Hex*3 1バイト 1バイト 

*1：Instance IDは指定するスライス I/Oユニットのユニット番号（No.1～No.64）を示します。 

*2：入力接点 0の値を示します。 

*3：入力接点 1の値を示します。 
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■ アナログ出力ユニットの設定／読み出し 
コマンド Explicitメッセージ サー

ビス 
機能 

Service 
Code

Class
ID 

Instance 
ID 

Attribute 
ID 

データサイ
ズ 

レスポンス 

DA変換点数の設定 書込/
読出 

DA変換点数の設定を行いま
す。 

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

90Hex
01～
40Hex* 

64Hex 2バイト 1バイト 

出力アナログ値の読
出 

読出 出力アナログ値を読み出しま
す。 

0EHex 90Hex
01～
40Hex*1 

67Hex*2 
7DHex*3 

 2バイト 

出力レンジの設定 書込/
読出 

出力レンジの設定をおこない
ます。4～20mA＝0、0～10V
＝1、0～20mA＝2、－10～10
＝3、0～5V＝4、1～5V=6 

0EHex 90Hex
01～
40Hex*1 

68Hex*2 
7EHex*3 

 １バイト 

スライスバス異常時
の出力値の設定 

書込/
読出 

スライスバス異常時の出力値
をチャネルごとに設定をおこ
ないます。0＝Hold last state  
1=Low limit （デフォルト値）
2=High limit  3=Zero count 
動作ケース：ターンバックケ
ーブル切断時など 

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

90Hex
01～
40Hex*1 

6CHex*2 
82Hex*3 

1バイト 1バイト 

通信異常時の出力値
の設定 

書込/
読出 

通信異常時の出力値をチャネ
ルごとに設定をおこないま
す。0＝Hold last state  
1=Low limit  （デフォルト値）
2=High limit  3=Zero count 
動作ケース：通信ユニットの
通信異常 

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

90Hex
01～
40Hex*1 

6DHex*2 
83Hex*3 

1バイト 1バイト 

各種機能の設定 書込/
読出 

各機能の設定をおこないま
す。 
スケーリング機能＝0 
積分機能＝１ 

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

90Hex
01～
40Hex*1 

6FHex*2 
85Hex*3 

1バイト 1バイト 

スケーリングタイプ
の設定 

書込/
読出 

デフォルトスケーリング＝0
ユーザースケーリング 
＝1 

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

90Hex
01～
40Hex 

70Hex*2 
86Hex*3 

1バイト  

スケーリングポイン
ト 1の設定 

書込/
読出 

ユーザースケーリング 0%時
の変化値を設定します。 

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

90Hex
01～
40Hex*1 

71Hex*2 
87Hex*3 

2バイト
（-28000～
+28000） 

2バイト（-28000～
+28000） 

スケーリングポイン
ト 2の設定 

書込/
読出 

ユーザースケーリング 100%
時の変化値を設定します。 

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

90Hex
01～
40Hex*1 

72Hex*2 
88Hex*3 

2バイト
（-28000～
+28000） 

2バイト（-28000～
+28000） 

スケーリング後のオ
フセット機能 

書込/
読出 

スケーリング後の誤差をオフ
セット値にて修正します。 

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

90Hex
01～ 
40Hex*1 

73Hex*2 
89Hex*3 

2バイト
（-28000～
+28000） 

2バイト（-28000～
+28000） 

積分値の読出 読出/
リセ
ット 

アナログ入力値の時間積分値
を読み出します。 

読出＝
0EHex
リセッ
ト＝
35Hex

90Hex
01～
40Hex*1 

77Hex*2 
8DHex*3 

 
4バイト 
（-214748364.8～
+214748364.7 

積分値監視ビットの
読出 

読出 汎用ステータスフラグの積分
値監視ビットで積算状態を読
み出します。 0＝カウンタ
オーバーフロー、1＝カウン
タアンダーフロー、7＝設定
値オーバーフロー 

読出＝
0EHex 90Hex

01～
40Hex*1 

78Hex*2 
8EHex*3 

 1バイト 

積分値の監視設定値
の設定 

書込/
読出 

積分値の監視値設定の書込/
読出をおこないます。 

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

90Hex
01～
40Hex*1 

79Hex*2 
8FHex*3 

4バイト 4バイト 

積分値の単位の設定 書込/
読出 

積分値の単位の設定をおこな
います。 
0＝時間（カウント×時間、1
＝分（カウント×分） 

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

90Hex
01～
40Hex*1 

7AHex*2 
90Hex*3 

1バイト  

*1：Instance IDは指定するスライス I/Oユニットのユニット番号（No.1～No.64）を示します。 

*2：出力接点 0の値を示します。 

*3：出力接点 1の値を示します。 
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付－1－5 温度入力ユニットで使用する Explicitメッセージ一覧 
コマンド Explicitメッセージ サー

ビス 
機能 

Service 
Code

Class
ID 

Instance 
ID 

Attribute 
ID 

データサイズ 
レスポンス 

通常表示と 1/100表示
の表示形式の読出 

読出 表示形式を読み出します。
通常表示=0 
1/100表示=1 

0EHex 8FHex
01～
40Hex*1 

65Hex  1バイト 

温度データの値読出
（通常表示） 

読出 温度データの値を読み出し
ます。 

0EHex
8FHex*2

90Hex*3

01～
40Hex*1 

9AHex  2バイト 

温度データの値読出
（1/100表示） 

読出 温度データの値を読み出し
ます。 

0EHex
8FHex*2

90Hex*3

01～
40Hex*1 

6BHex  4バイト 

入力種別の設定 書込/
読出 

入力種別の設定をおこない
ます。 
GRT1-TS2P： 
PT100（-200℃～850℃
=FHex、 
PT100（-200℃～200℃）
=11Hex 
GRT1-TS2PK： 
PT1000（-200～850℃）
=13Hex 
PT1000（-200～200℃）
=14Hex 
GRT1-TS2T： 
R=00Hex、S=01Hex、K
（-200～1300℃）=02Hex、
K（0.0～500.0℃）=03Hex、
J（-100～850℃）=04Hex、
J（0.0～400.0℃）=05Hex、
T=06Hex、E=07Hex、L
（-100～850℃）=08Hex、L
（0.0～400.0℃）=09Hex、
U=0Ahex、N=0Bhex、
W=0Chex、B=0Dhex、
PL2=0Ehex、 

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

8FHex*2

90Hex*3

01～
40Hex*1 

97Hex 1バイト １バイト 

ユーザー校正の有無状
態チェック 

読出 温度変換定数がユーザー校
正されたかチェックしま
す。ユーザー校正している
＝1 出荷時設定＝0 

0EHex
8FHex*2

90Hex*3

01～
40Hex*1 

89Hex  1バイト 

表示単位の読出 読出 表示単位の読み出しを行い
ます。℃=1200 °F=1201 

0EHex
8FHex*2

90Hex*3

01～
40Hex*1 

69Hex  2バイト 

温度ステータスフラグ
の読出 

読出 温度ステータスフラグの状
態を読み出します。下下限
値＝0、下限値＝1、 
Pass信号＝2、上限値＝3、
上上限値＝4、Valleyショ
ット＝5、Topショット＝
6、断線検知＝７ 

0EHex
8FHex*2

90Hex*3

01～
40Hex*1 

73Hex  １バイト 

温度データへの割付け
データの選択 

書込/
読出 

温度データ 1に割り付ける
データを選択します。温度
入力値＝0、Peak値＝1、
Bottom値＝2、Top値＝3、
Valley値＝4、変化率値＝5

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

8FHex*2

90Hex*3

01～
40Hex*1 

75Hex 1バイト １バイト 

各種機能の設定 書込/
読出 

各種機能の設定をおこない
ます。（ビット ON=有効、
ビット OFF=無効） 
移動平均処理機能＝0 
スケーリング機能＝1 
ピーク/ボトムホールド機
能＝2、トップ/バレイホー
ルド機能＝3、コンパレー
タ機能＝4、積分機能＝5、
変化率＝6、入力異常検知無
効＝7 

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

8FHex*2

90Hex*3 
01～
40Hex*1x

77Hex 2バイト 2バイト 

スケーリングポイント
1の設定 

書込/
読出 

ユーザースケーリング 0%
時の温度入力値を設定しま
す。 

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

8FHex*2

90Hex*3 
01～
40Hex*1 

 
79Hex 

2バイト 2バイト 

スケーリングポイント
2の設定 

書込/
読出 

ユーザースケーリング
100%時の温度入力値を設
定します。 

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

8FHex*2

90Hex*3 
01～
40Hex*1 

7AHex 2バイト 2バイト 
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コマンド レスポンス Explicitメッセージ サー

ビス 
機能 

Service 
Code

Class
ID 

Instance 
ID 

Attribute 
ID 

データサイズ Service Code 

スケーリング後のオフ
セット機能 

書込/
読出 

スケーリング後の誤差を
オフセット値にて修正し
ます。 

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

8FHex*2

90Hex*3 
01～
40Hex*1 

7BHex 2バイト 2バイト 

最大値読出 読出/
リセ
ット 

電源立ち上げ時からの最
大値読み出し 

読出＝
0EHex
リセッ
ト＝
35Hex

8FHex*2

90Hex*3 
01～
40Hex*1 

7CHex  4バイト 

最小値読出 読出/
リセ
ット 

電源立ち上げ時からの最
小値読み出し 

読出＝
0EHex
リセッ
ト＝
35Hex

8FHex*2

90Hex*3 
01～
40Hex*1 

7DHex  4バイト 

Peak値読出 読出 HOLD機能実行中の Peak
値が保持され、その値を
読み出します。 

0EHex
8FHex*2

90Hex*3 
01～
40Hex*1 

7EHex  4バイト 

Bottom値読出 
 

読出 HOLD機能実行中の
Bottom値が保持され、そ
の値を読み出します。 

0EHex
8FHex*2

90Hex*3 
01～
40Hex*1 

7FHex  4バイト 

Top値読出 読出 HOLD機能実行中の Top
値が保持され、その値を
読み出します。 

0EHex
8FHex*2

90Hex*3 
01～
40Hex*1 

80Hex  4バイト 

Top値検出タイミングフ
ラグ読出 

読出 Top値を検出したときの
タイミングを読み出しま
す。 

0EHex
8FHex*2

90Hex*3 
01～
40Hex*1 

81Hex  １バイト 

Valley値読出 読出 HOLD機能実行中の
Valley値が保持され、そ
の値を読み出します。 

0EHex
8FHex*2

90Hex*3 
01～
40Hex*1 

82Hex  4バイト 

Valley値検出タイミング
フラグ読出 

読出 Valley値を検出したとき
のタイミングを読み出し
ます。 

0EHex
8FHex*2

90Hex*3 
01～
40Hex*1 

83Hex  １バイト 

上上限値の設定 書込/
読出 

上上限値の設定をおこな
います。 

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

8FHex*2

90Hex*3 
01～
40Hex*1 

6DHex 
4バイト 
（-415000～
+415000） 

4バイト 
（-415000～
+415000） 

下下限値の設定 書込/
読出 

下下限値の設定をおこな
います。 

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

8FHex*2

90Hex*3 
01～
40Hex*1 

6EHex 
4バイト 
（-415000～
+415000） 

4バイト 
（-415000～
+415000） 

上限値の設定 書込/
読出 

上限値の設定をおこない
ます。 

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

8FHex*2

90Hex*3 
01～
40Hex*1 

6FHex 
4バイト 
（-415000～
+415000） 

4バイト 
（-415000～
+415000） 

下限値の設定 書込/
読出 

下限値の設定をおこない
ます。 

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

8FHex*2

90Hex*3 
01～
40Hex*1 

70Hex 
4バイト 
（-415000～
+415000） 

4バイト 
（-415000～
+415000） 

スケーリング処理され
た温度入力値の読出 

読出 スケーリング処理のみさ
れた温度入力値を読み出
します。 

0EHex
8FHex*2

90Hex*3 
01～
40Hex*1 

8BHex  
4バイト
（-415000～
+415000） 

変化率値の読出 読出 設定サンプリング周期ご
との変化率を読み出しま
す。 

0EHex
8FHex*2

90Hex*3 
01～
40Hex*1 

8CHex  
4バイト
（-415000～
+415000） 

サンプリング周期の設
定 

書込/
読出 

前回値との変化率を求め
るサンプリング周期を設
定します。 
250msより250の倍数で設
定可（デフォルト 250ms）

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

8FHex*2

90Hex*3 
01～
40Hex*1 

8DHex 
2バイト 
（250～
65550） 

2バイト 
（250～65550）

積分値の読出 読出/
リセ
ット 

温度入力値の時間積分値
を読み出します。 

読出＝
0Ehex
リセッ
ト＝
35Hex

8FHex*2

90Hex*3 
01～
40Hex*1 

8EHex  

4バイト 
（-214748364.8
～
+214748364.7）
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コマンド レスポンス Explicitメッセージ サー

ビス 
機能 

Service 
Code

Class
ID 

Instance 
ID 

Attribute 
ID 

データサイズ Service Code 

積分値監視ビットの読
出 

読出 積分値監視ビットで積算
状態を読み出します。 
カウンタオーバーフロー
＝0、カウンタアンダーフ
ロー＝1、設定値オーバー
フロー＝7 

読出＝
0Ehex

8FHex*2

90Hex*3 
01～
40Hex*1 

8FHex  
1バイト 
 

積分値の監視設定値の
設定 

書込/
読出 

積分値の監視値設定の書
込/読出をおこないます。

書込＝
10Hex
読出＝
0Ehex

8FHex*2

90Hex*3 
01～
40Hex*1 

90Hex 4バイト 4バイト 

積分値の単位の設定 書込/
読出 

積分値の単位の設定をお
こないます。 
時間（カウント×時間）＝
0  分（カウント×分）＝1

書込＝
10Hex
読出＝
0Ehex

8FHex*2

90Hex*3 
01～
40Hex*1 

91Hex 1バイト 1バイト 

小数点位置の読出 読出 小数点位置の読出を行い
ます。 
0000=0 
0000.0=1 
0000.00=2 

0Ehex
8FHex*2

90Hex*3 
01～
40Hex*1 

98Hex  1バイト 

Top/Valley回数のカウン
ト数読出 

読出/
リセ
ット 

Top（極大）または Valley
（極小）の回数をカウント
し、読み出します。 

読出＝
0Ehex
リセッ
ト＝
35Hex

8FHex*2

90Hex*3 
01～
40Hex*1 

9EHex  4バイト 

Top/Valley回数の閾値超
えステータス読出 

読出 Top/Valley回数が閾値を超
えているかの読出を行い
ます。 
カウンタオーバーフロー
＝0、カウンタアンダーフ
ロー＝1、設定値オーバー
フロー＝7 

0Ehex
8FHex*2

90Hex*3 
01～
40Hex*1 

9FHex  1バイト 

Top、または Valleyのカ
ウント種別選択 

書込/
読出 

Top、または Valleyのどち
らをカウントするかの設
定を行います。 
Top回数カウント=0  
Valley回数カウント=1  

書込＝
10Hex
読出＝
0Ehex

8FHex*2

90Hex*3 
01～
40Hex*1 

A0Hex 1バイト 1バイト 

Top/Valley回数の閾値設
定 

書込
読出 

Top/Valley回数のカウント
値と比較する閾値を設定
します。 

書込＝
10Hex
読出＝
0Ehex

8FHex*2

90Hex*3 
01～
40Hex*1 

A1Hex 4バイト 4バイト 

設定温度範囲内の時間
カウントの読出 

読出/
リセ
ット 

ユーザー任意の温度範囲
内に入っている時間をカ
ウントします。（単位：
秒） 

読出＝
0Ehex
リセッ
ト＝
35Hex

8FHex*2

90Hex*3 
01～
40Hex*1 

A2Hex 4バイト 4バイト 

設定温度範囲内にある
閾値超えステータス読
出 

読出 ユーザー任意の温度範囲
内に入っている時間と、
閾値との比較を行いま
す。 
カウンタオーバーフロー
＝0、カウンタアンダーフ
ロー＝1、設定値オーバー
フロー＝7  

0Ehex
8FHex*2

90Hex*3 
01～
40Hex*1 

A3Hex  1バイト 

設定温度範囲内にある
閾値の選択 

書込
読出 

カウントする閾値の種類
を選択します。 
上上限値より上=0 
上限値～上上限値=1 
PASS=2 下限値～下下限
値=3下下限値より下=4 

書込＝
10Hex
読出＝
0Ehex

8FHex*2

90Hex*3 
01～
40Hex*1 

A4Hex 1バイト 1バイト 

設定温度範囲内にある
時間との比較を行う閾
値の設定・読出 

書込
読出 

カウント時間との比較を
行う閾値の設定を行いま
す。（単位：秒） 

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

8FHex*2

90Hex*3 
01～
40Hex*1 

A5Hex 4バイト 4バイト 

入力 CH間の温度差検出
結果の読出 

読出 入力 CH間の温度差検出結
果の読出を読み出しま
す。 

0EHex
8FHex*4

90Hex*5 
01～
40Hex*1 

ABHex  4バイト 
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コマンド レスポンス Explicitメッセージ サー

ビス 
機能 

Service 
Code

Class
ID 

Instance 
ID 

Attribute 
ID 

データサイズ Service Code 

入力 CH間の温度差検出
結果と閾値との比較 

読出 温度差検出結果と閾値と
を比較し、比較結果を読
み出します。カウンタオ
ーバーフロー=0 カウン
タアンダーフロー=1 デ
ータ無効=6 設定値オー
バーフロー=７ 

0EHex
8FHex*4

90Hex*5 
01～
40Hex*1 

ACHex  1バイト 

入力 CH間の温度差検出
結果と比較を行う閾値
の設定 

書込
読出 

入力 CH間の温度差検出結
果と比較を行うための閾
値の設定を行います。 

書込＝
10Hex
読出＝
0EHex

8FHex*4

90Hex*5 
01～
40Hex*1 

ADHex 4バイト 4バイト 

拡張ステータスフラグ
の読み出し 

読出 以下のステータスフラグ
を読み出します。 
1～7の OR＝0, 
オーバーレンジ=1、アン
ダーレンジ=2、スケーリ
ングオーバーフロー=3、
スケーリングアンダーフ
ロー=4、変化率オーバー
フロー=5 
変化率アンダーフロー
=6、センサ断線=7 

0EHex
8FHex*2

90Hex*3 
01～
40Hex*1 

74 Hex  1バイト 

*1：Instance IDは指定するスライス I/Oユニットのユニット番号（No.1～No.64）を示します。 

*2：入力接点 0の値を示します。 

*3：入力接点 1の値を示します。 

*4：入力接点 0と入力接点 1の CH間の温度差検出に関係するパラメータです。 

*5：入力接点 1と入力接点 0の CH間の温度差検出に関係するパラメータです。 
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付－1－6 カウンタユニットで使用する Explicitメッセージ一覧 
コマンド Explicit 

メッセージ 

サービス 機能 

Service 
Code 

Class ID Instance ID Attribute IDデータサイ
ズ 

レスポンス 

デジタル入力モ
ニタ 
 

読出 デジタル入力の現在の
状態を読出します  

0E Hex 8E Hex 01～40 
Hex*1 

64 Hex --- 1バイト 
00 Hex: OFF 
01 Hex: ON 

読出 デジタル入力に設定さ
れたコメントを読出し
ます。 

0E Hex 8E Hex 01～40 
Hex*1 

65 Hex --- 1～32バイト 
ASCIIコードで保存
されたコメントを
含む。 

デジタル入力名 

書込 デジタル入力のコメン
トを書込みます。 

10 Hex 8E Hex 01～40 
Hex*1 

65 Hex 1～32バイト 
ASCIIコード
で設定する
コメント 

--- 

読出 デジタル入力の ON積
算時間（単位：秒）ま
たは接点動作回数（単
位：回）を読出しま
す。 

0E Hex 8E Hex 01～40 
Hex*1 

66 Hex --- 4バイト 
0000 0000～FFFF 
FFFF Hex  
(0～4,294,967,295 
(十進)) 

書込 デジタル入力の ON積
算時間（単位：秒）ま
たは接点動作回数（単
位：回）を書込みま
す。 

10 Hex 8E Hex 01～40 
Hex*1 

66 Hex 4バイト 
0000 0000～
FFFF FFFF 
Hex  
(0～
4,294,967,295 
(10進)) 

--- 

デジタル入力メ
ンテナンスカウ
ンタ 
 
 
 
 
 
 
 

リセット デジタル入力の ON積
算時間（単位：秒）ま
たは接点動作回数（単
位：回）をリセットし
ます。 

05 Hex 8E Hex 01～40 
Hex*1 

66 Hex --- --- 

読出 デジタル入力の ON積
算時間（単位：秒）ま
たは接点動作回数（単
位：回）の設定値を読
出します。 

0E Hex 8E Hex 01～40 
Hex*1 

67 Hex --- 4バイト 
0000 0000～FFFF 
FFFF Hex  
(0～4,294,967,295 
(10進)) 

デジタル入力メ
ンテナンスカウ
ンタ設定値 

書込 デジタル入力の ON積
算時間（単位：秒）ま
たは接点動作回数（単
位：回）の設定値を書
込みます。 

10 Hex 8E Hex 01～40 
Hex*1 

67 Hex 4バイト 
0000 0000～
FFFF FFFF 
Hex  
(0～
4,294,967,295 
(10進)) 

--- 
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コマンド Explicit 

メッセージ 
サービ
ス 

機能 

Service 
Code 

Class ID Instance ID Attribute ID データサイズ 

レスポンス 

入力電源モニタ 読出 出力電源の状態を読出し
ます。 
入力電源が複数ある場合
は、すべての入力電源の
状態の ANDが返されま
す。  

0E Hex 8E Hex 01～40 Hex*170 Hex --- 1バイト 
00 Hex: ON 
01 Hex: OFF 

デジタル入力の
端子メンテナン
ス情報モードモ
ニタ 

読出 デジタル入力のメンテナ
ンス情報のモードを読出
します。 

0E Hex 8E Hex 01～40 Hex*171 Hex --- 4バイト 
1バイト目のビット
00の状態： 
0: ON積算時間モニ
タモード 
1: 接点動作回数モ
ニタモード 
その他すべてのビ
ットは 0になる。

デジタル入力の
端子メンテナン
ス情報モードモ
ニタ 

書込 デジタル入力のメンテナ
ンス情報のモードを書込
みます。 

10 Hex 8E Hex 01～40 Hex*171 Hex 4バイト 
1バイト目のビ
ット 00の状態：
0: ON積算時間
モニタモード 
1: 接点動作回数
モニタモード 
その他すべての
ビットを 0に設
定。 

--- 

デジタル入力メ
ンテナンスカウ
ンタのモニタ状
態 

読出 デジタル入力の ON積算時
間または接点動作回数の
モニタ状態を読出しま
す。 

0E Hex 8E Hex 01～40 Hex*172 Hex --- 4バイト 
1バイト目のビット
00の状態： 
0: 範囲内 
1: 範囲外（モニタ値
をオーバー） 

モニタデジタル
出力ステータス 

読出 デジタル出力の現在の状
態を読出します。*2 

0E Hex 8E Hex 01～40 Hex*1OUT0: 76 
Hex 
 

--- 1バイト 
00 Hex: OFF 
01 Hex: ON 

読出 デジタル出力に設定され
たコメントを読出しま
す。*2 

0E Hex 8E Hex 01～40 Hex*1OUT0: 77 
Hex 
 

--- 1～32バイト 
ASCIIコードで保存
されたコメントを
含む。 

デジタル出力名 

書込 デジタル出力のコメント
を書込みます。*2 

10 Hex 8E Hex 01～40 Hex*1OUT0: 77 
Hex 
 

1～32バイト 
ASCIIコードで
設定するコメン
ト 

--- 

読出 デジタル出力の ON積算時
間（単位：秒）または接点
動作回数（単位：回）を読
出します*2。 

0E Hex 8E Hex 01～40 Hex*1OUT0: 78 
Hex 
OUT1: 7C 
Hex 

--- 4バイト 
0000 0000～FFFF 
FFFF Hex  
(0～4,294,967,295 
(十進)) 

書込 デジタル出力の ON積算時
間（単位：秒）または接点
動作回数（単位：回）を書
込みます*2。 

0 Hex 8E Hex 01～40 Hex*1OUT0: 78 
Hex 
OUT1: 7C 
Hex 

4バイト 
0000 0000～
FFFF FFFF Hex  
(0～
4,294,967,295 (10
進)) 

--- 

デジタル出力メ
ンテナンスカウ
ンタ 

リセッ
ト 

デジタル出力の ON積算時
間（単位：秒）または接点
動作回数（単位：回）をリ
セットします*2。 

05 Hex 8E Hex 01～40 Hex*1OUT0: 78 
Hex 
OUT1: 7C 
Hex 

--- --- 
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コマンド Explicit 
メッセージ 

サービ
ス 

機能 

Service 
Code 

Class ID Instance ID Attribute ID データサイズ 

レスポンス 

読出 デジタル出力の ON積算時
間（単位：秒）または接点
動作回数（単位：回）の設
定値を読出します*2。 

0E Hex 8E Hex 01～40 Hex*1OUT0: 79 
Hex 
OUT1: 7D 
Hex 

--- 4バイト 
0000 0000～FFFF 
FFFF Hex  
(0～4,294,967,295 
(10進)) 

デジタル出力メ
ンテナンスカウ
ンタ設定値 

書込 デジタル出力の ON積算時
間（単位：秒）または接点
動作回数（単位：回）の設
定値を書込みます*2。 

10 Hex 8E Hex 01～40 Hex*1OUT0: 79 
Hex 
OUT1: 7D 
Hex 

4バイト 
0000 0000～
FFFF FFFF Hex  
(0～
4,294,967,295 (10
進)) 

--- 

出力電源モニタ 読出 出力電源の状態を読出し
ます。 
出力電源が複数ある場合
は、すべての出力電源の
状態の ANDが返されま
す。  

0E Hex 8E Hex 01～40 Hex*182 Hex --- 1バイト 
00 Hex: OFF 
01 Hex: ON 

読出 デジタル出力のメンテナ
ンス情報のモニタモード
を読出します。*2 

0E Hex 8E Hex 01～40 Hex*183 Hex --- 4バイト 
1バイト目のビット
00（出力 0）と 01（出
力 1）の状態： 
0: ON積算時間モニ
タモード 
1: 接点動作回数モ
ニタモード 

デジタル出力の
端子メンテナン
ス情報モニタモ
ード 

書込 デジタル出力のメンテナ
ンス情報のモニタモード
を書込みます。*2 

10 Hex 8E Hex 01～40 Hex*183 Hex 4バイト 
1バイト目のビ
ット 00（出力 0）
と 01（出力 1）
の状態： 
0: ON積算時間
モニタモード 
1: 接点動作回数
モニタモード 

--- 

デジタル出力メ
ンテナンスカウ
ンタのモニタ状
態 

読出 デジタル出力の ON積算時
間または接点動作回数の
モニタ状態を読出します
*2。 

0E Hex 8E Hex 01～40 Hex*184 Hex --- 4バイト 
1バイト目のビット
00（出力 0）と 01（出
力 1）の状態： 
0: 範囲内 
1: 範囲外（モニタ値
をオーバー） 

カウンタ値 読出 カウンタ現在値を読出し
ます。 

0E Hex 8E Hex 01～40 Hex*187 Hex --- 4バイト 
値の範囲：
-2,147,483,648～
2,147,483,647 

キャプチャした
カウンタ値 

読出 最後にキャプチャしたカ
ウンタ値を読出します。 

0E Hex 8E Hex 01～40 Hex*188 Hex --- 4バイト 
値の範囲：
-2,147,483,648～
2,147,483,647 

カウンタ周波数 読出 現在のカウンタ周波数（速
度）を読出します。 

0E Hex 8E Hex 01～40 Hex*189 Hex --- 4バイト 
-100,000～100,000 

範囲 0の下限値 読出 比較範囲 0の現在の下限値
を読み出します*3。 

0E Hex 8E Hex 01～40 Hex*18B Hex --- 4バイト 
値の範囲：
-2,147,483,648～
2,147,483,647 

範囲 0の上限値 読出 範囲 0の現在の上限値を読
出します*3。 

0E Hex 8E Hex 01～40 Hex*18C Hex --- 4バイト 
値の範囲：
-2,147,483,648～
2,147,483,647 
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コマンド Explicit 

メッセージ 

サービ
ス 

機能 

Service 
Code 

Class ID Instance ID Attribute ID データサイズ 

レスポンス 

読出 現在のプリセット値を読
出します。 

0E Hex 8E Hex 01～40 Hex*18F Hex --- 4バイト 
値の範囲：
-2,147,483,648～
2,147,483,647 

プリセット値 

書込 プリセット値を書込みま
す。 

10 Hex 8E Hex 01～40 Hex*18F Hex 4バイト 
値の範囲：
-2,147,483,648～
2,147,483,647 

--- 

読出 現在のカウンタ入力モー
ドを読出します。 

0E Hex 8E Hex 01～40 Hex*190 Hex --- 1バイト 
00 Hex:位相差 x1
01 Hex:位相差 x2
02 Hex:位相差 x4
03 Hex:パルス/方
向 
04 Hex:アップ/ダ
ウン 

カウンタ入力モ
ード 

書込 カウンタ入力モードを書
込みます。 

10 Hex 8E Hex 01～40 Hex*190 Hex 1バイト 
00 Hex:位相差 x1 
01 Hex:位相差 x2 
02 Hex:位相差 x4 
03 Hex:パルス/方
向 
04 Hex:アップ/ダ
ウン 

 

読出 デジタル入力立ち上がり
エッジで実行する動作を
読出します。 

0E Hex 8E Hex 01～40 Hex*191 Hex --- 1バイト 
00 Hex:動作なし 
01 Hex:キャプチ
ャ 
02 Hex:リセット 
03 Hex:プリセッ
ト 

デジタル入力立
ち上がりエッジ
の動作 

Write デジタル入力立ち上がり
エッジで実行する動作を
書込みます。 

10 Hex 8E Hex 01～40 Hex*191 Hex 1バイト 
00 Hex:動作なし 
01 Hex:キャプチ
ャ 
02 Hex:リセット 
03 Hex:プリセッ
ト 

 

読出 デジタル入力立ち下がり
エッジで実行する動作を
読出します。 

0E Hex 8E Hex 01～40 Hex*192 Hex --- 1バイト 
00 Hex:動作なし 
01 Hex:キャプチ
ャ 
02 Hex:リセット 
03 Hex:プリセッ
ト 

デジタル入力立
ち下がりエッジ
の動作 

書込 デジタル入力立ち下がり
エッジで実行する動作を
書込みます。 

10 Hex 8E Hex 01～40 Hex*192 Hex 1バイト 
00 Hex:動作なし 
01 Hex:キャプチ
ャ 
02 Hex:リセット 
03 Hex:プリセッ
ト 

--- 
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コマンド Explicit 

メッセージ 

サービ
ス 

機能 

Service 
Code 

Class ID Instance ID Attribute IDデータサイズ 

コマンド 

読出 バスエラー発生時に実行
する動作を読出します。 
The same setting applies to 
all outputs. 

0E Hex 8E Hex 01～40 Hex*193 Hex --- 1バイト 
00 Hex:バスエラー
時に出力をクリア
01 Hex:バスエラー
時に出力機能を維
持 

バスエラー時の
動作 
 

書込 バスエラー発生時に実行
する動作を書込みます。 
すべての出力に同じ設定
を適用します。 

10 Hex 8E Hex 01～40 Hex*193 Hex 1バイト 
00 Hex:バスエラ
ー時に出力をク
リア 
01 Hex:バスエラ
ー時に出力機能
を維持 

--- 

読出 設定タグの現在値を読出
します。 

0E Hex 8E Hex 01～40 Hex*194 Hex --- 1バイト 
値の範囲：00～FF 
Hex  
(0～255 (10進)) 

設定タグ 

書込 設定タグを書込みます。 10 Hex 8E Hex 01～40 Hex*194 Hex 1バイト 
値の範囲：00～
FF Hex  
(0～255 (10進)) 

--- 

範囲 0 書込 範囲 0の上限値と下限値を
読出します*3。 

33 Hex 8E Hex 01～40 Hex*195 Hex 2 x 4バイト 
値の範囲： 
8000 0000～7FFF 
FFFF Hex 
 (-2,147,483,648 
～2,147,483,647 
(10進))*2 

---  

範囲とプリセッ
ト値の保存 

書込 範囲の設定とプリセット
値を不揮発性メモリに書
込みます。 

10 Hex 8E Hex 01～40 Hex*197 Hex 1バイト 
値： 00 Hex 

--- 

書込 バスがアイドル状態に入
ったときに実行する動作
を書込みます。 

0E Hex 8E Hex 01～40 Hex*198 Hex 1バイト 
00 Hex:バスアイ
ドル時に出力を
クリア 
01 Hex:バスアイ
ドル時に出力機
能を維持 

--- バスアイドル時
の動作 

読出 バスがアイドル状態に入
ったときに実行する動作
を読出します。 

0E Hex 8E Hex 01～40 Hex*198 Hex --- 1バイト 
00 Hex:バスアイド
ル時に出力をクリ
ア 
01 Hex:バスアイド
ル時に出力機能を
維持 

*1：インスタンス IDは、スライス I/Oユニットのユニット番号を指定します（1～63 10進)） 

*2：データ構成は次のとおりです： 

「LL = 7FFF FFFF、UL = 8000 0000」を書込みたい場合は、FFFF FF7F 0000 0080を使用。 
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付－1－7 Explicitメッセージ機能の使用例 
DeviceNetマスタユニット（形 CS1W-DRM21）から DeviceNet通信ユニットを経由し
て、スライス I/Oユニットに対して Explicitメッセージを発行する例を以下に示しま
す。 

 

例）動作時間モニタピーク値読出 

 

● DeviceNetマスタユニットのノードアドレス 05、ユニット番号 0、号機アドレス

FEHex（または 10Hex）、DeviceNet通信ユニットのノードアドレス 11 

入力 No.0

計測時間 

入力 No.2 

#1

 

CMND 
C 
S 
D 

入力 No.0 
が ON 

ラダープログラム 

Explicitメッセージ発行 

スライス I/Oターミナル 

 DeviceNetマスタユニット

DeviceNetネットワーク 

GRT1-ID4

入力 No.2
が ON 

動作時間モニタピーク値 

 

 

● 動作 

スライス I/Oユニットのユニット No.1の接点の動作時間計測値（入力 No.0の OFF→
ONから入力 No.2の OFF→ON間の時間）を読出します。 

データの読出しには、「Explicitメッセージ送信」コマンド（28 01）を使用します。 

コマンドデータは PC本体の D01000以降に書込み、レスポンスデータは D02000以降
に格納されます。 

コマンドが異常終了した場合は、終了コードを D00006に格納して、コマンド送信を
再実行します。 
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● コマンド詳細 

・ ［CMND  S  D  C］ 

S：D01000 

D（レスポンス格納先頭 CH番号）：D02000 

C：D00000 

 

Sの内容： 
アドレス 設定値 内容説明 

D01000 2801 Hex コマンドコード 
D01001 0B0E Hex DeviceNet通信ユニットのノードアドレス 11、

ServiceCode 0EHex 
D01002 008E Hex ClassID 008E Hex 
D01003 0001 Hex InstanceID 0001 Hex 
D01004 8C** Hex AttributeID 8C** Hex（**は任意） 

Cの内容： 
アドレス 設定値 内容説明 

D00000 0009 Hex コマンドバイト数 
D00001 000C Hex レスポンスデータバイト数 
D00002 0000 Hex 相手（送信先） DeviceNetユニットの ネットワ

ークアドレス 0 
D00003 05FE Hex 相手（送信先）DeviceNetユニットのノードアド

レス 5、相手（送信先） DeviceNetユニットの号
機アドレス FE Hex（10Hexでも可） 

D00004 0000 Hex レスポンス要、通信ポート No．0、再送回数 0 
Hex 

D00005 003C Hex レスポンス監視時間 6秒 

● レスポンス 

Dの内容： 
アドレス レスポンス 内容説明 

D02000 2801 Hex  
D02001 0000 Hex  
D02002 0002 Hex  
D02003 0B8E Hex レスポンス元ノードアドレス 11（0BHex） 

正常終了 8EHex 
D02004  動作時間モニタピーク値 
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付－2 接続関連機器形式一覧 
 

付－2－1 スライス I/Oユニット 
形式 仕様 

形 GRT1-ID4 スライス I/Oユニット DC4点入力（NPN対応） 

形 GRT1-ID4-1 スライス I/Oユニット DC4点入力（PNP対応） 

形 GRT1-OD4 スライス I/Oユニット トランジスタ 4点出力（NPN対応） 

形 GRT1-OD4-1 スライス I/Oユニット トランジスタ 4点出力（PNP対応） 

形 GRT1-ID8 スライス I/Oユニット DC8点入力（NPN対応） 

形 GRT1-ID8-1 スライス I/Oユニット DC8点入力（PNP対応） 

形 GRT1-OD8 スライス I/Oユニット トランジスタ 8点出力（NPN対応） 

形 GRT1-OD8-1 スライス I/Oユニット トランジスタ 8点出力（PNP対応） 

形 GRT1-IA-1 スライス I/Oユニット AC4点入力 AC100～120V 50/60Hz 

形 GRT1-IA-2 スライス I/Oユニット AC4点入力 AC200～240V 50/60Hz 

形 GRT1-ROS2 スライス I/Oユニット リレー出力 2点 

形 GRT1-AD2 スライス I/Oユニット アナログ 2点入力 

形 GRT1-DA2V スライス I/Oユニット アナログ 2点電圧出力 

形 GRT1-DA2C スライス I/Oユニット アナログ 2点電流出力 

形 GRT1-TS2P スライス I/Oユニット 温度データ入力 2点 測温抵抗体入力タイプ  

入力種別：PT100（-200℃～850℃）PT100（-200℃～200℃） 

形 GRT1-TS2PK スライス I/Oユニット 温度データ入力 2点 測温抵抗体入力タイプ  

入力種別：PT1000（-200℃～850℃）PT1000（-200℃～200℃） 

形 GRT1-TS2T スライス I/Oユニット 温度データ入力 2点  熱電対入力タイプ 

入力種別：R、S、K、J、T、B、L、E、U、N、W、PL2 

形 GRT1-CT1 スライス I/Oユニット カウンタ 1点（エンコーダ A相入力と B相入力）、エンコーダ Z相入

力またはデジタル入力に設定可能な入力 1点（NPN） 

形 GRT1-CT1-1 スライス I/Oユニット カウンタ 1点（エンコーダ A相入力と B相入力）、エンコーダ Z相入

力またはデジタル入力に設定可能な入力 1点（PNP） 

形 GRT1-END エンドユニット 

形 GRT1-PD2 I/O電源供給用ユニット 

形 GRT1-PD2G I/O電源供給用ユニット 過電流保護機能付き 

形 GRT1-PD8 I/O電源供給用ユニット（NPN対応）8点タイプ（電圧端子 8個、アース端子 4個） 

形 GRT1-PD8-1 I/O電源供給用ユニット（PNP対応）8点タイプ（電圧端子 4個、アース端子 8個） 

形 GRT1-PC8 I/O電源接続ユニット（NPN対応）8点タイプ（電圧端子 8個、アース端子 4個） 

形 GRT1-PC8-1 I/O電源接続ユニット（PNP対応）8点タイプ（電圧端子 4個、アース端子 8個） 

形 GRT1-TBR ターンバックユニット（右側折り返し専用） 

形 GRT1-TBL ターンバックユニット（左側折り返し専用） I/Oユニットへの電源供給可能 
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付－2－2 DeviceNet通信ユニット 
形式 仕様 

形 GRT1-DRT スライス I/Oターミナル用 DeviceNet通信ユニット スライス I/Oユニット最大 64台接続可能

 
 

付－2－3 スライス I/Oユニット用ターンバックユニット用接続ケーブル 
形式 仕様 

形 GCN2-100 ターンバックケーブル（1m） 通信ユニット 1台あたり、最大 2本使用可 

 

付－2－4 スクリューレスクランプターミナル用棒端子 

■ 適合棒端子 

● 1本差しタイプ 
メーカ 形式 適合電線 

AI-0.5-10WH 0.5mm2 （20AWG） 
AI-0.75-10GY 0.75mm2 （18AWG） フエニックスコンタクト（株） 
AI-1.5-10BK 1.25mm2 （16AWG） 
H 0.5/16 D 0.5mm2 （20AWG） 
H 0.75/16 D 0.75mm2 （18AWG） 日本ワイドミュラー（株） 
H 1.5/16 D 1.25mm2 （16AWG） 

● 2本差しタイプ 
メーカ 形式 適合電線 

フエニックスコンタクト（株） AI-TWIN 2 x 0.75-10 GY 0.75mm2 （18AWG） 
H 0.5/16.5D 0.5mm2 （20AWG） 

日本ワイドミュラー（株） 
H 0.75/17D 0.75mm2 （18AWG） 

 

付－2－5 他社製品問い合わせ先 
他社製品の詳細につきましては各メーカへお問い合わせください。 
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付－3 消費電力/質量一覧 
 

付－3－1 スライス I/Oユニット 
形式 消費電力（W） 質量（g） 

形 GRT1-ID4 1 76 
形 GRT1-ID4-1 1 76 
形 GRT1-OD4 1 76 
形 GRT1-OD4-1 1 76 
形 GRT1-ID8 1.5 80 
形 GRT1-ID8-1 1.5 80 
形 GRT1-OD8 1.2 80 
形 GRT1-OD8-1 1.2 80 
形 GRT1-IA4-1 1.0 76 
形 GRT1-IA4-2 1.0 76 
形 GRT1-ROS2 1 80 
形 GRT1-AD2 1.5 82 
形 GRT1-DA2V 1.5 82 
形 GRT1-DA2C 2 82 
形 GRT1-TS2P 1.5 86 
形 GRT1-TS2PK 1.5 86 
形 GRT1-TS2T 1.5 86 
形 GRT1-CT1 1.1 80 
形 GRT1-CT1-1 1.1 80 
形 GRT1-END 0 49 
形 GRT1-PD2 0.2 72 
形 GRT1-PD2G 1.2 76 
形 GRT1-PD8 0.2 75 
形 GRT1-PD8-1 0.2 75 
形 GRT1-PC8 0.2 75 
形 GRT1-PC8-1 0.2 75 
形 GRT1-TBR 0 56 
形 GRT1-TBL 0 108 

 

付－3－2 DeviceNet通信ユニット 
形式 消費電力（W） 質量 

形 GRT1-DRT 3 137 
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付－4 I/O用消費電流一覧 
 

形式 消費電流（mA） 

形 GRT1-ID4 33 
形 GRT1-ID4-1 33 
形 GRT1-OD4 12 
形 GRT1-OD4-1 12 
形 GRT1-ID8 38 
形 GRT1-ID8-1 38 
形 GRT1-OD8 8 
形 GRT1-OD8-1 8 
形 GRT1-IA4-1 0 
形 GRT1-IA4-2 0 
形 GRT1-ROS2 30 
形 GRT1-AD2 0 
形 GRT1-DA2V 0 
形 GRT1-DA2C 0 
形 GRT1-TS2P 0 
形 GRT1-TS2PK 0 
形 GRT1-TS2T 0 
形 GRT1-CT1 21 
形 GRT1-CT1-1 21 
形 GRT1-END 0 
形 GRT1-PD2 4 
形 GRT1-PD2G 19 
形 GRT1-PD8 4 
形 GRT1-PD8-1 4 
形 GRT1-PC8 4 
形 GRT1-PC8-1 4 
形 GRT1-TBR 0 
形 GRT1-TBL 4 
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付－5 直流 2線式センサとの接続の留意点 
 

DC入力タイプのユニットで、直流2線式センサを使用するときは、下記の条件が満た
されていることを確認してください。 

条件が満たされていない場合は誤動作の原因となります。 

 

付－5－1 DC入力タイプのユニットの ON電圧とセンサの残留電圧の関

係 
 

VON≦VCC－VR 

VCC：I/O電源電圧（電源電圧範囲は 20.4～26.4Vですが、最悪の条件を考えて 20.4V

で計算します） 

VON：DC入力タイプのユニットの ON電圧 

VR： センサの出力残留電圧 

 

I/O電源電圧（VCC）を 26.4Vに調整することで上式を満足できる場合があります。 

 

付－5－2 DC入力タイプのユニットの ON電流とセンサの制御出力（負

荷電流）の関係 
 

IOUT(min) ≦ ION ≦ IOUT(max) 

IOUT：センサの制御出力（負荷電流） 

ION：DC入力タイプのユニットの ON電流 

IONは、以下のように求めることができます。 

  ION＝（VCC－VR－VF）／RIN 

 VF：DC入力タイプのユニットの内部残留電圧 

 RIN：DC入力タイプのユニットの入力インピーダンス 

 

IONが IOUT(min)より小さくなるときは、ブリーダ抵抗 Rを接続してください。 

ブリーダ抵抗の定数は下記の式により求めます。 

 

R ≦（VCC－VR）／（IOUT(min)－ION） 

電力W ≧（VCC－VR）2／R×4［余裕度］ 

 

2線式センサ� R DC入力タイプ�
のスレーブ�

VCC

VR RIN
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付－5－3 DC入力タイプのユニットのOFF電流とセンサの漏れ電流の関

係 
 

IOFF ≧ Ileak 

IOUT：DC入力タイプのユニットの OFF電流 

Ileak：センサの漏れ電流 

 

センサの漏れ電流が DC入力タイプのユニットの OFF電流より大きい場合は、ブリー
ダ抵抗 Rを取り付けてください。 

ブリーダ抵抗の定数は下記の式により求めます。 

 

R≦（IOFF×RIN＋VF）／（Ileak－IOFF） 

電力W≧（VCC－VR）2／R×4［余裕度］ 
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付－6 I/Oの占有点数によるユニット分類

一覧 
 

I/O割付において、各スライス I/Oユニットは I/Oの占有点数により、以下のように「ビ
ットユニット」と「ワードユニット」に分類されます。I/O割付の詳細については 

「2－2 ユニット No.と I/O割付」を参照ください。 

 

■ビットユニット 

ビットユニットとは、2ビット単位で割り付くユニットのことを意味します。 
形式 I/O占有 備考 

形 GRT1-ID4 IN 4ビット － 

形 GRT1-ID4-1 IN 4ビット － 

形 GRT1-OD4 OUT 4ビット － 
形 GRT1-OD4-1 OUT 4ビット － 
形 GRT1-IA4-1 IN 4ビット － 
形 GRT1-IA4-2 IN 4ビット － 
形 GRT1-ROS2 OUT 2ビット － 

 

■ワードユニット 

ワードユニットとは、ワード単位で割り付くユニットのことを意味します。 
形式 I/O占有 備考 

形 GRT1-ID8 IN 1ワード 

形 GRT1-ID8-1 IN 1ワード 
形 GRT1-OD8 OUT 1ワード 
形 GRT1-OD8-1 OUT 1ワード 

1ワードを占有しますが、下位 8ビットのみ有効
です。 
 
 

形 GRT1-AD2 IN 2ワード 
デフォルトの I/O占有です。機能の付加やステー
タスを追加する事により I/O占有が変わります。

形 GRT1-DA2V OUT 2ワード － 
形 GRT1-DA2C OUT 2ワード － 
形 GRT1-TS2P IN 2ワード 
形 GRT1-TS2PK IN 2ワード 
形 GRT1-TS2T IN 2ワード 

デフォルトの I/O占有です。機能の付加やステー
タスを追加する事により、I/O占有が変わりま
す。 

形 GRT1-CT1 
IN 3ワード 
OUT 3ワード 

－ 

形 GRT1-CT1-1 
IN 3ワード 
OUT 3ワード 

－ 
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